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Ⅰ 研究の目的

産業・経済の構造的変化、雇用形態の多様化や流動化等を背景として、就職・就業をめぐる環境

が激変している。また、最近の若者の離職率の高さやフリーター、ニートの増加などから、勤労観

・職業観の未熟さや職業人としての基礎的資質・能力の低下が懸念されている。また、学校教育に

おいては、将来の自分の夢を描けず、学ぶ目的や意欲が欠如した子どもたちの増加も指摘されてい

る。こうした子どもたちの進路にかかわる諸問題を背景に、次代を担う人材の育成の上からも、児

童生徒の発達段階に応じた組織的・系統的なキャリア教育を、早期から推進することが必要とされ

ている。

しかし、小学校段階においては、総合的な学習の時間等の実践により体験的に働く人々の姿や考

え方、生き方等に触れる機会は従来よりも増えたものの、生き方指導として組織的・系統的に教育

課程に位置付けられ指導されていなかったため、それらを自身の日常生活の有り様や将来の姿に結

び付けていく面が弱かった。

、 「 」、このような状況を改善するためには 中学校での進路指導に結び付く 自他の理解や関係作り

「将来の夢や希望 「身の周りの仕事や社会への関心・意欲 「進んで働き目標達成に向けて努」、 」、

力する態度」等を具体的に達成すべき諸能力として定義付け、進路発達を踏まえた到達目標を設定

して段階的に身に付けさせる組織的・系統的な指導が必要である。

そこで、この研究は、小学校特別活動に焦点をあて、進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とし

た指導計画の作成及び実践をとおして、将来を見つめ自らの生き方を考える力を育てる小学校キャ

リア教育の推進に役立てようとするものである。

Ⅱ 研究の方向性

小学校における将来を見つめ自らの生き方を考える力を育てるキャリア教育の推進に資するた

め、進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活動の実践的な指導計画を作成し、特別活動

を中心として展開する小学校キャリア教育のモデルカリキュラムを提示する。

Ⅲ 研究の年次計画

本研究は、平成17年度から平成18年度にわたる２年次研究である。

第１年次（平成17年度）

将来を見つめ自らの生き方を考える力を育てる小学校キャリア教育の推進に関する基本構想の

立案、推進試案の作成、キャリア教育学習プログラムの枠組みの作成、キャリア教育全体計画の

作成及びキャリア教育指導構想表の作成

第２年次（平成18年度）

キャリア教育全体計画に基づく特別活動指導計画の作成、授業実践とその分析・考察、特別活

動を中心とするキャリア教育モデルカリキュラムの提示、将来を見つめ自らの生き方を考える力

を育てる小学校キャリア教育の推進に関する研究のまとめ

Ⅳ 本年度の研究内容と方法

１ 目標

第１年次に立案した特別活動におけるキャリア教育全体構想に基づき、進路発達にかかわる諸

能力の育成を軸とした特別活動の指導計画の作成及び授業実践を行い、特別活動を中心とした実
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践的なキャリア教育モデルカリキュラムを提示し、小学校におけるキャリア教育推進の方途を示

す。

２ 内容と方法

(1) キャリア教育全体計画に基づく特別活動指導計画の作成

キャリア教育の視点を位置付けた学級活動、学校行事、児童会活動及び特別活動とのかかわ

りが深い日常的な活動の指導計画を作成する。

(2) 授業実践と分析・考察(授業実践、観察法）

特別活動においてキャリア教育を推進する際の典型的事例となる授業を特別活動指導計画の

中から選択して実践し、分析・考察する。

(3) 特別活動を中心として展開するキャリア教育モデルカリキュラムの提示

キャリア教育のとらえ方や授業づくりについての解説、実践事例及びキャリア教育の視点を

位置付けた特別活動指導計画集を「小学校キャリア教育モデルカリキュラム」としてまとめ、

提示する。作成したモデルカリキュラムについて研究協力校へのアンケート調査を行い、カリ

キュラムの妥当性の検討を行う。

(4) 将来を見つめ自らの生き方を考える力を育てる小学校キャリア教育の推進に関する研究のまとめ

授業実践及び研究協力校へのアンケート調査の分析・考察を基に、小学校キャリア教育の推

進に関する研究のまとめを行う。

３ 研究協力校

花巻市立湯口小学校

Ⅴ 研究結果の分析と考察

１ 特別活動を中心とする小学校キャリア教育の推進に関する基本構想（第１年次研究の概要）

小学校におけるキャリア教育の推進をめざし、第１年次研究（平成17年度）では、小学校にお

けるキャリア教育の意義や位置付け、進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活動指導

計画作成に関する基本的な方向性を明らかにした。この第１年次の研究内容が、本年度の小学校

キャリア教育モデルカリキュラム作成の基になるものであり、以下にその要旨を示す。詳細は、

第１年次の研究報告を参照されたい。

（参照URL:http://www.iwate-ed.jp/db/db1/ken_data/center/h17_ken/04.pdf）

(1) 将来を見つめ自らの生き方を考える力を育てる小学校キャリア教育の推進に関する基本的な

考え方

ア キャリア教育とは何か

「キャリア教育」とは、個々の児童生徒が自らの将来の生活において、社会的・職業的な

自己実現を図り、主体的な生き方ができるよう適切な価値観や態度、能力を育む教育活動で

ある。その教育内容は 「①望ましい進路発達を促すための勤労観・職業観に関する内容、、

②生き方や進路の選択にかかわる能力・態度に関する内容」の二点にまとめられる。

本研究における「進路発達 「勤労観 「職業観」の定義は、以下のとおりである。」 」

「進路発達」→児童生徒が自らの生き方や進路を主体的に選択できる力を獲得するまでに育むべ
き成長、発達の過程

「勤労観」 →勤労に対する価値的な理解であり、働くことそのものに対する個人の価値的な見
方や考え方、態度

「職業観」 →職業に対する価値的な理解であり、生きていく上での職業の意義や役割について
の認識



-3-

イ 小学校におけるキャリア教育推進の意義

中央教育審議会答申（平成11年）で、小学校からのキャリア教育の推進が求められた。児童期の

小学校からキャリア教育を展開する意義を以下にまとめる。

○児童期は、将来の主体的な進路選択のための基礎的な資質や能力、態度を育成する時期である。

○小学校から高等学校までの組織的・系統的なキャリア教育の展開が求められている。

○児童が自らの将来や進路について主体的に考えようとする力を身に付けることで、学力、生活力

の向上、生徒指導上の問題の解決等、進路に関わる問題状況の改善が期待される。

ウ 小学校キャリア教育において培う進路発達にかかわる諸能力

小学校におけるキャリア教育でめざす姿を「将来を見つめ自らの生き方を考える力」を身に付け

た児童とし、具体的な姿を以下の四点にまとめた。

この、めざす児童像の実現を図るためにキャリア教育で具体的に育てたい力が 「進路発達にか、

かわる諸能力」である。本研究では 「キャリア教育学習プログラムの枠組み（例 （国立教育政策、 ）」

） 、【 】 、 。研究所 を基に 表１ に示す四領域 八具体能力を進路発達にかかわる諸能力として設定した

エ 小学校におけるキャリア教育推進についての基本的な方向性

キャリア教育は【図１】で示したように、児童生

徒の発達段階に応じた進路発達課題（望ましい進路

発達のために実現させたい発達課題）を達成させて

。 、いくことが大切となる 小学校のキャリア教育では

、将来の主体的な進路選択のための基盤づくりとして

基礎的な資質や能力、態度を育成していく。

その際の基本的な方向性として、次の二点に留意

する。

○現行の教育活動をキャリア教育の視点から見直し、各

教育課程に含まれるキャリア教育の要素を明らかに

する。

○各教育課程にキャリア教育で培いたい諸能力を計画

的・系統的に位置付けていく。

小 学 校 キ ャ リ ア 教 育 で め ざ す 児 童

○ 他 者 と の 好 ま し い 人 間 関 係 を 築 く 中 で 、 自 分 の 個 性 や よ さ に 気 付 き 、 将 来 の 夢 や 希 望 を 描 け る 子
○ 働 く こ と や 役 割 を 果 た す こ と の 価 値 に 気 付 き 、 職 業 に つ い て の 興 味 や 理 解 を 深 め る 子
○ 向 上 心 を も っ て 物 事 に 取 り 組 み 、 目 標 に 向 か っ て 努 力 す る 意 欲 や 態 度 を 身 に 付 け た 子
○ 情 報 を 適 切 に 処 理 し な が ら 、 自 分 の 考 え を 深 め 、 豊 か に 表 現 で き る 子

「 将 来 を 見 つ め 自 ら の 生 き 方 を 考 え る 力 」 を 身 に 付 け た 児 童

【表１】キャリア教育で培う進路発達にかかわる諸能力

具
体
能
力

○コミュニ
　　ケーション力

他者の個性や考え

方を認め、適切な

人間関係を築こう

とする力

○自己理解力

自己のよさや個性

を知り、自らの生

き方を大切にしよ

うとする心や態度

○役割認識力

集団生活における

様々な役割を理解

したり、自己の責

任を果たしたりす

る力

○職業理解力

働くことの喜びや

価値に気付いた

り、様々な職業に

ついて理解したり

する力

○将来設計力

夢や希望をもって

将来の生き方や生

活を考え、自分の

将来の人生や職業

生活における夢や

憧れを主体的に描

こうとする力

○情報活用力

自らの目標に向か

い主体的に努力し

たり、適切に課題

解決したりする力

○課題解決力

集団生活における

様々な役割を理解

したり、自己の責

任を果たしたりす

る力

○意思決定力

主体的に自らの意

思を決定したり、

進んで自己の考え

を表現したりする

力

目標に向かって努力する態度の形成

にかかわる能力領域

領
域
自他の理解や望ましい人間関係の構

築にかかわる能力領域

仕事や働くことへの価値の理解や意

欲にかかわる能力領域

将来の夢や希望、憧れ等の人生設計

にかかわる能力領域

キャリア教育で培う進路発達にかかわる諸能力

【人間関係を構築する力】 【勤労や職業に対する意欲・理解】 【人生設計へのイメージ形成】 【課題解決の能力・態度】

【図１】各学校段階におけるキャリア教育の位置付け

高等学校

中学校

小学校

社会的・職業的自己実現→主体的生き方

生き方や進路の現実的な探索と暫
定的な選択の時期

進路の探索や選択にかかわる諸能力
等の基盤形成の時期

進路の現実的な探索と将来設計の
社会的移行に向けた準備の時期

学
校
段
階
別
に
見
た
進
路
発
達
の
段
階

・自己理解の深化と自己受容
・選択基準としての勤労観・　
　職業観の確立
・将来設計の立案と社会的移　
　行の準備
・進路の現実吟味と試行的参　
　加

・肯定的な自己理解と自己
　有用感の獲得
・興味や関心等に基づく勤
　労観・職業観の形成
・進路計画の立案と暫定的
　な選択
・生き方や進路に関する現
　実的な探索

・自分や他者への積極的な
　関心の形成と豊かな人間
　関係の構築
・身の回りの仕事や働くこ
　とに対する関心と意欲の
　向上
・将来の夢や希望、憧れ等
　のイメージ設計
・目標に向かって主体的に
　努力する態度形成

進
路
発
達

進路発達課題
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(2) 特別活動を中心としたキャリア教育の展開に関する基本的な考え方

ア 特別活動を中心としてキャリア教育を展開する意義

特別活動を中心としてキャリア教育を展開する意義は、次の三点である。

・個性の発見や理解、社会性の育成といった特別活動で育成すべき資質や能力は、キャリア

教育がめざす方向性と重なる。

・特別活動は教科や他領域等との関連が大きく、特別活動でのキャリア教育の効果を教科や

他領域等に転移させたり、教科等との関連を生かしたりすることができる。

・中学校、高等学校では、キャリア教育の中核をなす進路指導が学級活動やホームルーム活

動の中で行われることが多い。小学校においても、特別活動をキャリア推進の核に位置付

けることで、小・中・高一貫したキャリア教育の充実を図ることが期待できる。

以上の三点の理由から、本研究では特別活動を中心としたキャリア教育の在り方に迫る。

イ 特別活動におけるキャリア教育の進め方に関する方向性

特別活動においてキャリア教育を進める際の方向性として、次の二点を基本的な考え方とし

て押さえる。

・清掃活動の意義を考えたり、職業調べをしたりするなどの活動題材への直接的なかかわりを

とおして、目的とする能力育成を図る。

・話合い活動や実践活動等、あるテーマについて話し合ったり、実際に活動したりという特別

活動の活動形態そのものを諸能力育成の場として位置付けていく。

これらの基本的な考え方を基に、進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活動指導

計画を作成する。

(3) 進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活動指導計画の作成についての基本的な考え方

特別活動におけるキャリア教育の推進は、進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活

動の指導計画を作成することから始まる。この指導計画の作成は 「キャリア教育全体構想の立、

案→キャリア教育指導構想の立案」の二段階で進める。

キャリア教育全体構想では、学校の教育活動におけるキャリア教育の位置付け、目標及び育成

、「 」「 」する能力や指導の方向性等を キャリア教育学習プログラムの枠組み キャリア教育全体計画

「全体構想表」に明示する。

キャリア教育指導構想とは、キャリア教育全体構想における特別活動の位置付けを押さえた上

で、特別活動におけるキャリア教育年間題材一覧と学級活動及び学校行事等の指導計画案（特別

） 。 、活動の授業プラン を示したものである この特別活動におけるキャリア教育の指導構想立案が

進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活動指導計画となる。

キャリア教育全体構想及び特別活動におけるキャリア教育指導構想の具体的な内容と作成上の

留意点を以下に示す。

ア キャリア教育全体構想の内容と作成上の留意点

○ キャリア教育学習プログラムの枠組み作成について

「キャリア教育学習プログラム」とは、児童生徒の発達段階に応じ、キャリア教育において培

う能力や態度を具体的に示したものであり、指導計画を編成する際の基となる。その作成に当た

っては、国立教育政策研究所から示された「学習プログラムの枠組み（例 」の形式、内容を参）

考にし、キャリア教育で培う「能力・態度」を小学校（低学年・中学年・高学年 、中学校、高）

等学校別に作成する。小・中・高それぞれの学校段階でどのような力を育成するかを明示するこ

とで、小学校から高等学校までの12年間の一貫したキャリア教育が展開できるよう、系統性・発
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展性に留意する。

○ キャリア教育全体計画の作成について

、 、 、キャリア教育全体計画は 学校教育の目標実現に当たりキャリア教育が 学校教育のどの場で

どのように資するか、学校教育推進上のキャリア教育の位置付けを示したものであり、キャリア

教育に対する学校の基本的な考え方を表したものである。全体計画に記載する内容は、学校教育

目標、キャリア教育で育成すべき能力（全体指導目標・学団別指導目標 、教科、領域等での指）

導の場と指導内容、キャリア教育推進上の留意点とする。

○ キャリア教育で育成する能力と指導の場の全体構想表の作成について

キャリア教育学習プログラムとキャリア教育全体計画を基に、八つの具体能力を、教育課程の

どの場で育成するかを示したものを全体構想表にまとめる。キャリア教育年間題材の配当計画の

ための資料として活用するものである。

イ 特別活動におけるキャリア教育指導構想（進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特

別活動指導計画）の内容と作成上の留意点

○ 特別活動におけるキャリア教育の年間題材一覧

学級活動を特別活動におけるキャリア教育の基盤として位置付け、全学年、全時間の授業内容

を年間題材一覧に掲載する。学校行事等の活動では、進路発達にかかわる能力育成との関連が大

きい題材を選定して、年間題材一覧を作成する。また、係活動や清掃活動等、学級活動とのかか

わりが大きい日常の諸活動についても題材一覧に記載する。この題材一覧には、題材名と活動の

ねらい、キャリア教育の視点からの目標（育成をめざす能力）を明示する。作成に当たっては、

現行の特別活動指導計画をキャリア教育の視点から見直し、指導時期や指導内容、教科や行事等

との関連から検討し、活動題材を再構成したり、新設したりする。

○ 特別活動の授業プラン（学級活動指導案・学校行事等の指導計画案）

（ ） 、 （ ）授業プラン 指導案・指導計画案 には キャリア教育で培うべき能力と指導の手だて 方法

を明示するとともに、指導上の留意点・工夫点として以下の七点を押さえる。

(4) 進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活動指導計画作成の手順と留意点

これまで述べてきたことを踏まえ、進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活動指

導計画作成手順と留意点を【図２】にまとめた。

① 特別活動の基本的な活動形態（話合い活動、実践活動等）の特質を生かす。
② 望ましい進路発達を図るための活動内容を開発する。
③ 多様な学習活動を工夫する。
④ 事前・事後の活動を重視する。
⑤ 家庭や地域、関係諸機関との連携を図る。
⑥ 教科、他領域との関連性を指導に生かす。
⑦ 中学校、高等学校との指導内容の接続や指導体制の連携を図る。

【図２】進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活動指導計画の作成手順と留意点

内 容 を 入 力 し て く だ さ い 。

全 体 構 想 の 立 案 特 別 活 動 指 導 構 想 の 立 案

キ
ャ
リ
ア
教
育
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
枠
組
み
作
成

キ
ャ
リ
ア
教
育
全
体
計
画
の
作
成

育
成
す
る
能
力
・
態
度
と
指
導
の

場
の
全
体
構
想
表
の
作
成

進
路
発
達
に
か
か
わ
る
諸
能
力
の
育
成
を
軸
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
活
動
指
導
計
画

・
学
校
教
育
推
進
上
の
位
置
付
け

・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
基
本
的
な
考
え

・
指
導
目
標
、
内
容
、
方
法
の
明
示

・
指
導
上
の
留
意
事
項
の
記
載

・
「
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
枠
組
み
例
」

・
目
標
と
す
る
能
力
や
態
度
の
具
体

　
設
定

・
発
展
性
、
系
統
性
に
留
意

・
地
域
、
児
童
の
実
態
等
に
即
応

・
教
育
課
程
上
へ
の
位
置
付
け

・
題
材
配
当
計
画
の
資
料

・
学
年
別
題
材
一
覧
表

・
題
材
名
、
ね
ら
い
、
目
標
の
明
示

・
現
行
指
導
計
画
の
見
直
し
と
検
討

・
内
容
、
教
科
等
と
の
関
連

○
指
導
上
の
留
意
点
・
工
夫
点

①
活
動
形
態
の
特
質
を
生
か
す

②
新
た
な
活
動
題
材
の
開
発

③
多
様
な
学
習
活
動

④
家
庭
、
地
域
、
諸
機
関
と
の
連
携

⑤
事
前
、
事
後
（
評
価
活
動
）
の
活

　
動
の
重
視

⑥
教
科
等
と
の
関
連

⑦
中
学
、
高
校
と
の
連
携

○ 学 級 活 動 を 中 心
　 と す る 単 位 時 間
　 の 指 導 案

授 業 プ ラ ン の 作 成

○ 児 童 会 活 動 、 学
　 校 行 事 、 ク ラ ブ
　 活 動 、 日 常 活 動
　 等 の 指 導 計 画 　

特
別
活
動
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
年
間
題
材
一
覧
の
作
成

○
育
成
す
べ
き
能
力
目
標
の
設
定

特 別 活 動 に お け る キ ャ リ ア 教 育 の 展 開 プ ラ ン
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２ 進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活動指導計画の実際

(1) キャリア教育全体構想（キャリア教育全体計画）の実際

「 」 「 」キャリア教育全体構想を構成する キャリア教育学習プログラムの枠組み 及び 全体構想表

の実際は、別冊資料「 生き方』を学ぶキャリア教育の展開Ⅰ」Ｐ26～Ｐ28を参照されたい。こ『

こでは、学校教育におけるキャリア教育の位置付け（目的・目標・指導内容等）を明示し、キャ

リア教育推進の基盤となる「キャリア教育全体計画」の実際を示した （ 資料１】花巻市立湯。【

口小学校キャリア教育全体計画）

資料のポイント①に示すように、全体計画の中心には湯口小学校がめざす子ども像があり、キ

ャリア教育は学校教育目標の実現を図るための方途としての位置付けが為されている。ポイント

②は、児童の発達段階に応じて設定したキャリア教育の指導目標であり、これらの目標が各学年

めざす子ども像

〈心のあたたかい子ども〉
・相手の気持ちを考え、思いやりのある子ども

・価値あるものに感動できる子ども

・礼儀正しい挨拶ができる子ども

・よく考え、正しく判断できる子ども

〈進んで学ぶ子ども〉
・基礎・基本を身に付け、学び方がわかる子ども

・課題を見つけ、進んで学ぶ子ども

・自分の考えをもち、表現する子ども

・筋道を立てて深く考える子ども

〈体をきたえる子ども〉

・進んで運動を楽しむ子ども

・健康・安全に気をつける子ども
・目当てを決め、体力づくりに励む子ども

・規則正しい生活ができる子ども

〈根気強い子ども〉

・ねばり強く仕事をやりぬく子ども

・力を合わせて活動する子ども
・くじけず、たくましく生きる子ども

・他人に尽くす喜びを感じる子ども

教育関係法令等

　　日本国憲法　　 教育基本法　　 学校教育法

小学校学習指導要領　　岩手県学校教育指導指針

自分や 周りの人たちへの関心を高め、豊かな人間
関係を 築く力を育てる
人間関係 構築：コミュニケーション能力・自己理解力

身の回 りの仕事や働くことに対する関心と意欲の

向上を 図る
勤労や職 業に対する意欲・理解：役割認識力・職業理解力

 

将来へ の夢や希望を醸成し、自らの豊かな人生設

計へイ メージを形成させる
人生設計 へのイメージ形成：将来設計力・情報活用力

 

目標に 向かって主体的に努力する態度や諸課題を

解決す る力を育てる
課題解決 の能力・態度：課題解決力・意思決定力

 

児 童の実 態

・おだやかで素直である。

・明るく、誰にでも挨拶ができる。
・知的好奇心が豊かであり学習意欲に富む。
・粘り強さに欠ける。
・相手の立場を考えた言動に欠ける。

家庭・ 地域の実態

・教育への関心が高く教育振興運動が盛んである。
・学校に対する支援体制ができている。
・諸行事や授業における協力も積極的である。
・自然環境、文化遺産、伝統行事等の自然環境、社

　会環境が豊かである。

低 学 年 指 導 目 標 中 学 年 指 導 目 標 高 学 年 指 導 目 標

○基本的な生活の仕方を身に付け、友

　達と仲良く活動できる。

○自分らしさを生かし、自己の責任を進

　んで果たすことができる。

○自分や友達のよさに付き、協力して物

　事に取り組むことができる。

○身の回りの職業や仕事に関心をもつと

　ともに、自らの仕事に積極的にかかわ

　ることができる。

○将来の夢や希望を膨らませる。

○課題に向かい、主体的に努力すること

　できる。

○様々な職業についての理解を深め、働

　くことの大切さや意義に気付く。

○自らの将来の在り方考える大切さに気

　付き、職業や生き方に対する憧れを膨

　らませる。

○目標実現のための方法を考え、主体的

　に努力することができる。

○当番や係、身の回りの様々な仕事の

　大切さに気付き、自らの役割をやり

　遂げることができる。

○将来の夢や希望をもつ。

○基本的な学習の仕方を身に付け、意

　欲的に学習に臨むことができる。

学 級活 動 学校行 事 児童会 ・ク ラブ

○基本 的な 生活
　習慣 の形 成

○希望 や目 標を
　もっ て生 きる

　態度 の形 成
○望ま しい 人間

　関係 の育 成
○生活 上の 諸問

　題の 実践 的解
　決

○生活 を支 える
　役割 の理 解と
　責任 の遂 行

○主体 的な 話し
　合い やコ ミュ

　ニケ ーシ ョン
　活動

○ 目標 の実 現
　 に向 けた 努

　 力の 蓄積 と
　 充実 感

○ 集団 活動 を
　 支え る役 割

　 理解
○ 勤労 や生 産

　 活動 の尊 さ
　 や喜 びの 感

　 得
○ 集団 行動 に
　 おけ る望 ま

　 しい 態度 形
　 成

○集 団活 動を
　支 える 組織

　や 役割 の理
   解

○役 割や 責任
  を 果た す意

  義 と充 実感
○異 年齢 間の

  交 流
○自 己の 興味

　や 関心 の追
　究

教 科  ・  領 域 ・ 日常 活動 等 に お  け る キ  ャ  リ ア 教  育  の 指 導  内  容

○ 基礎・ 基本 の定 着
○ 問題解 決的 な学 び方の

　 習得
○ 各教科 にお ける 「生き

 る力 」の 育成
○ 主体的 なコ ミュ ニケー

  ション 活動
○ 生活場 面か らの 教材化

○ 学習事 項の 生活 場面や
  将来の 生き 方へ の適用

○ 生活を 支え る身 の回り
  の人々 の仕 事や 役割
○ 人生に 対す る考 え方や

  生き方

日常生 活に おける
諸活 動

○基 本的な 生活 習慣
  や 善悪の 判断 、社

  会 生活上 のル ール
○自 主性、 協力 し合

  い 助け合 う態 度
○生 活を支 える 人々

  の 役割の 理解 と感
  謝

○働 くこと の意 義の
  理 解と責 任感

○目 標に向 かい 主体
　的 に努力 する 態度
　や 希望を もっ て生

　き る心

○自ら 学び 、考 え、
　主体 的に 判断 し、

　問題 を解 決す る資
　質や 能力

○主体 的、 創造 的な
　探求 活動

○自己 のよ りよ い生
　き方 を考 える 場

○自然 体験 、社 会体
　験、 観察 ・実 験、

　見学 等の 体験 的学
　習、 問題 解決 的学
　習

○日直 、清 掃活 動、
給食時 の当 番活 動等

におけ る役 割の 理解
と責任 の遂 行

○休み 時間 にお ける
集団遊 び等 での 人間

関係構 築
○栽培 活動 、飼 育活

動

各 教 科 道　 徳
特  別  活  動

総合 的な 学習の 時間

キ ャ リ ア 教育 指 導 目 標

キャリア教育の目的

○児童一人一人の自己実現を図り、自らの人生を主体
  的に生きるための価値観や能力・態度を育成する。

○
望
ま
し
い
進
路
発
達
を
促
す
勤
労
観
・
職
業
観

 
の
育
成

○
自
ら
の
生
き
方
や
進
路
を
主
体
的
に
選
択
で
き

 
る
能
力
・
態
度
の
育
成

小 学 校 学 習 指 導 要 領

〔総則〕
「児童に生きる力をはぐくむことをめざし、
自ら学び自ら考える力の育成を図るととも
に、基礎的・基本的な内容の確実な定着を図
り、個性を生かす教育の充実に努めなければ
ならない」
〔総則  第３〕
「学び方やものの考え方を身に付け、問題の
解決や探求活動に主体的、創造的に取り組む
態度を育て、自己の生き方を考えることがで
きるようにすること」
〔総則  第５〕
「各教科等の指導に当たっては、児童が学習
課題を選択したり、自らの将来について考え
たりする機会を設けるなど工夫すること」
〔第４章　特別活動〕
「児童が自ら現在及び将来の生き方を考える

ことができるように工夫すること」

将来 を 見 つ め自 ら の 生 き方 を 考 え る 力を 育 て る

学級・学年経営の充実 基本的生活習慣の確立
キャリア教育についての教

職員の共通理解

ＰＴＡ及び地域の諸施設、

諸機関との連携

地域の諸行事、人材、環境

等を生かした題材開発
湯口中学校との協力、連携

キ ャ リ ア 教 育 推 進 の た め の 基 盤

花 巻市 立湯口小 学校キ ャリ ア教育 全体計画

学  校  教  育  目  標

◎　 気 力と 集 中力 で自 ら 鍛え 、 自ら 学び 、 自ら を つ

　く る 子ど も の育 成
　◇ 心 のあ た たか い子 ど も　 ◇ 進ん で学 ぶ 子ど も

　◇ 　 体を き たえ る子 ど も　 ◇ 根気 強い 子 ども

学校 教育全 体を 通じた キャ リア 教育の 推進

【資料１】キャリア教育全体計画

ポイント ②

ポイント ①

ポイント ⑤

ポイント ③

ポイント ④

学校教育目標
とめざす子ど
も像をキャリ
ア教育全体計
画の中核にす
える

発達段階に応
じ、育成する
能力領域毎に
キャリア教育
の指導目標を
具体化する

特別活動の各
内容(学級活
動、学校行事
等）における
指導内容を明
示する

特別活動との
かかわりが大
きい日常活動
の場における
キャリア教育
の視点を明示
する

キャリア教育
推進の基盤と
なる事項を明
示する
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。 、における特別活動の題材で身に付けさせたい力を設定する際の基になる この目標実現のために

特別活動における四内容（学級活動、学校行事、児童会活動、クラブ活動）での指導事項を示し

たものがポイント③である。ポイント④の日常生活における諸活動は、特別活動とのかかわりが

大きい内容であり、特別活動におけるキャリア教育展開プランの中に位置付け、指導計画作成の

際にも取り上げていく。キャリア教育推進のための基盤として挙げた事項(ポイント⑤）は、具

体的な授業プランの作成の際の指導上の留意点・工夫点の項に取り上げていく。

このキャリア教育全体計画の主な五つのポイントに留意して、以下に示す特別活動におけるキ

ャリア教育指導構想の立案（進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活動指導計画の作

成）を進めた。

(2) 特別活動におけるキャリア教育指導構想（進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした指導計

画）の実際

キャリア教育全体構想を基に、特別活動における具体的なキャリア教育の授業を構想したもの

（ ） 。がキャリア教育指導構想 進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした指導計画の作成 である

指導計画の作成は、キャリア教育の視点を位置付けた特別活動年間題材一覧の作成と、それに基

づく学級活動、学校行事等の授業プランの（指導案・指導計画案）作成をもって進めた。

ア 特別活動におけるキャリア教育の年間題材一覧の実際

年間題材一覧は、特別活動の基盤となる学級活動と、学校行事等（他、児童会活動、クラブ

活動、日常活動）の

二つで構成した。

年間題材一覧の作

成に当たり、次の二

点に留意した。

１点目は、これま

でに行われてきた学

級活動及び学校行事

等の活動の中に、キ

ャリア教育の視点を

明示したことであ

る 【表２】に示す。

ように、学級活動

及び学校行事等の

題材一覧に、その

題材で中心的に育

成する進路発達に

かかわる能力を示

した。例えば、新

学期当初各学級で

行われる一年間の

目標作りの活動で

は、自分の生き方

【表３】新設した学級活動の主な題材（抜粋）
学年 題材名 内　　　容

1自分でできること
自分の生活態度を見つめ、向上心をもって自分のことは自分でやり遂げよ
うとする気持ちをもつ。

2教えて！あなたのこと、友達のこと
自分の好きなことを考えたり、友達のよさを見つけたりする活動を行い、
自他理解を深める。

3先生方の仕事調べに挑戦
学校生活を支える人々 の働きに気付き、学校生活への意欲や自己の役割へ
の責任感を高める。

地域の働く人から学ぼう
地域生活を支える人々 の働きを調べ、役割の大切を知るとともに、働くこ
とや職業への関心をもつ。

何でも自慢大会をしよう
自分の得意なことや自慢を紹介し合い、自他の個性や互いのよさを認め合
い、よりよい人間関係を築く。

どんな仕事があるかな？
食卓のご飯やサッカーワールドカップに関連した仕事を調べ、仕事や職業
のかかわりや役割を考える。

「働く」って何？
働くことには、役割を果たしたり、自己の力を発揮したりすることによっ
て得られる喜びがあることに気付く。

「フリーター」って何？
フリーター問題を調べ、働くことや仕事についての興味をもち、自分の将
来の職業生活への関心をもつ。

未来の「自分史」をつくろう
未来の自分史を思い描き、夢や希望をもって自らの将来設計について考え
る。

もうすぐ中学生
新しい生活に向けた期待や希望を膨らませるとともに、中学進学に向け、
目標をもって生活しようとする意欲をもつ。

4

5

6

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

指
導
要
領
の
内
容

第５学年学級活動年間題材一覧
進路発達にかかわる能力

自 役 職 将 情 課 意

己 割 業 来 報 題 思月 題 材 名 指 導 の ね ら い
理 認 理 設 活 解 決

解 識 解 計 用 決 定
力 力 力 力 力 力 力

４ ☆ ☆○友達増やそう 互いの自己紹介をとおし、進んで他者と関わったり、友達を増やしたりする。(2)

月 ☆ ☆ ☆○学級目標を決めよう 一人一人が理想とする学級像を話し合い、その実現に向け、学級目標を決めることができる。(1)

☆ ☆ ☆○学級組織を決めよう 学級生活の向上のために必要な組織と自分の役割を決め、活動意欲をもつ。(1)

☆☆○安全な登下校を考えよう 安全な登下校の仕方を知るとともに、自らの安全を主体的に守ろうとする意識をもつ。(2)

５ ☆ ☆○あいさつを活発にしよう 気持ちのよいくらしを送るためのよりよい挨拶の仕方を考えることができる。(1)

月 ☆ ☆○運動会を成功させよう 運動会の成功に向けての意欲をもち、学級や個人の目標を立てることができる。(1)

☆☆ ☆○どんな仕事があるかな？ 食卓にご飯が届くまでの過程にある様々な仕事を知り 職業に対する興味をもつ(2) 、 。

☆ ☆☆ ☆○ 興味をもった仕事について調べ、将来の職業生活についての関心を広げる。お気に入りの仕事を調べてみよう (2)

６ ☆ ☆○運動会を振り返ろう 目標の達成状況を振り返り、運動会の成果と課題を今後の生活に生かそうとする。(1)

月 ☆☆☆○「働く」って何？ 働くことの意味を考え、働くことによって得られる喜びに気付く。(2)

【表２】キャリア教育の視点を位置付けた学級活動年間題材一覧（抜粋）

キャリア教育の視点

その題材の活動を通じ、中心
的に育成する進路発達にかか
わる具体能力を示した

※ 学校行事等の題材一覧も学級活動題材一覧と同様の形式である
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を大切にしようとする自己理解力や

一年間の努力目標を具体的に設定す

る課題解決力など、進路発達にかか

わる能力を重点的な育成のポイント

（ 表２】☆印）として示した。【

２点目は、従来の指導計画を見直

した上で、特別活動の目標実現とバ

ランスのよい進路発達を図るという

観点から、学級活動において新たな

題材の開発を行ったことである（前

頁【表３ 。キャリア教育学習プ】）

ログラムに示した達成すべき進路発

達課題の一覧の中で、従来の活動で

は十分な育成が図られていない領域

等を中心に題材を新設した。特に、

自他の理解に関することや、仕事、

働くことへの価値の理解や意欲に関

すること、将来の夢や希望、人生設

計に関すること等の内容を、各学年

の発達段階を考慮した上で盛り込む

ようにした。

イ キャリア教育の視点を位置付けた特

別活動授業プランの実際

(ｱ) キャリア教育の視点を位置付けた

学級活動指導案

キャリア教育全体構想に基づき、

学級活動における具体的な授業構想

を立案したものが、キャリア教育の

視点を位置付けた学級活動指導計画

【表４ 【表５】である。指導案の】

作成に当たって留意したことは、以

下の五点である。

「未来の『自分史』を作ろう」１．題材名
６年―学級活動(2)：希望や目標をもって生きる態度の形成〕〔

２．目 標

◎ 夢や憧れをもって、自らの将来設計について考えることができる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○未来の自分史を思い描かせることにより、自らの将来への夢や希望を育む。
○自らの将来を見据えさせながら、今の生活での努力目標をもたせる場とする。

☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：未来の自分史作りをとおし、自分の将来について夢や希望をもって主体的に考えよ】

うとする。
【職業理解力 ：自分の関心のある職業について、興味を広げたり、理解を深めたりする。】
【将来設計力 ：豊かな家庭生活や社会生活を送るために、人間関係の充実や日々の学習が大切であ】

ることを知る。
【課題解決力 ：将来の夢に向かい、人生の節目での見通しや目標を構想しながら、日々の学校生活】

に意欲的に取り組もうとする。

４．展開案
○「自分史」のワークシートと記入例を作成しておく。
○本時の学習内容(自分の将来について考える）を予告しておき、憧れの職業や人生設計について考事
えておくよう話しておく。前

○イチロー選手、松井選手の自叙伝をもとに 「夢をもって過ごした少年時代」にかかわる資料を、
作成しておく。

進路発達を促す指導上の留意点・工夫点学習活動 資料等
１ イチロー選手の少年時代の夢の作文 イチローの ・始めに本文のみ読ませ、作者を想像さ
を読み、感想を話し合う。 少年時代 せる。本文にからめながら、イチロー

選手についての感想を話させる。

→【職業理解】課 ２ 松井選手の少年時代についての話を イチローの

聞く。 写真 ・松井選手とイチロー選手の少年時代に題
松井選手の ついて比べさせ、二人とも子どものこ把

３ イチロー選手や松井選手の例を基に 写真 ろから将来の夢をしっかりもっていた握 、
本時では自分の将来について考えてい ことに気付かせる。

→【自己理解・職業理解】くことを確認し、本時の学習の見通し
をもつ。 ・ フリーター」の学習を想起させ、自「

分の将来について考えていくことの大
切さを伝えながら、本時の学習課題を

４ 「自分史」の内容を知る。 自分史の参 設定する。本
→【自己理解・職業理解】考作品

・自由に記述させ、和やかな雰囲気で活
自分史ワー 動させるが、ふざけたり、冷やかした
クシート りすることがないようにすること、自時

分の人生をしっかり考えさせることに課
留意する。

→【自己理解・職業理解・将来設計】題 ５ 「自分史」作りに取り組む。

・一人一人の活動状態を把握し、自分の

将来の人生を進んで考えようとする姿追
６ 自分の将来に向かって、これから頑 を認めていく。

→【自己理解・職業理解・将来設計】究 張っていきたいことを考える。
７ 作成した「自分史」を交換して見合 ・それぞれの人生に対する考え方や生き
い、感想を交流し合う。 方が違うことに留意させながら、互い

のプランについて肯定的に認め合う雰
囲気を作る。

→【自己理解・職業理解・将来設計】８ 「自分史作り」を行って感じたこと ワークシート

をワークシートに書く。 ・自分の将来を考えることによって感じま
た楽しさや期待感や大事にさせたい。と

９ 教師の話を聞き、これからの学校生 自分の人生を大事にすること、今の生め
活や将来の生活についての意欲をもつ 活をしっかり頑張ることの大切さを話。

す。
→【将来設計】

○作成した作品を掲示したり、通信等で知らせたりしながら、お互いの生き方を尊重し合う気持ち事
を醸成する。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【国語】→谷川俊太郎の詩「生きる」を読み、将来について夢や希望の気持ちをもつ。
【道徳】→資料「天女、再び宇宙へ」を基に、自分のよさに気付きそれを伸ばしていこうとする気持ち

をもつ。

未来の自分史を作ってみよう。

①年齢に応じて、所属する集団(学校・職場等）を
書く。

②それぞれの年齢で、してみたいこと、しようと

していることを文とイラストで書く。

【表４】キャリア教育の視点を位置付けた学級活動(2)の指導案例

①本題材のキャリア教育のポイン

④指導上の留意点・工夫点

③事前指導のポイント

②育成する能力

本題材でのキャリア教育の方
向性を明示する

育成をめざす能力（進路発達に
かかわる諸能力）を具体化する

本時の前に必要な準備や事前に
行う活動、指導等を具体的に記
す

育成をめざす諸能力に応じて、指
導のポイントや工夫点を明示する

本時の学習内容を発展・継続させる視点を示す

系統的・組織的指導を行うため、本題
材と他教科等との関連の視点を示す⑥他教科等との関連の視点

⑤事後指導のポイント

・本題材におけるキャリア教育のポイ
。 （【 】 ）ントを示す 表４ ①

・本題材で重点的に育成をめざす進路
発達にかかわる諸能力を具体的に記
す。 （同②）

・進路発達の育成に視点を当てた指導
、 。（ ）上の留意点 工夫点を示す 同④

・事前指導、事後指導の留意事項を示
し、系統的、計画的な指導が行える
ようにする。 （同③⑤）

・本題材にかかわる他教科等との関連
の視点を示し、組織的な指導が行え
るようにする。 （同⑥）

４ ． 展 開 案

○ 計 画 委 員 会 を 組 織 し 、 議 題 、 話 合 い の め あ て 、 話 合 い の 内 容 、 役 割 分 担 を 決 め る 。事

「 」 、 、「 （ ）前 ○ 話 合 い カ ー ド を 学 級 全 員 に 配 付 し 話 合 い の 内 容 を 知 ら せ る と と も に ど の よ う な 役 割 係

が 必 要 か 、 自 分 の 考 え を し っ か り も た せ て お く 。」

話 合 い の 順 序 児 童 の 活 動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点 資 料 等

１ は じ め の 言 葉 ・ 係 が 開 会 宣 言 を す る 。 ・ 各 係 の 子 ど も が 自 信 を も っ て 自 分

の 役 割 に 取 り 組 め る よ う に 、 事 前

２ 係 の 紹 介 ・ 各 係 が 自 己 紹 介 に お い て 、 の 教 師 の 声 が け を 大 事 に す る 。 話 合 い カ

自 分 の 役 割 と 目 標 を 話 す 。 ー ド→ 【 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 役 割 認 識 】

３ 議 題 の 確 認 ・ 本 時 の 議 題 、 話 合 い の め あ ・ 話 合 い カ ー ド を 用 い 、 本 時 の 活 動

て 、 話 合 い の 進 め 方 を 確 認 へ の 意 欲 と 見 通 し を も た せ 、 ど の

す る 。 子 も 主 体 的 に 話 合 い 参 加 さ せ る 。

【 】→ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 役 割 認 識 ・ 意 思 決 定

４ 先 生 か ら ・ 担 任 の 話 を 聞 き 、 学 級 組 織話

に つ い て 積 極 的 に 話 し 合 お ・ 学 級 生 活 を 営 む 上 で の 組 織 の 大 切合

う と す る 気 持 ち と 、 話 合 い さ を 考 え さ せ る 場 を 設 け る 。 集 団い

の 視 点 を も つ 。 生 活 を 支 え る た め に 様 々 な 仕 事 が活

１ 話 合 い ・ 話 合 い の 柱 に 沿 い 、 学 級 組 あ る こ と を 確 認 さ せ 、 話 合 い の 視動

（ 全 体 ） 織 に つ い て 話 し 合 う 。 点 を も た せ る 。

（

→ 【 役 割 認 識 】本 ① 組 織 ・ 係

（ グ ル ー プ ） 名 前 カ ー時

② 仕 事 の 内 容 ・ 振 り 返 り カ ー ド に は 、 決 ま っ た 自 ド

）

③ 役 割 決 め 分 の 役 割 と 、 仕 事 に 取 り 組 む 上 で

の め あ て を 書 か せ 、 活 動 意 欲 を 高 係 用 ポ ス

・ グ ル ー プ 毎 に 活 動 内 容 を 示 め る 。 タ ー 用 紙

→ 【 役 割 認 識 ・ 意 思 決 定 】し た ポ ス タ ー を 作 成 す る 。

６ ま と め ・ 話 合 い の 内 容 、 話 合 い 活 動 へ の 取

・ 本 時 の 活 動 の 振 り 返 り を カ り 組 み 態 度 、 係 の 働 き の 様 子 、 今

ー ド に 書 く 。 後 の 活 動 へ の 意 欲 付 け 等 を 視 点 に 振 り 返 り

話 す 。 カ ー ド

役 割 認 識 ・ 意 思 決 定 】７ 先 生 か ら ・ 本 時 の 活 動 に つ い て 担 任 の → 【

話 を 聞 く 。

８ 終 わ り の 言 葉 ・ 係 が 閉 会 宣 言 を す る

○ 決 定 し た 学 級 組 織 を 教 室 に 掲 示 し 、 誰 が ど の よ う な 役 割 が あ る か 明 示 し て お く 。事

○ 係 ポ ス タ ー を 掲 示 す る 。 帰 り の 会 等 で 、 各 係 や 組 織 の 活 動 内 容 を お 互 い に 評 価 さ せ 、 計 画 し た こ後
と の 実 践 化 を 促 す 。

学級組織を決めよう。

① ど ん な 役 割 （ 組 織 ） が 必 要 か

② ど の よ う な 仕 事 を す る か

② 自 分 の 仕 事

【表５】話合い活動、集会活動等の指導案の形式（一部）

話
合
い
活
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

話合い活動(学級会）
のプログラム内容に
応じて、進路発達を
促すための指導のポ
イントを明示する



指導学年 全 学 年

指導の場 学級活動・学校行事・総合的な学習の時間等

１．目 標

◎ 仲間と協力してものごとを成し遂げる喜びを感じるとともに、自分のめあてをもって活動に取り組み、想像

力や表現力を高めることができる。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○学習発表会での自己の役割を明確にさせ、責任を果たすことの大切さを指導する。

○表現活動やPR（広報）活動に取り組ませることにより、地域の人とのかかわりの場を設ける。
○具体的な目標を設定させ、その実現に向けて努力する態度を培う。

☆進路発達にかかわる諸能力

【コミュニケーション力 ：自分の役割を精一杯表現し、集団活動に意欲的に取り組むことができる。】

【役割認識力 ：学習発表会を成功させようとする意欲をもち、自らの役割を責任をもって果たす。】

【職業理解力 ：学習発表会のPR活動を行い、働くことや地域の人と触れ合うことに喜びを感じる。】

【課題解決力 ：学習発表会での自らの目標を立て、その実現に向かって努力することができる。】

【意思決定力 ：学習発表会にかかわる話合い活動に進んで取り組み、自らの努力目標を立てることができる。】

【自己理解力 ：音楽表現や身体表現等の創作活動に取り組み、自己の興味を広げることができる。】

３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 学習発表会の意義を話し合う。 ・話合いを通じ、自分たちの力を高めるための行事であること

、 。学 （どんな力をつける行事か） に気付かせ めあてや役割決めの話合いに進んで参加させる

→ 【 役 割 認 識 ・ 課 題 解 決 ・ 意 思 決 定 】級

２ 主な活動内容を知り、学習発表 ・学習発表会の成功のために、どの役割も大切であることに気事 前 活
【 】動 会を成功させるために必要なこと 付かせる。 → 役 割 認 識

を話し合う。等
・学習発表会取り組みカードに記入させながら、自己の役割や

３ 学習発表会のめあて、きまり、 めあてを明確にもたせるようにする。

→ 【 役 割 認 識 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 意 思 決 定 】役割等を話し合って決める。

１ 自分で決めためあてを基に、表 ・練習開始時に、挨拶をしっかりすることや、めあてを意識し練

現練習や係の準備活動等に取り組 て取り組むことを確認する。学 習

→ 【 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 課 題 解 決 】習 時 む。

・カードにめあての達成状況を自己評価させる。カードへの記発 ・

、 。表 帰 ２ 毎日の練習態度を反省し、翌日 述状況や練習態度を観察し 適切なアドバイスや指導を行う

→ 【 役 割 認 識 ・ 課 題 解 決 ・ 意 思 決 定 】会 り の練習のめあてを立てる。
。 、活 練 の ３ 学習発表会のPRちらしを作り、 ・挨拶や礼儀をしっかり指導し活動させる ちらし配りを通じ

地域の人たちに広報活動をする。 地域の一員としての自覚や働くことの楽しさを感じさせる。動 習 会

→ 【 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 職 業 理 解 】時 等

１ 取り組みカードを基に、発表会 ・めあてを意識して本番の活動に臨めるよう、朝の会で一人一

当日のめあてを確認する。 人の役割や頑張ることを確認させる。学 朝
【 】習 の → 役 割 認 識 ・ 意 思 決 定

２ めあてを基に、自分の役割や仕 ・子どもたちの活動の様子を記録し、振り返りの資料とする。発 会
【 】表 ・ 事に全力で取り組む。 → 役 割 認 識 ・ 役 割 認 識 ・ 課 題 解 決

３ 学習発表会の様子について、担 ・音楽や身体表現等、幅広い表現活動を経験させ、表現の楽し会 発

任の話を聞きながら、自己の取り さを味わわせたり、子どもたちの興味を広げさせたりする。当 表

→ 【 自 己 理 解 】日 会 組みの様子を簡単に振り返る。
１ 学 習発表会の VTRを視聴しなが ・自己の取り組み態度を自己評価させるとともに、活動で見つ

ら、自己の取り組み態度について けた友達のよさにも触れさせる。学

→ 【 課 題 解 決 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 】級 振り返り、反省する。

２ 学習発表会の取り組みを通じ、 ・自己の役割を精一杯果たした子どもたちを大いに評価し、働事 後 活

わかったことや学習したこと等を くことや役割を果たすことの楽しさ、大切さをおさえる。動

→ 【 役 割 認 識 ・ 職 業 理 解 】等 まとめ、発表し合う。

３ 教師の話を聞き、今後の生活へ ・協力してものごとをやり遂げることの満足感を次の活動に生

のめあてをもつ。 かすよう話す。
【 】→ 意 思 決 定

４．評価の視点と方法
☆自分の役割を自覚し、精一杯表現活動や係の活動に取り組むことができたか。
→〔・学級会での話合いの状況 ・学習発表会取り組みカードの記述状況 ・活動中の態度〕

☆協力してものごとをやり遂げることの満足感や感得することができたか。

→〔・活動中の態度 ・振り返りの活動での作文の記述や発言内容 ・取り組みカードの記述状況〕

○学習発表会におけるキャリア教育展開案
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なお、展開案の本時の形式は、学級活動の授業の形態に応じるように配慮した 【表４】の。

指導案は、教師の意図的、計画的な指導が中心となる学級活動(2)「日常の生活や学習への適応

及び健康安全に関すること」の指導案例である。児童が学級生活の諸問題を話合いで解決する

話合い活動や集会活動、係活動などの学級活動(1)の指導案は 【表５】のように話合いの順序、

や集会活動等のプログラムの進行に沿って、指導のポイントを示すようにした。

(ｲ) キャリア教育の視点を位置付けた学校行事、児童会活動、クラブ活動、日常活動の指導計画案

学校行事等の指導計画

案作成の留意点は、以下

の三点である。

事前指導では、児童自

身が、その活動でどのよ

うな力を身に付けるか具

体的なイメージをもち、

活動目標や意欲をもつこ

とができるような活動を

。 、計画した 事後指導では

事前に立てた目標の達成

状況や自らの取り組み態

度を振り返らせる活動を

位置付け、事前から事後

までの一連の活動をとお

して目標の実現が図られ

るようにした。

３ 進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活動指導計画に基づく授業実践

(1) 授業実践の目的

特別活動を中心とするキ

ャリア教育推進のための実

践的な資料提供を目的とし

て授業実践（ 表７ ）を【 】

行った。作成した指導計画

の中から、キャリア教育の

特徴的な授業を選択、実践した。実践授業は、５頁に示した特別活動授業のプランの作成上の留

意点・工夫点に基づいて行った。次頁より、学級活動及び学校行事の実践概要の一部を示す。

【表６】キャリア教育の視点を位置付けた学校行事等の指導計画案の例

①本題材におけるキャリア教育の視点

②事前指導のポイント

③事後指導のポイント

④評価の視点

本題材で育成をめざす進路発達にかかわる諸能力
と、どのような場でどんな指導を行うか、指導の
方向性を示す

その行事への目標設定や意欲付け、取り組み方法
の具体化など、事前指導のポイントを示す

事前に立てた目標に基づき、取り組み状況を振り返
らせる場や今後の方向性をもたせる場を設ける

何をどのような方法で評価する
かを明示する

・本題材で育成する進路発達
にかかわる能力を具体的に
記し、キャリア教育の視点

。（【 】 ）を明確にする 表６ ①
、 、・事前 事後の活動を重視し

本題材にかかわる一連の活
動をとおし、進路発達の育

（同②③）成を図る。
・教師の評価の視点を明確に

。 （同④）する

【表７】実践授業の題材とキャリア教育のポイント
活動内容 題　　材 学年 特別活動におけるキャリア教育のポイント

教えて！あなたのこと、友達のこと ２ 家庭との連携（手紙による協力）を図った指導

先生方の仕事調べに挑戦 ３ 多様な学習活動（先生方へのインタビュー調査）の工夫

命のつながり ４

どんな仕事があるかな？ご飯＆Wカップ編 ５

お気に入りの仕事調べ ５

「フリーター」って何？ ６

もうすぐ中学生 ６ 中学校との連携を図った指導

そうじの仕方を見直そう ４

係活動パワーアップ作戦 ５

学校行事 大運動会 全校 キャリア教育の視点から事前・事後の活動を重視した行事指導

朝の会・帰りの会 全校

たてわり班自由遊び 全校

教科の学習（体育科、社会科）との関連を図った指導

特別活動の基本的な活動形態（話合い活動）の特質を生かした

指導

望ましい進路発達を図るための新たな活動内容の開発

（勤労や職業、自己の生き方への関心を高める題材）

日常的な活動における進路発達を図る指導の工夫

学級活動

日常的な活動
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(2) 進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活動指導計画に基づく授業実践の概要

学級活動の授業実践 １ 【話合い活動の特質を生かした指導】
◇ そうじについての話合い活動と「二宮金次郎」で勤労観を培う授業

～ 第４学年 「そうじの仕方を見直そう」 ～

指導のポイントと工夫□
「そうじの仕方を見直そう」１．題材名
〔４年―学級活動(1)：学級や学校の生活の向上に関すること〕

２．目 標

◎ そうじの意義や役割を果たすことの大切さに気付き、よりよい清掃活動の在り方を考えたり、進
んで仕事に取り組もうとする意欲を高めたりする。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○清掃活動について取り上げ、働くことの意義や気持ちよさ、役割を果たすことの大切さを考えさ
せる場とする。

○集団の場でも自分の考えをしっかりもち、表現できる力を育てる場とする。また、話合いの運営
にかかわる自己の役割を責任をもって果たそうとする態度を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：自己の考えを進んで発表したり、友達の意見を取り入れたりしながら、】

話合い活動に主体的に取り組む。
【役割認識力 ：清掃活動の意義や役割を果たすことの大切さに気付く。】
【職業理解力 ：働くことの楽しさを知り、進んで清掃活動に取り組もうとする意欲をもつ。】
【課題解決力 ：これまでの清掃活動の問題点に気付き、課題を克服するための手立てを考え、実践】

できる。

４．展開案
○清掃や働くことへの価値に気付かせる資料として、二宮金次郎に関する資料を準備しておく。
○今の清掃活動の現状について見直すアンケートを実施し、資料化しておく。
○係担当の子どもたちには、話合い活動を円滑に進めるために、事前の準備をしっかり行うよう話事
すとともに、その取り組み状況を把握し適宜指導する。前

○「話合いカード」を学級全員に配付し、話合いの内容を知らせるとともに 「今の清掃活動には、、
どんな問題があるか 「問題を改善するためにはどんな方法があるか」の２点について、自分の」
考えをしっかりもたせておく。
話合いの順序 児童の活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点 資料等

１ はじめの言葉 ・係が開会宣言をする。 ・各係の子どもが自信をもって自分
の役割に取り組めるように、事前

２ 係の紹介 ・各係が自己紹介において、 の教師の声がけを大事にする。 話合いカ
自分の役割と目標を話す。 ード→【コミュニケーション・役割認識】

３ 議題の確認 ・本時の議題、話合いのめあ ・話合いカードを用い、本時の活動
て、話合いの進め方を確認 への意欲と見通しをもたせ、どの

。する。 子も主体的に話合いに参加させる
【 】・担任の話を聞き、現状のそ → コミュニケーション・課題解決・役割認識

４ 先生から うじの問題点を考える。 アンケー話
○今のそうじの問 ・校舎内に二宮金次郎像が設 ・二宮金次郎の資料を基に、働くこ ト結果合
題点 置してあることの意味を知 との意義やそうじの大切さを具体 ＶＴＲい

○二宮金治郎の話 り、働くことやそうじの意 的に指導する。 二宮金次活
働くことの意義 義を考える。 郎の写真動 （ ） →【職業理解・役割認識】（

５ 話合い ・話合いの柱に沿い、そうじ ・それぞれの考えのよさに着目させ本
①今のそうじには について話し合う。 ながら、建設的な話合いをさせた時 、

どんな問題があ い。

）

【 】るか → コミュニケーション・課題解決・役割認識

②よりよいそうじ
ができるための
対策

・話合いによって決まったこ 振り返り
６ まとめ とを確認する。 ・話合いの内容、話合い活動への取 カード

・本時の活動の振り返りをカ り組み態度、係の働きの様子、今
ードに書く。 後の活動への意欲付け等を視点に

７ 先生から ・本時の話合いについて担任 話し、今後の清掃活動への意欲化
の話を聞く。 を図る。

職業理解・役割認識】８ 終わりの言葉 ・係が閉会宣言をする →【

○「そうじパワーアップカード」を作り、一定期間、そうじへの取り組み状況をシール等でチェッ事
クさせ、実践化を促す。後

○子どもたちの活動の様子を観察し、改善された点や努力している点を評価していく。
５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「神戸のふっこうは、ぼくらの手で」を読み、働くことの大切さや、進んで社会のため
に役に立とうとする心情を培う。

「そうじパワーアップ作戦」

を立てよう。

①今のそうじの問題点

②これからの取り組み

指導上の留意点・工夫点 ①
〔活動形態の特質を生かす〕

◇本実践のポイント
Point1学校のシンボル像「二宮金次郎」の教えの意味を知らせ、働くことの大切さを考えさせる。
Point2自分たちの清掃活動を見つめさせ、そうじの大切さやよりよいそうじの仕方を考えさせる。
Point3自分の考えを話したり、目的に応じて話し合ったりするコミュニケーション力を培う。

①「二宮金次郎」の教材化
話合い活動の「先生か
ら」の項で 「いつも見、
ているけど、よくわから
ない」という二宮金次郎
を取り上げる。
金次郎の生き方や業績
を紹介し 「よく学び、、
よく働く」姿が手本であ
ることを知らせ、働くこ
との意義について考えさ
せるきっかけにする。

②そうじの意義に気付かせ、
勤労意欲を高める指導
これまでのそうじの実態
についてのアンケート結果
を示し、そうじの問題点に
気付かせる。なぜそうじが
必要か、どんなところが問
題かを考えさせながら、具
体的な改善策を立てさせて
いく。

③コミュニケーション力を
育む指導
議長や書記等、話合

いの進行にかかわる役

割がある子どもには、

事前の準備（仕事のポ

イント）を入念にさせ

ておく。

話合いの場面では、

一人一人が自分の意見

をもち、積極的に考え

を話せるように 「話合、

いのめあて」を設定し

たり 「話合いカード」、

を用いたりしながら、

集団の場でも自分の考

えを表現できる力を育

てる。
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□授業の実際

□授業実践を終えて（考察）

授業の概要（指導の手だてと児童の反応）過程

(1)そうじについてのアンケートをとる
そうじの必要性についての考えと、自分た

ちのそうじの様子についてのアンケートを行
、 （ ） 。い 簡単な資料 グラフ にまとめておいた

(2)二宮金次郎に関する資料を準備する
働くことやそうじの意義についてとらえさ

せる資料として、学校の正門前に設置されて
（ 、ある二宮金次郎像に関する資料 銅像の写真

「金次郎の教え ）を作成した。」

(3)話合い活動の準備をする
子どもたちが目的意識をもって学級会に臨

むように 「話合いカード （ そうじパワーア、 」「
ップ作戦シート ）を準備し、議題、話合いの」
めあて、自分なりの考えをカードに記入させた。また、議長や書記、提案者等の係のある児童には、
自分の役割を的確に果たすための準備（原稿書き等）や練習に取り組ませた。

(1)「先生から」の話を聞き清掃活動の意義と現状の問題点をとらえる
そうじに関するアン

ケートでは、そうじの
必要性や大切さを認め
る考えが100％であり
ながら、現状のそうじ
に問題あると回答した
子どもたちが94％であ
った。この結果から、自分たちのそうじについて課題や改善の必要性があること
を、子どもたちにとらえさせることができた。
アンケート結果に次いで、二宮金次郎の写真とその「教え」の資料を提示した。二宮金次郎につい

て、子どもたちは 「どんなことをした人か 「どうして、像になって学校の正面に設置してあるか」、 」
ほとんどわかっていなかったが、教師の説明で「よく働き、よく学ぶ 「みんなのためにつくす」と」
いった金次郎の姿が、全校のモデルになるものであること知った。そして、学校の中で「よく働き、
みんなのためにつくす」場面がそうじであることを確認し、話し合いに対する意欲を高めさせた。

(2)今のそうじの問題点と改善策を話し合う
話合いの柱は 「今のそうじでどんな問題点があるか 「その問題をどう改善してそうじをパワーア、 」

ップさせるか」の二点である。事前に、話合いカードに自分の考えを書かせておいたため、積極的に
発言する姿が見られた。また、話合いを進行する議長や書記等の子どもも、自分の役割を適切に果た
すことができた。

話合いにより、これまでのそうじでは 「分担が決ま、
らずもめごとになる、自分の仕事がきちんと果たされて

、 」 、いない 時間が守られていない… 等の問題が確認され
その対策として そうじのめあてをしっかり立てる め、「 」「
あてを全員で達成できたら 『時間貯金』として、みん、
なで遊ぶ場を設ける」などの取り組みが決まった。

学級会の後、話し合ったことをそうじの場で班毎に実践し、めあてを確
かめてそうじに取り組んだり、仕事にこだわらずに自分の役割を果たそう
と努力する姿見られるなど、そうじの改善が図られた。

４年生 そうじパワーアップ作戦シート

１ 今日の学級会で話し合うこと（ぎだい）

２ 話し合いのめあて

３ 自分の考えをもとう

４ 話合いで決まったこと

５ 学級会をふりかえろう

4年

今のそうじでどんなところが問題？ そうじをパワーアップするためには？

〔これからのそうじについて思ったこと〕

〔話合いのめあてについて〕
◎ ○ △

 

事
前
（
話
合
い
）
の
準
備
・
活
動

話
合
い
活
動
（
学
級
会
）

実
践
活
動

そうじについてのアンケート

１ 今のそうじは、しっかりできていると思いますか

ア とてもよくできている

イ だいたいはできている

ウ すこしできていないところがある

エ しっかりできていない

２ できていないところ（問題があるところ）はどんなところだと思いますか

３ そうじは大切だと思いますか

ア とても大切だと思う

イ どちらかというと大切だと思う

ウ どちらかというと大切だとは思わない

エ 大切だとは思わない

４ もっとよいそうじにするために、どんなことをがんばればよいでしょうか

４年

○ 二宮金次郎の「よく学び、よく働く」という教えとは、キャリア教育の目的とも重なる。学校のシ
ンボルとも言える金次郎を教材化することで、働くことの意義を考えさせたり、自らの生活を改善さ
せようとしたりする意欲をもたせたることができた。そうじの現状の問題点を話し合う場面では、仕
事の分担についてのトラブルが出されたが、この問題の解決策を話し合わせることで、役割や協力す

。 、 、 、ることの大切さを考えさせることができた また 学級会という場で 自分の考えを進んで話したり
テーマに基づいて話し合ったりするという、コミュニケーションの力も養うこともできた。
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学級活動の授業実践 ２ 【望ましい進路発達を図るための活動内容の開発】

◇ 「フリーター問題」から将来の職業生活への関心を高めた授業

～ 第６学年 「『フリーター』って何？」 ～

指導のポイントと工夫□
「 フリーター』って何？」１．題材名 『
〔６年―学級活動(2)：希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ フリーター問題について調べることをとおし、いろいろな仕事についての興味をもち、自分の将
来の職業生活についての関心を高める。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○将来の職業選択の際の一つの資料として「フリーター」に関する情報を提供し、フリーターの問
題に気付かせながら、自己の生き方を考えさせるきっかけとする。

○グラフや統計等の資料を適切に読み取る力を育てる場とする。
☆進路発達にかかわる諸能力
【職業理解力 ：職業には様々な種類があることに気付いたり 「フリーター」に関する知識を広げ】 、

たりしながら、仕事についての理解を深める。
【将来設計力 ：将来の自分の職業生活について、夢や憧れの気持ちを膨らませることができる。】
【情報活用力 ：辞書を活用したり、統計資料や読み物資料を読み取ったりしながら、フリーターに】

ついて正しい情報を得る。

４．展開案
、 、 。事 ○校内の教職員から 子どものころの憧れの職業についてインタビューし クイズを作成しておく

○フリーターに関する資料を収集し、６年生の児童が理解しやすいよう加工しておく。前
進路発達を促す指導上の留意点・工夫点学習活動 資料等

１ 自分が知っている職業や興味ある職 先生方の憧 ・子どもたちから出された職業はどれも
業について発表し合う。 れの職業当 大事に扱う。

職業理解・将来設計】てクイズ →【

２ 「先生方のなりたがった職業当てク ・クイズをとおして、本時の学習に対す課
イズ」を行い、本時の学習についての フリーター る和やかな雰囲気を作るとともに、い題
興味・関心を高める。 の数 ろいろな職業があることに気付かせた把

い。握
職業理解・将来設計】３ 「フリーター」の数の推移をグラフ →【

で示し、本時の学習課題を設定する。 ・ フリーター」の数が増大しているこ「
とをグラフから読み取らせ、フリータ
ーについての関心をもたせる。

職業理解・情報活用】→【

４ 「フリーター」について知っている 辞書 ・子どもたちから出された発言事項を板
ことや言葉からイメージすることを発 書で整理する 「よくわからない」と本 。
表し合う。 いう声も認め、以後の展開で生かす。

職業理解】→【

５ 「フリーター」の意味を辞書で調べ フリーター ・辞書を活用させ「フリーター 「定職」」
る。 の声 「アルバイト」等の用語を調べさせ、時

フリーターの意味をとらえさせる。課
職業理解・情報活用】→【

６ フリーターの声 や文書資料から 定職従事者 ・フリーター増加の理由は様々挙げられ題 「 」 、

フリーターが増えてきたわけをとらえ とフリータ るが、本時では、雇用上の理由と本人

（ ）追 る。 ーとの雇用 の意志 やりたいことが見つからない

条件の差 の２点を取り上げる。

職業理解・将来設計・情報活用】究 ７ 生涯賃金や保険制度、税金面、働く →【

ことへの意識等、フリーターがかかえ ・賃金等の問題に加え、自分のやりたい
る問題点を知る。 ことが見つからないという意識の問題

を取り上げ、安易に「フリーター」を
８ フリーターについてどのように考え 選択することがないよう配慮する。

職業理解・将来設計・情報活用】るか、意見を交換し合う。 →【

９ 教師の話を聞き、いろいろなことに ・単純にフリーターを否定することはし
興味を抱きチャレンジする気持ちをも ない。いろいろな力を伸ばしていくこま
つことが大切であることを知る。 との大切さを知らせ、今後の生活につと

いての意欲をもたせる。め
将来設計】→【

、 「 」事 ○本時で将来の職業生活への興味・関心を高めさせた上で 次の学級活動での 未来の自分史作り

の学習を行う。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【学級活動】→「未来の自分史作り」で、夢や希望を膨らませながら将来の人生設計について考える。
【社会】→「憲法と私たちのくらし」において、基本的人権としての職業選択の自由や納税の義務につ

いて調べる。

「フリーター」について考えよう。

定職に就かずアルバイトで生計を立てている人

指導上の留意点・工夫点 ②
〔新たな活動題材の開発〕

◇本実践のポイント
Point1「フリーター」についての知識を広げ、職業への関心や理解を深めさせる。
Point2いろいろなことに積極的に挑戦し、自分のやりたいことを見つけていくことの大切さを伝える。
Point3グラフや統計等、資料を適切に読み取ったり、活用したりする力を高める。

①「フリーター」の理解
船橋情報ビジネス専

門学校提供のスライド
資料や「フリーターが
わかる本！」等のデー
タを小学生にもわかる
よう加工し、クイズ形
式で提示していく。フ
リーターとは何か、賃
金や雇用の問題 「生、
きがい」の問題等を重
点的に取り上げ、フリ
ーターについて小学生
なりの理解を図る。

②やりたいことを見つけるこ
との大切さの指導
フリーターの一番の

問題点が 「やりたいこ、

とが見つからない」こ

とであることを知らせ

る 「やりたいことを見。

つける」ために、小学

校では、いろいろなこ

とにチャレンジして、

自分の好きなことを見

つけたり、幅広い力を

付けたりしていくこと

が大切であることを伝

える。

③資料活用・選択の力を高

める指導

児童の実態に応じな

がら、標題や目盛りを

読む、わかったことを

発表させるなど、グラ

フや資料等の基本的な

読み方を丁寧に指導し

ていく。
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□授業の実際

□授業実践を終えて（考察）

〔プレゼンテーション資料提供〕
『船橋情報ビジネス専門学校ホームページ』

(http://www.chiba-fjp.ac.jp)

【船橋情報ビジネス専門学校作成資料】

授業の概要（指導の手だてと児童の反応）過程

(1)自分の興味ある職業を発表し合う
知っている職業や自分が興味をもっている職業について、自由に発表させた。プロスポーツ選手や

看護師等、子どもたちは思い思いに発言した。現時点で将来の仕事を考えている子は、学級の３割程
度であったが、改めて自分の職業に目を向けさせる機会になった。
(2)「先生方が子どもの時になりたがった職業」についてクイズで答える

校内教職員の個人名が書かれたカードと職業名が書かれたカードの２種類を示し、子どものときに
なりたかった職業をクイズにして出題した。子どもたちは、先生方の性格や特徴から答えを予想し、
意外な答えに驚いたり、納得して正解を聞いたりする姿が見られた。
(3)「フリーターの数」の推移のグラフから学習課題を立てる

右のグラフを提示した。はじめに標題を隠し、どんな仕事をしている人の数の
グラフか予想させた上で、グラフを公表した。資料から気付いたことを問い 「フ、
リーター」の数がどんどん増えていることを確認させた 「フリーター」について。
の子どもたちの「名前は聞いたことがあるけど、よくわからない」という反応を
受け 「フリーターについて考えよう 」という本時の学習課題を設定した。、 。

(1)「フリーター」のイメージを話し合う
はじめ、自由に「フリーター」のイメージを発表させた。児童からは 「好きなことができてうら、

やましい 「何となく、かっこいい感じ」という肯定的なイメージ（数人 「プラプラしている人」」 ）、
に代表される否定的なイメージ（３人 、そして残りほとんどの子の「よくわからない」という３タ）
イプの発言が出された。
(2)「フリーター」の定義を押さえる

６年生の子どもにもイメージできるように 「フリーターとは、決まった仕事に就かないで、アル、
バイトで給料をもらっている人」と説明した。
(3)フリーターが増加しているわけを知る

フリーターが増加しているわけを二点に絞って説明した。１点が、働きたくても働けないという雇
用上の理由で、もう１点が、本人の意志に関係する「やりたいことが見つからない」というものであ
る 「自分が原因になっているのはどっちの理由？」と問い、後者の「とりあえずフリーターにでも。
なるか…」という、自分のやりたい仕事が見つけられず、安易な気持ちでフリーターを選択したタイ
プの理由に着目させた。
(4)「船橋情報ビジネス専門学校」作成のスライド資料からフリーターがかかえる問題点に気付く

フリーターの現状や問題点をとらえさせるために、船橋情報
ビジネス専門学校が作成したフリーのプレゼンテーションソフ
トを使用した。クイズ形式のプレゼンテーション構成になって
おり、児童も楽しみながらフリーターについての理解を深める
ことができた。特にも、フリーターと正社員の生涯賃金の差や
医療関係の待遇の差などには、特に驚いていた。
シートを見せた後、改めてフリーターについてどう思うか問

うと 「フリーターは大変！ 「やっぱりなりたくない！」とい、 」
う声が聞かれた。

○担任の話から豊かな将来を歩むためのアドバイスを聞く
豊かな将来を生きるためには、自

分の好きな仕事に打ち込むことが大
切であることを伝えた。そして、自
分のやりたい職業を見つけるために
は、今の学校生活でいろいろなこと
にチャレンジしながら、自分の好き
なことを見つけていくことが大事で
あることを話した。学校での全部の
学習や生活の中から得意なことを見
つけたり、伸ばしたりしていくとよ
いという話をして授業を終えた。

課
題
把
握
の
段
階

課
題
追
究
の
段
階

ま
と
め
の
段
階

〔子どもたちの振り返りの感想から〕
・フリーターになると、正社員とは３億円もの差があることにとてもお
どろきました。何よりもフリーターは、自分の人生が楽しくないなと
思いました。ぼくは、自分の好きな仕事で楽しく仕事して、豊かな人
生を送りたいなと思いました。
・自分が好きなことを見つけるためにアルバイトをしている人は仕方が
ないと思ったけれど、ただフリーターをやっている人は、減っていっ
てほしいと思いました。私はフリーターではなく、ちゃんとした仕事
につきたいです。
・正社員とフリーターは、すごい差がありました。私は今は自分がなり
たいものはなくて、そんなことを考えもしなかったけれど、今日の勉
強で早めに自分の夢を見つけようと思いました。いろいろなことに全
力で取り組んで、好きなことをみつけたいです。

○ 将来「フリーターにでも」と安易な進路を選択することがないよう、小学校段階で押さえさせたいこと
として 「①フリーターの現状や問題を知らせる、②いろいろなことにチャレンジして自分が好きなこと、
を見つけさせるようにする」の２点を中心に授業した。児童の振り返りの作文を読むと、フリーターの現
実的な問題（経済面、雇用面）をとらえた記述や、これからかの学校生活を前向きに送ろうとする意欲的
な記述が見られ、授業の目的は達成できたとととらえる。フリーター問題を考えさせることをとおし、自
分の将来の職業に目を向けさせたり、これからの学校生活への目的意識を持たせたりすることができた。
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学級活動の授業実践 ３ 【インタビュー活動を取り入れた授業

◇ 校内の教職員へのインタビュー活動で学校生活を支える人々の働きに気付かせた授業

～ 第３学年 「先生方の仕事調べに挑戦」 ～

□

指導のポイントと工夫□

指導上の留意点・工夫点 ③
〔多様な学習活動の工夫〕

「先生方の仕事調べに挑戦」１．題材名
〔３年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ 多くの人たちの仕事の上に学校生活が成り立っていることに気付き、学校生活を支える人々への
感謝の気持ちをもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○自分たちの学校生活は多くの人たちの仕事で支えられていることに気付かせ、役割の大切さをと
らえさせたり、働く人たちへの感謝の気持ちをもたせたりする。

○「先生方の仕事調べ」を行い、働く人の姿に直接触れ合う場を設けるとともに、挨拶や礼儀、基
本的なインタビューの仕方を学ばせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：礼儀ある態度で挨拶したり、インタビュー活動に取り組んだりする。】
【役割認識力 ：学校生活は、多くの先生方の仕事の上に成り立っていることに気付く。】
【職業理解力 ：働く人の姿から、仕事の喜びや役割を考えたりする。】
【情報活用力 ：インタビュー活動で、必要な情報を得ることができる。】

４．展開案
○事前に校内の先生方に学習内容を知らせ、インタビュー活動への協力を依頼しておく。事
○効率よくインタビュー活動ができるよう、ワークシートやグループ分け等の準備を行っておく。前

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 校内で働く職員の写真から、本時は 職員の写真

「先生方の仕事」について考える学習 ・先生方の仕事の様子について、知って

であることを知る。 いることを発表させながら、先生方の課
仕事の多様性に気付かせ、本時の学習題

２ 先生方の仕事にはどのようなものが への意欲付けと方向付けを図る。把
職業理解】握 あるか話合い 本時の課題をとらえる、 。 →【

・本時は、担任外の先生について調べさ

３ 先生方の仕事調べ の方法を知り せる 「インタビューシート」を用い、「 」 、 。イン タビ ュ ー

インタビューの仕方を練習する。 約束事や方法を具体的に指導し、グルシート

〔インタビューの仕方〕 ープ毎に役割を分担させたり、インタ

①挨拶をする。 ビューの練習をさせる。

情報活用・コミュニケーション】②活動の目的を話し、インタビュー →【

の了解を得る。

、 、本 ③インタビューをする。 ・活動の様子を観察し 適宜指導したり

④感想を述べ、お礼の挨拶をする。 賞揚したりする。課
情報活用・コミュニケーション】題 →【

４ グループ毎にインタビュー活動に取 調査用紙追
り組む。 ・どの先生の仕事も、自分たちの学校生時 究

活を支える大事なものであることに気

５ インタビュー結果を基に、自分たち 先生方の願 付かせる。

役割認識・職魚理解】の学校生活における先生方の仕事の役 い →【

割や、先生方の願いを考える。 （ＶＴＲ）

・ 充実した学校生活を送ってほしい」「

６ 本時の学習を振り返り、考えたこと という先生方の願いに気付かせるととワ ー ク シ ー

をまとめ、発表し合う。 もに、自分自身の学校生活に向かう気ま ト

持ちを振り返らせる。と
役割認識・コミュニケーション】め ７ 今後の学校生活に期待する担任の話 →【

を聞く。 担任の話

○感想を記述したワークシートに教師からのコメントを記し、充実した学校生活を送ろうとする意事
欲を高める。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【総合的な学習の時間】→「湯口のお店屋さん今昔」で、インタビューや電話のかけ方の練習をする。
【日常活動】→自分の役割を責任をもって果たそうとする気持をもち、毎日の学習や清掃活動や係活動

に取り組む。

先生方の仕事の様子を調べよう。

◇本実践のポイント
Point1学校生活を支える人々の働きや役割に気付かせ、働く人たちへの感謝の気持ちをもたせる。
Point2自分自身の学校生活を充実させようとする意欲の向上を図る。
Point3「働く人」に直接触れさせ、挨拶や礼儀、基本的なインタビューの仕方を学ばせる。

①学校生活を支える人々の
働きに気付かせる
担任外の教職員の仕事
に視点を当て 「誰がど、

」んな仕事をしているか
ということに関心をも
たせ、調べ活動を行わ
せる。どの仕事も、自
分たちの学校生活を支
える大事な働きがある
ことに気付かせる。

②学校生活への意欲の向上を
図る指導
子どもたちのよりよい
学校生活と健やかな成長
を願い、様々な場で働い
ている教職員の思いに気
付かせ、自分自身の学校
生活に向かう気持ちを振
り返らせる。多くの教職
員の応援と愛情を実感さ
せながら 「もっと自分、
もがんばろう！」とする
意欲を高めさせる。

③基本的なインタビューの

仕方を学ばせる指導

「先生方への仕事調

べ」の活動で、インタ

ビューの仕方を具体的

に指導する。グループ

で役割を決めさせ、事

前に練習させた上で調

。査活動に取り組ませる

指導の重点は、次の４

点である。

・挨拶をしっかりする

・質問項目をはっきり

する

・メモをとる

・自分の言葉で感想を

話す
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□授業の実際

□授業実践を終えて（考察）

授業の概要（指導の手だてと児童の反応）過程

(1)「先生方の仲間分け」から 先生方の仕事への興味をもつ
教職員の顔写真を掲示し、それぞれが自由に考えた観点で、二つの仲間分

けをさせた。児童はは外見からの判断でグループ分けしたが、他の分け方が
ないか考えさせたところ、普段働く場所や、担当授業の有無など、仕事の様
子に着目した分け方ができた。

(2)本時の課題をつかむ
「先生方の仲間分け」の最後に、指導者が担任と担任ではない教職員とに分け 「先生方の仕事は、、

」 、 、 。みな同じですか？ と発問し 教職員の仕事の違いを押さえさせた上で 担任外の職員に着目させた
担任に比べ、担任外の職員の仕事についてはあまりわかっていないということから、学習課題を設定
させた。

(1)インタビューの準備をする
① 挨拶をきちんとする。「先生方の仕事調べ」をイ
② 聞きたいことをわかりやすくンタビューで行うことを確認
質問する。した後、その際の留意点とし
③ 役割分担をしっかり決める。て右の五点を押さえさせた。
④ メモをとる。これらのポイントに沿って、
⑤ お礼をしっかりする。ワークシート（右）を用い、

グループ毎に役割分担を決めさせ、インタビ
ューの練習に取り組ませた。

(2)グループ毎にインタビュー活動に取り組む
それぞれの担当の先生方から聞いてきたこ

とを後で紹介し合うこと、教室に戻ってくる時間、インタビューの
五つのポイント等を確認した後で、グループに分かれてインタビュ
ー活動を行った。
どのグループも、自分の役割を果たしながら、真剣に活動に取り

組んだ。最後の「お礼の挨拶」では、インタビューをしての感想を
交えて話すよう指示した結果、流暢な表現にはならなくとも、自分
の言葉で気付いたことや感じたことを話す姿が見られた。

(3)調べたことを交流し合う
「①その先生はどんな仕事をしているか、②仕事で大変なことは何か、③仕事でうれしいことは何

か」という三点について、それぞれのグループがインタビューしてきたことを紹介し合った。各グル
ープの発表から、これまで気付かなかった教職員の仕事を知ることができた。

(4)ビデオから先生方の願いを知る
先生方はどんな願いをもって仕事をしているかを、事前に収録したインタビュービデオを視聴して

調べさせた。どの先生も 「湯口小学校の子どもたちが、元気に学校生活を送れるよう」それぞれの、
仕事に一生懸命に取り組んでいることに気付かせることができた。

(1)「先生方の仕事調べ」でわかったことをまとめる
板書や本時の活動を振り返らせ、以下の三点を

押さえさせた。
①湯口小学校の先生方は、みんなや学校のために
頑張って仕事をしていること
②学校の先生方の仕事には、いろいろな内容や役
割があること
③どの先生方の仕事も、自分たちが学校生活を送るためにとても大切であること

(2)自分の考えをまとめる
本時の学習を終えて考えたことをワークシートにまとめさせた 「自分が知らないところで先生方。

がいっぱい仕事をしていることがわかった 私たちのためにがんばってくれて とてもうれしい 先」「 、 」「
生方もがんばっているから、自分ももっとがんばりたい」といった感想書かれていた。

課
題
把
握
の
段
階

課
題
追
究
の
段
階

学級活動（「先生方の仕事しらべ」）ワークシート

１ 先生方の仕事の様子をインタビューで調べてみよう！

(1) インタビューの仕方をマスターしよう。
→たんとう（ ）１ 明るくさわやかにあいさつします

①○○先生、こんにちは！
→たんとう（ ）２ じこしょうかいをします

②ぼくたち（わたしたち）は、３年生の○班です。
→たんとう（ ）３ インタビューをしてもよいかたしかめます

③今、学校の先生方のお仕事について調べているのですが、○○先生にインタビューしてよろし
いでしょうか。
・ＯＫ→「ありがとうございます。それでは、よろしくおねがいします 」。
・ＮＯ→「わかりました。おいそがしいところすみませんでした 」。

→たんとう（ （ （ ）４ インタビューします ） ）
④（質問１ 「○○先生は、ふだんどんな仕事をなさっていますか？」）
⑤（質問２ 「○○先生のお仕事で、たいへんなことはどんなことですか？」）
⑥（質問３ 「○○先生がお仕事をしていて、うれしいことはどんなことですか？」）

→たんとう（全員）５ 全員、一人ずつ感想を話します

⑦ぼくは（わたしは 、先生のお話を聞いて 「……(自分の言葉で）……」と思いました。） 、
→たんとう（班長）６ おれいのあいさつをします

⑧○○先生、インタビューさせていただき、ありがとうございました。
（全員で 「ありがとうございました ）、 」

【インタビューする先生； 先生】(2) さあ、インタビューにちょうせん！

Ｑ１ 「先生は、ふだんどんな仕事をなさっていますか」

３年

インタビューの５つのやくそく（○×）

・班でまとまっていどうします（ ）

・ろうかを走りません（ ）

・おしゃべりをしません（ ）

・メモをきちんととります（ ）

・あいさつやお話をしっかりします（ ）

ま
と
め
の
段
階

○ 児童にとって、最も身近な「働く人」である「先生方の仕事調べ」をとおし、子どもたちの適切なキ
ャリア発達(進路発達）を図る上で、次の三点の成果を得られた。一つめは、自分たちの生活を支える
仕事や、働く人の存在に気付かせることができたことである。具体的な調べ活動を通じ、児童は、これ
まで気付かなかった先生方の仕事や役割を改めて知ることができた。そのことで、働くことの意義を自
分なりに考えたり、仕事への興味を感じたりすることができた。二つめは、基本的なインタビューの仕
方を学ばせることができたことである。この活動で学んだマナーや挨拶、応答の仕方等は中学校、高等
学校での職場体験や職業調べなどの活動に生かされる。三つめは、子どもたちが自らの学校生活をより
よくしようとする意欲をもつことができたことである。子どもたちの身近なところで展開した本時の活
動は、効果的であった。
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学級活動の授業実践 ４ 【家庭との連携を図った指導】

◇ 保護者の協力を得ながら、自己理解や他者理解を深めさせた授業

～ 第２学年 「教えて！あなたのこと、友達のこと」 ～

指導のポイントと工夫□「教えて！あなたのこと・友達のこと」１．題材名
〔２年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成・望ましい人間関係の育成〕

２．目 標

◎ 自分の好きなことやよさを考えたり、友達のよいところを見つけたりする活動をとおし、自他の
存在を大切にしようとする気持ちをもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○自分の好きなことや得意なこと、将来の夢等を考えさせ、自分自身を見つめさせるとともに、将
来の生き方への関心を膨らませる。

○「よいところ見つけ」の活動を取り入れ、他者の目から自分自身のよさに気付かせるとともに、
自他の存在を大切にしようとする気持ちや態度を育む。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：仲間作りゲームや友達のよさ見つけなどの活動に取り組み、他者との 温】

かな関係を築くことができる。
【自己理解力 ：自分自身の好きなことや得意なこと、将来の夢を進んで表現できる。また、他者か】

らの「よいところメッセージ」から、自分のよさに気付く。
【将来設計力 ：自分を大切にしようとする気持ちをもち、将来の夢やこれからの生き方への関心を】

膨らませることができる。

４．展開案
○事前に保護者に授業内容を知らせ、子どもたちのよさを手紙に書いていただくよう、依頼してお事
く。前

○担任からも、一人一人の子の「よいところメッセージ」を書いて準備しておく。
学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 簡単な「仲間作りゲーム」を行い、
学習の雰囲気作りをする。 ・他者とのかかわりが深められる活動を課
・ アドジャン ・ リズム手合わせ 取り入れ、協力し合いながら活動して題 「 」 「 」
・ ほめあいゲーム」 ・ 肩もみ」 いるペアを紹介する。友達のよさに目把 「 「

を向ける布石の活動とする。握
コミュニケーション】２ 教師の自己紹介クイズを解きながら 教 師 の 自 己 紹 →【

介クイズ本時の活動内容を知る。
・カードの項目に沿って自由に記述させ（ＰＣ）

ることで、自分自身について見つめさ
せたり、考えさえたりする場とする。

コミュ ニケーショ ン・自己 理解・将 来設計】３ 「しょうかいカード①」を書き、隣 し ょ う か い カ →【

ード①り同士見せ合い、他己紹介形式で発表
、し合う。 ・他者のよさに気付くことの価値を話し

活動の意義付けをする。周りの人から
４ 「しょうかいカード②」の内容（自 肯定的な評価を受けることの気持ちよ
分のよさ と記入のための活動方法 よ さを十分に感得させたい。） （

自己 理解・将来 設計】本 いところ見つけ）を知る。 →【

課
５ よいところ見つけ の活動を行う ・活動の様子を把握し、カードが書けな題 「 」 。 し ょ う か い カ

①隣り同士で、メッセージカードを書 い子には、助言を与える。追 ード②

コミ ュニケーシ ョン】時 究 き、交換し合う。 →【

②班の中で交換し合う。
教 師 と 家 の 人

、６ 教師や家の人が書いた「メッセージ ・メッセージカードはじっくりと読ませか ら の メ ッ セ

カード」を読む。 自己肯定感をもたせる場にする。ージカード

自己 理解・将来 設計】→【

「 」 。７ しょうかいカード② を記入する
・誰にもよさがあり、互いを大事にし合

８ 本時の活動を振り返り 感想を書く うことの大切さを伝える。ま 、 。 ワ ー ク シ ー

コミュ ニケーショ ン・自己 理解・将 来設計】と ９ 今後の学校生活に期待する担任の話 ト →【

を聞く。 担任の話め
○感想を記述したワークシートに教師からのコメントを記し、これからの生活でも自分や友達を大
事にした学校生活を送るよう励ます。事

○授業の様子を学級通信で伝え、家庭でもこれからの生活や将来の夢等の話題を提供していく。後
○「よいところ見つけ」の活動を帰りの会でも継続し、互いのよさを大事にしようとする態度を継
続して指導する。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「ひろったビスケット」で、友達を大切にしようとする心情をもつ。

おしえてみんなのこと！

～ 「しょうかいカード」を作ろう！～

指導上の留意点・工夫点 ④
〔家庭、地域、諸機関との連携〕

◇本実践のポイント
Point1保護者に手紙等の協力をしていただきながら、自分自身のよさや周囲の愛情に気付かせる。
Point2好きなことや将来の夢を考えさせ、自分自身を見つめさせ、自己理解を深めさせる。
Point3人によって個性が異なること、みんなが大切な存在であることに気付かせる。

①保護者の協力
事前に授業のねらいを
説明し 「我が子」のよ、
さを手紙に書いていただ
く。この手紙で、自分自
身のよさや自分を取り囲
む家族の愛情に気付かせ
る。授業後も、家庭でこ
れからの生活や将来の夢
について語り合う場を設
けさせる。

②自己理解を深める指導
自分のことをみんなに
伝える「しょうかいカー
」 、ド 作りの活動をとおし
自分の好きなことや将来
の夢を考えさせ、自分自
身を見つめさせる。
また、保護者や担任、
友達からの「よいところ
メッセージカード」を読
ませ、自分自身のよさに
気付かせるとともに、自
分を大事にしようと思う
気持ちを育てる。

③個性の違いや他者理解を

深める指導

「 」しょうかいカード

を比べさせ、好きなこ

とや得意なこと、将来

の夢は人によって異な

ることに気付かせる。

また、友達のよさを

メッセージで伝える よ「

いところ見つけ」の活

動を行い、他者理解を

深め、誰にもよいとこ

ろがあることに気付か

せる。
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□授業の実際

□授業実践を終えて（考察）

授業の概要（指導の手だてと児童の反応）過程

○保護者への協力の依頼
授業の趣旨と保護者に協力していただきたいことを右のような

学年通信で各家庭に伝えた。書いていただいた手紙は、授業当日
まで児童に内緒で保管しておいた。

○担任からのカードの作成
担任からも、子どもたち一人一人のよさを具体的に書いた「よ

いところ発見カード」を準備した。

(1)「仲間作りゲーム」
自分自身を見つめて自己開示したり、互いのよさを発見し合っ

たりする活動を行うための受容的な雰囲気作りとして、エンカウ
ンターの手法を取り入れた、仲間作りゲームを行った。隣同士で
手をつないだり、肩をもみ合ったりする活動を行った。
先生の自己紹介」(2)「
授業の方向性をとらえさせること、互いの自己紹介への活動意

欲をもたせることを目的として、右のようなプレゼンシートを用
、 「 」 。 、い クイズ形式で 先生の自己紹介 を行った この活動を基に
クラスのみんながお互いのことをもっと知り合い、仲良くなるた
めに自己紹介を行うという本時の活動の方向性をとらえることが
できた。

(1)「しょうかいカード①」を書く
「しょうかいカード①」に、自分の好きなことや得意なこと、将来の夢などを書かせた。でき上が

、 、 、 、 、 。ったシートは 最初 隣同士で発表し合い その後 全体の場で 互いの友達のことを紹介し合った
この活動で 「好きなことや得意なことは人によって違うこと」を押さえることができた。、

(2)「しょうかいカード②」の内容を知る
「しょうかいカード②」は、自分のよさについて書くところである。児童から 「えええ～っ、わ、

かんないよ！ 「ぼくには、いいところなんてないもん！」…等の声が聞こえたが、それらの声を受」
、 、 （ 、 、け止め 自分のよさは自分ではなかなか気付きにくいことから 自分の周りの人 自分の家族 先生

友達）から聞いてみるという活動を行うことにした。
(3)お家の人からのお手紙・担任からのメッセージカードを読む

お家の人の手紙や担任からのメッセージを
読む児童の表情は、真剣で、とてもうれしそ
うだった。一つ一つの言葉を何度も繰り返し
て読み、書かれてあることを楽しそうに友達
に教える子の姿も見られた。

(4)友達のよいところ見つけ
カードを用い、友達のよさを見つける活動を行った 「いつもおそうじをち。

ゃんとやってすごいね 「べんきょうのときの、なんでも思いつく力がすごい」
です」など、子どもなりに見つけた友達のよさが書かれてあった。

(5)自分のよさを書く
、 、お家の方からのお手紙 担任と友達からのメッセージという三つの材料から

改めて「自分のよさ」を見つめ 「しょうかいカード②」に記入させた 「自分、 。
にはよいところ何て、無い！」と言っていた子どもも、お母さんからの「いつも弟の面倒を見てあげ
て、偉いね。やさしいね 」という手紙を読み、自分のよさとしてそのことをシートに書いていた。。

○学んだことを確認する
本時の学習で学んだこととして、以下の三点

を押さえた。
①好きなことや得意なことは人によって違う
②みんな、一人一人よいところがある
③みんな、お家の人や先生、友達から大事にさ
れている

課
題
把
握
の
段
階

課
題
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究
の
段
階

ま
と
め
の
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階

事
前
の
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業
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備

「自己紹介シート」の
項目は、「好きな遊
び、好きな食べ物、好
きな勉強、得意なこ
と、できるようになり
たいこと、将来の夢、
そして自分のよいとこ
ろ」です。自分のよさ
の所は、はじめは空欄
（シークレット）にし
ておいた。

平 成 18年 ９ 月 13日 （ 水 ）

２ 年 生 の 保 護 者 の 皆 様 へ

２ 学 年 担 任

学 級 活 動 「 す ご い な 見 つ け を し よ う 」 に か か わ る お 願 い

初 秋 の 風 が さ わ や か に 渡 る 季 節 と な り ま し た 。 日 頃 よ り 本 校 の 教 育 活 動 に 際

し ま し て 、 た く さ ん の ご 協 力 と ご 支 援 を 賜 り 、 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。

さ て こ の 度 、 学 級 活 動 の 授 業 で 「 す ご い な 見 つ け を し よ う 」 と い う 活 動 を、

行 う こ と に な り ま し た 。 自 分 や 友 達 の 得 意 な こ と や よ い と こ ろ を お 互 い に 見 つ

け 合 い 、 自 他 を 大 事 に し 合 う 気 持 ち を も っ た り 、 よ り よ い 人 間 関 係 を 築 い た り

す る こ と を め ざ し た 授 業 で す 。

つ き ま し て は 、 ご 家 庭 の 方 々 か ら も お 子 さ ん の よ い と こ ろ を 挙 げ て い た だ き

た く 、 下 記 の と お り お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

お 忙 し い と こ ろ 、 大 変 お 手 数 を お か け い た し ま す が 、 何 卒 ご 協 力 の ほ ど 、 よ

ろ し く お 願 い い た し ま す 。

記

① お 願 い し た い こ と

・ お 家 の 方 々 か ら ご 覧 に な っ て 、 お 子 さ ん の よ い と こ ろ （ こ こ が い い と こ

ろ だ な あ 、 す ご い と こ ろ だ な あ … と 感 じ ら れ て い る と こ ろ ） を お 書 き 願

い ま す 。

② ご 記 入 の 要 領

・ 別 紙 の 用 紙 に 、 で き る だ け 具 体 的 に お 書 き 下 さ い 。 お 子 さ ん の や さ し さ

で 、 何 か お 手 伝 い し て も ら っ た と き の お 家 の 方 々 の う れ し い 気 持 ち や 、

エ ピ ソ ー ド な ど も 添 え ら れ る と い い で す 。

・ お 子 さ ん 自 身 が 読 み ま す の で 、 ２ 年 生 の 子 が 読 み や す い よ う 、 平 易 な 表

現 で お 願 い し ま す 。

・ お 家 の 方 の ど な た が お 書 き に な っ て も 、 み な さ ん で お 書 き に な っ て も 、

ど ち ら で も 結 構 で す 。

・ お 手 持 ち の 封 筒 に 用 紙 を 入 れ 、 子 ど も た ち に 内 緒 で ご 提 出 下 さ い 。

③ ご 提 出 を お 願 い す る 日

、 （ ） 。・ 大 変 恐 縮 で す が ９ 月 19日 火 ま で に 担 任 ま で ご 提 出 を お 願 い し ま す

○ 「じこしょうかいカード①②」作りを行うことで、児童は様々な具体的な観点から、自分自身の好き
なことや「特性」について考えることができた。また、将来のことを考える楽しさや夢を描くことの楽
しさも味わうことができた 「自分を大事に思う気持ち」を育てるために行った「お家の人からの手紙」。
や「先生のメッセージカード」は、とても有効であった 「自分には、いいところなんて無い！」と言。
っていた子も、手紙を読む表情は、とてもうれしそうだった。毎日、一緒に生活している家族でも、普
段なかなかその子のよさを伝える場は多くない。学校、家庭双方から、その子のよさに気付かせること
を意図した指導は、効果的であった。
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学級活動の授業実践 ５ 【社会科との関連を図った指導】

◇職業の種類や役割を考えさせ働くことへの興味・関心を高めた授業

～ 第５学年 「どんな仕事があるかな？ 『ご飯＆Ｗカップ編』」 ～

指導のポイントと工夫□

指導上の留意点・工夫点 ⑥
〔教科等との関連〕

◇本実践のポイント
Point1社会科の学習を発展させ 「ごはん」を切り口に、職業と生活とのかかわりを考えさせる。、
Point2職業には多くの種類があること、どの仕事も大切な役割を為していることに気付かせる。
Point3学校の学習が職業にどのようにかかわるか考えさせ、学校生活への意欲を高める。

①職業と生活のかかわりを
気付かせる指導
食卓に「ごはん」が

届くまでにどのような
、仕事があるか挙げさせ

農家の仕事以外にも、
輸送や包装、調理にか
かわる仕事など、多く
の職種があり、どれも
欠かせない仕事である
ことに気付かせる。

②職業の種類と役割を考えさ
せる指導
「ごはんが届くまで」
の例に加え、児童に関心
の高い「サッカーワール
ドカップ」に関する職業
のウェビングマップ作り
の活動を取り入れる。サ
ッカーチームを支える用
具係「ホペイロ」という
仕事を紹介しながら、職
業の種類と役割を考えさ
せていく。

③職業と学校生活の関連を

考えさせる指導

「ワールドカップ」

に関連した仕事マップ

に注目させ 「サッカー、

選手→体育 「通訳→英」

語 「マスコミ→国語」」

など、学校での授業が

どんな職業に関係する

か考えさせることをと

おし、毎日の学校生活

や授業の大切さに気付

かせていく。そして、

将来につながる日々の

学校生活を充実させよ

うとする意欲を高めさ

せていく。

「どんな仕事があるかな？『ご飯＆Ｗカップ編 」１．題材名 』

〔学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ 食卓にご飯が届くまでの過程にある様々な仕事やサッカーのワールドカップに関連した仕事を調

べることをとおし、仕事や職業には様々なかかわりや役割があることに気付く。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

、 、 。○ひとつの事象には 多くの仕事がかかわっており それぞれ大切な役割があることに気付かせる

○職業には幅広い種類があることに気付かせ、働くことや職業への興味をもたせる。

☆進路発達にかかわる諸能力

【将来設計力 ：働くことや仕事に対する興味や関心をもつ。】

【職業理解力 ：一つの事象に関連して多くの仕事や職業があることに気付き、職業への興味をも】

つ。

【役割認識力 ：どの仕事も、それぞれに大切な役割を果たしていることに気付く。】

４．展開案
○本時で用いる資料として、運動会の仕事に関するVTR、ご飯の実物、サッカーワールドカップ関連

の資料（VTR、写真）を準備しておく。事
○本時は社会科の「米作り （農家の仕事）の学習の発展である。稲作に関する仕事の様子を押さ前 」

えておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 運動会のVTRを視聴し 仕事に 着目 ・運動会のビデオから 「仕事」や「働、 「 」 、

した学習であることを知る。 運動会のビ く」という視点から運動会を振り返ら

デオ せる。課
将来設計】題 ２「ご飯」の実物から社会科の学習内容 →【

を想起し、本時の課題を立てる。 ご飯の実物 ・ご飯の実物を提示し、学習への興味を把
高める。社会科で学習した農家の仕事握
の様子を想起させながら本時の課題に

つなげる。

職業理解】→【

３ ウェビングの要領で、米作りの仕事本
から食卓にご飯が届くまでの過程にあ

る仕事を書き出す。 ・ウェビングの手法で、職業の関連を具

体的に考えさせる。完成したウェビン

、 、時 課 ４ 完成したウェビングマップを見て、 田んぼから グマップを基に 職業の種類の多さや

仕事や職業について話し合う。 ご飯までの どの仕事も大切な役割を果たしている題
・ 仕事」と「職業」の意味 スライド ことなどの意味を押さえる。追 「

】究 ・ご飯に関連した職業の多さ →【職業理解・役割認識

・それぞれの仕事の役割

・諺「職業に貴賎なし」

５ サッカーワールドカップを題材に、 ワールドカ ・身近な話題を基に、職業調べを行い、

それに関連した仕事調べを行い、職業 ップ関連の 職業への関心を深めさせる。

職業理解・将来設計】にはいろいろな関連や種類があること 記事 →【

を知る。また、それらの仕事と、今の

学校での学習との関連を考える。 ・ワールドカップに関連する全ての仕事

が、今の学校での学習と関係すること

７ 本時の学習を振り返り、わかったこ に気付かせ、日常の学習を大切にしよま
とや考えたことをシートに書く。 うとする意欲をもたせる。と

】め ８ 次時の活動について知る。 →【将来設計

・ お気に入りの仕事調べをしよう」「

○授業の様子や個々の子どもたちの感想を学級通信等で知らせ、家庭でも自分に興味ある出来事や事
職業への興味をもたせるよう促す。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【社会】→「米作りのさかんな地域」で、米作りの仕事の様子や働く人々の工夫や苦労を調べる。

食卓にご飯届くまでにどんな仕事がある

だろう。
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□授業の実際

□授業実践を終えて（考察）

授業の概要（指導の手だてと児童の反応）過程

(1)運動会の様子を振り返り 「仕事」に着目する、

本時は、運動会の直後に行った授業で、その時の係活動や準備の仕事など 「働く」場面を編集し、

た資料を導入資料として提示した。運動会が一人一人の仕事や働きで成功したことを押さえた上で、

本時では仕事の着目した学習を行っていくことを知らせた。

(2)茶碗一杯の「ごはん」から課題を設定する

茶碗に盛りつけたご飯の実物を提示し 「このご飯の中にどんな『仕事』があるか」発問した。５、

「 」 、 「 」 。年生の社会科の学習で 米作り を学んでいる子どもたちは すぐに 農業 と答えた

社会科の学習を想起できた子どもたちを評価しながら 「今、教室のこの場に、ご飯が届、

けられるまでにあった仕事は、農業だけ？」と重ねて問い、本時の学習課題「食卓にご

飯が届けられるまでにどんな仕事があるだろう 」を設定した。。

(1)ウェビングの要領で、米作りの仕事から食卓にご飯が届くまでの仕事を書き出す

黒板中央に茶碗に盛られたごはんを板書し、このご飯が教室に届くまでに関連した仕事を考えさせ

た。始めは、社会科の学習の復習として「米づくり」そのものにかかわる仕事を出させた。次に、そ

れらの仕事に関連する仕事（例えば 「田植え」→「田植機」→「田植機を作る工場」→「燃料を作、

」 ） 、 。 、 「 」る仕事 … を次々に考えさせ ウェビングの要領で黒板に書き出していった 始めは 社会科の 米

から出発したが、家庭でごはんを炊く仕事やごはんに必要な水を提供する仕事、米を輸送する運輸の

仕事、トラックを製造する自動車工場の仕事、米を売る販売店の仕事…、等々、黒板には様々な分野

での仕事のつながりが示された。

(2)ウェビングマップから仕事や職業について考える

板書された「ごはんのウェビングマップ」を見た児童に気付いたことを問うと 「たくさんの仕事、

があってびっくり 「どの仕事も、つながっている」等の発言があった。そこで 「どの仕事が一番大」 、

切か？」と発問すると 「どの仕事もごはんを食べるためには必要」と仕事や職業の役割について気、

付かせることができた。

(3)サッカーワールドカップに関連した「仕事」マップをつくる

「ごはんのウェビングマップ」の要領で、サッカーのワールドカ

ップに関連した仕事も考えさせた。ここでも、ごはん同様に、仕事

や職業の多様さ、役割の大切さを気付かせることができた。

(4)仕事と学校での学習の関連を考える

サッカーワールドカップに関連した仕事を右の様に、大体の分野

ごとにまとめ、それぞれの仕事につくために大切となる学校の学習

(授業 について考えさせた この発問で 体育以外にも家庭科 ユ） 。 、 （

ニフォーム製作、栄養管理など）や英語(通訳)、国語(アナウンス実況など）など、学校でのどの授業

もワールドカップにつながるものであることを気付かせることができた。

○本時の学習でわかったことと考えたことを書く
〔子どもたちの振り返りの感想から〕

・ごはんが食卓にとどくまでに、いろいろな仕事があることがわかりました。その内のどれか一つでもかけた

らごはんが食べられないことがわかりました。サッカーでもいろいろな仕事がつながっていました。

・サッカーボール一つをとっても、皮を作る人やデザインする人など、いろいろな仕事がありました。どれか

が無くなるとサッカーができません。一つのために、いろいろな人ががんばっているなあと思いました。

・いろいろな仕事がつながっていて、一つの会社みたいだなあと思いました。私も、他の人の役に立つ仕事を

したいです。
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運動会での「仕事」の場面を編集した資料
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○ 教科学習の発展として提示した「ご飯」は、社会科で学習した農業の学習を基に仕事のつながりを考
、 。 、 、えさせることができ とても有効な資料だった ウェビングの手法は 仕事や職業の多様さやつながり

それぞれの仕事の役割が視覚的にもよくとらえられ、効果的だった。さらに、ワールドカップという一
見すると子どもたちからかけ離れた「仕事」も、日常の学校での授業とのかかわりが大きいことに気付
かせることができたことは、学校生活への子どもたちへの意欲を高めることにつながった。
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学級活動の授業実践 ６ 【中学校との連携を図った指導】

◇中学校との連携を図って、希望や目標をもって生きる態度の形成を図った授業

～ 第６学年 「もうすぐ中学生」 ～

指導のポイントと工夫□
「もうすぐ中学生」１．題材名

学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成〕〔６年―

２．目 標

◎ 中学校生活に対する不安や悩みを解消し、新しい生活に向けた期待や希望を膨らせるとともに、
中学進学に向け目標をもって生活しようとする意欲を高めることができる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○資料を適切に活用して課題を解決させたり、進路について自己の考えを深めさせたりする。
○中学生活における期待や希望を膨らませ、目標をもって生活する態度を培う。

☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：中学進学や中学校生活に関する問題等について主体的に考える。】
【将来設計力 ：中学校生活への期待や希望を膨らませる。】
【情報活用力 ：グラフやインタビュー等の資料から問題を見つけたり、解決したりする】
【意思決定力 ：中学進学に向け、目標をもって生活しようとする意欲をもつ。】

４．展開案
○事前に進学にかかわる児童の意識調査を行い、中学校生活に対する児童の不安や悩み、実態等を
とらえ、資料化しておく。事

○中学校との連携を図り、児童の中学校生活への抵抗感を取り除いたり、希望を膨らませたりする前
ことができる資料を準備しておく （ＶＴＲや中学生の作品等）。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 中学校生活に対する意識調査の資料 ・グラフから、級友のほとんどが中学生
を見て、気付いたことを話し合う。 中学校生活 活についての不安や悩みを抱えている課

、 。題 への意識 ことに気付かせ 問題の共通化を図る
自己理解】把 ２ 本時の課題をとらえる。 （アンケー →【

ト結果） ・時間割の内容以外にも、小学校との違握
いを知っている子には発表させる。

自己理解】→【

３ 中学校の時間割表を見て、小学校と 中学校の時 ・時間割調べをしての感想を問い、中学
の違いを調べる。 間割表 校への一人一人の子の関心を高めさせ

】・教科の名称、数、種類の違い たい。 →【自己理解・情報活用

・時程の違い ・卒業生（中学生）には、事前に行った
・クラブ活動の有無 中学校生活へのアンケート結果をもと
・教科担任制 等 に話をさせ、不安や悩みを解消させる

手だてとするとともに、中学校生活の本
４ 中学生の話を聞いたり、作品等を見 中学生の声 楽しさやすばらしさについても触れさ課
たりしながら、中学校生活の実際の様 （ＶＴＲ） せていく。題

】追 子についてのイメージをもつ。 中学生の作 →【情報活用・将来設計・意思決定

品等 ・部活動の成果等を具体的に示し、中学時 究
中学教師の 生活への憧れの気持を育む。

情報活用・将来設計・意思決定】声 →【

５ 中学校教員の話を聞き、中学進学に （ＶＴＲ） ・中学教師の話では、中学生活につなが
向けた準備として 必要なことを聞く る生活の視点を中心に話してもらう。、 。

情報活用・将来設計・意思決定】→【

６ 中学進学に向け、今後の生活におけ 目標カード ・それぞれの決意を表明させ、実践への
】る自己の目標を立てる。 意欲化を図る。 →【将来設計・意思決定

・ワークシートに本時の感想を記述させ
７ 本時の学習を振り返り、考えたこと ることにより、子どもたちに本時の学ワ ー ク シ ー

をまとめ、発表し合う。 習の価値を実感させるとともに、教師ま ト

の指導の成果をとらえる資料とする。と
将来設計・意思決定】め ８ 小学校生活の締めくくりの過ごし方 →【

について教師の話を聞く。 担任の話 ・教師の体験談を紹介し、中学生活への
将来設計・意思決定】意欲を高める。 →【

○各自が立てた生活の目標を教室に掲示し、目標の実践化を図る。
○授業の様子や個々の子どもたちの感想等、学級通信等で知らせ、中学校に向けた意識を家庭との事
連携の上で図るようにする。

○子どもたち個々の取り組みの様子を観察し、適宜賞揚したり、指導したりする。後
○感想を記述したワークシートに教師からの励ましの言葉を記す。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【国語】→詩「生きる」を読み、自分の将来の生き方を考える。
【道徳】→資料「自分への手紙」で、自分の長所や短所を見つめながら、将来について考える。
【総合的な学習の時間】→「ぼく・私の未来」の学習で、自分の将来を考える場をもつ。
【日常活動】→自分の役割を責任をもって果たそうとする気持をもち、清掃活動や係活動に取り組む。

中学校の生活の様子を調べよう。

指導上の留意点・工夫点 ⑦
〔中学、高校との連携〕

◇本実践のポイント
Point1進路にかかわる諸資料を適切に活用できる力を培う。
Point2中学進学を控えた子どもたちの夢や希望を育み、目標をもって生活しようとする意欲を培う。
Point3系統的な進路指導を図るために、中学校との連携を図る。

①資料を活用する力の育成
指示や発問を明確に

したり、メモをとらせ
たりしながら、グラフ
の読み取りやインタビ
ューの話の聞き取りを

。 、適切に行わせる また
進路についての関心や
問題意識をもたせる。

②夢や希望、意欲の醸成
先輩である中学生の

作品を紹介したり、ア
ドバイスを聞かせたり
しながら中学校生活に
対する不安や悩みの解
消を図る。さらに、中
学校生活のすばらしさ
に触れさせながら、新
しい生活への期待を抱
かせるとともに、自分
自身の現在の生活態度
についても見つめ直さ
せ、目標をもって学習
や生活に取り組ませる
ようにする。

③中学校との連携

次の２点を中心に、中

学校との連携を図る。

・６年生児童にとって

身近な先輩の中学生

、の作品やアドバイス

中学校教師の話等を

資料として用いる。

・本時の授業を終えて

の中学校への子ども

たち個々の思いを中

学校教師に伝え、情

報の共有化を図り、

中学校入学後の指導

に生かしていく。
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□授業の実際

□授業実践を終えて（考察）

授業の概要（指導の手だてと児童の反応）過程

○中学校生活に対する意識調査の結果から本時の課題を立てる
事前に、中学校生活についての意識について、児童からアンケート調

査した結果をグラフで提示した。グラフから気付いたことやわかったこ
とを話し合わせながら、中学校に対する不安や心配を感じている子が学
級の中に多くいることを全体で確かめ、本時の課題「中学校の生活の様
子を調べよう」を設定した。

(1)中学校の時間割から小学校との違いを調べる
児童の進学先である中学校の協力を得て、中学１年生の実際の時間割をいただき提示した。この時

間割を使い、小学校との違いを見つけさせた 「英語」や「選択」などの新しく発見した授業に、子。
どもたちは興味を抱くことができた。

(2)先輩の話や作品から中学校の生活の様子を調べる
時間割で発見した「美術」の時間に作成した先輩の実際の作品を中学校からお借りし、紹介した。

レタリングや静物画などすばらしい作品の数々に触れ、児童から「すごいなあ… 「上手だなあ…」」
という声を聞くことができた。
「先輩からの話」では、事前に子どもたちが感じていた「勉強や部活」の問題を中心にインタビュ

ーしたものをＶＴＲで提示した。小学校の時からなじみであった先輩の話は、不安や悩みの解消と中
学校生活への期待を膨らませるのに効果的であった。また、先輩のアドバイスから中学校では、自分
の努力しだいでたくさんの可能性を広げられることを感じ取らせることができた。

(3)中学校教師の話から中学進学に備える心構えを聞く
「 」 、 。中学校で児童を迎える中学校教師からの 中学進学に備えたアドバイス を ＶＴＲで視聴させた

、 、小学校段階での学習をきちんと身につけること 自分のことはきちんと自分でできるようになること
挨拶や礼儀など当たり前のことを当たり前にできるようになることが話され、児童に現在の自分の生
活を振り返らせるのに効果的であった。

(4)今後の生活における自己の目標を立てる
本時の学習を振り返らせながら、卒業までの学校生活で

努力していきたい目標を個々の子どもたちにワークシート
に書かせました。手伝いや学習、体力作りなど、子どもた
ちは自分の生活を見つめながら自分なりの目標を立ててい
た。

○小学校生活の締めくくりの過ごし方について担任の話を聞く
授業のまとめとして、担任自身の小学校卒業時の体験談を話した。当時、夢に描いてい

たことを写真やカセットテープで紹介しながら、夢や目標をもって生活することの大切さ
と日々の生活の心構えを話し、授業を終えた。

課
題
把
握
の
段
階

課
題
追
究
の
段
階

ま
と
め
の
段
階

課題把握の場面
で使用したグラ
フとアンケート
結果。中学進学
を自分たち自身
の問題としてと
らえさせた。

小学校生活の過ごし方で、自分が
特に頑張っていきたいことをカー
ドに書かせ、教室に掲示した。子
どもたちが目標の達成状況を毎日
自分で振り返り、その評価結果を
シールで表した。

○ 本実践は、小学校卒業の13日前に行った。小学校生活の締めくくりをどのように過ごすか、子どもに
考えさせたり、中学校進学やそれに続く人生への意欲を高めさせたりすることができた。
本実践では、授業で扱う中心資料として、インタビューや作品の提供などで中学校の協力を得た。先

輩の中学生の体験談や作品紹介、中学校教師のアドバイスなどは、児童にとって身近で具体的なもので
あった。実際の進学先からの資料提供は大変効果的で、子どもたちの不安や悩みの解消、そして期待や
希望の醸成につながったととらえる。
さらに、授業の計画の説明、実施報告等、中学校の担当者と協議の場を設けたことは、小学校、中学

校それぞれの情報の共有化を図ることができ、双方の指導に貴重な資料を得ることができた。中学校で
は、小学校から入学してくる子どもたちの思いを事前に把握することができ、入学時の適応指導に生か
すことができるものととらえる。
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学校行事の指導実践 【事前・事後の活動を重視した運動会指導】

◇ 事前指導から事後指導まで、運動会への一連の取り組みの中で展開するキャリア教育
～ 第６学年の指導実践例 ～

指導のポイントと工夫□

指導上の留意点・工夫点 ⑤
〔事前、事後の活動の重視〕

◇本実践のポイント

代表的な学校行事「大運動会」の中には、キャリア教育の視点が豊富に含まれる。運動会本番前の事前指導か
ら事後の指導までの運動会にかかわる一連の取り組みの中で、キャリア発達（進路発達）の育成を図る。

Point1運動会を通じて期待されるキャリア発達の要素を明確にする。
Point2「行事をとおして育てる」という、行事指導の原点に立ち返った指導をする。
Point3育てたい力に視点を当てた事前指導、事後指導を重視する。

①運動会で培うキャリア発
達の要素
次の５点が指導のポ

イントになる。
・挨拶をしっかりする
・集団の約束を守る
・目標に向かい努力する
・仕事を着実にやり遂げる
・行事を支える役割に気付く
これらの力をどこで、
どのように育てるか明確
に押さえて指導する。

②行事を通して育てる
行事の形の上だけの

「出来栄え」ではなく、
その活動でどんな力を育
てたいかという視点を大
事にする。子どもたちの
行事への取り組み過程を
的確に見取り、適切な指
導や評価を行います。ま
た、子どもたち自身にも
運動会の目標を立てさ
せ、自己評価させながら
活動に臨ませる。

③事前、事後指導の重視

運動会の意義を押さえ

させ、自分なりの目標を

もたせる事前指導を行

う。そして運動会の一連

の取り組みを終えた後、

自己の取り組み態度と成

長を振り返らせる事後指

。 、導を行う 運動会を通じ

どんな力がついたか、ど

んなこと学んだか子ども

たち自身が実感できるよ

うする。

指導学年 全学 年

指導の場 学 級活 動・ 学校 行事等

１．目 標

◎ 望ましい集団行動の仕方や協力して活動することの大切さを学ぶとともに、目標に向かって努力したり、進

んで責任を果たそうとしたりする態度身に付ける。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○運動会に臨むめあて作りや振り返りの活動を重視し、一連の過程を指導の場ととらえる。
○将来の適切な職業生活や社会生活を営む上で必要となる、挨拶や集団行動の大切さを理解させる。
○目標に向かって努力したり、自己の役割を責任をもって果たそうとしたりする態度を養う。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：運動会を成功させるための話合いの活動に進んで参加し、自分の考えや意見を表現】

できる。また、場に応じた適切な挨拶をすることができる。
【役割認識力 ：運動会を成功させるために、様々な役割があることに気付き、自らも進んで自分の 責任を果 た】

そうと努力することができる。
【職業理解力 ：働くことや役割を果たすことの喜びを感じることができる。】
【課題解決力 ：運動会を成功させるためのきまりやルールを守る。また、目標の実現を願い、具体的な取り組】

みをすることができる。
【意思決定力 ：運動会の成功や自己の向上をめざし、自分なりの目標を立てることができる。】

３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 運動会の意義（どんな力をつけ ・これまでの経験や校長先生の話などから、運動会はいろいろ

る行事か）を話し合う。 な力を高める場であることに気付かせ、運動会についての個学

２ 運動会についての願いをもつ。 々の願いをもたせる。級

事 前 活 】３ 運動会での自分の役割や仕事を → 【コ ミ ュニ ケー ショ ン・ 意 思 決 定

確かめる。動

４ 運動会の目標やがんばることを ・カードを用い自己の役割や仕事を明らかにし、運動会でのめ等

決め、運動会に向けての意欲をも あてや努力事項をもたせる。

→【 役割認 識・ 意思 決定 】つ。

１ 何をどのように頑張るか、具体 ・練習開始時に、挨拶をしっかりすることやめあてを意識して

的なめあてを立てる。 取り組むことを確認する。練

→【コ ミュ ニケ ーショ ン・ 課題 解決 】習

２ めあてを意識しながら、活動に ・カードに自己の練習態度を記入させることをとおし、活動状運 時

取り組む。 況を自己評価させ、翌日の活動にめあてをもって臨ませるよ動 ・

うにする。会 帰

→【 課題解 決・ 意思 決定】練 り ３ 「運動会がんばりカード」を基

に、めあての達成状況を自己評価 ・カードの記述状況や活動時の子どもたちの様子を観察し、適活 習 の

する。 切なアドバイスや賞揚を行う。会

】→ 【課 題解 決・意 思決 定

４ 自己の取り組みを反省したり、 ・互いの頑張りを紹介し合い、目標実現に向かって全員で取り動

友達のがんばりを紹介し合ったり 組む雰囲気を大事にする。

→【コ ミュ ニケ ーショ ン・ 課題 解決 】しながら、翌日の練習のめあてを

立てる。時

１ カードを基に、運動会のめあて ・めあてをもって本番の活動に臨めるよう、朝の会で一人一人

を確認し、頑張ることを決める。 の役割や頑張ることを確認させる。運 運

動 動 】２ めあてを基に、自分の仕事や役 → 【意 思決 定・ 役 割 認 識

割を果たしたり、競技や応援に取会 会

り組んだりする。 ・子どもたちの活動の様子を記録し、振り返りの資料とする。当 当

→【役 割認 識・ 職業理 解・ 課題 解決 】日 日 ３ 運動会の様子について、担任の

話を聞きながら、自己の取り組み

の様子を簡単に振り返る。

１ カードを基に、めあての達成状 ・教師の側からも子どもたちの頑張りの様子を具体的に伝え、

況や自己の取り組み態度について 自分たちの成長を実感させる。学

→【課 題解 決・ 役割認 識・ 職業 理解 】級 反省する。

２ 働くことや役割を果たすことの ・自己の役割を精一杯果たした子どもたちを大いに評価し、働事 後 活

意義を話し合う。 くことや役割を果たすことの楽しさ、大切さをおさえる。動

→【 役割認 識・ 職業 理解】３ 運動会を通じて学んだことや成

長できたことをおさえる。

４.評価の視点と方法
☆集団行動のルールや自己の役割を果たすことの大切さを理解できたか。

→〔・振り返りの作文の記述状況 ・教師間の情報交換 ・振り返りの活動における発言〕

☆目標に向かって努力したり、自己の役割を責任をもって果たそうとしたりすることができたか。

→〔・めあてカードの取り組み状況 ・活動状況の観察 ・担当教師間の情報交換〕

○運動会指導におけるキャリア教育展開案
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□授業の実際

□授業実践を終えて（考察）

授業の概要（指導の手だてと児童の反応）過程

(1)運動会の意義をとらえる
「なぜ運動会があるのか？」ということを改めて考えさせた。
過去５年間の運動会を経験した子どもたちも、この問いにはと
まどいを示した。そこで、活動の中に「校長先生の話」を位置
付け、学校行事の中での運動会を意義を話していただいた。こ
の話を基に、運動会がたくさんのことを学び、成長できる場で
あること、そしてその頑張りの場は、競技だけでなく係や応援、
仕事などたくさんの場があることを押さえさせた。

(2)運動会での役割を確かめ、自分の目標を決める
運動会を成功させるためには、自分の頑張る場がわかり、そ

して、自分の目標をしっかり決めることが大切であることを押
さえ 運動会がんばりカード に自分の仕事 役割 めあて 目、「 」 、 、 （
標）を記入させた。自分が頑張りたいことを具体的に３つ決め
させ、運動会の取り組み期間中、毎日自己評価させるように表
に記入させた 「がんばること」の内容は、単なる競技の目標で。
はなく、自分の仕事や役割にかかわるもの、運動会練習の態度
等を中心に決めさせた。

(1)｢がんばりカード」でめあての達成状況を自己評価
しながら運動会練習に取り組む
「がんばりカード」を廊下に掲示し、毎日の帰り

の会でシールを使って自己評価させ、ここでの反省
を翌日の練習に生かしていくようにさせた。

(2)運動会準備の仕事で自分の役割を果たす
運動会前日の準備では、それぞれの係活動の準備や会場設営に、全員で取り組ませ

た。各係担当の先生の話をよく聞き、真剣に活動に取り組む姿が見られた。準備活動
、 、 。終了後は これまでの取り組み態度を評価するとともに 当日のめあてを確認させた

大 運 動 会 当 日

(1)運動会の振り返りビデオを見て運動会の取り組み状況を振り返る
係活動に取り組む場面を中心に編集したビデオを視聴させ、運動会での自分や友達の頑張りを発表

させた。
(2)運動会を支えた係の働きを考える
「もし係が頑張らなかったらどうなったか？」ということを考えさせた。子どもたちは、係活動無し
には運動会が成功できなかったことを話し、役割の大切さを気付くことができた。また、みんなのた
めに一生懸命に働いてどんな気持ちになったかを発表させることで、その気持ちのよさを引き出すこ
とができた。

(3)運動会で成長できたことや学んだことをまとめる
「がんばりカード」の「運動会で学んだこと・パワーアップできたこと」の欄に、各自記入させ発

表させた。この発表を基に、役割や責任を果たすことの大切さや喜び、めあてに向かって努力するこ
とのすばらしさをとらえさせることができた。

事
前
の
学
級
活
動

準
備
期
間
の
取
り
組
み

運
動
会
終
了
後
の
学
級
活
動

それぞれが立てためあてに基づき、各係の仕事や競

技、役割に一生懸命に取り組む姿が見られた。

○ 以下は、運動会後に研究協力校(授業実践校）の職員から寄せられアンケートの回答の一部である。
・これまで、勝敗や順位に傾きがちだった子どもの視点が、係活動を中心とした「協力する」｢責任を果たす」
といった方向に行ったことが大きい。６年生の子どもたちの、全体を見ようとする意識やリーダーとしての自
覚が高まった。｢運動会を成功させるために」という視点から、この行事が実に多くのキャリア教育と関わっ
ていることを実感できた。運動会は、キャリア教育を展開する上で、とてもよい機会であったと思う。

・運動会で付けたい力が、子ども達の将来に生きるということを意識しながら指導することができた。
・運動会の意味や何を育てるのかを自分の中で明確にもつことができ、子どもたちに何を育てるのかという視点
がはっきりした。今までは、終わったら何も残らなかった。

、 。 。・一人一人が力を発揮すれば 成果が必ず出るということに小さな２年生でも気づくことができた 驚きである
やはり、キャリア教育のたまもの…と思いました。

・ みんなとがんばるのだ、みんなで作り上げるのだ」という意識を常にもたせ、時々反省させることで めあ「
てを守ろうとする意識を高めさせた。目的と指導が一貫し、子どもたちに｢自分が伸びた」という満足感を味
わわせることができた。

アンケートにあるように、事前指導から事後指導までの過程で、子どもたちに多くのことを学ばせ、
成長させることができた。ともすると「恒例行事」としてその行事の目的が薄れがちになることも懸念
される運動会にキャリア教育の視点を位置付けたことにより、育てたい力が明確になり、結果よりも過
程を重視した「行事を通して育てる」指導が実現できた。
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４ 特別活動を中心とするキャリア教育モデルカリキュラムの作成

(1) 特別活動を中心とするキャリア教育モデルカリキュラム作成の意図

平成18年度進路指導研究協議全国大会において、小学校におけるキャリア教育の課題として以

下の二点が指摘された。

・キャリア教育のとらえや具体的な授業のイメージ化が十分に図られていない。キャリア教育に

ついての基本的な理解や認識が不十分である。

・キャリア教育を直ちに「職場体験 「職業教育」としてとらえ、小学校でも同様の活動を取り」

入れなければならないといったキャリア教育についての曲解、誤解がある。

本研究ではこうした課題に対応し、小学校におけるキャリア教育の推進に資することを目的と

して 「キャリア教育モデルカリキュラム」を提示する。これは、これまで取り組んできた指導、

計画作成や授業実践の成果をまとめ、実践的なキャリア教育の指針として示したものである。

(2) 特別活動を中心とするキャリア教育モデルカリキュラムの構成

【図３】のよ

うに、特別活動

を中心とするキ

ャリア教育モデ

ルカリキュラム

は、キャリア教

育についての基

本的な理解を図

ることを目的と

した「理論編」

（ 生き方』を「『

学ぶキャリア教

育の展開Ⅰ～キ

ャリア教育授業

づくりの基本ス

テップ～ ）と、」

特別活動を中心

としたキャリア

教育の具体的な

授業構想を示し

た「実践編 （ 生」「『

き方』を学ぶキ

ャリア教育の展

開Ⅱ～キャリア

教育の視点を位置付けた特別活動の指導プラン～ ）の２部構成とした。」

(3) 特別活動を中心とするキャリア教育モデルカリキュラムの概要

【 】特別活動を中心とするキャリア教育モデルカリキュラムの内容構成及びその概要を次頁 表３

にまとめた。

【図３】特別活動を中心とするキャリア教育モデルカリキュラムの内容

特別活動を中心とする小学校キャリア教育モデルカリキュラム

・キャリア教育についての基本的な理解、授業づくりのイメージ
が図られる内容構成
・小学校教員、特別活動に限定しない活用が可能なものに
・キャリア教育の基本的な考え方、国や県の動向、指導計画の立
て方から授業の作り方までを掲載
・１４の「Q&A」方式、８段階のステップ方式表示で解説
・特別活動の多様な内容、形態、領域の授業実践例を掲載

・キャリア教育の視点を位置付けた学級活動、学校行事、児童会
活動、クラブ活動、日常活動の指導案（計画案）を掲載
・学級活動指導案５９事例、行事等計画案３３事例
・小学校１年から６年までの全学年をカバー
・従来の活動内容に「キャリア」の視点を加えたものと、新たに
題材開発した
内容を掲載
（新設１７）

〔授業実践例〕
・「二宮金次郎＆清掃活動パワーアップ作戦」
・「フリーターって、何？」
・「どんな仕事があるかな？『ご飯＆Wカップ編』」
・「先生方の仕事調べに挑戦！」
・「命のつながり」
・「もうすぐ中学生」
・「係活動マニフェスト」etc...

〔新設した題材例〕
・「見つめてみよう、自分の仕事」（２年）
・「何でも自慢大会を開こう」 （４年）
・「未来の『自分史』をつくろう」（６年）
・「働く」って、何？ （５年）etc...

小学校キャリア教育モデルカリキュラム

理
論
編

〔
二
分
冊
構
成
〕

実
践
編

○「生き方」を学ぶキャリア教育の展開 Ⅱ

～キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の指導プラン～

○「生き方」を学ぶキャリア教育の展開 Ⅰ

～「キャリア教育」授業づくりの基本ステップ～
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５ 小学校におけるキャリア教育の推進及び特別活動を中心とするキャリア教育モデルカリキュラム

に関するアンケート調査の分析と考察

(1) 調査の目的と内容

提示した特別活動を中心とする

キャリア教育モデルカリキュラム

の内容検証及び小学校におけるキ

ャリア教育推進の状況等を明らか

にするため 研究協力校 以下 協、 （ 「

」 ） （ ） 。 、力校 と表記 教師へのアンケート 評定尺度法と自由記述法の併用 調査を行う 一部調査は

昨年度実施した調査結果との比較検討を行い、キャリア教育に対する協力校教師の意識の変容を

とらえる。アンケート調査の内容と設問意図は 【表９】のとおりである。、

(2) アンケート調査の分析と考察

ア キャリア教育についての理解状況について

【表10】は協力校教師のキャリア教育への理解

状況を把握する資料として、キャリア教育に対す

る具体的なイメージ形成の状況についてまとめた

ものである。平成17年度調査の段階では、キャリ

ア教育の具体的なイメージをもてないとする回答

が３名（回答者、10名）であったが、今年度の調

査では、全ての教師がキャリア教育についてのイ

メージ形成がなされたと回答している。その理由

【表９】アンケート調査の内容と設問意図

【表10】キャリア教育についての理解状況①

平成 17年調 査 平 成18年 調査

ア　イ メージ できた ０ ５

イ　大 体のイ メージ はで きた ６ ５

ウ　あ まりイ メージ でき ない ３ ０

エ　イ メージ できな い ０ ０

（ 単位： 人）

・指導 案が具 体的だ った 。実際 に授業 を見る こと ができ た。

・資料 が具体 的で、 どの ような 場面で どのよ うな 力を育 てるか

　明ら かであ ったた め。

・実践 例が豊 富に提 示さ れてい たため 。

・授業 を参観 したり 、自 分で授 業した りした ため 。

・まだ 消化し きれな いと ころは あるが 、具体 的に 授業の 中でど

　のよ うに進 めてい くか 、どの ような 内容を 取り 上げて いくの

　か、 多くの ことが わか った。

・資料 から、 子ども たち につけ たい力 をどう 指導 してい けばよ

　いか わかっ た。

・今ま でやっ てきた 中か らのキ ャリア 教育の 実践 だった から。

〔設問 １〕

「キャ リア教 育」の 具体 的なイ メージ をもつ こと ができ たか

「 注」無 回答 １

〔平成 18年調 査の「 ア」 「イ」 の回答 理由〕

設問内容 設問意図

１　キャリア教育の具体的なイメージをもつことができたか

２　特別活動におけるキャリア教育の授業の手順や留意点を理解できたか

３　「理論編」について気付いた点、意見、感想等
４　「実践編」について気付いた点、意見、感想等

５　掲載した指導計画によるキャリア教育推進についての意見、感想等

６　各小学校においてキャリア教育を推進していく上でのポイント 今後の課題把握

キャリア教育について
の理解状況の把握

モデルカリキュラムの
内容検証

【表８】特別活動を中心とするキャリア教育モデルカリキュラムの内容構成と概要

目的 章構 成 とタ イ トル 掲 載内 容 とそ の 概要

Ⅰ  キャリ ア教 育 のと ら えQ＆ A

・キ ャ リア 教 育の 概 念や目 的、 国 、県 の 動向 、基
　本 的 な推 進 の方 向 性等に つい て 、14の Q&A形式
　で 解 説し た 。

・キ ャ リア 教 育に か かわる トピ ッ クや 新 聞記 事、
　指 導 計画 作 成に 関 する実 物資 料 等を 掲 載し 、
　キ ャ リア 教 育の 理 解が具 体的 に 図ら れ るよ うに

　し た 。

Ⅱ  特別活 動を 中 心と し たキ ャ リア 教
   育の授 業づ く り

・特 別 活動 を とお し てキャ リア 教 育を 進 める 際の
　基 本 的な 視 点や 考 え方を 示し た 。
・特 別 活動 を とお し てキャ リア 教 育を 推 進す る際

　の 具 体的 な 手順 や ポイン トを ８ 段階 の ステ ップ
　方 式 で解 説 した 。
・題 材 一覧 や 指導 案 等の実 物を 基 にし た 具体 的な

　解 説 をし た 。

理
論
編

実
践
編

　
特
別
活
動
を
中
心
と
す
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム

○キ ャ リア 教育の
　考 え 方や 方向性
　に つ いて 基本的

　な 理 解を 図る。

○特 別 活動 を中心

　と し たキ ャリア
　教 育 の指 導計画
　及 び 授業 につい

　て の 理解 を図
　る 。

○特 別 活動 を中心
　と し たキ ャリア

　教 育 推進 のため
　の 実 践資 料とし
　て 、 キャ リア教
　育 の 視点 を置付

　け た 特別 活動指
　導 計 画を 提示す
　る 。

Ⅲ  キャリ ア教 育 の視 点 を位 置 付け た
   特別活 動の 授 業づ く りの 実 際
 １ 　キャ リア 教 育全 体 構想 案 の立 案

 ２ 　キャ リア 教 育の 視 点を 位 置付 け
     た特別 活 動の 授 業実 践

・全 体 構想 立 案で 作 成する 諸資 料 （「 学 習プ ログ
　ラ ム の枠 組 み」 「 全体計 画」 等 ）の 実 物を 示し

　た 。
・特 別 活動 で 行う キ ャリア 教育 の 典型 的 な題 材と
　し て 、「 学 級活 動 」「学 校行 事 」「 日 常的 な活
　動 」 の実 践 例を 具 体的に 示し た 。

・キ ャ リア 教 育の 視 点を明 示し た 指導 案 及び 授業
　で 用 いた ワ ーク シ ート等 の諸 資 料、 児 童の 感
　想 、 写真 等 を掲 載 した。

Ⅰ  キャリ ア教 育 の視 点 を位 置 付け た
   学級活 動指 導 計画

Ⅱ  キャリ ア教 育 の視 点 を位 置 付け た

   学校行 事等 の 指導 計 画案

・各 活 動に お ける キ ャリア 教育 の ポイ ン トや 育成
　す る 進路 発 達(キ ャ リア 発達 ） にか か わる 能力
　を 具 体的 に 示し た 。

・進 路 発達 を 促す 指 導上の 留意 点 、工 夫 点を 具体
　的 に 明示 し た。
・事 前 指導 、 事後 指 導のポ イン ト を示 し た。
・本 題 材に か かわ る 各教科 や道 徳 、総 合 的な 活動

　の 時 間等 と の関 連 の視点 を示 し た。
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としては、モデルカリキュラムからキャリア教育で付

けたい力や内容がとらえられたこと、掲載した指導案

や授業実践例が具体的かつ豊富であったこと、さらに

モデルカリキュラムを基にした実際の授業を参観した

り、自分で実践してみたりしたことなどが挙げられて

いる。

キャリア教育の具体的な授業レベルでの理解状況

は 【表11】の〔設問２〕の回答状況からとらえた。、

資料（モデルカリキュラム）を熟読していないという

理由から 「あまり理解できなかった」との回答が１、

名あったが、他の全ての教師は特別活動におけるキャリア教育の授業づくりのについて大体の理解

はできたと回答している。

【表10【表11】の資料から、協力校教師は提示したモデルカリキュラムを読むこと、さらにモ】

デルカリキュラムを基にした具体的な実践に触れることで、キャリア教育のついての理解を深めた

ものととらえる。

イ モデルカリキュラムの内容について

【表12】に、モデルカリキュラム

の内容に関する調査項目〔設問３～

５〕についての自由記述の回答（回

答者、10名）をまとめた。

「 」 、「 」理論編 の設問では Ｑ＆Ａ

形式の解説により内容が十分に理解

できること、実践編の項で板書や資

料、児童の反応等が具体的で実際の

授業がイメージできること等の回答

が多く、作成意図であるキャリア教

育に対する基本的な理解を図ること

という目的は達せられたものととら

える。

〔 〕〔 〕 、「 」設問４ 設問５ は 実践編

及び作成した指導計画についての意

見を求めたものである。指導計画集

については 「指導のポイントがと、

らえられる 「具体的ですぐに実践」

できる（実践したい 」等の回答が）

得られた。指導計画に記載した授業

の内容に関しては、小学校において

キャリア教育を推進する際のポイン

トとなる 「これまでの教育課程に、

キャリア教育の視点を生かす 「日」

【表11】キャリア教育についての理解状況②

ア　理解できた

イ　大体は理解できた

ウ　あまり理解できなかった

エ　理解できなかった

（単位：人）

（ア・イ）

・学年の発達段階を考えて作成されている。

・１年生から段階を踏んで、行事と合わせて高めていくことが

　わかった。

・資料が具体的で実践例が豊富に示されているため。

（ウ）

・資料を熟読できなかった。

「注」無回答２

〔設問２〕

特別活動におけるキャリア教育の授業づくりの手順や留意点を

理解することができたか

０

〔回答理由〕

平成18年調査

３

４

１

【表12】モデルカリキュラムの内容に関する記述状況

｢理論編｣（｢キャリア教育授業づくりの基本ステップ」）についての意見等

・キャリア教育についての基本的な内容が十分理解できる構成になっている。キャリア教育の内
　容を誤解してる人も多いと思うので、｢入門編」として大いに活用できそうである。
・見開き1ページで見やすい。「Ｑ→Ａ」形式で、気軽に読める。
・ワークシートや写真が入り、実際の授業がイメージしやすい。
・「Ｑ＆Ａ」は、まさにみなさんの疑問に答える分かりやすいものになっていると思う。｢授業
　づくりの実際」では、資料やワークシート、板書、児童の考え方や反応などが明示され、明日
　にでもすぐに実践できる内容になっている。
・どの授業においても、生き方教育につながることがわかった。教師側の押さえとして大事なこ
　とであると思う。
・「生き方」を学ぶという意味で、特活は合致している。でも、「キャリア」というネーミング
　はいまだに納得できない感じだ。
・指導案作成の際の留意点や視点が示され、大変参考になった。

｢実践編｣（｢キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の指導プラン」）についての意見等

・展開例が具体的かつ豊富なので、自分が必要とする場面を選択しながら実践できる。｢使える｣
　展開案集である。
・各学年の年計、指導展開例があるので参考にしやすい。
・単発の実践ではなく、活動をつなげていくことで、よりよい学級経営にもつながると思った。
　｢キャリア教育のポイント」や「進路発達にかかわる諸能力」が明確に示されており、何をね
　らいとしているかがよくわかる。今ある年計をちょっと見直すだけで、いろいろなことが実践
　できることがわかる。
・行事、学級活動は学校や学級によって内容が変わる。資料どおりには完璧にできない。学校で
　話し合って、行事を精選した方がいいのでは？
・来年度、すぐにでも使ってみたい。
・大変具体的で、明日にでもすぐ利用できる。
・事前、事後の活動を重視することがわかった。特に、振り返りを充実させていこうと思う。

モデルカリキュラムに掲載した指導計画によるキャリア教育推進についての意見等

・改めて場を設定するのではなく、日常の実践の中で推進していくことが可能なのでよい。キャ
　リア教育を通して育みたい子どもの力が、今とても大切な力であると思うので、ぜひ広めてい
　きたい。
・今までと大きく変わらないタイプの指導は、あらためて意識できるし、おろそかだった部分は
　例を見て実践できるので、大変よいと思う。
・普段やっていることを無理のない形でやれるところからやっていこうと楽に考えている。視点
　の持ち方一つで、キャリア教育につながると思った。
・教育課程の中で取り組みやすいように工夫してある。このような形で、小学校段階から心を育
　成していくことが大事な時代になってきていると感じている。
・キャリア教育の必要性を一年間、痛切に感じた。
・改めて難しく考えるのではなく、今回のような実践をしていくことが積み重ねとなり、力がつ
　くのだと思う。
・キャリア教育として特別設定（特別視）するのではなく、教育活動全般にわたって培いたい力
　を明確にして取り組めばよいので、だいぶ気軽に実践できると思う。
・年計が、どんな力をどの行事で、どの場面で伸ばすのかがわかりやすくて使いやすい。ただ、
　どのように子どもたちが活動を振り返り、教師が評価するのか。現場はあまり時間がない。
・効果的である。1ヶ月に1回の割合で学活に取り組むことが無理なくできそう。友達とのことや
　自分のことなど、たくさん開発するよい手立てになっている。
・全ての活動において、キャリア教育の視点をもって取り組んでいくことは大切だと思う。
・話合い活動は、将来必要なコミュニケーション能力、課題解決力、自己決定力等の育成の場に
　なり、大切なものだと思う。今の子どもたちに不足がちな力である。

〔

設
問
３
〕

〔

設
問
４
〕

〔

設
問
５
〕
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常の実践を積み重ねて力をつける」といった点に触れた記述が多くあった。モデルカリキュラ

ムの内容が、キャリア教育推進の方向性の理解に適したものであったととらえる。

ウ 今後のキャリア教育推進における課題について

今後のキャリア教育推進に関す

【 】 。る意見等を 表13にまとめた

課題として最も多く挙げられた

ことは、キャリア教育について

の正しい理解を図る必要がある

ということである。アンケート

の指摘に見られたように 「キ、

ャリア」という用語によるキャ

リア教育の誤解が相当数あるものと思われ、県内各小学校においてキャリア教育についての理

解は未だ十分とは言えない。如何にキャリア教育についての理解と実践の普及が大きな課題で

あると言える。キャリア教育についての理解を広める方法として、作成した指導計画案に基づ

く授業実践の推進と普及、特別活動研究会等での協力校の研究内容の紹介等が挙げられた。

６ 将来を見つめ自らの生き方を考える力を育てる小学校キャリア教育の推進に関する研究のまとめ

本年度の目標は、第１年次に立案した特別活動におけるキャリア教育全体構想に基づき、進路発

達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活動の指導計画の作成及び授業実践を行い、特別活動を

中心とした実践的なキャリア教育モデルカリキュラムを提示し、小学校におけるキャリア教育推進

の方途を示すことであった。その成果と課題について以下にまとめる。

(1) 成果

ア 第１年次に立案した特別活動におけるキャリア教育全体構想に基づき、進路発達にかかわる

諸能力の育成を軸とした特別活動の指導計画を作成することができた。

(ｱ) 従来の特別活動の指導計画を生かしたり、新たに題材開発をしたりしながら、キャリア教

育の視点を位置付けた小学校全学年の学級活動及び学校行事等の年間題材一覧を作成するこ

とができた。

(ｲ) キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる諸能力及び進路発達を促す指導上の留意点

を明示した単位時間の学級活動指導案、学校行事等の指導計画案を作成することができた。

(ｳ) 事前や事後の指導のポイント及び他教科等との関連の視点を示し、系統的・計画的なキャ

リア教育の展開を意図した指導計画の作成ができた。

イ 作成した特別活動の指導計画を基に、学級活動、学校行事、日常的な活動の場で具体的なキ

ャリア教育の授業実践を行い、意図した児童の反応を得ることができた。

(ｱ) 特別活動指導計画作成の視点及び授業プラン作成上の留意点に基づき、幅広い視点から小

学校全学年を網羅する多様なキャリア教育授業実践を行うことができた。

(ｲ) 従来の学級活動の趣旨を生かした実践や新たに題材を開発した実践を行うことにより、学

級活動におけるキャリア教育の多様なパターンの授業実践ができた。

(ｳ) キャリア教育の視点を位置付けた学校行事及び日常的な活動の授業実践ができた。

(ｴ) 学級活動及び学校行事等、それぞれの活動のねらいの達成を図ることをとおし、児童の進

路発達にかかわる諸能力を多様な視点から育成することができた。

ウ キャリア教育の基本的なとらえや特別活動に焦点を当てた授業構想の立案の仕方及び授業実

【表13】今後のキャリア教育推進に関する意見等
〔設問６〕
今後、県内各小学校でキャリア教育を推進していく上での課題やポイントと思われること
・｢キャリア教育」についての正しい知識を広めること。そして実践を通し、その有用性を教師

　が体感していくことが必要。
・｢キャリア教育」という名前がいまひとつ…。教育の内容と｢キャリア」というイメージがずれ
　ているような…。気張らず取り組めるモデル資料があればよい。
・特別活動の研究会で、積極的に紹介していきたい。そのことで、底辺の拡大周知につながる。
・ネーミングはやはり、エリート教育とまちがえやすいので、別名を考えてはどうか。生き方指
　導は、児童の進路指導として必要な学びであると思う。
・モデルカリキュラムをもとに授業実践をする。学校公開をし、子どもたちの生き生きとした姿
　を見せる。
・その大切さを知らせることが必要。学校体制で取り組みたい。

・キャリア教育の授業についての具体的なイメージをもつことが、まず第一に必要。そして、小
　学校段階でやるべきことを把握して実践していくべきである。
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践例を掲載した特別活動を中心とした実践的なキャリア教育モデルカリキュラムを作成するこ

とができた。

(ｱ) キャリア教育についての「理論編 （ 生き方』を学ぶキャリア教育の展開Ⅰ～キャリ」「『

ア教育授業づくりの基本ステップ～ ）を作成し、小学校におけるキャリア教育について」

の基本的な理解を図ることを目的とした具体的な手だて（手引き書）の提示ができた。

(ｲ) キャリア教育についての「実践編 （ 生き方』を学ぶキャリア教育の展開Ⅱ～キャリ」「『

ア教育の視点を位置付けた特別活動の指導プラン～ ）を作成し、特別活動を中心とした」

キャリア教育の授業構想立案の具体的な手だて（手引き書）の提示ができた。

(2) 課題

作成したモデルカリキュラムを基に授業実践を行い、それぞれの授業レベルでは成果を得た。

しかし、モデルカリキュラム全体を通じての授業実践は為されていない。このカリキュラムを基

にした授業実践を継続し、児童の変容を見取りながらは、モデルカリキュラムの修正、改善を加

えていく必要がある。

以上のことから、課題はあるものの、本研究で作成した特別活動を中心とする実践的なキャリア

教育モデルカリキュラムは、小学校におけるキャリア教育推進に資するものであるととらえる。

Ⅵ 研究のまとめ

本研究は、進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活動の実践的な指導計画を作成し、

特別活動を中心として展開する小学校キャリア教育のモデルカリキュラムの提示をめざしたもので

ある。

２年次研究の第１年次である昨年度は、先行研究や文献から得た資料を基にキャリア教育の意義

や位置付けを分析・検討した上で、特別活動におけるキャリア教育の全体構想の立案を行った。

第２年次である今年度は、キャリア教育全体構想を基に、キャリア教育の視点を位置付けた特別

活動の指導計画の作成と授業実践を行い、特別活動を中心として展開する小学校キャリア教育のモ

デルカリキュラムを提示した。

２年間の研究の成果と課題について、以下のようにまとめることができる。

１ 研究の成果

(1) 将来を見つめ自らの生き方を考える力を育てる小学校キャリア教育の推進に関する基本構想

の立案

キャリア教育の意義や学校教育における位置付け、めざすべき児童生徒像、育成すべき諸能

力等を明らかにすることができた。このことにより、小学校キャリア教育においてめざす児童

、 。像と培うべき力を具体化することができ その実現のための基本構想を立案することができた

(2) 進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活動指導計画の作成に関する推進試案の作成

キャリア教育おいて培うべき進路発達にかかわる八つの能力を具体的に設定することができ

た。そして、これらの能力を培うための特別活動指導計画の位置付けや内容及びその作成のた

めの手順や留意点を明示した特別活動指導計画の作成に関する推進試案を作成することができ

た。

(3) キャリア教育全体構想の立案

先行研究や文献、研究協力校での教育計画（学校経営概要）等の資料を基に、育成すべき能
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力を児童の発達段階毎に示したキャリア教育学習プログラムの枠組みとキャリア教育全体計画

及び全体構想表を作成し、キャリア教育の全体構想を立案することができた。

(4) 進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活動指導計画

キャリア教育全体構想を基に、キャリア教育のポイントや育成すべき進路発達にかかわる能

力及び指導上の留意点や工夫点等を盛り込んだ特別活動の指導計画を作成することができた。

この指導計画を基に、小学校の各学年における題材や育成する能力、指導展開案を具体的に示

すことができた。

(5) 進路発達にかかわる諸能力の育成を軸とした特別活動指導計画に基づく授業実践

特別活動においてキャリア教育を展開する際のポイントに焦点を当て、典型的な授業題材に

ついて実践を行った。この実践を基に、キャリア教育の授業の方途や指導のポイントを具体的

に示すことができた。

(6) 小学校キャリア教育モデルカリキュラムの提示

作成した特別活動指導計画や実践授業の概要を「キャリア教育モデルカリキュラム」として

まとめた。このことにより、キャリア教育についての基本的な理解の段階から具体的な授業づ

、 。くりの段階までを解説した資料提示ができ 小学校キャリア教育の推進に資することができた

２ 今後の課題

(1) 本研究で示した特別活動におけるキャリア教育推進の具体的な方途を、他教科等にも広げ、

キャリア教育が学校の教育活動全体を通じて展開されるよう、キャリア教育指導計画の一層の

充実と具体化を図っていく必要がある。

(2) 本研究で作成した「小学校キャリア教育モデルカリキュラム」について、具体的な実践をと

おしながら、さらに改善、拡充を図るとともに、リーフレットや小冊子の活用等、各学校にお

ける本カリキュラムの普及の方途を検討していく必要がある。

おわりに

この研究を進めるに当たって、花巻市立湯口小学校の先生方や子どもたち、保護者の方々、湯口中

学校の皆さんから、多大なるご協力をいただきました。心より感謝申し上げます。本当にありがとう

ございました。
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(30)(1) 学級活動におけるキャリア教育の展開例

①「すごいなみつけ」で自己理解と他者理解の深化を図った授業

②「学校の仕事調べ」で勤労に関する理解や意欲の啓蒙を図った授業

③教科学習を基に命の尊さを考えさせ将来の夢や希望を育んだ授業

④職業の種類や役割を考えさせ働くことへの興味・関心を高めた授業

⑤自らの夢を考えさせ日々の学校生活への意欲の向上を図った授業

⑥「フリーター問題」から将来の職業生活への関心を高めた授業

⑦中学校と連携し希望や目標をもって生きる態度の形成を図った授業

⑧そうじについての話合い活動をとおしてキャリア発達の育成を図った授業

⑧係活動についての話合い活動をとおしてキャリア発達の育成を図った授業

(52)(2) 学校行事「運動会指導」におけるキャリア教育の展開例

(55)(3) 日常的な活動におけるキャリア教育の展開例

①「たてわり班自由遊び」をとおして

②「朝の会・帰りの会」をとおして

(59)【参考資料】

はじめに
「キャリア教育の理念は、現在の教育を救う一つの考え方である 」と言われます。。
昨今、フリーターやニートの増加、子どもたちの学ぶ意欲や学力の低下、将来の夢や憧
れの喪失等々、様々な社会問題や教育課題が発生する中、子どもたちに確かな生きる力を
培う教育として、今、キャリア教育が注目を集めています。とりわけ、小学校段階から発
達段階に応じ、主体的に自らの進路を選択・決定できる能力を培う教育の推進が求められ
ています。
本書「 生き方』を学ぶキャリア教育の展開 Ⅰ」は、小学校におけるキャリア教育の推『
進に資することを目的として作成したもので、主にキャリア教育についての基礎的な理論
を中心に解説してあります。内容は、キャリア教育の基本的な考え方や特別活動を中心と
するキャリア教育の授業づくりの仕方、実践事例の紹介等によって構成され、キャリア教
育について実践的に学べるように編集しました。なお、本書を基に、特別活動の指導計画
案集としてまとめたものが 「 生き方』を学ぶキャリア教育の展開 Ⅱ」です。、『
両書が、先生方のキャリア教育実践の一助になれば幸いです。
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Ⅰ キャリア教育の基本的なとらえ

この章では、キャリア教育の概要や目的、推進の方向性など、キャリア教育について
の基本的な考え方について１４のQ&Aで解説します。

Let's learn !

〈キャリア教育のとらえ 〉Q&A

MENU
Q１ 「キャリア教育」とはどのような教育なのですか

生き方教育 勤労観・職業観 主体的な生き方・進路選択→ Key Word

Q２ 今どうしてキャリア教育の推進が求められているのでしょうか
職業・勤労にかかわる社会問題 生き方・進路の問題→ Key Word

Q３ 昨今のキャリア教育をめぐる動向はどのようになっていますか
小学生からキャリア教育 組織的・系統的キャリア教育→ Key Word

Q４ 小学校からキャリア教育を行う理由は何ですか
主体的進路選択のための基礎 小、中、高の系統性→ Key Word

Q５ キャリア教育では、どのような子どもの姿をめざすのですか
社会的自己実現 主体性 適切な判断・処理・思考 自己の考え→ Key Word

Q６ キャリア教育では、どのような力を育んでいけばよいのでしょうか
キャリア教育学習プログラムの枠組み 進路発達にかかわる諸能力→ Key Word

Q７ キャリア教育を始めるということは 「新たな教育活動を始める」ということな、

のでしょうか
生きる力 学習指導要領 教育活動の見直し→ Key Word

Q８ 小学校でのキャリア教育の進め方についての基本的な考え方を教えてください
現行教育課程 キャリア教育の視点→ Key Word

Q９ 各教科や道徳、特別活動、総合的な学習の時間等においてキャリア教育を行う際

には、どのような視点が大切になるのでしょうか
既存の教育課程の枠→ Key Word

Q10 キャリア教育はどのような手順で進めていけばよいのでしょうか
全体構想立案 指導構想立案→ Key Word

Q11 キャリア教育学習プログラムの枠組みはどのように作成したらよいのですか
「勤労観・職業観を育む学習プログラムの枠組み(例 」→ Key Word ）

Q12 キャリア教育全体計画はどのように作成すればよいのですか
学校の全体教育計画 学習指導要領→ Key Word

Q13 育成する能力・態度と指導の場の全体構想表の作成はどのように進めたらよいの

ですか
教科等の特性と指導内容→ Key Word

Q14 キャリア教育を推進していくために、どのような基盤整備に心がけたらよいので

しょうか
学年・学級経営 基本的生活習慣 共通理解 連携→ Key Word
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「キャリア教育」とはどのような教育なのですか？■

○ 「キャリア教育」は、子どもたち個々の「生き方」にかかわる指導援助です。

○ キャリア教育では、子どもたちが自らの将来の生活において自己実現を

図り、主体的な生き方ができるよう適切な価値観や態度、能力を育みます。

○ キャリア教育とは、子どもたち一人一人の進路発達を支援し、望ましい勤労観や職業観を育

み、主体的に自らの生き方や進路を選択決定できる能力や態度を育成する教育です。

A n s w er

Ques t i on １

「キャリア教育」という言葉は、昨今、いろ

いろな所で耳にします 「キャリア教育」とい。

う文言が、文部科学行政関連の公文書の中に初

めて登場したのが、中央教育審議会答申「初等

中等教育と高等教育との接続の改善について」

（平成11年）においてです。この中で、キャリ

ア教育について 「望ましい職業観・勤労観及、

び職業に対する知識や技能を身に付けさせると

ともに、自己の個性を理解し、主体的に進路を

選択する能力・態度を育てる教育」という説明

がなされています。

また、平成16年に文部科学省から示された「キ

ャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者

会議報告書 （以下「キャリア教育報告書」と略し」

ます）では 「キャリア」を「個々人が生涯にわ、

たって遂行する様々な立場や役割の連鎖及びそ

の過程における自己と働くこととの関係付けや

価値付けの累積 ととらえています そして キ」 。 「

ャリア教育」について 「児童生徒一人一人の、

キャリア発達を支援し、それぞれにふさわしい

キャリアを形成していくために必要な意欲・態

度や能力を育てる教育。端的には、児童生徒一

人一人の勤労観・職業観を育てる教育」と定義

付けています 「キャリア発達」とは 「進路発。 、

達」と同じ意味で使われます。子どもたちが、

自らの生き方や進路を主体的に選択できる力を

獲得するまでに育てていく成長や発達の過程の

ことです 「勤労観 「職業観」は、キャリア教。 」

。 、育で子どもたちに育む価値観です 勤労観とは

勤労についての価値的な理解であり、働くこと

、そのものに対する個人の価値的な見方や考え方

態度を意味します。職業観とは、職業について

の価値的な理解であり、生きていく上での職業

の意義や役割についての認識を意味します。

つまり、キャリア教育とは、子どもたちの生

き方にかかわる指導・援助です。子どもたちが

自らの将来の生活において、社会的・職業的な

自己実現を図り、主体的な生き方ができるよう

適切な価値観や能力、態度を育む教育活動であ

るととらえることができます。

〈キャリア教育のとらえ 〉Q&A

キャリア教育とは…
子どもたちが、働くことにかかわりながら自
己実現が図られるように、一人一人の進路発達
を支援し、望ましい勤労観・職業観を育み、主
体的に自らの生き方や進路を選択決定できる能
力や態度を育成する教育です。

「キャリア教育≠エリート教育」誤解していません？ 「キャリア教育」の意味
「キャリア教育＝エリート養成教育 、という誤解はないでしょうか 「ノンキャリア 「キャリア組」」 。 」

という言葉は、確かに「上級公務員 「高級官僚」といった意味での使われ方がありますが、もともとの」
「キャリア」の語源には「車の轍・目標に向かって進んだ足跡」という意味があります。
キャリア教育は、決して「いい大学」に進学したり 「いい仕事」に就職したりすることを目的とする、

ものではなく、一人一人の子どもが自分の人生の生き方を自分で考え、自分の進むべき道を自己選択、
自己決定できる力を育てるものです。つまり、一人一人の子どもが自分の人生をよりよく生きるための
「生き方」を学ぶ教育がキャリア教育なのです。
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今どうしてキャリア教育の推進が求められているのでしょうか？■

○ 若者の離職率の高さやフリーター、ニートの増加が社会問題になっています。

勤労観や職業観の未熟さ、職業人としての基礎的な資質や能力の低下が懸念されています。

○ 将来の自分の夢を描けず、学ぶ目的や意欲が欠如した子どもたちの増加が指摘されていま

す。自らの人生を主体的に生きようとする意欲や態度、自己の問題を適切に処理する力の育成

が大切になってきているのです。

Qu es t ion ２

A n s w er

今、子どもたちの「生き方」や進路にかかわ

る問題が深刻になってきています。

キャリア教育報告書では、次のような問題点を

指摘しています。

高校進学者の中途退学者の増加、大学進学者

の無気力化、フリーターやニートの増加、若年

層の早期離退職…といった青少年の勤労意識や
職業意識の希薄化に伴う問題が深刻化してきて

いること。さらに、円滑な人間関係が構築でき

、 、ない 自分の問題を自分で適切に処理できない
生きる喜びや充実感を感得できない…等、自ら

の人生を主体的に生き抜こうとする力を欠く大

人が増加していることです。
同報告書は、学校生活の場においても、子ど

もたちの将来の生き方や進路にかかわる問題状

況を指摘しています。不登校やいじめ、集団不
適応、非行等の問題行動、将来の夢や憧れの喪

失、学ぶ意欲や学力の低下、学校での学びと社

会生活との分断等の問題です。

、このような問題状況を改善していくためには
、子どもたちが自らの意思で自らの進路を決定し

自分の生き方を見つめながら自己実現を図ろう

とする力や態度を育てていくことが必要です。
そのため学校教育において、学校での学びが自

らの豊かな社会生活に生きて働くものになるよ

うに、社会人や職業人としての資質や能力を高
めたり、豊かな人間性を育成したりする教育が

求められています。

子どもたちの進路にかかわる指導は、これま

でにも中学校や高等学校を中心に 「進路指導」、
として扱われてきました。けれども、どうして

も上級学校への進学や就職のための「受験指導

・就職案内」的な指導にとどまる傾向が見られ
ました。そのため、子どもたちの将来の職業生

活や人生設計等を見通し 子どもたち自身の 生、 「

き方」という視点からの指導は十分ではありま
せんでした。

また、小学校においては 「進路指導」、

という言葉さえもなじみが薄く、自らの進
路の在り様を考えさせたり、適切な進路選

択のために必要な態度や力を養ったりする

、 。教育は あまり為されてはきませんでした
以上に示すように、現在の学校教育におい

て 「個人の生き方」といった視点から一人、

一人の子どもの自己実現を図り、自らの人生
を主体的に生きる力として適切な進路選択が

できる力を養う教育、すなわち「キャリア教

育」をどのように行っていくか、その在り方

が今、重要な課題となっているのです。

〈キャリア教育のとらえ 〉Q&A

【図１】生き方や進路にかかわる問題状況と

キャリア教育の必要性

学校生活

・学習意欲の低下　　　・不登校
・中途退学　　　・学習目的の欠如
・集団不適応　　・非行
・学力低下・将来の夢や目標の喪失
・人間関係の希薄化　　・いじめ
・主体性、自発性の欠如　…

生き方や進路にかかわる問題状況

社会生活・職業生活

・フリーター、ニートの増加
・若年層の早期離退職
・人間関係を築く力の低下
・自立できない大人
・問題処理能力、選択能力の低下
・生きる目標の欠如　…

学校と社会の分断

●「受験指導・就職案内」にとどまりがちな進路指導

●「生き方」にかかわる教育課程の未整備

●弱い組織的、系統的進路指導

●進路選択の力を養う場としての教育課程の位置付けと教師の意識の弱さ

学校教育の問題

個人の生き方に視点→自己実現

適切な進路選択ができる力の育成

キャリア教育の必要性

「フリーター・ニート」とは、どういう人たち？
。内閣府では次のように定義しています

学生と主婦を除く15～34歳の若年のうフリーター

ち、パート、アルバイト（派遣等を含む）及び働

く意志のある無職の人

高校や大学などの学校及び予備校、専ニート

修学校等に通学しておらず、配偶者のいない独身

者であり、普段収入を伴う仕事をしていない15～34

(NotinEducation,EmploymentorTraining)歳の人



-4-

〈キャリア教育のとらえ 〉Q&A

昨今のキャリア教育をめぐる動向はどのようになっていますか？■

○ 教育界だけでなく、経済界においてもキャリア教育の推進が求められ、国レベルでキャリア教

育関連の諸政策が展開されています。このことは、若者の勤労や進路に関する問題状況の深刻

さを表しています。

○ 小学校段階から、子どもたちの発達段階に応じた組織的・系統的なキャリア教育の推進が必

要とされています。岩手県においても、県の教育課題重点施策の一つに小学校におけるキャリ

ア教育の推進が挙げられています。

最近のキャリア教育に関する国の動向として、３つの主な動きについて紹介します。

① 『児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進について（調査研究報告書 』）

職業観・勤労観の育成等にかかる取組の現状と課題や各学校段階等において取り組むべき主な課

題について分析し、職業観・勤労観を育むための小・中・高一貫した系統的な学習プログラムの開

発等についてまとめらたものです （平成14年11月 報告書公表・国立教育政策研究所）。

② 『キャリア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書 』

子どもたちの成長・発達や進路を取り巻く今日の新たな状況を踏まえ、生涯にわたるキャリアを

形成していく基盤を培う場として特に重要な意味を持つ、初等中等教育におけるキャリア教育の基

本的な方向等について、まとめらたものです （平成16年１月28日 報告書公表・文部科学省）。

③ 『若者自立・挑戦プラン 』

高い失業率やフリーターやニートの増加などの問題に対し、文部科学大臣、 厚生労働大臣、経

済産業大臣及び経済財政政策担当大臣の４大臣から構成される「若者自立・挑戦戦略会議」が立ち

上がりました。この施策で

は、キャリア教育の推進が

大きな柱のひとつとして位

置付けられています。文部

科学省では、関係機関や産

業界、地域との連携を図り

ながら、義務教育段階から

の組織的・系統的なキャリ

ア教育の推進やインターン

シップなどの職業体験の促

進、フリーターへの再教育

の実施など、教育の面から

若年者雇用問題などに取り

組んでいます。

国同様に本県において

も、右の岩手日報紙にある

ように小学校からのキャリ

ア教育の推進が、重要な教

育課題施策となっていま

す。

http://www2.iwate-ed.jp/sed/eresch/carrer.html)（参考；岩手県教育委員会学校教育室ホームページ

A n s w er

Ques t ion ３
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〈キャリア教育のとらえ 〉Q&A

小学校からキャリア教育を行う理由は何ですか？■

○ 児童期は、将来の主体的な進路選択のための基礎的な資質や能力、

態度を育成する時期であり、進路発達上重要な位置付けがなされています。

○ 組織的・系統的なキャリア教育の推進のために、小学校から高等学校等まで一貫した指導が

重要です。小学校から、発達段階に応じたキャリア教育を行うことが大切なのです。

○ キャリア教育の推進によって、学校教育における諸問題の改善が期待されます。

Ques t i on ４

A n s w er

中央教育審議会「初等中等教育と高等教育と

の接続の改善について」の答申において 「望、

ましい職業観・勤労観及び職業に対する知識や

技能を身に付けさせるとともに、自己の個性を

理解し、主体的に進路を選択する能力・態度を

育てる教育を小学校段階から発達段階に応じて

実施する必要がある」と述べられています。

小学校では学習指導要領に 「進路指導」という、

明文化された位置付けはなされてはいませんが、

子どもたちの適切な進路発達を促し、望ましい能

力・態度を育てていくためには、次のような理由

から、児童期である小学校段階からキャリア教育

を展開していくことが重要であると言えます。

○ 進路発達における児童期の重要性から

児童期は、空想から興味が育まれ、様々な能力へと発展する段階です。また、この時期は、将来の

主体的な進路選択のための基礎的な資質や能力、態度を育成する時期です。つまり、児童期は進路発

達上重要な位置付けがなされるのです。ものの見方や考え方、価値観や人との接し方など、キャリア

教育で育成する能力や態度は、人間としての生き方に直接かかわるものであり、中学校や高等学校で

の「進路指導」の時間のみで養われるものでは到底ありません。適切な時期に、適切な力を、計画的

・系統的に育成していくことがキャリア教育のねらいの実現のために必要となります。

○ 組織的・系統的なキャリア教育の推進のために

子どもたち個々の発達段階に即し、適切な進路発達を図るためには、小学校から高等学校までの各

、 。学校段階において 組織的・系統的なキャリア教育を展開していくことが重要です

「キャリア教育報告書」においても、小・中・高12年間の一貫したキャリア教育の

必要性が求められています。とりわけ中学校との接続を意識しながら、小学校での

キャリア教育の充実を図ることは、指導の充実につながるものです。

○ 学校教育における進路にかかわる問題状況の改善のために

上越教育大学の三村隆男先生は 「キャリア教育によって、子どもたちは自分の人生を大切にするこ、

とを学び、同じように他人を大切にできるようになります。学校内でのいじめの兆候も見当たらなく

なります」と主張しています。子どもたちが自らの将来や進路について主体的に考えようとする力を

身に付けることにより、学ぶ意欲が高まり学校生活の向上が期待されます。キャリア教育によって、

、 、 、 、人間関係の改善 学力や生活力の向上 生徒指導上の問題の改善等 子どもたちの生きる力が高まり

現在学校教育において抱えている多くの問題状況の改善が期待されます。
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〈キャリア教育のとらえ 〉Q&A

キャリア教育では、どのような子どもの姿をめざすのですか？■

○ 「自らの人生に前向きに臨み、自己の個性をよりよく発揮しながら社会的な自己実現を図ろう

とする主体性を身に付けた人間」、「多様な考え方や情報を適切に判断、処理したり、思考したり

しながら、自己の考えを確立できる人間」が、最終的な目標像です。

○ 小学校では、自らの生き方や進路を主体的に選択できる力の基礎的な素地を培います。

文部科学省は 「キャリア教育報告書」、

において、キャリア教育を推進する上での

基本とすべき方向性について、右のように

４点を挙げています。

この方向性に基づいて、小学校から高等

学校までのキャリア教育においてめざす子

、「 、どもの姿を 自らの人生に前向きに臨み

自己の個性をよりよく発揮しながら社会的

な自己実現を図ろうとする主体性を身に付

けている人間 「多様な考え方や情報を適」

切に判断、処理したり、思考したりしなが

ら、自己の考えを確立できる人間」とまと

めました。

このめざす姿に到達するために、子ども

たちに培う力が 「自らの生き方や進路を、

主体的に選択できる力」です。これは、子

どもたちが、自己の個性をよりよく発揮し

、 、ながら自己実現を図り 生きる喜びを感じ

主体的な生き方ができるようになるために

必要となる力です。具体的には、自らの生

き方や進路の選択決定に作用する能力や態

度ととらえられます。

キャリア教育では 【図３】のように各、

学校段階に応じた進路発達課題（進路発達

上、達成が期待される発達課題）を達成さ

せ、望ましい進路発達を図りながら、この

力を育てていくことが大切になります。

進路の探索や選択にかかわる諸能力等の

基盤形成に位置付く小学校では、次のよう

な子どもの姿を

めざしてキャリ

ア教育を展開し

ます。

Ques t i on ５

【図２】キャリア教育でめざす児童生徒の姿

○一人一人のキャリア発達への支援
○「働くこと」への関心・意欲の高揚と学習意欲の向上
○職業人としての資質・能力を高める指導の充実
○自立意識の涵養と豊かな人間性の育成

〔キャリア教育推進上の基本的な方向性〕（文部科学省）

○自らの人生に前向きに臨み、自己の個性をよりよく発揮しながら社
　会的な自己実現を図ろうとする主体性を身に付けている人間
○多様な考え方や情報を適切に判断、処理したり、思考したりしなが
　ら、自己の考えを確立できる人間

キャリア教育でめざす児童生徒の姿

自らの生き方や進路を主体的に選択できる力

○他者との好ましい人間関係を築く中で、自分の個性やよさに気付き、将来の夢や希望を描ける子
○働くことや役割を果たすことの価値に気付き、職業についての興味や理解を深める子
○向上心をもって物事に取り組み、目標に向かって努力する意欲や態度を身に付けた子
○情報を適切に処理しながら、自分の考えを深め豊かに表現できる子

小学校キャリア教育でめざす児童の姿

A n s w er

【図３】児童生徒の進路発達と進路発達課題

高等学校

中学校

小学校

自らの生き方や進路を主体的に選択できる力

生き方や進路の現実的な探索と暫
定的な選択の時期

進路の探索や選択にかかわる諸能力
等の基盤形成の時期

進路の現実的な探索と将来設計の
社会的移行に向けた準備の時期

学
校
段
階
別
に
見
た
進
路
発
達
の
段
階

・自己理解の深化と自己受容
・選択基準としての勤労観・　
　職業観の確立
・将来設計の立案と社会的移　
　行の準備
・進路の現実吟味と試行的参　
　加

・肯定的な自己理解と自己
　有用感の獲得
・興味や関心等に基づく勤
　労観・職業観の形成
・進路計画の立案と暫定的
　な選択
・生き方や進路に関する現
　実的な探索

・自分や他者への積極的な
　関心の形成と豊かな人間
　関係の構築
・身の回りの仕事や働くこ
　とに対する関心と意欲の
　向上
・将来の夢や希望、憧れ等
　のイメージ設計
・目標に向かって主体的に
　努力する態度形成

進
路
発
達

進路発達課題
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〈キャリア教育のとらえ 〉Q&A

キャリア教育では、どのような力を育んでいけばよいのですか？■

○ 「自らの生き方や進路を主体的に選択できる力」を具体化した能力が、キャリア教育で培う具

体能力になります。

○ 進路発達課題に対応した能力領域の視点から、子どもたちの進路発達をバランスよく支援し

ていくことが大切です。そのために、「進路発達にかかわる諸能力」をキャリア教育で培う具体能

力として設定します。

○ 国立教育政策研究所「キャリア教育学習プログラムの枠組み（例）」を参考に、育成する具体

能力を設定します。

Ques t i on ６

A n s w er

キャリア教育の最終的な目標は、子どもたち

が自分の将来の生き方や進路を主体的に選択で

きる力を培うことにあります。この力を育てる

ためには、進路発達に対応した能力領域の視点

から子どもたちの進路発達をバランスよく支援

。 、していくことが大切です この能力領域を基に

キャリア教育で培う具体能力として設定したの

が 「進路発達にかかわる諸能力」です。、

これらの能力領域や具体能力を設

定する際には、国立教育政策研究所

から示された「キャリア教育学習プ

ログラムの枠組み（例 」が参考にな）

ります。ただし、これはあくまでも

「例」ですので、学校や子どもたち

の実態等を考慮しながら、自校に相

応しい能力領域や具体能力を位置付

けることが大切です。

ここでは【図４】のように、キャ

リア教育で培う能力領域を「①自他

の理解や望ましい人間関係の構築に

人間関係を構築かかわる能力領域（

、②仕事や働くことへの価値する力）

勤の理解や意欲にかかわる能力領域（

、③将労や職業に対する意欲・理解）

来の夢や希望、憧れ等の人生設計に

人生設計へのイかかわる能力領域（

、④目標に向かって努力メージ形成）

する態度の形成にかかわる能力領域

（ 」の４つとし、これ課題解決の能力・態度）

らを基に育てるべき具体能力として８つの力を

定めた例を紹介します。

この図のように、育てるべき能力を具体的に

設定することにより、小学校、中学校、高等学

校それぞれの学校段階で達成が望まれる進路発

達課題が明確になり、目標を焦点化したキャリ

ア教育の推進が期待できます。

【図４】進路発達にかかわる諸能力(例）と進路発達課題

キャリア教育で培う具体能力 達成すべき進路発達課題

身の回り
の仕事や
働くこと
に対する
関心と意
欲の向上

将来の夢
や希望、
憧れ等の
イメージ
設計

目標に向
かって主
体的に努
力する態
度形成

自分や他者
への積極的
な関心の形
成と豊かな
人間関係の
構築

他者の個性や考え方を認め、適切な
人間関係を築こうとする力

○コミュニケーション力

○役割認識力

○職業理解力

○情報活用力

○課題解決力

○意思決定力

○将来設計力

○自己理解力

肯定的な
自己理解
と自己有
用感の獲
得

自己理解
の深化と
自己受容

興味や関
心等に基
づく勤労
観・職業
観の形成

選択基準
としての
勤労観・
職業観の
確立

進路計画
の立案と
暫定的な
選択

将来設計
の立案と
社会的移
行の準備

生き方や
進路に関
する現実
的な探索

進路の現
実吟味と
試行的参
加

小学校 中学校 高等学校

自己のよさや個性を知り、自らの生
き方を大切にしようとする心や態度

人間関係を
構築する力

集団生活における様々な役割を理解し
たり、自己の責任を果たしたりする力

働くことの喜びや価値に気付いたり、
様々な職業について理解したりする力

夢や希望をもって将来の生き方や生活
を考え、自分の将来の人生や職業生活
における夢や憧れを主体的に描こうと
する力

情報を適切に判断したり、選択したり
しながら、情報をよりよく活用できる
力

人生設計へ
のイメージ
形成

自らの目標に向かい主体的に努力した
り、適切に課題解決したりする力

主体的に意思を決定したり、進んで自
己の考えを表現したりする力

課題解決の
能力・態度

勤労や職業
に対する
意欲・理解

望

ま

し

い

進

路

発

達
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キャリア教育を始めるということは、「新たな教育活動を始める」とい■

うことなのでしょうか？

○ 学習指導要領、キャリア教育ともに、子どもたちの「生きる力」を育てることをめざしており、そ

の目的が合致しています。キャリア教育は、決して「新しい教育活動」ではありません。

○ キャリア教育は、子どもたちが、自分の人生を主体的に生きられるようになるために、必要な

能力や態度、知識をどのように育てるかという視点から現行の全教育活動を見直すことから始ま

ります。キャリア教育を始めるということは、決して新たな教育活動を始めることではありません。

Ques t i on ７

A n s w er

小学校学習指導要領には キャリア教育 進、「 」「

路指導」等の文言の記載は見られません。しか

し、小学校学習指導要領総則の教育課程編成の

一般方針の項では 「各学校においては、児童、

の生きる力を育むことをめざし、創意工夫を生

かし特色ある教育活動を展開する中で、自ら学

び自ら考える力の育成を図るとともに、基礎的

・基本的な内容の確実な定着を図り、個性を生

かす教育の充実に努めなければならない 」と。

記されています。このことは、一人一人の子ど

もの進路発達を支援し、望ましい勤労観・職業

観を育み、主体的に自らの生き方や進路を選択

決定できる能力・態度を育成することをめざし

たキャリア教育の目的と合致するものです。

三村先生は 「キャリア教育は新しい教育で、

。 、はありません 今までの授業や学校生活の中に

その材料があります。例えば、日常行われる清

掃活動や給食の配膳の仕事等も勤労観の育成に

大きな役割を担います 」と主張しています。。

また、筑波大学教授の渡辺三枝子先生は 「キ、

、 、ャリア教育は 教育活動全体で取り組むもので

新たにキャリア教育専用の活動を取り入れる必

。 、 、要はありません キャリア教育は 児童生徒が

自分の人生を主体的に生きられるようになるた

めに、必要な能力や態度、知識をどのように育

てるかという視点から全教育活動を見直すこと

から始まります 」と述べています。。

したがって、キャリア教育は別個な教育課程

を編成して展開するのではなく、

現行の教育課程をキャリア教育の

視点からとらえ直し、それぞれの

教育課程を推進する中で目標の実

。現を図っていくものととらえます

〈キャリア教育のとらえ 〉Q&A

ちょっと待って！ 「キャリア教育」→「職場体験」「職業教育」
「キャリア教育を始める」と聞くと 「さあ、職場体験 「それ、職業教育！」ととられがちですが 「ち、 」 、!
ょっと待った！」です。確かに職業について調べたり、実際に働く人の姿を見学したりする活動は大事

なキャリア教育の学習の要素ではありますが、キャリア教育で育てたい力は 「主体的に自らの生き方や、

進路を主体的に選択できる力」であり、進路発達にかかわる力をバランスよく育てていくことが大切な

のです。進路発達にかかわる力とは何かを具体的にとらえながら、その力をどの教育活動でどのように

育てていくか考えていくことが大切です。職場体験や職業教育は、キャリア教育の「一部」なのです。

小学校学習指導要領におけるキャリア教育に関する主な記述

〔総則〕

「児童に生きる力をはぐくむことをめざし、自ら学び自ら考え
る力の育成を図るとともに、基礎的・基本的な内容の確実な

定着を図り、個性を生かす教育の充実に努めなければならな

い」

〔総則 第３〕

「学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探求活動に

主体的、創造的に取り組む態度を育て、自己の生き方を考え
ることができるようにすること」

〔総則 第５〕

「 、 、各教科等の指導に当たっては 児童が学習課題を選択したり

自らの将来について考えたりする機会を設けるなど工夫する

こと」

〔第４章 特別活動〕
「児童が自ら現在及び将来の生き方を考えることができるよう

に工夫すること」
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小学校でのキャリア教育の進め方についての基本的な考え方を教■

えてください

○ 「キャリア教育」として新たな教育課程を創設したり、特定の時間を設けたりするのではなく、教

科等の通常の教育活動を展開する中で適切な進路発達を図ります。

○ 教科等の各教育課程にキャリア教育で培いたい諸能力を計画的・系統的に位置付けていきま

す。

○ 各教育課程にキャリア教育の視点を位置付けて授業を展開することにより、キャリア教育及び

各教育課程双方の目標が相乗的に実現され、子どもたちの生きる力が育まれていくものと考え

ます。

Ques t i on ８

A n s w er

小学校においてキャリア教育を推進するに当

たって、次の２点を基本的な考え方として押さ

えます。

一つは 「キャリア教育」として新たな教育、

課程を創設したり、特定の時間を設定したりす

るのではないということです 「生きる力」の。

、育成をめざして編成された現行の教育課程には

キャリア教育の要素が多く含まれています。そ

こで、教科や道徳、特別活動、総合的な学習の

時間等の既存の指導計画を生かしたり、通常の

日常活動で行われている給食指導や清掃指導等

の場を通じたりしながら、学校教育全体をとお

した中でキャリア教育を展開していきます。

もう一点は、教科等の各教育課程にキャリア

教育で培うべき諸能力を計画的・系統的に位置

付けていくということです。各教育課程におい

て、進路発達にかかわる具体能力をどこでどの

ように育てていくかを明らかにしながら、キャ

。 、リア教育の推進を図っていきます そのために

教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間等

の各教育課程でキャリア教育の視点として位置

付けられる内容と、培うべき能力を押さえてい

くことが大事になります。

このように、各教育課程にキャリア教育の視

点を位置付けて授業を展開することにより、キ

ャリア教育の目的の実現が図られるとともに、

その教育課程の目標も相乗的に実現され、より

充実した授業が期待できるのです。

つまり 「キャリア教育の視点を各教育課程、

に位置付ける」ことは、子どもたちの生きる力

を培う上で各教育課程が果たすべき役割を今一

度明確にすることでもあり、キャリア教育の推

進は学習指導要領に示された各教

育課程の目標実現に直結するもの

なのです。

〈キャリア教育のとらえ 〉Q&A

キャリア教育は、どの学年でも！□

望ましい進路発達を図るためには、子どもた

ちの発達段階に応じた進路発達課題を達成させ

る指導が必要です。将来の自分の人生を主体的

に考え、しっかりとした進路を選択できる力を

培うためには、１年生には１年生なりに、６年

生には６年生なりに育みたい態度や力があるの

です。キャリア教育は系統的、計画的に進める

ことが大切です。

キャリア教育は、どの教育活動でも！□

６年生の国語の教材に谷川俊太郎さんの「生

きる」という詩があります。授業では、この詩

の感想を交流し合ったり、将来の夢を想像した

りする学習が行われますが 「自分の考えをしっ、

」「 」かり話す・聞く 将来の夢や希望を膨らませる

といったことは、キャリア教育で培いたい視点

です。このように、各教育課程においてキャリ

ア教育の視点を明らかにすることによって、通

常の授業の中で進路発達にかかわる力を育てる

ことができるのです。
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各教科や道徳、特別活動、総合的な学習の時間等においてキャリア■

教育を行う際には、どのような視点が大切になるのでしょうか？

○ キャリア教育は、既存の教育課程の枠の中で、その目標達成を図る過程で推進します。

○ 各教育課程における、キャリア教育の指導内容（進路発達にかかわる能力の育成が図られる

内容）の洗い出しが必要です。

Ques t i on ９

A n s w er

、 、キャリア教育は 既存の教育課程の枠の中で

その目標達成を図る過程で推進していきます。

各教科や道徳、特別活動、総合的な学習の時

、 、間 日常活動等の場における指導内容を吟味し

それらの教育課程においてキャリア教育の指導

内容（進路発達にかかわる能力の育成が図られ

る内容）として位置付けられる内容を洗い出し

ていくことが大切です。

各教科等において位置付けられるキャリア教

育の視点やキャリア教育とのかかわりがある指

導内容には、下表のような内容が挙げられます。

自らの生き方や進路を主体的に選択できる力

○人間関係を構築する力 ・コミュニケーション力 ・自己理解力

役割認識力 ・職業理解力○勤労や職業に対する意欲・理解 ・

・将来設計力 ・情報活用力○人生設計へのイメージ形成

・課題解決力 ・意思決定力○課題解決の能力・態度

教育課程 キャリア教育の視点・キャリア教育とのかかわりがある指導内容
○基礎・基本の定着 ○問題解決的な学び方の習得

○主体的なコミュニケーション活動 ○生活場面からの教材化

○学習事項の生活場面や将来の生き方への適用各教科
○生活を支える身の回りの人々の仕事や役割

○人生に対する考え方や生き方

○基本的な生活習慣や善悪の判断、社会生活上のルール

道 徳
○自主性、協力し合い助け合う態度 ○生活を支える人々の役割の理解と感謝

○働くことの意義の理解と責任感

○目標に向かい主体的に努力する態度や希望をもって生きる心

○基本的な生活習慣の形成 ○希望や目標をもって生きる態度の形成

学級活動 ○望ましい人間関係の育成 ○生活上の諸問題の実践的解決
特 ○生活を支える役割の理解と責任の遂行 ○主体的なコミュニケーション活動
別 ○目標の実現に向けた努力の蓄積と充実感 ○集団活動を支える役割理解
活 学校行事

○勤労や生産活動のの尊さ、喜びの感得 ○集団行動における望ましい態度形成
動 ○集団活動を支える組織や役割の理解 ○役割や責任を果たす意義と充実感委員会活動

○異年齢間の交流 ○自己の興味・関心の追究クラブ活動
○自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、問題を解決する資質や能力

総合的な学習の ○主体的、創造的な探求活動 ○自己のよりよい生き方を考える場
時間 ○自然体験、社会体験、観察・実験、見学等の体験的学習、問題解決的学習

○日直、清掃活動、給食時の当番活動等における役割の理解と責任の遂行

○休み時間における集団遊び等での人間関係構築日常生活の諸活動

○栽培活動、飼育活動

具体能力能力領域

〈キャリア教育のとらえ 〉Q&A
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〈キャリア教育のとらえ 〉Q&A

キャリア教育はどのような手順で進めていけばよいのでしょうか？■

○ キャリア教育の推進は「Ⅰ キャリア教育全体構想立案」＆「Ⅱ キャリア教育指導構想立案」の. .
二本柱で進めます。

○ 全体構想では、「キャリア教育学習プログラムの枠組み」「全体計画」「育成する能力・態度と

指導の場の全体構想表」を作成します。

Ques t i on１０

A n s w er

キャリア教育は、決して新しい教育課程を編

成することではありません 適切な進路発達(キ。「

ャリア発達）をどこで、どのように図るか」と

いう観点から、これまで行われてきた教育活動

を見直し、計画的、系統的に進路発達にかかわ

る諸能力を育成していくことが求められます。

Ⅰ.そこで キャリア教育を推進する際には、 、「

キャリア教育全体構想立案」 Ⅱ.キャリア教と「

」という二本の柱について構想育指導構想立案

を立てることが必要になります。

キャリア教育全体構想とは

「キャリア教育全体構想」とは、全教育活動

の中のどの教育課程の場で、どのような進路発

達にかかわる力をつけていくか、キャリア教育

の全体構想について立案したものです。具体的

には次の３つの手順で構想を立てていきます。

① キャリア教育学習プログラムの枠組み作成

キャリア教育学習プログラムとは、子ども

たちの発達段階に応じ、キャリア教育におい

。て培う能力や態度を具体的に示したものです

これがキャリア教育の指導計画を編成する際

の基になります。

② キャリア教育全体計画の作成

これはキャリア教育が、学校教育のどの場

で、どのように資するか、学校教育推進上の

キャリア教育の位置付けを示したものです。

キャリア教育に対する学校の基本的な考え方

を表したものになります。

③ 育成する能力・態度と指導の場の全体構想表

の作成

キャリア教育学習プログラムとキャリア教

育全体計画を基に、進路発達にかかわる具体

能力を、教育課程のどの場で育成するかを示

したものを全体構想表としてまとめたもので

す。

キャリア教育指導構想とは

キャリア教育全体構想を基に、各教育課程の

実際の授業の場での、キャリア教育の指導構想

を具体化したものが「キャリア教育指導構想」

です。ここでは、単元や単位時間レベルでの指

導計画を作成して、キ

ャリア教育の具体的な

授業プランを立てます。

【図５】キャリア教育の具体的な構想の手順

①キャリア教育学習プログラムの枠組み作成

④キャリア教育年間題材一覧・単元計画の作成

⑤単位時間の指導案・指導計画案の作成

②キャリア教育全体計画の作成

③キャリア教育で育成する能力・態度と指導の場の全体構想表の作成

Ⅰ　キャリア教育全体構想の立案

Ⅱ　キャリア教育指導構想の立案
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〈キャリア教育のとらえ 〉Q&A

キャリア教育学習プログラムの枠組みはどのように作成したらよい■

のですか？

○ 国立教育政策研究所から示された「職業観・勤労観を育む学習プログラムの枠組み(例）」を参

考に、自校の子どもたちや学校、地域の実態等を基に、育成すべき能力領域、具体的能力・態

度を設定します。

○ 子どもたちの発達段階を小学校（低学年、中学年、高学年）、中学校、高等学校の五つの段階

でとらえ、それぞれの段階で育成すべき能力・態度を育成します。

○ 小学校から高等学校までの１２年間の系統性が見通せるよう、表形式で作成します。

Ques t i on１１

A n s w er

作成に当たっては 国立教育政策研究所の 職、 「

業観・勤労観を育む学習プログラムの枠組み

(例 」が参考になりますが、これはあくまでも）

「例」です。自校の子どもたちや地域、学校等

の実態をとらえながら 「将来の自分の生き方、

や進路を主体的に選択できる子ども」に育てる

ために必要な力を決めていきます。

、下のキャリア教育学習プログラムの枠組みは

育てたい力を９ページに掲げた４領域、８具体

能力と定めて設定したものです。

小 学 校

低学年 中学年 高学年

生き方や進路の現実的な探索と暫定的 進路の現実的な探索と将来設計の社会

な選択の時期 的移行に向けた準備の時期

○自分や他者への積極的な関心の形成と豊かな人間関係の構築 ○肯定的な自己理解と自己有用感の獲得 ○自己理解の深化と自己受容

進路発達課題 ○身の回りの仕事や働くことに対する関心と意欲の向上 ○興味や関心等に基づく勤労観・職業観の形成 ○選択基準としての勤労観・職業観の確立

○将来の夢や希望、憧れ等のイメージ設計 ○進路計画の立案と暫定的な選択 ○将来設計の立案と社会的移行の準備（ ）望ましい進路発達を図るために達成すべき発達課題

○目標に向かって主体的に努力する態度形成 ○生き方や進路に関する現実的な探索 ○進路の現実吟味と試行的参加

進路発達にかかわる諸能力

能力領域 具体能力

・基本的な挨拶や返事やがし ・相手の意見をよく聞き、協力し ・他者のよさに気付き、進ん ・人間関係の大切さを理解し、コミュニケ ・他者の価値観や個性を認め、場に応じた【 】コミュニケーション力

。 。 。【 】人間関係を構築する力 他者の個性や考え方を認 っかりできる。 て物事に取り組むことができる で人間関係を築こうとする ーションスキルの基礎を習得する。 コミュニケーションを図ることができる

め、適切な人間関係を築 ・友達と仲良く遊んだり、活 ・自分の考えや意見をもち、表 ・相手の気持ちを考えながら、 ・リーダー、フォロアーの立場を理解し、 ・リーダー、フォロアーシップを発揮し、

こうとする力 動したりすることができる 現できる。 集団活動に意欲的に取り組む 目的の実現に向けて協力して活動できる 自他の能力とチームワークを高める。自他の理解や望まし 。 。 。

・自分の好きなことや得意な ・自分の良さや個性について考 ・自分の長所に気付き、自分 ・自己の良さや個性について、理解を深め ・自己の職業的な能力・適性を理解し、そい人間関係の構築に 【自己理解力】

自己のよさや個性を知り、 ことを表現できる。 え、自分自身についての関心 らしさを発揮しようとする る。 れらを人生設計や職業生活に生かそうとかかわる能力領域 。

自らの生き方を大切にし をもつ。 ・自分自身の生き方に関心を ・自分を大事にしようとする心をもつ。 する。

。ようとする心と態度 もつ。 ・自らの人格や人生を大切にしようとする

・当番や係の大切さを知り、 ・学校生活を支える人々の役割 ・社会生活には様々な役割があ ・よりよい集団活動のための役割分担や、 ・場に応じて自己の果たすべき役割を自覚【役割認識力】

、 。 、 。【勤労や職業に対する 集団生活における様々な役 自分の責任を果たすことが を知り、自らも進んで責任を ることや その大切さを知る その方法等がわかる。 し 積極的に役割を果たすことができる

割を理解したり、自己の責 できる。 果たそうとする。 ・自己の役割を知り、進んで ・様々な職業の社会的役割や意義を理解し ・ライフステージに応じた個人的・社会的意欲・理解】 、

任を果たしたりする力 責任を果たそうとする。 自己の生き方を考えることができる。 役割や責任を理解する。

・当番や係などの仕事をやり ・働くことの楽しさを知り、進 ・生活を支える職業の役割や働 ・勤労の意義や働く人々の様々な思いを知る。 ・多様な職業観・勤労観を理解し、勤労や仕事や働くことへの 【職業理解力】

働くことの喜びや価値に気 とげることの喜びに気付く んで係や当番に取り組む。 くことの大切さ 苦労を知る ・職業についての特色や必要な資質等の理 職業対する理解と認識を深める。価値の理解や意欲に 。 、 。

付いたり、様々な職業につ ・家族の仕事や、身の回りの ・いろいろな職業があることを知り、 ・関心のある職業について、 解を深め、自らの生き方や進路選択につ ・職業生活における権利や義務、就業方法かかわる能力領域

いて理解したりする力 職業に関心をもつ。 職業についての興味・関心を高める 興味を広げ理解を深める。 いて考えることができる。 等についての理解を深める。。

・学校や社会生活おいて、好 ・夢や希望を膨らませながら、 ・憧れとする職業をもち、学 ・将来の夢や職業を思い描き、職業や仕事 ・自己を生かせる生き方や進路について、【将来設計力】

きなものを見つけたり、興 自らの将来について考えるこ 習することや将来のことを への関心・意欲を高める。 現実的に考えることができる。【 】人生設計へのイメージ形成 夢や希望をもって将来の生き方や生活

味や関心を広げたりするこ とができる。 考える大切さに気付く。 ・将来の進路希望に基づき、当面の目標を ・職業についての総合的・現実的な理解に基づを考え、将来の人生や職業生活におけ

とできる。 立て、その達成に向けて努力する。 き、進路計画を立てその実現に努力する。将来の夢や希望、憧 る夢や憧れを主体的に描こうとする力

・要点をとらえた話の聞き方 ・図書を活用したり、インタビ ・多様な資料収集の方法を身 ・生き方や進路に関する情報を、様々なメ ・卒業後の進路や職業・産業の動向についれ等の人生設計にか 【情報活用力】

情報を適切に判断したり、 ができる。 ュー活動をしたりしながら、 に付け、必要な情報を的確 ディアを通して、調査・収集・整理し活 て、多面的・多角的に情報を集め検討すかわる能力領域

選択したりしながら情報 必要な情報を得ることができ に得ることができる。 用することができる。 ることができる。

をよりよく活用できる力 る。

・基本的な生活習慣を身に付け、身 ・自らの生活の向上をめざして ・自らの生活の向上や将来の ・自ら課題を見出すことの大切さを理解し、よ ・将来設計、進路希望の実現をめざして課題【課題解決力】

自らの目標に向かい主体 の回りのことは自分で解決できる 目標を立て、その実現に向け 夢の実現を願い、目標とそ りよい生活や生き方をめざすことができる。 を設定し、その解決に主体的に取り組む。【 】課題解決の能力・態度 。

的に努力したり、適切に ・きまりを守り、やるべきことを て努力することができる。 の実現方法を考え、主体的 ・課題に積極的に取り組み、主体的に解決 ・自己を生かし役割を果たすための課題と

課題解決したりする力 着実にやり遂げることができる に努力することができる。 しようとする。 解決策を考え、実行できる。目標に向かって努力 。

・基本的な応答の仕方を身に ・自分と友達の考えを比べなが ・話合い等の場に進んでかか ・多様な意見や考えを認め、比較したり検 ・多様な意見や考えを客観的に判断し、自する態度の形成にか 【意思決定力】

主体的に自らの意思を決 付け、自分の意思を表現す ら聞くことができる。 わり、他者の意見を取り入 討したりしながら、自己の意思を高め、 己の意思を構築できる。かわる能力領域

定したり、進んで自己の ることができる。 ・分かりやすく自分の考えを表 れながら自己の意思を高め 表現できる。 ・場に応じながら、自己の思いや意見を適

考えを表現したりする力 現することができる。 ることができる。 切に表現することができる。

中 学 校

進 路 発 達 を 促 す た め に 育 成 す る 具 体 的 能 力 ・ 態 度

進路の探索や選択にかかわる諸能力等の基盤形成の時期進路発達の段階

高 等 学 校

「学習プログラム枠組み」に掲載する項目
① 進路発達の段階
② 学校段階毎の進路発達課題
③ 育成する能力領域
④ 育成する具体能力
⑤ 発達段階毎の育成すべき能力・態度

【 （ ）】キャリア教育学習プログラムの枠組み 例

項目①

項目②

項目③ 項目④

項目⑤
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キャリア教育全体計画はどのように作成すればよいのですか？■

○ 学校の全体教育

計画を基にします。

学校の教育目標と

めざすこども像の育

成に向けて、キャリ

ア教育を位置付け

ていきます。

（ポイント①）

○ キャリア教育の学

習指導要領上の位

置付けを明記し、キ

ャリア教育の目的と

内容を押さえます。

（ポイント②）

○ キャリア教育学習

プログラムの枠組み

を基に、キャリア教

育の指導目標であ

る態度や能力を具

体化します。

（ポイント③）

○ 低学年、中学年、

高学年それぞれに、

指導目標を具体化

して設定します。

（ポイント④）

○ 教科・領域等の各

教育課程における

キャリア教育の指導内容を挙げ、キャリア教育推進の方向性を示します。 （ポイント⑤）

○ 実践上の配慮事項や指導上の留意事項等を、キャリア教育を推進していくための基盤として

押さえます。 （ポイント⑥）

Ques t i on１２

A n s w er

〈キャリア教育のとらえ 〉Q&A

【キャリア教育全体計画（例 】）

ポイント①

ポイント②

ポイント③

ポイント④

ポイント⑤

ポイント⑥
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〈キャリア教育のとらえ 〉Q&A

育成する能力・態度と指導の場の全体構想表の作成はどのように進■

めたらよいのですか？

○ キャリア教育学習プログラムとキャリア教育全体計画をもとに作成します。

○ 育成をめざす進路発達にかかわる諸能力を、学校のどの教育課程の場で図っていくか、教科

等の特性や指導内容等から検討して構想表にまとめます。

Ques t i on１３

A n s w er

作成に当たっては、教科や道徳、特別活動、

総合的な学習の時間等の特性や指導内容と進路

発達にかかわる諸能力とを照らし合わせ、教科

等のねらいとキャリア教育とのねらいが相乗的

に図られる場を検討することが大切です。

また、朝の会や帰りの会、清掃活動や給食当

番の活動の場等も、キャリア教育の目的実現に

は大切な場となりますので、こうした日常活動

も構想表に位置付けていくとよいでしょう。

小
学
校
で
達
成
を
め
ざ
す
四

つ
の
進
路
発
達
課
題
を
明
示

中
心
的
な
指
導
の
場
と

な
る
教
育
課
程
上
の
位

置
付
け

育
成
す
べ
き
能
力
・
態
度

（
め
ざ
す
児
童
の
姿
）

進
路
発
達
に
か
か
わ
る

能
力
領
域
と
具
体
能
力

【 小 学 校 に お け る 進 路 発 達 を 促 す た め に 育 成 す る 能 力 ・ 態 度 と 指 導 の 場 の 全 体 構 想 表 （ 例 】）
低 学 年 中 学 年 高 学 年

段 階 進 路 の 探 索 や 選 択 に か か わ る 諸 能 力 等 の 基 盤 形 成 の 時 期

○ 自 分 や 他 者 へ の 積 極 的 な 関 心 の 形 成 と 豊 か な 人 間 関 係 の 構 築 ○ 将 来 の 夢 や 希 望 、 憧 れ 等 の イ メ ー ジ 設 計進路 発達

課 題 ○ 身 の 回 り の 仕 事 や 働 く こ と に 対 す る 関 心 と 意 欲 の 向 上 ○ 目 標 に 向 か っ て 主 体 的 に 努 力 す る 態 度 形 成

進 路 発 達 を 促 す た め に 育 成 す る 能 力 ・ 態 度 と 主 な 指 導 の 場

・ 基 本 的 な 挨 拶 や 返 事 や 返 事 が し っ か り で き ・相手の意見をよく聞き、協力して物事に取り組 ・ 他 者 の よ さ に 気 付 き 、 進 ん で 人 間 関 係 を 築

る 。 むことができる。 こ う と す る 。

人 ・ 友 達 と 仲 良 く 遊 ん だ り 、 活 動 し た り す る こ ・ 自 分 の 考 え や 意 見 を も ち 、 表 現 で き る 。 ・相手の気持ちを考えながら、集団活動に意欲的

間 と が で き る 。 に取り組む。

関

係

を

構

築 ・ 自 分 の 好 き な こ と や 得 意 な こ と を 表 現 で き ・ 自 分 の 良 さ や 個 性 に つ い て 考 え 、 自 分 自 身 ・ 自 分 の 長 所 に 気 付 き 、 自 分 ら し さ を 発 揮 し

す る 。 に つ い て の 関 心 を も つ 。 よ う と す る 。

る ・ 自 分 自 身 の 生 き 方 に 関 心 を も つ 。

力

勤 ・ 当 番 や 係 の 大 切 さ を 知 り 、 自 分 の 責 任 を 果 ・ 生 活 を 支 え る 人 々 の 役 割 を 知 り 、 自 ら も 進 ・社会生活には様々な役割があることや、その大

労 た す こ と が で き る 。 ん で 責 任 を 果 た そ う と す る 。 切さを知る。

や ・ 自 己 の 役 割 を 知 り 、 進 ん で 責 任 を 果 た そ う

職 と す る 。

業

に

対

す

る ・ 当 番 や 係 な ど の 仕 事 を や り と げ る こ と の 喜 ・ 働 く こ と の 楽 し さ を 知 り 、 進 ん で 係 や 当 番 ・生活を支える職業の役割や働くことの大切さ、

意 び に 気 付 く 。 に 取 り 組 む 。 苦労を知る。

欲 ・ 家 族 の 仕 事 や 、 身 の 回 り の 職 業 に 関 心 を も ・いろいろな職業があることを知り、職業についての興 ・ 関 心 の あ る 職 業 に つ い て 、 興 味 を 広 げ 理 解

・ つ 。 味・関心を高める。 を 深 め る 。

理

解

・ 学 校 や 社 会 生 活 お い て 、 好 き な も の を 見 つ ・ 夢 や 希 望 を 膨 ら ま せ な が ら 、 自 ら の 将 来 に ・ 憧 れ と す る 職 業 を も ち 、 学 習 す る こ と や 将

人 け た り 、 興 味 や 関 心 を 広 げ た り す る こ と で つ い て 考 え る こ と が で き る 。 来 の こ と を 考 え る 大 切 さ に 気 付 く 。

生 き る 。

設

計

へ

の

イ

メ ・ 要 点 を と ら え た 話 の 聞 き 方 が で き る 。 ・ 図 書 を 活 用 し た り 、 イ ン タ ビ ュ ー 活 動 を し ・ 多 様 な 資 料 収 集 の 方 法 を 身 に 付 け 、 必 要 な

た り し な が ら 、 必 要 な 情 報 を 得 る こ と が で 情 報 を 的 確 に 得 る こ と が で き る 。

ー

ジ き る 。

形

成

・基本的な生活習慣を身に付け、身の回りのことは自分 ・ 自 ら の 生 活 の 向 上 を め ざ し て 目 標 を 立 て 、 ・ 自 ら の 生 活 の 向 上 や 将 来 の 夢 の 実 現 を 願

で解決できる。 そ の 実 現 に 向 け て 努 力 す る こ と が で き る 。 い 、 目 標 と そ の 実 現 方 法 を 考 え 、 主 体 的 に

・きまりを守り、やるべきことを着実にやり遂げる 努 力 す る こ と が で き る 。

課 ことができる。

題

解

決

の

能 ・ 基 本 的 な 応 答 の 仕 方 を 身 に 付 け 、 自 分 の 意 ・ 自 分 と 比 べ な が ら 、 友 達 の 考 え を 聞 く こ と ・ 話 合 い 等 の 場 に 進 ん で か か わ り 、 他 者 の 意

力 思 を 表 現 す る こ と が で き る 。 が で き る 。 見 を 取 り 入 れ な が ら 自 己 の 意 思 を 高 め る こ

・ ・ 分 か り や す く 自 分 の 考 え を 表 現 す る こ と が と が で き る 。

態 で き る 。

度

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

自
己
理
解
力

役
割
認
識
力

職
業
理
解
力

将
来
設
計
力

情
報
活
用
力

課
題
解
決
力

意
思
決
定
力

教 科 等 （ 生 活 、 授 業 全 般 で の 学 習 指 導 ）
道 徳 （ 礼 儀 、 友 情 、 助 け 合 い ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 、 学 校 行 事 ）
日 常 活 動 （ 朝 の 会 、 帰 り の 会 、 休 み 時 間 等 ）

教 科 （ 生 活 科 、 図 工 、 音 楽 、 体 育 、 国 語 ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 、 学 校 行 事 ）
日 常 活 動 （ 朝 の 会 等 ）

道 徳 （ 勤 勉 、 誠 実 、 尊 敬 ・ 感 謝 ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 ）
日 常 活 動 （ 清 掃 、 給 食 、 係 活 動 ）

教 科 （ 生 活 科 ）
道 徳 （ 家 族 愛 、 勤 勉 、 誠 実 ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 、 学 校 行 事 ）
日 常 活 動 （ 清 掃 、 給 食 、 係 活 動 ）

教 科 （ 生 活 、 音 楽 、 図 工 、 体 育 ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 ）

教 科 （ 国 語 、 授 業 全 般 で の 学 習 指 導 ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 ）
日 常 活 動 （ 朝 の 会 、 帰 り の 会 等 ）

教 科 （ 生 活 科 ）
道 徳 （ 自 立 、 勤 勉 、 誠 実 、 規 則 の 尊 重 ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 ）
日 常 活 動 （ 清 掃 、 給 食 、 係 活 動 ）

教 科 等 （ 授 業 全 般 で の 学 習 指 導 ）
道 徳 （ 礼 儀 ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 ）
日 常 活 動 （ 朝 の 会 、 帰 り の 会 等 ）

教 科 等 （ 国 語 、 教 科 全 般 で の 学 習 指 導 ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 ）
日 常 活 動 （ 朝 の 会 、 帰 り の 会 等 ）

教 科 （ 国 語 、 音 楽 、 図 工 ）
総 合 的 な 学 習 の 時 間
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 ）

教 科（ 社会 科）
総 合的 な学 習の 時間
道 徳（ 尊敬 、勤 労、誠 実、 勤勉 ）
特 別活 動（ 学級 活動、 学校 行事 ）
日 常活 動（ 清掃 、給食 、係 活動 等）

教 科 （ 社 会 ）
道 徳 （ 勤 労 、 誠 実 、 勤 勉 ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 、 学 校 行 事 ）
日 常 活 動 （ 清 掃 、 給 食 、 係 活 動 等 ）

教 科 （ 図 工 ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 ）

教 科 （ 理 科 、 社 会 、 国 語 ）
総 合 的 な 学 習 の 時 間
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 ）

教 科 （ 社 会 、 体 育 、 教 科 全 般 ）
道 徳 （ 勤 勉 ・ 努 力 、 誠 実 ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 、 学 校 行 事 ）
総 合 的 な 学 習 の 時 間

教 科 等 （ 国 語 、 授 業 全 般 で の 学 習 指 導 ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 、 学 校 行 事 ）
日 常 活 動 （ 朝 の 会 、 帰 り の 会 ）

道 徳（ 友情 ・信 頼、尊 敬・ 感謝 ）
特 別活 動（ 学級 活動、 児童 会活 動、 学校 行事）
日 常活 動（ 係活 動等）

教 科 （ 国 語 、 社 会 、 家 庭 、 音 楽 、 図 工 ）
総 合 的 な 学 習 の 時 間
道 徳 （ 向 上 心 、 個 性 伸 長 ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 ）

教 科（ 社会、 家庭 ）
道 徳（ 勤勉、 誠実 、勤 労）
特 別活 動（学 級活 動、 児童 会活 動、学 校行 事）
日 常活 動（係 活動 等）

教 科 （ 社 会 ）
道 徳 （ 尊 敬 ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 、 学 校 行 事 ）
総 合 的 な 学 習 の 時 間

教 科 （ 国 語 、 社 会 、 家 庭 ）
道 徳 （ 向 上 心 、 個 性 伸 長 ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 、 学 校 行 事 ）
総 合 的 な 学 習 の 時 間

教 科 （ 社 会 、 理 科 、 国 語 、 算 数 ）
総 合 的 な 学 習 の 時 間
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 ）

教 科 （ 社 会 、 国 語 、 教 科 全 般 ）
道 徳 （ 向 上 心 、 個 性 伸 長 ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 、 学 校 行 事 ）
総 合 的 な 学 習 の 時 間

教 科 等 （ 授 業 全 般 で の 学 習 指 導 ）
特 別 活 動 （ 学 級 活 動 ）
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〈キャリア教育のとらえ 〉Q&A

キャリア教育を推進していくために、どのような基盤整備に心がけたらよ■

いのでしょうか？

○ 学年、学級経営の充実を図ります。

○ 子どもたち一人一人の基本的な生活習慣の形成に努めます。

○ キャリア教育の目的や内容、推進の方策について教職員の共通理解を図って進めます。

○ や地域の諸施設、諸機関との連携を図ります。PTA

○ 中学、高校との指導内容の接続や指導体制の連携を図ります。

Qu est i o n１４

A n s w er

キャリア教育は学校の教育活動全体を通じて行

われます。もちろん、その中心は授業ですが、円

滑なキャリア教育の推進を図るために 「キャリア、

教育の基盤整備」を図っていくことが必要です。

学年、学級経営の充実□

キャリア教育は、学校での学びの成果が将来

の社会生活に生きて働くよう、学校と社会の円

滑な接続を図る取り組みでもあります。日々の

授業が充実したものになるよう、教室内に一人

一人の子どもの確かな学びを保障する雰囲気を

作っていくことが、キャリア教育推進の大事な

条件となります。

また、子どもたちに「自分の人生を大切にし

よう」という気持ちを高めるために、一人一人

の存在を尊重し合ったり、互いに高め合ったり

し合う民主的な学級風土を作っていくことが大

切になります。

基本的な生活習慣の形成□

キャリア教育で育てる「主体的に自らの生き

方や進路を選択決定できる力」の基本となるの

が 「集団や社会のルールに適応した行動がと、

れること。そして、自分のことは自分で決めた

り、解決したりできること」です。とりわけ小

学校では 「生きる力」の基本として、適切な、

集団行動の仕方や基本的な生活習慣をしっかり

身に付けさせていくことが大切です。そうした

基盤形成なしには、一人一人の子どもに適切な

進路選択の力を育むことはできません。

教職員の共通理解□

キャリア教育は、教室内にとどまるものではあ

りません。委員会活動や運動会など、学級や学年

の壁を越えた場もキャリア教育の対象です。キャ

リア教育は学校全体での組織的、系統的な取り組

みが必要であり、そのために、キャリア教育の目

的や学校としての指導の方向性等について、全教

職員の共通理解が大切になります。

PTAや地域、関係機関との連携□

キャリア教育では 「働くこと」や「役割を果た、

すこと」の意義を学ぶことが、大切な学習内容で

す。また、学校での学びと社会との接続を図って

いくことは、キャリア教育の主たるテーマでもあ

ります。身近な家庭や地域、関係諸機関との連携

を図ることにより、子どもたちが仕事や働くこと

について主体的に学ぶことができたり、様々な人

々の生き方に直接触れることで、自らの生き方を

考えたりすることができます。

中学校、高等学校との連携□

。 、小学校は進路発達上の一時期にすぎません 小

中、高１２年間のキャリア教育を見通した上で、

小学校段階でのキャリア教育の充実を図る必要が

あります。指導の系統性、一貫性を図り、キャリ

ア教育の目的を実現するためにも、中学校や高等

学校等との接続を図った指導が大事になります。

指導内容の関連を考慮したり、中学校の教師や卒

業生を交えた授業を行うなどの指導体制上の連携

を図ったりすることが大切になります。
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Ⅱ 特別活動を中心とした
キャリア教育の授業づくり

キャリア教育は、学校の全ての教育活動の中で展開されるもの
ですが、ここでは小学校キャリア教育の具体的な授業づくりとし
て、特別活動をその中心に据えたアプローチについて紹介しま
す。この章の内容は、特別活動におけるキャリア教育の視点や基
本的な考え方、指導計画作成の手順などについての解説です。
特別活動を中心としたキャリア教育の授業づくりは次のような
ステップで進めていきます。

〈特別活動を中心としたキャリア教育の授業づくり〉

「特別活動を中心としたキャリア教育の授業づくり」のステップ

キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の授業実践

STEP １
特別活動におけるキャリア教育の意義

STEP ３
キャリア教育の視点を位置付けた指導計画作成の視点

STEP ４

特別活動年間題材一覧の作成

STEP ５

特別活動授業プランの作成のポイント

STEP ６
学級活動(1)の指導案作成

STEP ７
学級活動（２）の指導案作成

STEP ８
学校行事等の指導計画の作成

STEP ２

特別活動におけるキャリア教育についての基本的な考え

特別活動においてキャリア教育を

推進することの意義や基本的な考

え方についてとらえます

キャリア教育の視点を位置付け

た特別活動指導計画の作成のポ

イントや手順をとらえます

年間題材一覧の作成のポイント

と方法をとらえます

授業プラン作成上のポイントを

とらえます

キャリア教育の視点を位置付け

た学級活動(1)と学級活動(2)の指
導案作成のポイントをとらえま

す

キャリア教育の視点を位置付け

た学校行事、児童会活動、クラ

ブ活動、日常活動等の指導計画

作成のポイントをとらえます
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特別活動を中心としてキャリア教育の推進を図ることの意義を理解■

しましょう

○ 特別活動もキャリア教育も、個性の発見や理解、社会性の育成がキーワード。個々の子ども

の豊かな自己実現をめざすという方向性が一致しています。

○ 特別活動でのキャリア教育の効果を、教科や他領域等に転移させることが期待されます。

○ 中学校、高等学校の進路指導は、学級活動中心に行われています。小、中、高一貫したスタ

ンスで、キャリア教育の推進を図ることができます。

Po i n t s

St ep １

小学校学習指導要領において、特別活動の目

標が次のように示されています。

望ましい集団生活を通して、心身の調和のとれた

発達と個性の伸張を図るとともに、集団の一員とし

ての自覚を深め、協力してよりよい生活を築こうと

する自主的、実践的な態度を育てる。

この目標に示された「心身の調和のとれた発

達と個性の伸張を図る 「集団の一員としての」

自覚を深め、協力してよりよい生活を築こうと

する自主的、実践的な態度を育てる」ことは、

一人一人の子どもたちが自らの生き方の中で自

己実現を図ることができるようにめざしたキャ

リア教育の方向性と一致するものです。

同指導要領には 「学級活動などにおいて、、

児童が自ら現在及び将来の生き方を考えること

ができるよう工夫すること」も特別活動の指導

計画作成の配慮事項として示されています。

また、キャリア教育で培いたい能力（人間関

係を構築する力、勤労や職業についての意欲・

理解、人生設計へのイメージ形成、課題解決の

能力・態度）は、個性の発見や理解、社会性の

育成といった特別活動で育成すべき資質や能力

と重なるものでもあります。

さらに、特別活動は教科や他領域等との関連

が大きいことから、特別活動でのキャリア教育

の効果を教科、他領域に転移させたり、教科等

との関連を生かした重点的なキャリア教育を展

開したりすることが期待できるのです。

また、中学校や高等学校ではキャリア教育の

中核となる進路指導が学級活動やホームルーム

活動の中で多く行われています。ですから、小

学校においても、特別活動をキャリア推進の核

に位置付けることで、小・中・高一貫したキャ

リア教育の充実を図ることができるものと考え

られます。

特別活動は、キャリア教育の視点を多く内包

した教育活動であり、キャリア教育の柱として

位置付けることが期待できるのです。

〈特別活動を中心としたキャリア教育の授業づくり〉

キャリア教育の視点を含む特別活動の内容例

〔学級活動〕

・学級会の議事運営やテーマについての話合い活動

・係や当番活動における役割の遂行

・学級や集団のルールについての理解

・基本的生活習慣の形成

・始業式での努力目標の設定

・将来の夢や目標の設定

〔児童会活動〕

・ ６年生を送る会 「1年生を迎える会」など「 」

での役割の遂行

・委員会活動での活動内容の企画や役割遂行

〔クラブ活動〕

・自己の興味の追求

・共通の興味をもつ異学年間の交流

〕〔学校行事

・各行事での目標設定と実現に向けた努力

・運動会、学習発表会などでの役割の遂行

… 等々、キャリア教育の内容、満載！
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特別活動におけるキャリア教育展開についての基本的な考え方を押■

さえましょう

○ 特別活動を構成する４つの内容（学級活動、児童会活動、クラブ活動、学校行事）における活

動題材への直接的なかかわりをとおして、目的とする能力の育成を図ります。

○ 特別活動の活動形態（「話合い活動」「実践活動」「振り返り活動」）そのも

のも、諸能力の育成の場として位置付けます。

○ 特別活動の内容及び活動形態におけるキャリア教育の視点を押さえることが大切です。

St ep ２

Po i n t s

特別活動においてキャリア教育を推進する際

には、次の２点をポイントとして押さえます。

一つは、特別活動を構成する４つの内容（学

級活動、児童会活

動、クラブ活動、
学校行事）におけ

る活動題材へのか

、かわりをとおして
目的とする能力の

育成を図っていく

ということです。

もう一つは、特
別活動の活動形態

そのものも、諸能

力の育成の場とし
て位置付けるとい

うことです。特別

活動は、基本的に
「話合い活動 「実」

践活動 「振り返」

り活動」という三
つの活動形態をと

ります。題材への

直接的なかかわり
、の場だけではなく

その題材について

意見や考えを交流

し合う話合いの場
や、実践活動を顧

みて自分の成長や

課題を明らかにし
ていく振り返りの

場なども、進路発

達にかかわる大事
な諸能力育成の場

ととらえていきま

す。

活動内容や活動形態の特質とねらいをとらえ

た上で、それぞれの活動の中に育成したい諸能

力を位置付けていくことが大切です。

〈特別活動を中心としたキャリア教育の授業づくり〉

（１） 特別活動の内容とキャリア教育の視点
○ 学級活動
学級活動は 「児童一人一人が、集団の中で自己を生かし、日常生活を営むために必要な行動の仕、

方を身に付けるなど、健全な生活態度の育成にかかわる活動 （ 小学校学習指導要領解説特別活動」「

編 ）です。また、同解説書は 「学級活動などにおいて、児童が自ら現在及び将来の生き方を考え」 、

ることができるよう工夫すること」も求めています。このように、学級活動がめざす方向性は、一

人一人の自己実現を図り、主体的な人生を歩むための力の育成をめざすキャリア教育の方向性とも

重なるものです。特別活動を中心としたキャリア教育の推進において、学級活動はその基盤に位置

付くものです。

○ 児童会活動
児童会活動は、全校児童で組織する児童会において、学校生活の充実と向上を図るために協力し

て問題を解決することを特質としています。異年齢集団による活動をとおし、協力して活動するこ

との意義や自己の責任を果たすことの大切さを理解したり、奉仕の精神を学んだりする場、個性を

伸張する場として位置付けられます。

○ クラブ活動
クラブ活動は、自己の興味を追究することをとおし、将来に向けた夢や希望を醸成する場として

位置付けられます。また、異年齢集団による活動をとおし、自己や他者の個性やよさに気付き、望

ましい人間関係を構築する力を育成することができる場でもあります。また、自己の役割を果たす

大切さや目標に向かって努力することの価値を学ぶ場としても位置付けられます。

○ 学校行事
学校行事は、(1)儀式的行事、(2)学芸的行事、(3)健康安全・体育的行事、(4)遠足・集団宿泊的

行事、(5)勤労生産・奉仕的行事の５つの内容から構成されています。いずれの行事おいても、集団

生活を支える役割や立場の大切さを学んだり、個性を尊重したりする場として位置付けられます。

また、勤労生産・奉仕的行事は、勤労観や職業観などの働くことに対する価値観を形成したり、職

業についての理解を深めたりする場として位置付けられます。

（２） 特別活動の活動形態とキャリア教育の視点
○ 話合い活動
話合い活動は、学校生活の充実と向上についての解決策を決めたり、日常生活や学習への適応及

び安全に関することについて情報交換したりする際の中心的な活動です。この話合い活動は、進路

発達にかかわる諸能力の中のコミュニケーション力、自己理解力、課題解決力、意思決定力等の育

成の場となります。

○ 実践活動
「なすことによって学ぶ」ことが特質とされる（小学校学習指導要領解説特別活動編）特別活動

において中心的な活動です。進路発達にかかわる全能力育成の場として具体的な体験活動をとおす

中で、目標の実現を図っていきます。

○ 振り返り活動
振り返り活動は、事前に立てた活動の目標を顧みながら、自他の活動の成果や成長等について振

り返る場です。主に自己理解力、将来設計力、意思決定力等の力を育成する場として位置付けられ

ます。
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キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の指導計画作成の視点と■

手順を押さえましょう

○ 特別活動で「どのような力」を、「どのような活動」で、「どのように」育成するかを明示します。

○ 作成上の視点や手順を押さえ、段階的に作成を進めていきます。

特別活動を中心としたキャリア教育は、キャリア教育の視点を位置付けた指導計画の基に展開され

ます。その作成に当たっては、進路発達にかかわる諸能力の育成の方途を的確に示していくことが必

要です。

キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の指導計画作成上の視点

キャリア教育の視点を位置付けた特別活動指導計画作成の視点として、次の６点が挙げられます。

① 児童の学年に応じた進路発達課題と育成すべき諸能力を具体的に設定します。
② 特別活動を構成する４内容（学級活動、児童会活動、クラブ活動、学校行事）や基本的な活動形
態（話合い活動、実践活動、振り返り活動）の特質を生かします。

③ 望ましい進路発達を図るための活動内容を開発していきます。
④ 望ましい進路発達を図るための指導内容と指導方法の留意点、工夫点を盛り込みます。
⑤ 他教科、他領域等との関連を考慮します。
⑥ 小学校６年間の系統性及び中学校や高等学校との一貫性や関連を考慮していきます。

キャリア教育の視点を位置付けた特別活動指導計画の作成手順

指導計画の作成は、下図のように「 Ⅰ 全体構想の立案』→『Ⅱ 指導構想の立案 」という流れ『 』

で進めます。全体構想の立案は 『キャリア教育の基本的なとらえ （Question10～13）に示した要、 』

領で作成します。この全体構想をもとに、具体的な特別活動の指導計画を作成する段階が「Ⅱ 指導

構想の立案」です。指導構想の立案は、次の「Step４～８」の要領で進めていきます。

St ep ３

Po i n t s

【キャリア教育の視点を位置付けた特別活動指導計画の作成手順】

内 容 を 入 力 し て く だ さ い 。

Ⅰ 　 全 体 構 想 の 立 案 Ⅱ 　 指 導 構 想 の 立 案
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ア
教
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ム
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み
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成
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ア
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全
体
計
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作
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成
す
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能
力
・
態
度
と
指
導
の

場
の
全
体
構
想
表
の
作
成

特
別
活
動
を
中
心
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

キ
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リ
ア
教
育
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位
置
付
け
た
特
別
活
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計
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○ 学 級 活 動 を 中 心
　 と す る 単 位 時 間
　 の 指 導 案

授 業 プ ラ ン の 作 成

○ 児 童 会 活 動 、 学
　 校 行 事 、 ク ラ ブ
　 活 動 、 日 常 活 動
　 等 の 指 導 計 画 　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
位
置
付
け
た

特
別
活
動
年
間
題
材
一
覧
の
作
成

○
育
成
す
べ
き
能
力
目
標
の
設
定

〈特別活動を中心としたキャリア教育の授業づくり〉
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〈特別活動を中心としたキャリア教育の授業づくり〉

キャリア教育の視点を位置付けた特別活動指導構想立案 ①■

☆ 「特別活動年間題材一覧」を作成しましょう

○ 「キャリア教育学習プログラムの枠組み」と「キャリア教育全体計画」を基に、進路発達にかか

わる諸能力の育成が組織的・系統的に図られるよう配慮しながら、年間の題材配当を考えます。

○ 基本は、これまでの指導計画を生かすこと。従来の特別活動の指導計画をキャリア教育の視

点から検討し、それぞれの活動のねらいに、育成したい「進路発達にかかわる能力」を位置付け

ていきます。

○ 従来の指導計画で進路発達にかかわる具体能力の育成が十分ではないところについては、

新たな題材を計画し、バランスよく進路発達の育成が図られるようにします。

Po i n t s

Step ４

キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の

指導構想立案の第一段階は 「特別活動年間題、

材一覧」を作成することです。その際に、最も

基本となることは、これまで行ってきた特別活

動の授業や指導計画を生かしていくということ

です。従来の特別活動の指導計画を、キャリア

教育の視点から見直していくことが出発点にな

ります。

作成に当たっては、始めに、キャリア教育学

習プログラムの枠組みやキャリア教育全体計画

を基に、育成したい進路発達にかかわる諸能力

を押さえます。

次に、特別活動の各活動のねらいに育成した

い進路発達にかかわる諸能力を位置付け、組織

的・系統的に進路発達の育成が図られるよう題

材の配当を考えます。その際に、従来の学級活

動や行事では育成が不十分なものについては、

これまでの活動を吟味・検討した上で、新たな

。題材を配当していくことも必要になってきます

この年間題材一覧には、次のような項目を記

載するとよいでしょう。

・題材名 ・指導時期（学年）・指導のねらい

・進路発達にかかわる能力

【特別活動年間題材一覧（例 】）

学校行事、児童会活動、ク

ラブ活動、児童会活動の中

で、キャリア教育の視点を

多く含む活動を選定し題材

配当します。

学級活動は、特別活動の基盤となる活
動です。各学年ごとに作成します。指
導要領（１）は、「学級や学校の生活
の充実と向上に関すること」であり、
弾力性、融通性のある題材です。
（２）は日常の生活や学習への適応及
び健康安全に関すること」で学級担任
が着実に指導すべき内容となります。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

指
導
要
領
の
内
容

〔第６学年 学級活動年間題材一覧〕

進路発達にかかわる能力

自 役 職 将 情 課 意

行事等月 題 材 名 指 導 の ね ら い 己 割 業 来 報 題 思

との関連理 認 理 設 活 解 決

解 識 解 計 用 決 定

力 力 力 力 力 力 力

○最高学年の役割 最高学年としての役割を知り その責任を果たそうとする意欲とリーダーとしての自覚をもつ 入学式４ ☆ ☆()2 、 。

○学級目標を決めよう 一人一人が理想とする学級像を話し合い、その実現に向け、学級目標を決めることができる。 始業式月 ☆ ☆()1

☆ ☆○学級組織を決めよう 学級生活の向上のために必要な組織と自分の役割を決め、活動意欲をもつ。()1

☆☆○安全な登下校を考えよう 安全な登下校の仕方を知るとともに、自らの安全を主体的に守ろうとする意識をもつ。()2

() 修学旅行５ ☆ ☆○修学旅行を成功させよう 修学旅行の目的を明らかにし 目的実現のための目標や約束を決めることができる1 、 。

() 児童総会月 ☆ ☆○修学旅行を振り返ろう 目標や約束の達成状況を振り返り、旅行の成果と課題を今後の生活に生かそうとする。1

☆ ☆○そうじ名人になろう そうじの仕方を振り返り よりよいそうじの仕方を知るとともに 働くことへの一層の意欲をもつ()2 、 、 。

☆ ☆○運動会を成功させよう 運動会の成功に向けての意欲をもち、学級や個人の目標を立てることができる。()1

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

〔キャリア教育の視点を位置付けた学校行事等の題材一覧〕

進路発達にかかわる能力

自 役 職 将 情 課 意

己 割 業 来 報 題 思活動・行事・題材 活 動 の 主 な ね ら い学年 月
理 認 理 設 活 解 決

解 識 解 計 用 決 定

力 力 力 力 力 力 力

進級の喜びを感じ、新学年での学校生活における期待と目標をもつ。 ☆ ☆ ☆１学期始業式 全学年 ４

新入生の入学を互いに喜び合い、新しい学校生活における夢や希望をもつ。 ☆ ☆学 入学式 １・高 ４

正しい交通安全の仕方を知り、自らの身を守る安全意識を高める。 ☆☆校 交通安全教室 全学年 ４

社会のルールを学ぶとともに 見聞を広げたり 課題を追究したりする力を高める ☆☆☆☆☆☆☆☆行 修学旅行 ６ ５ 、 、 。

運動会の目標を立て、その実現に向かって努力できる。 ☆ ☆☆事 運動会練習 全学年 5~6
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〈特別活動を中心としたキャリア教育の授業づくり〉

キャリア教育の視点を位置付けた特別活動指導構想立案 ②■

☆ 特別活動授業プランの作成上のポイントを押さえましょう

○ 指導目標、活動内容、指導方法を明確に押さえましょう。

○ 多様な学習活動を取り入れ、子どもたちの主体的な学習を促します。

○ 家庭や地域などとの連携を図りましょう。

○ 実践活動だけではなく、事前や事後の活動も重視します。

○ 教科や他領域等との関連を押さえながら、組織的・系統的な指導をめざします。

○ 中学校や高等学校との連携を図りましょう。

Po i n t s

Step ５

特別活動の授業は、学級を活動の場の中心と

する学級活動と、全校的な活動の場である学校

行事等（児童会活動、クラブ活動を含みます）

に大別できます。いずれにおいても、どのよう

な力をどのように育成していくかという指導目

標（内容）や指導方法を、指導者が明確に押さ

えておくことが重要です。ですから、授業プラ

ン（指導案・指導計画案）には、キャリア教育

で培うべき能力と指導の手だて（方法）を具体

的に盛り込んでいくことが必要になります。

キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の

授業では、指導の手だてとして、次の５点がポ

イントとなります。

多様な学習活動を工夫します□

特別活動の特質は 「なすことによって学ぶ」、

ことです。キャリア教育の視点を位置付けた特

別活動の授業でも、多様な体験的な活動を取り

入れ、子どもたちの主体的な学びを促します。

具体的には、話合い活動や係活動、ボランティ

ア体験、家庭や地域の仕事調べ等の調査活動、

。中学校や諸施設との交流活動等が考えられます

授業に当たっては、これらの諸活動の特性を把

握し、授業の目的実現の方途として位置付けて

。いくことが大切です

家庭や地域、関係諸機関との連携を図ります□

キャリア教育では 「働くこと」や「役割を、

果たすこと」の意義を学ぶことが大切な学習内

容です。家庭や地域、関係諸機関との連携を図

った活動プランを構想することにより、諸活動

に取り組む子どもたちの意欲が高まり、仕事や

。働くことについて主体的に学ぶことができます

、 、また 様々な人々の生き方に直接触れることは

子どもたち自身が自らの生き方を考えることに

もつながっていきます。

事前・事後の活動を重視します□

、学習の場を単なる活動にとどめるのではなく

事前と事後の活動を含めた、一連の流れの中で

指導していくことが効果的な指導につながりま

。 、 、 、す 事前の活動では 活動の目標や目的 方法

見通し等を子どもたち自身が具体的にもてるよ

うな指導の工夫が大切です。事後では、活動の

目標に照らし合わせ、一連の活動を振り返らせ

ながら、適切な評価活動を行っていくことが重

要になります。

教科、他領域との関連性を指導に生かします□

キャリア教育は、学校の教育活動全体を通じ

て展開されるものです。教科や他領域との関連

性を考慮し、組織的・計画的な指導を心がけて

いくことが、指導の効果を高めていくことにつ

ながります。

中学校、高等学校との連携を図ります□

指導の系統性、一貫性を図り、キャリア教育

の目的を実現するためには、中学校、高等学校

等の接続を図った指導も必要です。指導内容の

関連を考慮すると共に、中学校の教師や卒業生

を交えた授業を行うなどの指導体制上の連携も

有効であると考えられます。
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キャリア教育の視点を位置付けた特別活動指導構想立案 ③■

☆ 授業プランⅠ「学級活動指導案」〔学級活動（１）〕を作成しましょう

○ 学級活動（１）は、「学級や学校の生活の充実と向上に関する活動」であり、授業の形態は、子

どもたち主体の話合い活動（学級会）になります。

○ 学級活動（１）では、学級会の運営にかかわるそれぞれの役割を果たしたり、議題（テーマ）に

意見を交わし合ったりする話合いの活動そのものが、キャリア教育の視点に位置付きます。

【学級活動（１）の指導案例：話合い活動主体の「学級会型」授業】

Po i n t s

St ep ６

Point ①
本時の活動目標を明
示します。

Point ②
本時の活動をとおし
て育成したい進路発
達にかかわる能力目
標を具体的に記載し
ます。

Point ③
授業の準備や事前の
指導のポイントを記
載します。

Point ④
話合いの過程に応じ
て、活動のポイント
や目標達成のための
指導上の留意点、工
夫点を具体的に記載
します。

Point ⑤
事後指導のポイント
や評価の視点を示
し、事前指導から通
じた一連の指導で目
標実現を図ります。

Point ⑥
他教科等の関連の視
点を示し、組織的、
発展的な指導の図り
ます。

〈特別活動を中心としたキャリア教育の授業づくり〉

第６学年特別活動（学級活動）指導案

学級活動(1)：学級や学校の生 活の向上に関する こと〕１ ． 題 材 名 「学級目標を決めよう」 〔

２ ． 目 標

◎ 一人一人が学級の成員としての自覚と理想の学級像をもち、よりよい学級生活を願いながら、主
体的に学級目標作りに取り組むことができる。

３ ． 本 題 材 に お け る キ ャ リ ア 教 育 の ポ イ ン ト と 進 路 発 達 に か か わ る 能 力

☆キャリア教育のポイント
○ 集団 の場 でも 自分の 考えを しっ かりも ち、表 現でき る力 を育て る場と する 。また 、話合 いの運 営
にかかわる自己の役割を責任をもって果たそうとする態度を育てる。

○よりよい学校生活を願う気持ちをもたせ、目標をもって行動することの意義に気付かせる。
☆進路発達にかかわる諸能力

： 自 己の 考 え を進 ん で 発表 し たり 、 友 達の 意 見を 取 り 入れ た りし な が、 学【 コミ ュ ニケ ー シ ョン 力 】
級目標作りに主体的に取り組む。

【 ：話 合 い活 動 に おけ る 自 分の 役 割 を理 解 し、 事 前 の準 備 や当 日 の 運営 に おい て 、意 欲役割 認 識力 】
的に責任を果たそうとする。

：学 級 目標 に つ いて の 話 し合 い を 通じ 、 より よ い クラ ス を作 っ て いこ う とす る 願い を【 意思 決 定力 】
高め、目標実現に向けた一層の実践意欲をもつ。

４
． 展 開 案

○始業 式や 学級活 動（ 最高 学年の役 割 ）の授 業等で 、最上級 生とし ての意欲 とリーダ ーとし ての「 」
自覚を高めておく。

○計画委員会を組織し、議題、話合いのめあて、話合いの内容、役割分担を決める。事
○係 担当 の子 どもた ちに は、 話合 い活動 を円滑 に進め るた めに、 事前の 準備 をしっ かり行 うよう 話前
すとともに、その取り組み状況を把握し適宜指導する。

○ 「話 合 い カー ド 」 学級 全 員に 配 付 し、 話 合 いの 内 容を 知 ら せる と とも に 「 ど のよ う な 学級 に し、
たいか 「どのような目標がよいか」の２点について、自分の考えをしっかりもたせておく。」

児 童 の 活 動 資 料 等話合いの順序 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ はじめの言葉 ・係が開会宣言をする。 ・ 各 係 の 子 ど も が 自 信 を も っ て 自 分

の 役 割 に 取 り 組 め る よ う に 、 事 前
２ 係の紹介 ・ 各 係 が 自 己 紹 介 に お い て 、 の教師の声がけを大事にする。 話 合 い カ

自分の役割と目標を話す。 ード→ 【 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 役 割 認 識 】

３ 議題の確認 ・ 本 時 の 議 題 、 話 合 い の め あ ・ 話 合 い カ ー ド を 用 い 、 本 時 の 活 動
て 、 話 合 い の 進 め 方 を 確 認 へ の 意 欲 と 見 通 し を も た せ 、 ど の
する。 子も主体的に話合い参加させる。

】４ 先生から ・ 担 任 の 話 を 聞 き 、 学 級 目 標 → コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・【 意 思 決 定 ・ 役 割 認 識

に つ い て 積 極 的 に 話 し 合 お話
う と す る 気 持 ち と 、 話 合 い ・ 最 高 学 年 と し て 役 割 や 小 学 校 生 活合
の視点をもつ。 最 後 の 一 年 で あ る こ と 等 に つ い てい

５ 話合い ・ 話 合 い の 柱 に 沿 い 、 学 級 目 触 れ 、 目 標 作 り に 向 け た 意 欲 を 高活
標について話し合う。 める。動

意 思 決 定 ・ 役 割 認 識 】

（

→ 【

本
・ 話 合 い の 目 的 （ 最 高 の 顔 」 ＝ 最時 「

高 の ク ラ ス ） を 常 に 意 識 さ せ 、 そ

）

れ ぞ れ の 考 え の よ さ に 着 目 さ せ な
、 。６ まとめ ・ 話 合 い に よ っ て 決 ま っ た こ がら 建設的な話合いをさせたい

】とを確認する。 → コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・【 意 思 決 定 ・ 役 割 認 識

・ 本 時 の 活 動 の 振 り 返 り を カ 振 り 返 り
ードに書く。 ・ 話 合 い の 内 容 、 話 合 い 活 動 へ の 取 カード

７ 先生から ・ 本 時 の 話 合 い に つ い て 担 任 り 組 み 態 度 、 係 の 働 き の 様 子 、 今
の話を聞く。 後 の 活 動 へ の 意 欲 付 け 等 を 視 点 に

話す。
意 思 決 定 ・ 役 割 認 識 】８ 終わりの言葉 ・係が閉会宣言をする → 【

○話 合い （学 級会） の様 子を 学級 通信に まとめ 、話合 い活 動を振 り返ら せな がら、 今後の 話合い や

学級生活に向けた意欲を高める。事
○決 まっ た学 級目標 を掲 示し 、日 々、目 標を意 識した 生活 に心が けさせ る。 教師も 、常に 学級目 標後
に立ち返らせながら、子どもたちの学級生活の様子について評価していく。

５ ． 本 題 材 に か か わ る 他 教 科 等 と の 関 連 の 視 点

【学級活 動】→題材「最高学年の自覚」において最高学年に進級した喜びを感じるとともに、最上級生
としての自覚をもつ。

【国語】→巻頭の詩「創造」を読み、今後の生活についての意欲や夢を膨らませる。

「最高の顔」になれるよう、

学級目標を決めよう。

①自分が願うクラスの姿

②どんな目標がよいか

・スローガン ・具体目標
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〈特別活動を中心としたキャリア教育の授業づくり〉

キャリア教育の視点を位置付けた特別活動指導構想立案 ④■

☆ 授業プランⅠ「学級活動指導案」〔学級活動（２）〕を作成しましょう

○ 学級活動（２）は、「日常の生活や学習への適応及び健康安全に関すること」であり、年間指導

計画に則り、教師の意図的、計画的な指導が求められます。

○ 学級活動（２）では、基本的な指導過程を「①課題把握→②課題追究→③まとめ」で構成します。

○ 子どもたちが明確な課題意識をもち、よりよい課題解決を行うために、教師の具体的な資料提

示や活動の工夫が大切になります。

【学級活動（２）の指導案例：教師の意図的、計画的指導が中心となる授業】

Po i n t s

St ep ７

Point ①
本時の活動目標を明
示します。

Point ②
本時の活動をとおし
て育成したい進路発
達にかかわる能力目
標を具体的に記載し
ます。

Point ③
授業の準備や事前の
指導のポイントを記
載します。

Point ⑤
事後指導のポイント
や評価の視点を示
し、事前指導から通
じた一連の指導で目
標実現を図ります。

Point ⑥
他教科等の関連の視
点を示し、組織的、
発展的な指導の図り
ます。

Point ④
指導過程に応じて、
指導のポイントや目
標達成のための指導
上の留意点、工夫点
を具体的に記載しま
す。学習活動に応じ
た具体資料を掲載し
ます。

「どんな仕事があるかな？『ご飯＆Ｗカップ編 」１ ． 題 材 名 』

〔 学 級 活 動 (2)希 望 や 目 標 を も っ て 生 き る 態 度 の 形 成 〕

２ ． 目 標

◎ 食 卓 に ご 飯 が 届 く ま で の 過 程 に あ る 様 々 な 仕 事 や サ ッ カ ー の ワ ー ル ド カ ッ プ に 関 連 し た 仕 事 を 調
べ る こ と を と お し 、 仕 事 や 職 業 に は 様 々 な か か わ り や 役 割 が あ る こ と に 気 付 く 。

３ ． 本 題 材 に お け る キ ャ リ ア 教 育 の ポ イ ン ト と 進 路 発 達 に か か わ る 能 力

☆ キ ャ リ ア 教 育 の ポ イ ン ト
、 、 。○ ひ と つ の 事 象 に は 多 く の 仕 事 が か か わ っ て お り そ れ ぞ れ 大 切 な 役 割 が あ る こ と に 気 付 か せ る

○ 職 業 に は 幅 広 い 種 類 が あ る こ と に 気 付 か せ 、 働 く こ と や 職 業 へ の 興 味 を も た せ る 。

☆ 進 路 発 達 に か か わ る 諸 能 力
【 将 来 設 計 力 ： 働 く こ と や 仕 事 に 対 す る 興 味 や 関 心 を も つ 。】

【 職 業 理 解 力 ： 一 つ の 事 象 に 関 連 し て 多 く の 仕 事 や 職 業 が あ る こ と に 気 付 き 、 職 業 へ の 興 味 を も】

つ 。
【 役 割 認 識 力 ： ど の 仕 事 も 、 そ れ ぞ れ に 大 切 な 役 割 を 果 た し て い る こ と に 気 付 く 。】

４ ． 展 開 案
○ 本 時 で 用 い る 資 料 と し て 、 運 動 会 の 仕 事 に 関 す る VTR、 ご 飯 の 実 物 、 サ ッ カ ー ワ ー ル ド カ ッ プ 関 連

の 資 料 （ VTR、 写 真 ） を 準 備 し て お く 。事
○ 本 時 は 社 会 科 の 「 米 作 り （ 農 家 の 仕 事 ） の 学 習 の 発 展 で あ る 。 稲 作 に 関 す る 仕 事 の 様 子 を 押 さ前 」

え て お く 。

学 習 活 動 資 料 等 進 路 発 達 を 促 す 指 導 上 の 留 意 点 ・ 工 夫 点
１ 運 動 会 の VTRを 視 聴 し 仕 事 に 着 目 ・ 運 動 会 の ビ デ オ か ら 「 仕 事 」 や 「 働、 「 」 、

し た 学 習 で あ る こ と を 知 る 。 運 動 会 の ビ く 」 と い う 視 点 か ら 運 動 会 を 振 り 返 ら

デ オ せ る 。課

将 来 設 計 】題 ２ 「 ご 飯 」 の 実 物 か ら 社 会 科 の 学 習 内 容 → 【

を 想 起 し 、 本 時 の 課 題 を 立 て る 。 ご 飯 の 実 物 ・ ご 飯 の 実 物 を 提 示 し 、 学 習 へ の 興 味 を把
高 め る 。 社 会 科 で 学 習 し た 農 家 の 仕 事握
の 様 子 を 想 起 さ せ な が ら 本 時 の 課 題 に

つ な げ る 。

職 業 理 解 】→ 【

３ ウ ェ ビ ン グ の 要 領 で 、 米 作 り の 仕 事本
か ら 食 卓 に ご 飯 が 届 く ま で の 過 程 に あ
る 仕 事 を 書 き 出 す 。 ・ ウ ェ ビ ン グ の 手 法 で 、 職 業 の 関 連 を 具

体 的 に 考 え さ せ る 。 完 成 し た ウ ェ ビ ン

、 、時 課 ４ 完 成 し た ウ ェ ビ ン グ マ ッ プ を 見 て 、 田 ん ぼ か ら グ マ ッ プ を 基 に 職 業 の 種 類 の 多 さ や

仕 事 や 職 業 に つ い て 話 し 合 う 。 ご 飯 ま で の ど の 仕 事 も 大 切 な 役 割 を 果 た し て い る題

・ 仕 事 」 と 「 職 業 」 の 意 味 ス ラ イ ド こ と な ど の 意 味 を 押 さ え る 。追 「

】究 ・ ご 飯 に 関 連 し た 職 業 の 多 さ →【 職 業 理 解 ・ 役 割 認 識

・ そ れ ぞ れ の 仕 事 の 役 割

・ 諺 「 職 業 に 貴 賎 な し 」
５ サ ッ カ ー ワ ー ル ド カ ッ プ を 題 材 に 、 ワ ー ル ド カ ・ 身 近 な 話 題 を 基 に 、 職 業 調 べ を 行 い 、

そ れ に 関 連 し た 仕 事 調 べ を 行 い 、 職 業 ッ プ 関 連 の 職 業 へ の 関 心 を 深 め さ せ る 。

職 業 理 解 ・ 将 来 設 計 】に は い ろ い ろ な 関 連 や 種 類 が あ る こ と 記 事 → 【

を 知 る 。 ま た 、 そ れ ら の 仕 事 と 、 今 の

学 校 で の 学 習 と の 関 連 を 考 え る 。 ・ ワ ー ル ド カ ッ プ に 関 連 す る 全 て の 仕 事

が 、 今 の 学 校 で の 学 習 と 関 係 す る こ と

６ 本 時 の 学 習 を 振 り 返 り 、 わ か っ た こ に 気 付 か せ 、 日 常 の 学 習 を 大 切 に し よま
と や 考 え た こ と を シ ー ト に 書 く 。 う と す る 意 欲 を も た せ る 。と

】め ７ 次 時 の 活 動 に つ い て 知 る 。 →【 将 来 設 計

・ お 気 に 入 り の 仕 事 調 べ を し よ う 」「

○ 授 業 の 様 子 や 個 々 の 子 ど も た ち の 感 想 を 学 級 通 信 等 で 知 ら せ 、 家 庭 で も 自 分 に 興 味 あ る 出 来 事 や事

職 業 へ の 興 味 を も た せ る よ う 促 す 。後

５ ． 本 題 材 に か か わ る 他 教 科 等 と の 関 連 の 視 点

【 社 会 】 → 「 米 作 り の さ か ん な 地 域 」 で 、 米 作 り の 仕 事 の 様 子 や 働 く 人 々 の 工 夫 や 苦 労 を 調 べ る 。

食卓にご飯届くまでにどんな仕事がある

だろう。
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〈特別活動を中心としたキャリア教育の授業づくり〉

キャリア教育の視点を位置付けた特別活動指導構想立案 ⑤■

☆ 授業プランⅡ「学校行事等の指導計画」を作成しましょう

○ 活動時だけではなく、事前指導、事後指導を含めた一連の流れの中で、目標実現を図ってい

きます。

○ 本活動におめるキャリア教育の視点を明示し、育成する能力目標を押さえます。

○ 指導上の留意点や工夫点を押さえます。

【学校行事・児童会活動・クラブ活動・日常活動の指導計画例】

Po i n t s

St ep ８

Point ①
その行事(活動）の
目標を明示します。

入
学
式
に
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

視
点
が
あ
る
の
で
す

Point ②
その行事(活動）を
とおして育成したい
進路発達にかかわる
能力を具体的に記載
します。

Point ③
事前、事後を含め、
目標を達成のための
指導上のポイントを
記載します。

指導 学 年 １ 年 生

指 導 の 場 学 校 行 事 ・ 学 級 活 動 等

１ ． 目 標

◎ 入 学 の 喜 び を 実 感 し 、 新 し く 始 ま る 学 校 生 活 に お け る 夢 や 希 望 を 膨 ら ま せ る こ と が で き る 。

２ ． 本 題 材 に お け る キ ャ リ ア 教 育 の ポ イ ン ト と 進 路 発 達 に か か わ る 能 力

☆ キ ャ リ ア 教 育 の ポ イ ン ト
○ 入 学 は 、 将 来 の 夢 の 実 現 に 向 け た 「 は じ め の 一 歩 」 で あ る こ と を 知 ら せ 、 新 し い 生 活 へ の 夢 や 希 望 を 膨 ら ま

せ る 。

○ 挨 拶 や 返 事 、 道 具 の 出 し 入 れ な ど 、 自 分 の こ と は 自 分 で や り 遂 げ よ う と す る 意 欲 や 態 度 を 培 う 。

☆ 進 路 発 達 に か か わ る 諸 能 力
【 】 、 、 。将 来 設 計 力 ： 将 来 の 夢 を 描 き そ の 実 現 に 向 け た 一 歩 と し て 学 校 生 活 へ の 期 待 を 膨 ら ま せ る こ と が で き る

【 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 ： 元 気 な 声 で 挨 拶 や 返 事 を し よ う と す る 。】

【 課 題 解 決 力 ： 自 分 の こ と は 自 分 で 解 決 し よ う と す る 意 欲 を も つ 。】

．
３ ． 指 導 計 画
指導の場 主 な 学 習 活 動 進 路 発 達 を 促 す 指 導 上 の 留 意 点 ・ 工 夫 点

１ 学 校 の 様 子 や 入 学 式 の 意 義 に つ い ・ 子 ど も た ち の 将 来 の 夢 を 引 き 出 し な が ら 、 学 校 生 活 へ の 意学
【 】級 て の 担 任 の 話 を 聞 く 。 欲 を 高 め る 話 を す る 。 → 将 来 設 計

２ 挨 拶 返 事 の 仕 方 等 の 練 習 を す る ・ 挨 拶 や 返 事 、 話 の 聞 き 方 が 入 学 後 の 最 初 の 学 習 で あ る こ と事 前 活 、 。

３ 入 学 式 で 頑 張 る こ と を 決 め 、 式 に を 知 ら せ 、 式 中 で 頑 張 る め あ て を も た せ る 。動

【 】等 臨 む 心 構 え を も つ 。 → コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

１ 先 生 方 の 話 を し っ か り 聞 く 。 ・ 子 ど も た ち の 話 の 聞 き 方 、 表 情 、 姿 勢 等 を 観 察 し 、 式 後 で入
【 】活動時 学 の 指 導 資 料 に す る 。 → コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 将 来 設 計

２ 元 気 な 声 で 、 挨 拶 や 返 事 を す る 。式
１ 式 中 の 様 子 に つ い て 担 任 の 話 評 ・ 式 で の 頑 張 り の 様 子 を 具 体 的 に 評 価 す る 。 ま た 、 こ れ か ら学 、 （

価 ） を 聞 く 。 の 夢 や 期 待 を 自 由 に 発 表 さ せ な が ら 、 今 後 の 学 校 生 活 へ の級

→ 【 将 来 設 計 】活 ３ こ れ か ら 頑 張 っ て い き た い こ と や 期 待 感 を 膨 ら ま せ る 。

楽 し み な こ と を 発 表 し 合 う 。 ・ 入 学 後 は 、 で き る だ け 自 分 の こ と は 自 分 で き る よ う に 、 意事 後 動
【 】等 ２ こ れ か ら の 学 校 生 活 の 過 ご し 方 に 欲 を も た せ る 。 → 課 題 解 決

つ い て 、 担 任 の 話 を 聞 く 。

４ .評 価 の 視 点 と 方 法
☆ 入 学 の 喜 び を 実 感 し 、 学 校 生 活 へ の 期 待 と 意 欲 を 膨 ら ま せ る こ と が で き た か 。

→ 〔 ・ 式 中 や 学 級 活 動 時 に 発 言 や 態 度 の 観 察 ・ 保 護 者 と の 情 報 交 換 〕

○入学式におけるキャリア教育展開案（ 1年生）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

〔 キ ャ リ ア 教 育 の 視 点 を 位 置 付 け た 学 校 行 事 等 の 題 材 一 覧 〕

進路発達にかかわる能力

自 役 職 将 情 課 意

己 割 業 来 報 題 思活 動 ・ 行 事 ・ 題 材 活 動 の 主 な ね ら い学 年 月
理 認 理 設 活 解 決

解 識 解 計 用 決 定

力 力 力 力 力 力 力

進 級 の 喜 び を 感 じ 、 新 学 年 で の 学 校 生 活 に お け る 期 待 と 目 標 を も つ 。 ☆ ☆ ☆１ 学 期 始 業 式 全 学 年 ４

新入生の入学 を互いに喜び合い、新しい学 校生活における夢や希望をもつ 。 ☆ ☆ ☆入 学 式 １ ・ 高 ４

正 し い 交 通 安 全 の 仕 方 を 知 り 、 自 ら の 身 を 守 る 安 全 意 識 を 高 め る 。 ☆ ☆交 通 安 全 教 室 全 学 年 ４

社会のルールを学ぶとともに 見聞を広げたり 課題を追究したりする力を高める ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆修 学 旅 行 ６ ５ 、 、 。

運 動 会 の 目 標 を 立 て 、 そ の 実 現 に 向 か っ て 努 力 で き る 。 ☆ ☆ ☆運 動 会 練 習 全 学 年 5 ~ 6

☆ ☆運 動 会 全 学 年 ６ 集団行動の仕方を学び 目標に向かって努力したり 責任を果たしたりする態度を身に付ける、 、 。

進 ん で働 こ う とする意欲をもち 自分の仕事を着実にやり遂げることができる ☆ ☆学 プ ー ル 清 掃 ４ ～ ６ ６ 、 。

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆古 代 む ら 体 験 学 習 ４ ６ 集団行動のルールを知るとともに 自己の責任を果たすことの大切さや集団活動の楽しさに気付く、 。

１ 学 期の 学 校 生活での成長と課題を振り返 り、夏休みに向けての目標をも つ。 ☆ ☆校 １ 学 期 終 業 式 全 学 年 ７

学校の代表と しての誇りをもち 目標をもって 応援や競技に力を発揮できる ☆ ☆陸 上 記 録 会 ５ ・ ６ ９ 、 、 。

自 分 の め あ て を も っ て 活 動 に 取 り 組 み 、 創 造 力 や 表 現 力 を 高 め る 。 ☆ ☆行 学 習 発 表 会 全 学 年 1 0

１学期の学校 生活での成長と課題を振り返 り、夏休みに向けての目標をも つ。 ☆ ☆２ 学 期 終 業 式 全 学 年 1 2

これまでの学 校生活の反省を生かしながら 、新学期に臨む意欲と目標をも つ。 ☆ ☆ ☆事 ３ 学 期 始 業 式 全 学 年 １

スキーをとお し、集団で活動することの楽 しさや、集団行動のルールを知 る。 ☆ ☆ス キ ー 遠 足 全 学 年 ２

校 舎 へ の 感 謝 の 気 持 ち を も ち 進 ん で 仕 事 に 取 り 組 み 勤 労 の 喜 び を 知 る ☆ ☆体 育 館 ワ ッ ク ス 塗 り ６ ３ 、 、 。

修了式の意義 を知り 一年間のまとめとしての態度を考え 練習に参加できる ☆ ☆ ☆修 了 式 練 習 １ ～ ５ ３ 、 、 。

一 年 間 の 自 ら の 努 力 と 成 長 に 自 信 を も ち 、 次 年 度 へ の 期 待 と 目 標 を も つ 。 ☆ ☆ ☆修 了 式 １ ～ ５ ３

☆ ☆ ☆卒 業 式 練 習 ４ ～ ６ ３ それぞれの学年における卒業式の意義を知り 目標をもって練習に取り組むことができる、 。

☆ ☆ ☆卒 業 式 ４ ～ ６ ３ ６年生の卒業を互いに喜び合い それぞれの新しい生活に臨む期待と目標をもつことができる、 。



小 学 校

低学年 中学年 高学年

生き方や進路の現実的な探索と暫定的 進路の現実的な探索と将来設計の社会

な選択の時期 的移行に向けた準備の時期

○自分や他者への積極的な関心の形成と豊かな人間関係の構築 ○肯定的な自己理解と自己有用感の獲得 ○自己理解の深化と自己受容

進路発達課題 ○身の回りの仕事や働くことに対する関心と意欲の向上 ○興味や関心等に基づく勤労観・職業観の形成 ○選択基準としての勤労観・職業観の確立

○将来の夢や希望、憧れ等のイメージ設計 ○進路計画の立案と暫定的な選択 ○将来設計の立案と社会的移行の準備（ ）望ましい進路発達を図るために達成すべき発達課題

○目標に向かって主体的に努力する態度形成 ○生き方や進路に関する現実的な探索 ○進路の現実吟味と試行的参加

進路発達にかかわる諸能力

能力領域 具体能力

・基本的 な挨拶や返事 やがし ・相手の意見をよく聞き、協力し ・他者のよさ に気付き、進 ん ・人間関係の大切 さを理解し、コミュニケ ・他 者の価値観や個性を認め、場に 応じた【 】コミュニケーション力

。 。 。【 】人間関係を構築する力 他者の 個性 や考 え 方を 認 っかりできる。 て物事に取り組むことができる で人間関係を築こうとする ーションスキルの基礎を習得する。 コミュニケーションを図ることができる

め 、適 切な 人間 関 係を 築 ・友達と 仲良く遊んだ り、活 ・自分の考えや意見をもち、表 ・相手の気持ちを考えながら、 ・リーダー、フォ ロアーの立場を理解し、 ・リ ーダー、フォロアーシップを発 揮し、

こうとする力 動したりすることができる 現できる。 集団活動に意欲的に取り組む 目的の実現に向けて協力して活動できる 自他の能力とチームワークを高める。自他の理解や望まし 。 。 。

・自分の 好きなことや 得意な ・自分の良さや個性について考 ・自分の長所 に気付き、自 分 ・自己の良さや個 性について、理解を深め ・自 己の職業的な能力・適性を理解 し、そい人間関係の構築に 【自己理解力】

自己のよさや個性を知り、 ことを表現できる。 え、自分自身についての関心 らしさを発揮しようとする る。 れ らを人生設計や職業生活に生か そうとかかわる能力領域 。

自 らの 生き 方を 大 切に し をもつ。 ・自分自身の 生き方に関心 を ・自分を大事にしようとする心をもつ。 する。

。ようとする心と態度 もつ。 ・自らの人格や人生を大切にしようとする

・当番や 係の大切さを 知り、 ・学校生活を支える人々の役割 ・社会生活には様々な役割があ ・よりよい集団活 動のための役割分担や、 ・場 に応じて自己の果たすべき役割 を自覚【役割認識力】

、 。 、 。【勤労や職業に対する 集団生活における様々な役 自分の 責任を果たす ことが を知り、自らも進んで責任を ることや その大切さを知る その方法等がわかる。 し 積極的に役割を果たすことができる

割を理解したり、自己の責 できる。 果たそうとする。 ・自己の役割 を知り、進ん で ・様々な職業の社会的役割や意義を理解し ・ラ イフステージに応じた個人的・ 社会的意欲・理解】 、

任を果たしたりする力 責任を果たそうとする。 自己の生き方を考えることができる。 役割や責任を理解する。

・当番や 係などの仕事 をやり ・働くことの楽しさを知り、進 ・生活を支える職業の役割や働 ・勤労の意義や働く人々の様々な思いを知る。 ・多 様な職業観・勤労観を理解し、 勤労や仕事や働くことへの 【職業理解力】

働くことの喜びや価値に気 とげることの喜びに気付く んで係や当番に取り組む。 くことの大切さ 苦労を知る ・職業についての 特色や必要な資質等の理 職業対する理解と認識を深める。価値の理解や意欲に 。 、 。

付いたり、様々な職業につ ・家族の 仕事や、身の 回りの ・いろいろな職業があることを知り、 ・関心のある 職業について 、 解を深め、自ら の生き方や進路選択につ ・職 業生活における権利や義務、就 業方法かかわる能力領域

いて理解したりする力 職業に関心をもつ。 職業についての興味・関心を高める 興味を広げ理解を深める。 いて考えることができる。 等についての理解を深める。。

・学校や 社会生活おい て、好 ・夢や希望を膨らませながら、 ・憧れとする 職業をもち、 学 ・将来の夢や職業 を思い描き、職業や仕事 ・自 己を生かせる生き方や進路につ いて、【将来設計力】

きなも のを見つけた り、興 自らの将来について考えるこ 習すること や将来のこと を への関心・意欲を高める。 現実的に考えることができる。【 】人生設計へのイメージ形成 夢や希望をもって将来の生き方や生活

味や関 心を広げたり するこ とができる。 考える大切さに気付く。 ・将来の進路希望 に基づき、当面の目標を ・職業についての総合的・現実的な理解に基づを考え、将来の人生や職業生活におけ

とできる。 立て、その達成に向けて努力する。 き、進路計画を立てその実現に努力する。将来の夢や希望、憧 る夢や憧れを主体的に描こうとする力

・要点を とらえた話の 聞き方 ・図書を活用したり、インタビ ・多様な資料 収集の方法を 身 ・生き方や進路に 関する情報を、様々なメ ・卒 業後の進路や職業・産業の動向 についれ等の人生設計にか 【情報活用力】

情報を適切に判断したり、 ができる。 ュー活動をしたりしながら、 に付け、必 要な情報を的 確 ディアを通して 、調査・収集・整理し活 て 、多面的・多角的に情報を集め 検討すかわる能力領域

選択し たり しな が ら情 報 必要な情報を得ることができ に得ることができる。 用することができる。 ることができる。

をよりよく活用できる力 る。

・基本的な生活習慣を身に付け、身 ・自らの生活の向上をめざして ・自らの生活 の向上や将来 の ・自ら課題を見出すことの大切さを理解し、よ ・将来設計、進路希望の実現をめざして課題【課題解決力】

自らの 目標 に向 か い主 体 の回りのことは自分で解決できる 目標を立て、その実現に向け 夢の実現を 願い、目標と そ りよい生活や生き方をめざすことができる。 を設定し、その解決に主体的に取り組む。【 】課題解決の能力・態度 。

的 に努 力し たり 、 適切 に ・きまりを守り、やるべきことを て努力することができる。 の実現方法 を考え、主体 的 ・課題に積極的に 取り組み、主体的に解決 ・自 己を生かし役割を果たすための 課題と

課題解決したりする力 着実にやり遂げることができる に努力することができる。 しようとする。 解決策を考え、実行できる。目標に向かって努力 。

・基本的 な応答の仕方 を身に ・自分と友達の考えを比べなが ・話合い等の 場に進んでか か ・多様な意見や考 えを認め、比較したり検 ・多 様な意見や考えを客観的に判断 し、自する態度の形成にか 【意思決定力】

主体的 に自 らの 意 思を 決 付け、 自分の意思を 表現す ら聞くことができる。 わり、他者 の意見を取り 入 討したりしなが ら、自己の意思を高め、 己の意思を構築できる。かわる能力領域

定した り、 進ん で 自己 の ることができる。 ・分かりやすく自分の考えを表 れながら自 己の意思を高 め 表現できる。 ・場 に応じながら、自己の思いや意 見を適

考えを表現したりする力 現することができる。 ることができる。 切に表現することができる。

高 等 学 校中 学 校

進 路 発 達 を 促 す た め に 育 成 す る 具 体 的 能 力 ・ 態 度

進路の探索や選択にかかわる諸能力等の基盤形成の時期進路発達の段階

低学年 中学年 高学年

段階 進路の探索や選択にかかわる諸能力等の基盤形成の時期

○自分や他者への積極的な関心の形成と豊かな人間関係の構築 ○将来の夢や希望、憧れ等のイメージ設計進路発達

課 題 ○身の回りの仕事や働くことに対する関心と意欲の向上 ○目標に向かって主体的に努力する態度形成

進路発達を促すために育成する能力・態度と主な指導の場

・基本的な挨拶や返事や返事がしっかりでき ・相手の意見をよく聞き、協力して物事に取り組 ・他者のよさに気付き、進んで人間関係を築

る。 むことができる。 こうとする。

人 ・友達と仲良く遊んだり、活動したりするこ ・自分の考えや意見をもち、表現できる。 ・相手の気持ちを考えながら、集団活動に意欲的

間 とができる。 に取り組む。

関

係

を

構

築 ・自分の好きなことや得意なことを表現でき ・自分の良さや個性について考え、自分自身 ・自分の長所に気付き、自分らしさを発揮し

す る。 についての関心をもつ。 ようとする。

る ・自分自身の生き方に関心をもつ。

力

勤 ・当番や係の大切さを知り、自分の責任を果 ・生活を支える人々の役割を知り、自らも進 ・社会生活には様々な役割があることや、その大

労 たすことができる。 んで責任を果たそうとする。 切さを知る。

や ・自己の役割を知り、進んで責任を果たそう

職 とする。

業

に

対

す

る ・当番や係などの仕事をやりとげることの喜 ・働くことの楽しさを知り、進んで係や当番 ・生活を支える職業の役割や働くことの大切さ、

意 びに気付く。 に取り組む。 苦労を知る。

欲 ・家族の仕事や、身の回りの職業に関心をも ・いろいろな職業があることを知り、職業についての興 ・関心のある職業について、興味を広げ理解

・ つ。 味・関心を高める。 を深める。

理

解

・学校や社会生活おいて、好きなものを見つ ・夢や希望を膨らませながら、自らの将来に ・憧れとする職業をもち、学習することや将

人 けたり、興味や関心を広げたりすることで ついて考えることができる。 来のことを考える大切さに気付く。

生 きる。

設

計

へ

の

イ

メ ・要点をとらえた話の聞き方ができる。 ・図書を活用したり、インタビュー活動をし ・多様な資料収集の方法を身に付け、必要な

たりしながら、必要な情報を得ることがで 情報を的確に得ることができる。

ー

ジ きる。

形

成

・基本的な生活習慣を身に付け、身の回りのことは自分 ・自らの生活の向上をめざして目標を立て、 ・自らの生活の向上や将来の夢の実現を願

で解決できる。 その実現に向けて努力することができる。 い、目標とその実現方法を考え、主体的に

・きまりを守り、やるべきことを着実にやり遂げる 努力することができる。

課 ことができる。

題

解

決

の

能 ・基本的な応答の仕方を身に付け、自分の意 ・自分と比べながら、友達の考えを聞くこと ・話合い等の場に進んでかかわり、他者の意

力 思を表現することができる。 ができる。 見を取り入れながら自己の意思を高めるこ

・ ・分かりやすく自分の考えを表現することが とができる。

態 できる。

度

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
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シ
ョ
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力

自
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解
力
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力

職
業
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解
力
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解
決
力

意
思
決
定
力

教 科等 （生 活 、授 業全 般で の 学習 指導 ）
道 徳（ 礼儀 、 友情 、助 け合 い ）
特 別活 動（ 学 級活 動、 学校 行 事）
日 常活 動（ 朝 の会 、帰 りの 会 、休 み時 間等 ）

教 科（ 生活 科、 図 工、 音楽 、体 育 、国 語）
特 別活 動（ 学級 活 動、 学校 行事 ）
日 常活 動（ 朝の 会 等）

道徳 （勤 勉 、誠 実、 尊敬 ・ 感謝 ）
特別 活動 （ 学級 活動 ）
日常 活動 （ 清掃 、給 食、 係 活動 ）

教 科（ 生活 科）
道 徳（ 家族 愛、 勤 勉、 誠実 ）
特 別活 動（ 学級 活 動、 学校 行事 ）
日 常活 動（ 清掃 、 給食 、係 活動 ）

教 科（ 生活 、音 楽 、図 工、 体育 ）
特 別活 動（ 学級 活 動）

教 科（ 国語 、 授業 全般 での 学 習指 導）
特 別活 動（ 学 級活 動）
日 常活 動（ 朝 の会 、帰 りの 会 等）

教 科（ 生活 科）
道 徳（ 自立 、勤 勉 、誠 実、 規則 の 尊重 ）
特 別活 動（ 学級 活 動）
日 常活 動（ 清掃 、 給食 、係 活動 ）

教 科等 （授 業全 般 での 学習 指導 ）
道 徳（ 礼儀 ）
特 別活 動（ 学級 活 動）
日 常活 動（ 朝の 会 、帰 りの 会等 ）

教科 等 （国 語、 教科 全 般で の学 習指 導 ）
特別 活 動（ 学級 活動 ）
日常 活 動（ 朝の 会、 帰 りの 会等 ）

教科 （国 語 、音 楽、 図工 ）
総合 的な 学 習の 時間
特別 活動 （ 学級 活動 ）

教科（社会科）
総合的な学習の時間
道徳（尊敬、勤労、誠実、勤勉）
特別活動（学級活動、学校行事）
日常活動（清掃、給食、係活動等）

教科 （ 社会 ）
道徳 （ 勤労 、誠 実、 勤 勉）
特別 活 動（ 学級 活動 、 学校 行事 ）
日常 活 動（ 清掃 、給 食 、係 活動 等）

教科 （図 工 ）
特別 活動 （ 学級 活動 ）

教科 （理 科 、社 会、 国語 ）
総合 的な 学 習の 時間
特別 活動 （ 学級 活動 ）

教科 （社 会 、体 育、 教科 全 般）
道徳 （勤 勉 ・努 力、 誠実 ）
特別 活動 （ 学級 活動 、学 校 行事 ）
総合 的な 学 習の 時間

教科 等（ 国 語、 授業 全般 で の学 習指 導）
特別 活動 （ 学級 活動 、学 校 行事 ）
日常 活動 （ 朝の 会、 帰り の 会）

道徳（友情・信頼、尊敬・感謝）
特別活動（学級活動、児童会活動、学校行事）
日常活動（係活動等）

教科 （ 国語 、社 会、 家 庭、 音楽 、図 工 ）
総合 的 な学 習の 時間
道徳 （ 向上 心、 個性 伸 長）
特別 活 動（ 学級 活動 ）

教科（社会、家庭）
道徳（勤勉、誠実、勤労）
特別活動（学級活動、児童会活動、学校行事）
日常活動（係活動等）

教 科（ 社会 ）
道 徳（ 尊敬 ）
特 別活 動（ 学 級活 動、 学校 行 事）
総 合的 な学 習 の時 間

教 科（ 国語 、 社会 、家 庭）
道 徳（ 向上 心 、個 性伸 長）
特 別活 動（ 学 級活 動、 学校 行 事）
総 合的 な学 習 の時 間

教 科（ 社会 、 理科 、国 語、 算 数）
総 合的 な学 習 の時 間
特 別活 動（ 学 級活 動）

教 科（ 社会 、国 語 、教 科全 般）
道 徳（ 向上 心、 個 性伸 長）
特 別活 動（ 学級 活 動、 学校 行事 ）
総 合的 な学 習の 時 間

教科 等 （授 業全 般で の 学習 指導 ）
特別 活 動（ 学級 活動 ）

第 ４ 学 年 特 別 活 動 （ 学 級 活 動 ） 指 導 案

「 命 の つ な が り 」１ ． 題 材 名
〔 〕学 級 活動 ( )： 希望 や 目 標 をも っ て 生き る 態 度 の形 成 ・ 望ま し い 人 間関 係 の 育成 ・ 心 身 とも に 健 康で 安 全 な 生活 態 度 の形 成2

２ ． 目 標
○ 様 々 な 人 々 と の か か わ り や 愛 情 の 中 で 自 分 の 命 が 育 ま れ て き た こ と を 知 り 、 命 を 大 事 に す る 気 持
ち を も つ 。

３ ． 本 題 材 に お け る キ ャ リ ア 教 育 の 視 点 （ 育 成 す る 進 路 発 達 に か か わ る 能 力 ）
【 ： 他 者 の よ さ や 個 性 を 認 め よ う と す る 気 持 ち を も ち 、 よ り よ い 人 間 関 係 作コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 】

り に 努 め よ う と す る 。
： 自 分 の 命 は 多 く の 人 々 の 愛 情 に 包 ま れ て 育 ま れ て き た こ と に 気 付 く 。【 自 己 理 解 力 】
： 命 に つ い て 主 体 的 に 考 え 、 自 他 の 命 を 大 事 に し よ う と す る 気 持 を 高 め る 。【 意 思 決 定 力 】

４ ． 展 開 案
○ 体 育 の 保 健 「 育 ち ゆ く わ た し （ 体 の 発 育 の 仕 方 ・ 大 人 の 体 へ の 変 化 ・ 心 の 変 化 ） の 学 習 に お い」

て 、 自 ら の 体 や 心 の 成 長 に 対 す る 関 心 や 理 解 を 高 め て お く 。事
○ 命 に 対 す る 関 心 を も た せ る 資 料 と し て 、 命 の 誕 生 に か か わ る 具 体 的 （ 新 生 児 の 出 生 の こ ろ の 様 子前
・ 受 精 卵 の 大 き さ 等 ） な 資 料 を 準 備 し て お く 。

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 ・ 工 夫 点 資 料 等
１ 新 生 児 の 誕 生 の こ ろ の 資 料 か ら 、 命 ・ 出 生 児 の 泣 き 声 や 足 形 、 写 真 な ど を 提 新 生 児 誕 生
に つ い て 関 心 を も ち 、 本 時 の 学 習 の 見 示 し 命 の 誕 生 に つ い て 関 心 を も た せ 、 の こ ろ の 写

通 し を も つ 。 本 時 は 命 に つ い て 考 え て い く こ と を 知 真 、 録 音 等課
ら せ る 。題

２ 「 命 」 か ら 連 想 す る こ と を 自 由 に 話 ・ 和 や か な 雰 囲 気 の 中 で 、 命 に つ い て の把
し 合 い な が ら 本 時 の 課 題 を と ら え る 思 い を 自 由 に 話 さ せ る が 、 何 よ り も 大握 、 。

事 な テ ー マ で あ る こ と を 話 し 、 真 剣 に
考 え て い く よ う 伝 え る 。

・ 自 分 の 命 が ど の よ う に 生 ま れ た か 見 つ
め さ せ る こ と で 課 題 設 定 に つ な げ る 。

３ 保 健 学 習 を 想 起 し 、 命 の 誕 生 に つ い ・ 精 子 ・ 卵 子 ・ 受 精 ・ へ そ の 尾 」 等 の 受 精 に 関 す「

て 確 か め る 。 言 葉 を 確 認 さ せ る 。 紙 に 示 し た 「 命 の る 図
大 き さ 」 の 資 料 を 提 示 し 、 出 生 の 神 秘
さ や 命 に 対 す る 尊 厳 な 思 い を 抱 か せ た 新 し い 命 の

（ ）い 。 大 き さ 紙
４ 自 分 の 命 の つ な が り を 考 え る 。 ・ 自 分 の 誕 生 ま で の 過 程 を 、 家 系 図 を 基

・ 自 分 ← 父 母 ← 祖 父 母 ← … ∞ に 考 え さ せ 、 一 人 で も 命 の バ ト ン が 途 家 系 図本 課
・ 命 の バ ト ン 」 絶 え た ら 今 の 自 分 が 無 い こ と に 気 付 か「

せ る 。題
・ 今 生 き て い る こ と の 喜 び を 改 め て 見 つ時
め 直 さ せ 「 命 の バ ト ン 」 の 意 義 を と追 、
ら え さ せ る 」。

５ 命 を 支 え る イ メ ー ジ マ ッ プ を 書 き 、 ・ 命 の バ ト ン 以 外 に 、 多 く の 人 の か か わ イ メ ー ジ マ究
命 を 支 え る 多 く の か か わ り に 気 付 く 。 り や 自 然 等 、 多 く の も の に 支 え ら れ て ッ プ シ ー ト

い る こ と に 気 付 か せ る 。
６ 自 分 の ラ イ フ ス テ ー ジ に つ い て 、 夢 ・ 命 に は 始 ま り と と も に 終 わ り が あ る こ 世 代 表
や 希 望 を 自 由 に 思 い 描 く 。 と も 確 認 さ せ 、 有 意 義 な 人 生 の た め に

は 「 人 生 設 計 図 （ ラ イ フ ス テ ー ジ ）」
を 描 く こ と が 大 切 で あ る こ と を 知 ら せ
る 。

・ 一 人 一 人 の 思 い （ 夢 や 希 望 、 憧 れ ） を
尊 重 し 、 自 由 に 考 え さ せ る ）。

ワ ー ク シ ー トま ７ 本 時 の 学 習 を 振 り 返 り 、 命 に つ い て ・ 家 族 へ の 感 謝 の 気 持 ち や 、 自 他 の 命 を

考 え た こ と を ま と め る 。 大 切 に し て 生 活 し よ う と す る 意 欲 を もと
８ 命 に つ い て の 教 師 の 話 を 聞 く 。 た せ る 。め

○ 授 業 の 様 子 や ワ ー ク シ ー ト へ の 子 ど も の 記 述 等 、 保 護 者 に も 知 ら せ る 。事
○ 朝 の 会 、 帰 り の 会 等 で 友 達 を 大 事 に し た 好 ま し い 言 動 を 紹 介 し て い く 。後

５ ． 本 題 材 に か か わ る 他 教 科 等 と の 関 連 の 視 点
【 体 育 】 → 保 健 「 育 ち ゆ く わ た し 」 で 、 生 命 誕 生 の 仕 組 み を 学 習 す る 。
【 道 徳 】 → 資 料 「 パ ン ダ の 命 を 救 え 」 を 基 に 、 生 命 の 尊 さ を 感 じ 取 り 大 切 な 生 命 を 守 ろ う と す る 気 持 ち

を も つ 。

命 は ど の よ う に つ な が っ て い る の だ ろ う か 。

実施時期 4月 行事名 第1学期始業式 学年 全学年

○進級の喜びを感じ、新学年での学校生活における期待と目標をもつ。活動目標

本活動におけるキャリア教育の視点

：新しい学年に進級した喜びを感じ、新しい生活に向けた期待を膨らませる。【将来設計力】

：新しい学年で頑張りたいことや挑戦したいことをもち、新学年の目標を立てること【課題解決力】

ができる。

：新しい生活への意欲を高め、自分なりの目標を主体的に表現することができる。【意思決定力】

指導上の留意点・工夫点

・新しい出会いにおいて、子どもたちを温かく迎え、新学年におけるやる気を高めるメッ

黒板に書いておく。事 前

・始業式は1年間のスタートとなる大事な行事であることを知らせ、校長先生がどんな話を

するか集中して聞くこと、新しい学年の目標をもてる式になるよう指示しておく。

・校長先生の話の内容を記録しておく。活動時

・子どもたちの話の聞き方や態度を観察しておく。

・式中で、どんな話が為されたか、自分はどのような感想をもったか話し合わせる。

・校長先生の話をもとに、新しいスタートにおける出会いの喜びや今後の学校生活への期事 後

待等について、担任の思いを伝える。

・始業式での新鮮な気持ちや今後の生活への目標を文や日記で表現する。

実施時期 4月 行事名 学年 １年・高学年入学式

○新入生の入学を互いに喜び合い、新しい学校生活における夢や希望をもつ。活動目標

○１年生を温かく迎える気持ちをもって、表現活動や係活動に積極的に取り組む。

本活動におけるキャリア教育の視点

：入学の喜びを感じ、新しく始まる学校生活への期待と夢を膨らませる （１年）【将来設計力】 。

、 、 。【 】役割認識力 ：高学年としての自覚をもち 挨拶や係の仕事 式中での表現活動に進んで取り組む

：新しい生活への意欲を高め、自分なりの目標を主体的に表現することができる。【意思決定力】

指導上の留意点・工夫点

、 （ 、 ） 。（ ）・入学式の意義を伝え 入学式で頑張ること 返事 話の聞き方等 を示しておく １年

・入学式を成功させるために自分がどんな役割があるか明らかにし、式に臨む目標を決め事 前

させておく。

・式中でのそれぞれの学年の子どもたちの様子（態度、合唱等）を観察しておく。活動時

・式中での子どもたちの頑張りの様子を具体的に評価する。

・新しい仲間との出会いのすばらしさを伝え、以後の学校生活への期待と目標をいだかせ事 後

る話をする。
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Ⅲ キャリア教育の視点を位置付けた

特別活動授業づくりの実際

これまで述べてきましたように、「キャリア教育の授業」とは全く新しい教育課程の取り組みでも
なければ、「キャリア教育」として特定の時間を設けて行うものでもありません。キャリア教育は、
既存の教育課程の枠の中で、それぞれのねらいの実現を図る過程に培いたい能力を位置付けていくこ
とによって推進されるものです。ですから、「キャリア教育の授業」とは、「各教科や領域等に進路
発達（キャリア発達）にかかわる諸能力を位置付けた授業」ということができます。
このキャリア教育の授業は、キャリア教育の視点を位置付けた教科等の指導案を作成することから
始まります。この章では、キャリア教育学習プログラムの枠組み及びキャリア教育全体計画を基に展
開される特別活動の授業づくりとして、進路発達の諸能力の育成を軸とした特別活動の指導計画例を
紹介します。

キャリア教育

学習プログラムの枠組み キャリア教育全体計画 キャリア教育全体構想表

キャリア教育の視点を位置付けた

学級活動(1)＆(2)の指導案
○ 学級活動(1)
「学級や学校の生活と充実と向上に

関すること」

○ 学級活動(2)
「日常の生活や学習への適応及び健

康に関すること」

キャリア教育の視点を位置付けた

学校行事等の指導計画案

○ 学校行事

○ 児童会活動

○ クラブ活動

○ 日常活動

キャリア教育の視点を

位置付けた特別活動の

年間題材一覧

◎ 学級活動

◎ 学校行事等

〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動授業づくりの実際〉

Ⅰ キャリア教育全体構想案

特別活動

Ⅱ 特別活動授業プラン
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キャリア教育全体構想案（１） 〔「キャリア教育学習プログラムの枠組み」の実際〕■

（花巻市立湯口小学校版）

Ⅲ－ １ キャリア教育全体構想案の立案

小 学 校

低学年 中学年 高学年

生き方や進路の現実的な探索と暫定的 進路の現実的な探索と将来設計の社会

な選択の時期 的移行に向けた準備の時期

○自分や他者への積極的な関心の形成と豊かな人間関係の構築 ○肯定的な自己理解と自己有用感の獲得 ○自己理解の深化と自己受容

進路発達課題 ○身の回りの仕事や働くことに対する関心と意欲の向上 ○興味や関心等に基づく勤労観・職業観の形成 ○選択基準としての勤労観・職業観の確立

○将来の夢や希望、憧れ等のイメージ設計 ○進路計画の立案と暫定的な選択 ○将来設計の立案と社会的移行の準備（ ）望ましい進路発達を図るために達成すべき発達課題

○目標に向かって主体的に努力する態度形成 ○生き方や進路に関する現実的な探索 ○進路の現実吟味と試行的参加

進路発達にかかわる諸能力

能力領域 具体能力

・基本的な挨拶や返事がしっ ・相手の意見をよく聞き、協力し ・他者のよさに気付き、進ん ・人間関係の大切さを理解し、コミュニケ ・他者の価値観や個性を認め、場に応じた【 】コミュニケーション力

。 。 。【 】人間関係を構築する力 他者の個性や考え方を認 かりできる。 て物事に取り組むことができる で人間関係を築こうとする ーションスキルの基礎を習得する。 コミュニケーションを図ることができる

め、適切な人間関係を築 ・友達と仲良く遊んだり、活 ・自分の考えや意見をもち、表 ・相手の気持ちを考えながら、 ・リーダー、フォロアーの立場を理解し、 ・リーダー、フォロアーシップを発揮し、

こうとする力 動したりすることができる 現できる。 集団活動に意欲的に取り組む 目的の実現に向けて協力して活動できる 自他の能力とチームワークを高める。自他の理解や望まし 。 。 。

・自分の好きなことや得意な ・自分の良さや個性について考 ・自分の長所に気付き、自分 ・自己の良さや個性について、理解を深め ・自己の職業的な能力・適性を理解し、そい人間関係の構築に 【自己理解力】

自己のよさや個性を知り、 ことを表現できる。 え、自分自身についての関心 らしさを発揮しようとする る。 れらを人生設計や職業生活に生かそうとかかわる能力領域 。

自らの生き方を大切にし をもつ。 ・自分自身の生き方に関心を ・自分を大事にしようとする心をもつ。 する。

。ようとする心と態度 もつ。 ・自らの人格や人生を大切にしようとする

・当番や係の大切さを知り、 ・学校生活を支える人々の役割 ・社会生活には様々な役割があ ・よりよい集団活動のための役割分担や、 ・場に応じて自己の果たすべき役割を自覚【役割認識力】

、 。 、 。【勤労や職業に対する 集団生活における様々な役 自分の責任を果たすことが を知り、自らも進んで責任を ることや その大切さを知る その方法等がわかる。 し 積極的に役割を果たすことができる

割を理解したり、自己の責 できる。 果たそうとする。 ・自己の役割を知り、進んで ・様々な職業の社会的役割や意義を理解し ・ライフステージに応じた個人的・社会的意欲・理解】 、

任を果たしたりする力 責任を果たそうとする。 自己の生き方を考えることができる。 役割や責任を理解する。

・当番や係などの仕事をやり ・働くことの楽しさを知り、進 ・生活を支える職業の役割や働 ・勤労の意義や働く人々の様々な思いを知る。 ・多様な職業観・勤労観を理解し、勤労や仕事や働くことへの 【職業理解力】

働くことの喜びや価値に気 とげることの喜びに気付く んで係や当番に取り組む。 くことの大切さ 苦労を知る ・職業についての特色や必要な資質等の理 職業対する理解と認識を深める。価値の理解や意欲に 。 、 。

付いたり、様々な職業につ ・家族の仕事や、身の回りの ・いろいろな職業があることを知り、 ・関心のある職業について、 解を深め、自らの生き方や進路選択につ ・職業生活における権利や義務、就業方法かかわる能力領域

いて理解したりする力 職業に関心をもつ。 職業についての興味・関心を高める 興味を広げ理解を深める。 いて考えることができる。 等についての理解を深める。。

・学校や社会生活おいて、好 ・夢や希望を膨らませながら、 ・憧れとする職業をもち、学 ・将来の夢や職業を思い描き、職業や仕事 ・自己を生かせる生き方や進路について、【将来設計力】

きなものを見つけたり、興 自らの将来について考えるこ 習することや将来のことを への関心・意欲を高める。 現実的に考えることができる。【 】人生設計へのイメージ形成 夢や希望をもって将来の生き方や生活

味や関心を広げたりするこ とができる。 考える大切さに気付く。 ・将来の進路希望に基づき、当面の目標を ・職業についての総合的・現実的な理解に基づを考え、将来の人生や職業生活におけ

とできる。 立て、その達成に向けて努力する。 き、進路計画を立てその実現に努力する。将来の夢や希望、憧 る夢や憧れを主体的に描こうとする力

・要点をとらえた話の聞き方 ・図書を活用したり、インタビ ・多様な資料収集の方法を身 ・生き方や進路に関する情報を、様々なメ ・卒業後の進路や職業・産業の動向についれ等の人生設計にか 【情報活用力】

情報を適切に判断したり、 ができる。 ュー活動をしたりしながら、 に付け、必要な情報を的確 ディアを通して、調査・収集・整理し活 て、多面的・多角的に情報を集め検討すかわる能力領域

選択したりしながら情報 必要な情報を得ることができ に得ることができる。 用することができる。 ることができる。

をよりよく活用できる力 る。

・基本的な生活習慣を身に付け、身 ・自らの生活の向上をめざして ・自らの生活の向上や将来の ・自ら課題を見出すことの大切さを理解し、よ ・将来設計、進路希望の実現をめざして課題【課題解決力】

自らの目標に向かい主体 の回りのことは自分で解決できる 目標を立て、その実現に向け 夢の実現を願い、目標とそ りよい生活や生き方をめざすことができる。 を設定し、その解決に主体的に取り組む。【 】課題解決の能力・態度 。

的に努力したり、適切に ・きまりを守り、やるべきことを て努力することができる。 の実現方法を考え、主体的 ・課題に積極的に取り組み、主体的に解決 ・自己を生かし役割を果たすための課題と

課題解決したりする力 着実にやり遂げることができる に努力することができる。 しようとする。 解決策を考え、実行できる。目標に向かって努力 。

・基本的な応答の仕方を身に ・自分と友達の考えを比べなが ・話合い等の場に進んでかか ・多様な意見や考えを認め、比較したり検 ・多様な意見や考えを客観的に判断し、自する態度の形成にか 【意思決定力】

主体的に自らの意思を決 付け、自分の意思を表現す ら聞くことができる。 わり、他者の意見を取り入 討したりしながら、自己の意思を高め、 己の意思を構築できる。かわる能力領域

定したり、進んで自己の ることができる。 ・分かりやすく自分の考えを表 れながら自己の意思を高め 表現できる。 ・場に応じながら、自己の思いや意見を適

考えを表現したりする力 現することができる。 ることができる。 切に表現することができる。

高 等 学 校中 学 校

進 路 発 達 を 促 す た め に 育 成 す る 具 体 的 能 力 ・ 態 度

進路の探索や選択にかかわる諸能力等の基盤形成の時期進路発達の段階

〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動授業づくりの実際〉
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〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動授業づくりの実際〉

キャリア教育全体構想案（２） 〔「キャリア教育全体計画」の実際〕■

（花巻市立湯口小学校版）

学級・学年経営の充実 基本的生活習慣の確立
キャリア教育についての教
職員の共通理解

ＰＴＡ及び地域の諸施設、
諸機関との連携

地域の諸行事、人材、環境
等を生かした題材開発

湯口中学校との協力、連携

キ ャ リ ア 教 育 推 進 の た め の 基 盤

めざす子ども像

〈心のあたたかい子ども〉

・相手の気持ちを考え、思いやりのある子ども

・価値あるものに感動できる子ども

・礼儀正しい挨拶ができる子ども

・よく考え、正しく判断できる子ども

〈進んで学ぶ子ども〉

・基礎・基本を身に付け、学び方がわかる子ども

・課題を見つけ、進んで学ぶ子ども

・自分の考えをもち、表現する子ども

・筋道を立てて深く考える子ども

〈体をきたえる子ども〉

・進んで運動を楽しむ子ども

・健康・安全に気をつける子ども

・目当てを決め、体力づくりに励む子ども

・規則正しい生活ができる子ども

〈根気強い子ども〉

・ねばり強く仕事をやりぬく子ども

・力を合わせて活動する子ども

・くじけず、たくましく生きる子ども

・他人に尽くす喜びを感じる子ども

教育関係法令等

　　日本国憲法　　 教育基本法　　 学校教育法

小学校学習指導要領　　岩手県学校教育指導指針

自分や周りの人たちへの関心を高め、豊かな人間

関係を築く力を育てる

人間関係構築：コミュニケーション能力・自己理解力

身の回りの仕事や働くことに対する関心と意欲の

向上を図る

勤労や職業に対する意欲・理解：役割認識力・職業理解力

 

将来への夢や希望を醸成し、自らの豊かな人生設

計へイメージを形成させる
人生設計へのイメージ形成：将来設計力・情報活用力

目標に向かって主体的に努力する態度や諸課題を

解決する力を育てる
課題解決の能力・態度：課題解決力・意思決定力

児童の実態
・おだやかで素直である。

・明るく、誰にでも挨拶ができる。

・知的好奇心が豊かであり学習意欲に富む。

・粘り強さに欠ける。

・相手の立場を考えた言動に欠ける。

家庭・地域の実態
・教育への関心が高く教育振興運動が盛んである。

・学校に対する支援体制ができている。

・諸行事や授業における協力も積極的である。

・自然環境、文化遺産、伝統行事等の自然環境、社

　会環境が豊かである。

低 学 年 指 導 目 標 中 学 年 指 導 目 標 高 学 年 指 導 目 標

○基本的な生活の仕方を身に付け、友

　達と仲良く活動できる。

○自分らしさを生かし、自己の責任を進

　んで果たすことができる。

○自分や友達のよさに付き、協力して物

　事に取り組むことができる。

○身の回りの職業や仕事に関心をもつと

　ともに、自らの仕事に積極的にかかわ

　ることができる。

○将来の夢や希望を膨らませる。

○課題に向かい、主体的に努力すること

　できる。

○様々な職業についての理解を深め、働

　くことの大切さや意義に気付く。

○自らの将来の在り方考える大切さに気

　付き、職業や生き方に対する憧れを膨
　らませる。

○目標実現のための方法を考え、主体的

　に努力することができる。

○当番や係、身の回りの様々な仕事の

　大切さに気付き、自らの役割をやり

　遂げることができる。

○将来の夢や希望をもつ。

○基本的な学習の仕方を身に付け、意

　欲的に学習に臨むことができる。

キャリア教育指導目標

キャリア教育の目的

○児童一人一人の自己実現を図り、自らの人生を主体

  的に生きるための価値観や能力・態度を育成する。

○

望

ま

し

い

進

路

発

達

を

促

す

勤

労

観

・

職

業

観

 

の

育

成

○

自

ら

の

生

き

方

や

進

路

を

主

体

的

に

選

択

で

き

 

る

能

力

・

態

度

の

育

成

小 学 校 学 習 指 導 要 領

〔総則〕

「児童に生きる力をはぐくむことをめざし、

自ら学び自ら考える力の育成を図るととも

に、基礎的・基本的な内容の確実な定着を図

り、個性を生かす教育の充実に努めなければ

ならない」

〔総則  第３〕

「学び方やものの考え方を身に付け、問題の

解決や探求活動に主体的、創造的に取り組む

態度を育て、自己の生き方を考えることがで

きるようにすること」

〔総則  第５〕

「各教科等の指導に当たっては、児童が学習

課題を選択したり、自らの将来について考え

たりする機会を設けるなど工夫すること」

〔第４章　特別活動〕

「児童が自ら現在及び将来の生き方を考える

ことができるように工夫すること」

将来を見つめ自らの生き方を考える力を育てる

花巻市立湯口小学校キャリア教育全体計画

学 校 教 育 目 標
◎　気力と集中力で自ら鍛え、自ら学び、自らをつ
　くる子どもの育成
　◇心のあたたかい子ども　◇進んで学ぶ子ども
　◇　体をきたえる子ども　◇根気強い子ども

学校教育全体を通じたキャリア教育の推進

学級活動 学校行事 児童会・クラブ

○基本的な生活

　習慣の形成
○希望や目標を

　もって生きる
　態度の形成

○望ましい人間

　関係の育成
○生活上の諸問
　題の実践的解

　決

○生活を支える
　役割の理解と

　責任の遂行
○主体的な話し

　合いやコミュ

　ニケーション
　活動

○目標の実現

　に向けた努
　力の蓄積と

　充実感
○集団活動を

　支える役割

　理解
○勤労や生産
　活動の尊さ

　や喜びの感

　得
○集団行動に

　おける望ま
　しい態度形

　成

○集団活動を

　支える組織
　や役割の理

  解
○役割や責任

  を果たす意

  義と充実感
○異年齢間の
  交流

○自己の興味

　や関心の追
　究

教 科 ・ 領 域 ・日常活動等 に お け る キ ャ リ ア 教 育 の 指 導 内 容

○基礎・基本の定着

○問題解決的な学び方の
　習得

○各教科における「生き
 る力」の育成

○主体的なコミュニケー

  ション活動
○生活場面からの教材化
○学習事項の生活場面や

  将来の生き方への適用

○生活を支える身の回り
  の人々の仕事や役割

○人生に対する考え方や
  生き方

日常生活における
諸活動

○基本的な生活習慣

  や善悪の判断、社
  会生活上のルール

○自主性、協力し合
  い助け合う態度

○生活を支える人々

  の役割の理解と感
  謝
○働くことの意義の

  理解と責任感

○目標に向かい主体
　的に努力する態度

　や希望をもって生
　きる心

○自ら学び、考え、

　主体的に判断し、
　問題を解決する資

　質や能力
○主体的、創造的な

　探求活動

○自己のよりよい生
　き方を考える場
○自然体験、社会体

　験、観察・実験、

　見学等の体験的学
　習、問題解決的学

　習

○日直、清掃活動、

  給食時の当番活動
  等における役割の

  理解と責任の遂行
○休み時間における

  集団遊び等での人

  間関係構築
○栽培活動、飼育活
  動

各 教 科 道　徳
特 別 活 動

総合的な学習の時間
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〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動授業づくりの実際〉

キャリア教育全体構想案（３） 〔「キャリア教育全体構想表」の実際〕■

（花巻市立湯口小学校版）

低学年 中学年 高学年

段階 進路の探索や選択にかかわる諸能力等の基盤形成の時期

○自分や他者への積極的な関心の形成と豊かな人間関係の構築 ○将来の夢や希望、憧れ等のイメージ設計進路発達

課 題 ○身の回りの仕事や働くことに対する関心と意欲の向上 ○目標に向かって主体的に努力する態度形成

進路発達を促すために育成する能力・態度と主な指導の場

・基本的な挨拶や返事や返事がしっかりでき ・相手の意見をよく聞き、協力して物事に取り組 ・他者のよさに気付き、進んで人間関係を築

る。 むことができる。 こうとする。

人 ・友達と仲良く遊んだり、活動したりするこ ・自分の考えや意見をもち、表現できる。 ・相手の気持ちを考えながら、集団活動に意欲的

間 とができる。 に取り組む。

関

係

を

構

築 ・自分の好きなことや得意なことを表現でき ・自分の良さや個性について考え、自分自身 ・自分の長所に気付き、自分らしさを発揮し

す る。 についての関心をもつ。 ようとする。

る ・自分自身の生き方に関心をもつ。

力

勤 ・当番や係の大切さを知り、自分の責任を果 ・生活を支える人々の役割を知り、自らも進 ・社会生活には様々な役割があることや、その大

労 たすことができる。 んで責任を果たそうとする。 切さを知る。

や ・自己の役割を知り、進んで責任を果たそう

職 とする。

業

に

対

す

る ・当番や係などの仕事をやりとげることの喜 ・働くことの楽しさを知り、進んで係や当番 ・生活を支える職業の役割や働くことの大切さ、

意 びに気付く。 に取り組む。 苦労を知る。

欲 ・家族の仕事や、身の回りの職業に関心をも ・いろいろな職業があることを知り、職業についての興 ・関心のある職業について、興味を広げ理解

・ つ。 味・関心を高める。 を深める。

理

解

・学校や社会生活おいて、好きなものを見つ ・夢や希望を膨らませながら、自らの将来に ・憧れとする職業をもち、学習することや将

人 けたり、興味や関心を広げたりすることで ついて考えることができる。 来のことを考える大切さに気付く。

生 きる。

設

計

へ

の

イ

メ ・要点をとらえた話の聞き方ができる。 ・図書を活用したり、インタビュー活動をし ・多様な資料収集の方法を身に付け、必要な

たりしながら、必要な情報を得ることがで 情報を的確に得ることができる。

ー

ジ きる。

形

成

・基本的な生活習慣を身に付け、身の回りのことは自分 ・自らの生活の向上をめざして目標を立て、 ・自らの生活の向上や将来の夢の実現を願

で解決できる。 その実現に向けて努力することができる。 い、目標とその実現方法を考え、主体的に

・きまりを守り、やるべきことを着実にやり遂げる 努力することができる。

課 ことができる。

題

解

決

の

能 ・基本的な応答の仕方を身に付け、自分の意 ・自分と比べながら、友達の考えを聞くこと ・話合い等の場に進んでかかわり、他者の意

力 思を表現することができる。 ができる。 見を取り入れながら自己の意思を高めるこ

・ ・分かりやすく自分の考えを表現することが とができる。

態 できる。

度

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

自
己
理
解
力

役
割
認
識
力

職
業
理
解
力

将
来
設
計
力

情
報
活
用
力

課
題
解
決
力

意
思
決
定
力

教科等（生活、授業全般での学習指導）
道徳（礼儀、友情、助け合い）
特別活動（学級活動、学校行事）
日常活動（朝の会、帰りの会、休み時間等）

教科（生活科、図工、音楽、体育、国語）
特別活動（学級活動、学校行事）
日常活動（朝の会等）

道徳（勤勉、誠実、尊敬・感謝）
特別活動（学級活動）
日常活動（清掃、給食、係活動）

教科（生活科）
道徳（家族愛、勤勉、誠実）
特別活動（学級活動、学校行事）
日常活動（清掃、給食、係活動）

教科（生活、音楽、図工、体育）
特別活動（学級活動）

教科（国語、授業全般での学習指導）
特別活動（学級活動）
日常活動（朝の会、帰りの会等）

教科（生活科）
道徳（自立、勤勉、誠実、規則の尊重）
特別活動（学級活動）
日常活動（清掃、給食、係活動）

教科等（授業全般での学習指導）
道徳（礼儀）
特別活動（学級活動）
日常活動（朝の会、帰りの会等）

教科等（国語、教科全般での学習指導）
特別活動（学級活動）
日常活動（朝の会、帰りの会等）

教科（国語、音楽、図工）
総合的な学習の時間
特別活動（学級活動）

教科（社会科）
総合的な学習の時間
道徳（尊敬、勤労、誠実、勤勉）
特別活動（学級活動、学校行事）
日常活動（清掃、給食、係活動等）

教科（社会）
道徳（勤労、誠実、勤勉）
特別活動（学級活動、学校行事）
日常活動（清掃、給食、係活動等）

教科（図工）
特別活動（学級活動）

教科（理科、社会、国語）
総合的な学習の時間
特別活動（学級活動）

教科（社会、体育、教科全般）
道徳（勤勉・努力、誠実）
特別活動（学級活動、学校行事）
総合的な学習の時間

教科等（国語、授業全般での学習指導）
特別活動（学級活動、学校行事）
日常活動（朝の会、帰りの会）

道徳（友情・信頼、尊敬・感謝）
特別活動（学級活動、児童会活動、学校行事）
日常活動（係活動等）

教科（国語、社会、家庭、音楽、図工）
総合的な学習の時間
道徳（向上心、個性伸長）
特別活動（学級活動）

教科（社会、家庭）
道徳（勤勉、誠実、勤労）
特別活動（学級活動、児童会活動、学校行事）
日常活動（係活動等）

教科（社会）
道徳（尊敬）
特別活動（学級活動、学校行事）
総合的な学習の時間

教科（国語、社会、家庭）
道徳（向上心、個性伸長）
特別活動（学級活動、学校行事）
総合的な学習の時間

教科（社会、理科、国語、算数）
総合的な学習の時間
特別活動（学級活動）

教科（社会、国語、教科全般）
道徳（向上心、個性伸長）
特別活動（学級活動、学校行事）
総合的な学習の時間

教科等（授業全般での学習指導）
特別活動（学級活動）
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Ｐ☆ 題 材 名 等 キャリア教育の視点と指導のポイント学年

◇ 保護者の協力を得ながら、人によって個性が

異なることや、自分自身のよさに気付かせ、自 30
教えて！

２年

己理解、他者理解を深めさせます。
あなたのこと、友達のこと

◇ 自分たちの学校生活を支えるために多くの人

先生方の仕事調べに挑戦 人の働きがあることに気付かせるとともに、学 33３年

校生活に対する一層の意欲を高めます

◇ 体育（保健）の学習を基に、命の尊さに気付

かせ、自分の人生を大切にしようとする気持ち 36命のつながり ４年

や将来の夢や希望を育みます。

◇ 社会科の「米作り」の学習を発展させ、身の学級活動
回りの職業の種類やそれぞれの仕事の役割を考 38

どんな仕事があるかな？
５年

えさせ、働くことへの興味・関心を高めます。
『ご飯＆Ｗカップ編』

◇ 自分の憧れの職業について考えさせながら、

日々の生活や学習の大切さに気付かせ、学校生 40お気に入りの仕事調べ ５年

活への意欲を高めます。

◇ 「フリーター問題」を取り上げながら、日々

の生活態度を振り返らせ、将来の職業生活への 42「フリーター」って何？ ６年

関心を高めます。

◇ 中学校と連携した指導を行い、新しい生活へ

の希望や目標をもって生きる態度の形成を図り 45もうすぐ中学生 ６年

ます。

◇ 学校のシンボル像「二宮金次郎」の教えを基

に、自分たちのそうじについて見つめさせ、働 48そうじの仕方を見直そう ４年

くことの意義を考えさせます。

「 」 、◇ 係活動マニフェスト づくりに取り組ませ

新しい活動を企画したり、協力して仕事に取り 50係活動を見直そう ５年

組んだりする力や態度を育てます。

◇ 学校行事「運動会」を通し、目標をもって努学校行事
力したり、自己の役割を責任をもって果たした 52「大運動会」 全校

りする態度、場に応じた挨拶やルールを守った

集団行動の仕方などを指導します。

◇ 目標をもって生活しようとする態度、挨拶な日常的な活動 １年
どの基本的な生活習慣を指導します。また、日 55

日直当番の仕事
＆

直の活動で、仕事に対する責任感を育てます。
「朝の会・帰りの会」

６年
◇ ６年生は、集団をまとめたり、活動を企画し

たりする力を育てます。下学年は、約束を守っ 57「たてわり班自由遊び」 全校

て、楽しく集団活動できる態度を育てます。

Ⅲ－２ キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の授業実践

ここでは、特別活動の中で展開するキャリア教育の実際の授業について紹介します。前の章で、キャリア教育の全体

構想の立案として、「学習プログラムの枠組み」「全体計画」「全体構想表」の実例を示しましたが、その全体構想を

基に展開した特別活動の実際の授業場面として、「学級活動」「学校行事」「日常的な活動」の指導例を掲載していま

す。その他の題材や児童会活動、クラブ活動等の指導例は、別冊のキャリア教育の視点を位置付けた特別活動の指導計

画集「『生き方』を学ぶキャリア教育の展開 Ⅱ」をご参照下さい。

 

〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の授業実践〉
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キャリア教育の視点を位置付けた学級活動の授業実践 ①■

◇ 保護者の協力を得ながら、自己理解や他者理解を深めさせた授業
～ 第２学年 「教えて！あなたのこと、友達のこと」 ～

指導のポイントと工夫□「教えて！あなたのこと・友達のこと」１．題材名
〔２年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成・望ましい人間関係の育成〕

２．目 標

◎ 自分の好きなことやよさを考えたり、友達のよいところを見つけたりする活動をとおし、自他の
存在を大切にしようとする気持ちをもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○自分の好きなことや得意なこと、将来の夢等を考えさせ、自分自身を見つめさせるとともに、将
来の生き方への関心を膨らませる。

○「よいところ見つけ」の活動を取り入れ、他者の目から自分自身のよさに気付かせるとともに、
自他の存在を大切にしようとする気持ちや態度を育む。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：仲間作りゲームや友達のよさ見つけなどの活動に取り組み、他者との 温】

かな関係を築くことができる。
【自己理解力 ：自分自身の好きなことや得意なこと、将来の夢を進んで表現できる。また、他者か】

らの「よいところメッセージ」から、自分のよさに気付く。
【将来設計力 ：自分を大切にしようとする気持ちをもち、将来の夢やこれからの生き方への関心を】

膨らませることができる。

４．展開案
○事前に保護者に授業内容を知らせ、子どもたちのよさを手紙に書いていただくよう、依頼してお事
く。前

○担任からも、一人一人の子の「よいところメッセージ」を書いて準備しておく。
学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 簡単な「仲間作りゲーム」を行い、
学習の雰囲気作りをする。 ・他者とのかかわりが深められる活動を課
・ アドジャン ・ リズム手合わせ 取り入れ、協力し合いながら活動して題 「 」 「 」

・ ほめあいゲーム」 ・ 肩もみ」 いるペアを紹介する。友達のよさに目把 「 「

を向ける布石の活動とする。握
コミュニケーション】２ 教師の自己紹介クイズを解きながら 教 師 の 自 己 紹 →【

介クイズ本時の活動内容を知る。
・カードの項目に沿って自由に記述させ（ＰＣ）

ることで、自分自身について見つめさ
せたり、考えさえたりする場とする。

コミュ ニケーショ ン・自己 理解・将 来設計】３ 「しょうかいカード①」を書き、隣 し ょ う か い カ →【

ード①り同士見せ合い、他己紹介形式で発表
、し合う。 ・他者のよさに気付くことの価値を話し

活動の意義付けをする。周りの人から
４ 「しょうかいカード②」の内容（自 肯定的な評価を受けることの気持ちよ
分のよさ と記入のための活動方法 よ さを十分に感得させたい。） （

自己 理解・将来 設計】本 いところ見つけ）を知る。 →【

課
５ よいところ見つけ の活動を行う ・活動の様子を把握し、カードが書けな題 「 」 。 し ょ う か い カ

①隣り同士で、メッセージカードを書 い子には、助言を与える。追 ード②

コミ ュニケーシ ョン】時 究 き、交換し合う。 →【

②班の中で交換し合う。
教 師 と 家 の 人

、６ 教師や家の人が書いた「メッセージ ・メッセージカードはじっくりと読ませか ら の メ ッ セ

カード」を読む。 自己肯定感をもたせる場にする。ージカード

自己 理解・将来 設計】→【

「 」 。７ しょうかいカード② を記入する
・誰にもよさがあり、互いを大事にし合

８ 本時の活動を振り返り 感想を書く うことの大切さを伝える。ま 、 。 ワ ー ク シ ー

コミュ ニケーショ ン・自己 理解・将 来設計】と ９ 今後の学校生活に期待する担任の話 ト →【

を聞く。 担任の話め
○感想を記述したワークシートに教師からのコメントを記し、これからの生活でも自分や友達を大
事にした学校生活を送るよう励ます。事

○授業の様子を学級通信で伝え、家庭でもこれからの生活や将来の夢等の話題を提供していく。後
○「よいところ見つけ」の活動を帰りの会でも継続し、互いのよさを大事にしようとする態度を継
続して指導する。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「ひろったビスケット」で、友達を大切にしようとする心情をもつ。

おしえてみんなのこと！

～ 「しょうかいカード」を作ろう！～

〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の授業実践〉

◇本実践のポイント
Point1保護者に手紙等の協力をしていただきながら、自分自身のよさや周囲の愛情に気付かせます。

Point2好きなことや将来の夢を考えさせ、自分自身を見つめさせ、自己理解を深めさせます。

Point3人によって個性が異なること、みんなが大切な存在であることに気付かせます。

①保護者の協力
事前に授業のねらいを
説明し 「我が子」のよ、
さを手紙に書いていただ
きます。この手紙で、自
分自身のよさや自分を取
り囲む家族の愛情に気付
かせます。授業後も、家
庭でこれからの生活や将
来の夢について語り合う
場を設けます。

②自己理解を深める指導
自分のことをみんなに
伝える「しょうかいカー
」 、ド 作りの活動をとおし
自分の好きなことや将来
の夢を考えさせ、自分自
身を見つめさせます。
また、保護者、担任の
先生、友達からの「よい
ところメッセージカー
ド」を読み、自分自身の
よさに気付かせ、自分を
大事にしようと思う気持
ちを育てます。

③個性の違いや他者理解を

深める指導

「 」しょうかいカード

を比べさせ、好きなこ

とや得意なこと、将来

の夢は人によって異な

。ることに気付かせます

また、友達のよさを

メッセージで伝える よ「

いところ見つけ」の活

動を行い、他者理解を

深めるとともに、誰に

もよいところがあるこ

とに気付かせます。
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授業の実際

事前の授業準備
○保護者への協力の依頼

授業の趣旨と保護者に協力していただきたいことをお便

りで各家庭に伝えました。書いていただいたお手紙は、ど

れも子どもたちへの保護者の愛情にあふれたものでした。

○担任からのカードの作成
担任からも、子どもたち一人一人のよさを具体的に書い

た「よいところ発見カード」を準備しました。保護者のお

手紙、担任からのカード、そして友達同士の「よいところ

見つけ」で、子どもたちに自分自身のよさに目を向けさせ

ていきます。
課題把握の段階

(1)「仲間作りゲーム」

自分自身を見つめて自己開示したり、互いのよさを発見

し合ったりする活動を行うためには、教室が温かく、受容的な雰囲気に包まれていることが大切です。そこ

で、授業の導入でエンカウンターの手法を取り入れた、仲間作りゲームを行いました。隣の友達と手をつな
いだり、肩をもみ合ったりする活動を行い、和やかな雰囲気を作ることができました。

先生の自己紹介(2)
授業の方向性をとらえさせること、互いの自己紹介への活動意欲をもたせる

ことを目的として 「先生の自己紹介」を行いました。プレゼンソフトを用い、、

クイズ形式を取り入れることで、子どもたちは、興味をもちながら「先生の自
己紹介」を聞きました。そして、この活動を基に、クラスのみんながお互いの

ことをもっと知り合い、仲良くなるために自己紹介を行うという本時の活動の

方向性をとらえることができました。

課題追究の段階
(1)「しょうかいカード①」を書く

「しょうかいカード①」は、自分の好きなことや得意なこと、将来の夢など

を書くシートです。項目のどこの欄から書いてもよいことにしましたし、なか

。「 」 、なか思いつかないことは後で書いてもよいことにしました 将来の夢 の欄は

恥ずかしさもあって記入が進まない子もいましたが、教師が机間巡視して「す
てきな夢だね 「先生も、その仕事なりたかったよ」などの声がけをしていくこ」

とで、自由に、そして楽しげにシートを書くようになりました。

でき上がったシートは、最初、隣同士で発表し合いました。その後、全体の場で、互いの友達のことを紹

介し合いました。この活動で 「好きなことや得意なことは人によって違うこと」を押さえることができまし、

た。
(2)「しょうかいカード②」の内容を知る

「しょうかいカード②」は、シートの後半にあったシークレット（ キラ「

リ！ぼくの・わたしの… ）のところです。この項目は、自分のよさについ」

て書くところであることを知らせると 「えええ～っ、わかんないよ！ 「ぼ、 」

くには、いいところなんてないもん！」…等の声が聞こえました。それらの
声を受け止め、自分のよさは自分ではなかなか気付きにくいことから、自分

の周りの人（自分の家族、先生、友達）から聞いてみるという活動を行うこ

とにしました。

(3)お家の人からのお手紙・先生からのメッセージカードを読む

「自己紹介シート」の項目は、「好きな遊び、好きな食べ物、好きな勉強、とく

いなこと、できるようになりたいこと、しょうらいのゆめ、そして自分のよいと

ころ」です。自分のよさの所は、はじめは空欄（シークレット）にしておきまし

た。

平成18年９月13日（水）
２年生の保護者の皆様へ

２学年担任

学級活動「教えて！あなたのこと・友達のこと」にかかわるお願い

初秋の風がさわやかに渡る季節となりました。日頃より本校の教育活動に際しまして、
たくさんのご協力とご支援を賜り、心より感謝申し上げます。
さてこの度、学級活動の授業で 「すごいな見つけをしよう」という活動を行うことに、
なりました。自分や友達の得意なことやよいところをお互いに見つけ合い、自他を大事に
し合う気持ちをもったり、よりよい人間関係を築いたりすることをめざした授業です。
つきましては、ご家庭の方々からもお子さんのよいところを挙げていただきたく、下記
のとおりお願い申し上げます。
お忙しいところ、大変お手数をおかけいたしますが、何卒ご協力のほど、よろしくお願
いいたします。

記
① お願いいただきたいこと
・お家の方々からご覧になって、お子さんのよいところ（ここがいいところだ
なあ、すごいところだなあ…と感じられているところ）をお書き願います。

② ご記入の要領
・別紙の用紙に、できるだけ具体的にお書き下さい。お子さんのやさしさで、
何かお手伝いしてもらったときのお家の方々のうれしい気持ちや、エピソー
ドなども添えられるといいです。
・お子さん自身が読みますので、２年生の子が読みやすいよう、平易な表現で
お願いします。
・お家の方のどなたがお書きになっても、みなさんでお書きになっても、どち
らでも結構です。
・お手持ちの封筒に用紙を入れ、子どもたちに内緒でご提出下さい。

③ ご提出をお願いする日
・大変恐縮ですが、９月19日（火）までに担任までご提出をお願いします。
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お家の人が書いた手紙や先生からのメッセージを読む子どもたちの表情は、とても真剣で、そしてうれし

そうでした。一つ一つの言葉を何度も繰り返して読み、書かれてあることを楽しそうに友達に教える子の姿

も見られました。

(4)友達のよいところ見つけ

、 。 、右のようなカードを用い 友達のよさを見つける活動を行いました 始めに

隣同士、次に班の友達みんなに書くという順番で行いました。子どもたちが書

いたカードには 「いつもおそうじをちゃんとやってすごいね 「やさしいきも、 」

ちがすごいです 「べんきょうのときの、なんでも思いつく力がすご」

いです」など、子どもなりに見つけた友達のよさが書かれてありま

した。

(5)自分のよさを書く

お家の方からのお手紙、先生からのメッセージカード、そして友

達からの「よいところ発見カード」という３つの材料から、改めて

「自分のよさ」を見つめ 「しょうかいカード②」に記入しました。、

「自分にはよいところ何て、無い！」と言っていた子どもも、お母

さんからの「いつも弟の面倒を見てあげて、偉いね。やさしいね 」。

という手紙を読み、自分のよさとしてそのことをシートに書いていました。

まとめの段階

○学んだことを確認する

本時の活動をとおして感じたことやわかったことを発表させ

ながら 「今日の学習で学んだこと」として、次の３つのこと、

を押さえました。

① すきなことやとくいなことは、人によってちがうこと

② みんなひとりひとりよいところがあること

③ みんなは、お家の人や先生、ともだちから大事に思われて

いること（愛されていること）

これからも自分も友達も、どちらも大切にして頑張っていく

ことを確認して、本時の学習を終えました。

授業実践を終えて

キャリア教育の目的である「自らの豊かな将来を切り拓く力の育成」の基盤となるものは、自分のことをよ

く知り、そして自分を大事に思う気持ちをもつことです。そのためには、自分自身のことを見つめ考える場を

設けることや、自分自身の存在の尊さに気付かせる活動が大切になります。本時では 「じこしょうかいカード、

作り」を行うことで、子どもたちは様々な具体的な観点から、自分自身の好きなことや「特性」について考え

ることができました また 将来のことを考える楽しさや夢を描くことの楽しさも味わうことができました 自。 、 。「

分を大事に思う気持ち」を育てるために行った 「お家の人からの手紙」や「先生のメッセージカード」は、と、

ても有効でした 「自分には、いいところなんて無い！」と言っていた子も、お手紙を読む表情は、とてもうれ。

。 、 、 。しそうでした 毎日 一緒に生活している家族でも 普段なかなかその子のよさを伝える場は多くありません

学校、家庭双方から、その子のよさに気付かせることを意図した指導は、とても効果的でした。

〔 〕さんは

ですね！
（ より）
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〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の授業実践〉

キャリア教育の視点を位置付けた学級活動の授業実践 ②■

◇ 先生方へのインタビュー活動で学校生活を支える人々の働きに気付かせた授業
～ 第３学年 「先生方の仕事調べに挑戦」 ～

指導のポイントと工夫□「先生方の仕事調べに挑戦」１．題材名
〔３年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ 多くの人たちの仕事の上に学校生活が成り立っていることに気付き、学校生活を支える人々への
感謝の気持ちをもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○自分たちの学校生活は多くの人たちの仕事で支えられていることに気付かせ、役割の大切さをと
らえさせたり、働く人たちへの感謝の気持ちをもたせたりする。

○「先生方の仕事調べ」を行い、働く人の姿に直接触れ合う場を設けるとともに、挨拶や礼儀、基
本的なインタビューの仕方を学ばせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：礼儀ある態度で挨拶したり、インタビュー活動に取り組んだりする。】
【役割認識力 ：学校生活は、多くの先生方の仕事の上に成り立っていることに気付く。】
【職業理解力 ：働く人の姿から、仕事の喜びや役割を考えたりする。】
【情報活用力 ：インタビュー活動で、必要な情報を得ることができる。】

４．展開案

○事前に校内の先生方に学習内容を知らせ、インタビュー活動への協力を依頼しておく。事

○効率よくインタビュー活動ができるよう、ワークシートやグループ分け等の準備を行っておく。前
学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 校内で働く職員の写真から、本時は 職員の写真

「先生方の仕事」について考える学習 ・先生方の仕事の様子について、知って課

であることを知る。 いることを発表させながら、先生方の題

仕事の多様性に気付かせ、本時の学習把

２ 先生方の仕事にはどのようなものが への意欲付けと方向付けを図る。握
職業理解】あるか話合い 本時の課題をとらえる、 。 →【

・本時は、担任外の先生について調べさ

３ 先生方の仕事調べ の方法を知り せる 「インタビューシート」を用い、「 」 、 。イ ン タ ビ ュ ー

インタビューの仕方を練習する。 約束事や方法を具体的に指導し、グルシート

〔インタビューの仕方〕 ープ毎に役割を分担させたり、インタ
①挨拶をする。 ビューの練習をさせる。

情報 活用・コミュニ ケーション】②活動の目的を話し、インタビュー →【

の了解を得る。

、 、本 ③インタビューをする。 ・活動の様子を観察し 適宜指導したり

④感想を述べ、お礼の挨拶をする。 賞揚したりする。課
情報活用・コミュニケーション】題 →【

４ グループ毎にインタビュー活動に取 調査用紙追

り組む。 ・どの先生の仕事も、自分たちの学校生時 究
活を支える大事なものであることに気

５ インタビュー結果を基に、自分たち 先生方の願 付かせる。

役割認識・ 職魚理解】の学校生活における先生方の仕事の役 い →【

割や、先生方の願いを考える。 （ＶＴＲ）

・ 充実した学校生活を送ってほしい」「

７ 本時の学習を振り返り、考えたこと という先生方の願いに気付かせるととワー ク シ ー

をまとめ、発表し合う。 もに、自分自身の学校生活に向かう気ま ト

持ちを振り返らせる。と
役割認識・コミュニケーション】め ８ 今後の学校生活に期待する担任の話 →【

を聞く。 担任の話

○感想を記述したワークシートに教師からのコメントを記し、充実した学校生活を送ろうとする意事
欲を高める。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【総合的な学習の時間】→「湯口のお店屋さん今昔」で、インタビューや電話のかけ方の練習をする。
【日常活動】→自分の役割を責任をもって果たそうとする気持をもち、毎日の学習や清掃活動や係活動

に取り組む。

先生方の仕事の様子を調べよう。

◇本実践のポイント
Point1学校生活を支える人々の働きや役割に気付かせ、働く人たちへの感謝の気持ちをもたせます。

Point2自分自身の学校生活を充実させようとする意欲の向上を図ります。

Point3「働く人」に直接触れさせ、挨拶や礼儀、基本的なインタビューの仕方を学ばせます。

①学校生活を支える人々の
働きに気付かせる
担任外の先生方の仕事
に視点を当て 「誰が、、
どんな仕事をしている
か」関心をもたせ、調
べ活動を行います。ど
の仕事も、自分たちの
学校生活を支える大事
な働きがあることに気
付かせます。

②学校生活への意欲の向上を
図る指導
子どもたちのよりよい
学校生活と健やかな成長
を願い、様々な場で働い
ている先生方の思いに気
付かせ、自分自身の学校
生活に向かう気持ちを振
り返らせます。多くの先
生方の応援と愛情を実感
させながら 「もっと自、
分もがんばろう！」とす
る意欲を高めます。

③基本的なインタビューの

仕方を学ばせる指導

「先生方への仕事調

べ」の活動で、インタ

ビューの仕方を具体的

に指導します。グルー

プで役割を決めさせ、

事前に練習させた上で

調査活動に取り組ませ

ます。指導の重点は、

次の４点です。

・挨拶をしっかりする

・質問項目をはっきり

する

・メモをとる

・自分の言葉で感想を

話す
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〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の授業実践〉

授業の実際

課題把握の段階

(1)「先生方の仲間分け」から 先生方の仕事への興味をもつ

担任の先生１名、担任外の先生７名の顔写真を黒板に掲示し、それぞれが自由に考

えた観点で、２つの仲間分けをさせました。子どもたちは、始め、男女の違いや眼鏡

、 、 、の有無等 外見からグループ分けしましたが 他の分け方がないか考えさせたところ

それぞれの先生方が普段働く場所や、授業の有無など、先生方の仕事に着目すること

ができました。

(2)本時の課題をつかむ

先生方の仲間分け活動の最後に、指導者が担任と担任ではない先生とに分け、担任外の先生に注目させま

した 「先生方の仕事は、みな同じですか？」という発問に 「違います！」とは答えた子どもたちですが、。 、

、 。担任の先生に比べ 担任外の先生方の仕事についてはあまりよくわかっていないということに気付きました

そこで、担任外の先生方の仕事につ

いて調べてみようという学習課題を

設定しました。

課題追究の段階

(1)インタビューの準備をする

先生方の仕事についての調べ方とし

て 「インタビュー」という方法を確、

認した後で 「バラバラに聞きに行っ、

ていいの？」という発問から、イン

タビューをするときの留意点につい

て考えさせました。そこで、インタ

ビューのポイントとして、次の５点

に留意させました。

① 挨拶をきちんとする。

② 聞きたいことをわかりやすく質

問する。

③ 役割分担をしっかり決める。

④ メモをとる。

⑤ お礼をしっかりする。

これらのポイントに沿って、指導

者と担任の二人で、インタビューの

モデルを子どもたちに示し、インタ

ビューの仕方を具体的にイメージ

させました。

その後で、インタビューをする

先生の担当を決め、グループ毎に

役割分担をし、インタビューの練

習をしました。

(2)グループ毎にインタビュー活動に取り組む

それぞれの担当の先生方から聞いてきたことを

後で紹介し合うこと、教室に戻ってくる時間、イ

ンタビューの５つのポイント等を確認した後で、

グループに分かれてインタビュー活動を行いまし

た。インタビューをお願いする先生方には、事前

に活動の趣旨を説明し、協力を依頼しておきました。

どのグループも、自分の役割を果たしながら、真剣に活動に取り組んでいました。最後の「お礼の挨拶」

学級活動（「先生方の仕事しらべ」）ワークシート

１ 先生方の仕事の様子をインタビューで調べてみよう！

(1) インタビューの仕方をマスターしよう。

→たんとう（ ）１ 明るくさわやかにあいさつします

①○○先生、こんにちは！

→たんとう（ ）２ じこしょうかいをします

②ぼくたち（わたしたち）は、３年生の○班です。

→たんとう（ ）３ インタビューをしてもよいかたしかめます

③今、学校の先生方のお仕事について調べているのですが、○○先生にインタビューしてよろし
いでしょうか。

・ＯＫ→「ありがとうございます。それでは、よろしくおねがいします 」。

・ＮＯ→「わかりました。おいそがしいところすみませんでした 」。

→たんとう（ （ （ ）４ インタビューします ） ）

④（質問１ 「○○先生は、ふだんどんな仕事をなさっていますか？」）

⑤（質問２ 「○○先生のお仕事で、たいへんなことはどんなことですか？」）
⑥（質問３ 「○○先生がお仕事をしていて、うれしいことはどんなことですか？」）

→たんとう（全員）５ 全員、一人ずつ感想を話します

⑦ぼくは（わたしは 、先生のお話を聞いて 「……(自分の言葉で）……」と思いました。） 、

→たんとう（班長）６ おれいのあいさつをします

⑧○○先生、インタビューさせていただき、ありがとうございました。

（全員で 「ありがとうございました ）、 」

【インタビューする先生； 先生】(2) さあ、インタビューにちょうせん！

Ｑ１ 「先生は、ふだんどんな仕事をなさっていますか」

Ｑ２ 「先生のお仕事で、たいへんなことはどんなことですか？」

Ｑ３ 「先生がお仕事をしていて、うれしいことはどんなことですか？」

２ 今日の学習をふり返り、わかったことや思ったことを書きましょう。

３年

インタビューの５つのやくそく（○×）

・班でまとまっていどうします（ ）

・ろうかを走りません（ ）

・おしゃべりをしません（ ）

・メモをきちんととります（ ）

・あいさつやお話をしっかりします（ ）

「
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校内の先生方を、仲間分け
します。その観点を考える
ことで、先生方の仕事に着
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では、インタビューをしての感想を交えて話すよう指示した結果、流暢な表現には

ならなくとも、自分の言葉で気付いたことや感じたことを話す姿が見られました。

(3)調べたことを交流し合う

「①その先生はどんな仕事をしているか、②仕事で大変なことは何か、③仕事で

うれしいことは何か」という３点について、それぞれのグループが先生方からイン

タビューしてきたことを紹介し合いました。各グループの発表から、教頭先生が毎朝早く学校に来て鍵を開

けていることや校務員の先生が花壇の整備や校舎の修繕にを行っていることなど、これまで気付かなかった

先生方の仕事を知ることができました。

(4)ビデオから先生方の願いを知る

先生方はどんな願いをもって仕事をしているかを、事前に収録したインタビュービデオを視聴して調べま

した。どの先生も 「湯口小学校の子どもたちが、元気に学校生活を送れるよう」それぞれの仕事に一生懸命、

に取り組んでいることに気付くことができました。

まとめの段階

(1)「先生方の仕事調べ」でわかったことをまとめる

版書を基に、本時の活動を振り返らせました。そして、わかったこととして次の３点を押さえさせました。

① 湯口小学校の先生方は、みんなや学校のために頑張って仕事をしていること

② 学校の先生方の仕事には、いろいろな内容や役割があること

③ どの先生方の仕事も、自分たちが学校生活を送るためにとても大切であること

(2)自分の考えをまとめる

先生方の仕事について調べてみて、考えたことをワークシートにまとめさせました。

シートには 自分が知らないところで先生方がいっぱい仕事をしていることがわかった 私、「 」「

たちのためにがんばってくれて、とてもうれしい 「先生方もがんばっているから、自分もも」

っとがんばりたい」といった感想書かれていました。

【授業の実際の板書】

授業実践を終えて

「学校の先生」は、子どもたちにとって、最も身近な「働く人」です。先生方の仕事調べをとおし、子ども

たちの適切なキャリア発達(進路発達）を図る上で、次の３点の成果を得られました。１つめは、自分たちの生

活を支える仕事や、働く人の存在に気付かせることができたことです。具体的な調べ活動を通じ、子どもたち

は、これまで気付かなかった先生方の仕事や役割を改めて知ることができました。そのことで、働くことの意

義を考えたり、仕事への興味を感じたりすることができました。２つめは、基本的なインタビューの仕方を学

ばせることができたことです。この活動で学んだマナーや挨拶、応答の仕方等は中学校、高等学校での職場体

験や職業調べなどの活動に生かされます。３つめは、子どもたちが自らの学校生活をよりよくしようとする意

欲をもつことができたことです。子どもたちの身近なところで展開した本時の活動は、とても効果的でした。

インタビューで調べたことインタビューで気をつけること 調べてわかったこと

〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の授業実践〉
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〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の授業実践〉

キャリア教育の視点を位置付けた学級活動の授業実践 ③■

◇教科の学習を発展させ、命の尊さに気付かせ将来の夢や希望を育む授業
～ 第４学年 「命のつながり」 ～

指導のポイントと工夫□「命のつながり」１．題材名
〔 〕４年―学級活動(2)：希望や目標をもって生きる態度の形成・望ましい人間関係の育成・心身ともに健康で安全な生活態度の形成

２．目 標
○ 様々な人々とのかかわりや愛情の中で自分の命が育まれてきたことを知り、命を大事にする気持
ちをもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力
☆キャリア教育のポイント
○命の尊さに気付かせ、自らの人生をよりよく生きようとする意欲を育てる。
○自分のライフステージを自由に描かせ、将来への夢や希望を育む。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：他者のよさや個性を認めようとする気持ちをもち、よりよい人間関係作】

りに努めようとする。
【自己理解力 ：自分の命は多くの人々の愛情に包まれて育まれてきたことに気付く。】
【将来設計力 ：人生はかけがえの無い貴重なものであることに気付き、自らの将来について夢や希】

望を主体的に描くことができる。
【意思決定力 ：命について主体的に考え、自他の命を大事にしようとする気持を高める。】

４．展開案
○体育の保健「育ちゆくわたし （体の発育の仕方・大人の体への変化・心の変化）の学習におい」
て、自らの体や心の成長に対する関心や理解を高めておく。事

○命に対する関心をもたせる資料として、命の誕生にかかわる具体的（新生児の出生のころの様子前
・受精卵の大きさ等）な資料を準備しておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 新生児の誕生のころの資料から、命 新生児誕生 ・出生時の泣き声や足形、写真などを提
について関心をもち、本時の学習の見 のころの写 示し命の誕生について関心をもたせ、
通しをもつ。 真、録音等 本時は命について考えていくことを知課

】題 らせる。 →【自己理解・意思決定

２ 「命」から連想することを自由に話 ・和やかな雰囲気の中で、命についての把
し合いながら 本時の課題をとらえる 思いを自由に話させるが、何よりも大握 、 。

事なテーマであることを話し、真剣に
考えていくよう伝える。

】→【自己理解・意思決定

３ 保健学習を想起し、命の誕生につい 受精に関す ・ 精子・卵子・受精・へその尾」等の「
て確かめる。 る図 言葉を確認させる。紙に示した「命の

大きさ」の資料を提示し、出生の神秘
新しい命の さや命に対する尊厳な思いを抱かせた

】大きさ 紙 い（ ） 。 →【自己理解

４ 自分の命のつながりを考える。 ・自分の誕生までの過程を、家系図を基

・自分←父母←祖父母← … ∞ 家系図 に考えさせ、一人でも命のバトンが途本 課
・ 命のバトン」 絶えたら今の自分が無いことに気付か「

】題 せる。 →【自己理解

・今生きていることの喜びを改めて見つ時
め直させ 「命のバトン」の意義をと追 、

】らえさせる。 →【自己理解

５ 命を支えるイメージマップを書き、 イメージマ ・命のバトン以外に、多くの人のかかわ究
命を支える多くのかかわりに気付く。 ップシート りや自然等、多くのものに支えられて

いることに気付かせる。
】６ 自分のライフステージについて、夢 世代表ワー →【自己理解・コミュニケーション

や希望を自由に思い描く。 ・命には始まりとともに終わりがあるこクシート

とも確認させ、有意義な人生のために
は「人生設計図 （ライフステージ）」
を描くことが大切であることを知らせ

】る。 →【自己理解・将来設計

７ 本時の学習を振り返り、命について ・一人一人の思い（夢や希望、憧れ）を
考えたことをまとめる。 尊重し、自由に考えさせる。ま

】と ８ 命についての教師の話を聞く。 → 将来設計【

・家族への感謝の気持ちや、自他の命をめ
大切にして生活しようとする意欲をも

】たせる。 →【自己理解・コミュニケーション

○授業の様子やワークシートへの子どもの記述等、保護者にも知らせる。事
○朝の会、帰りの会等で友達を大事にした好ましい言動を紹介していく。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点
【体育】→保健「育ちゆくわたし」で、生命誕生の仕組みを学習する。
【道徳】→資料「パンダの命を救え」を基に、生命の尊さを感じ取り大切な生命を守ろうとする気持ち

をもつ。

命はどのようにつながっているのだろうか。

◇本実践のポイント
Point1教科の学習事項（体育・保健）を基に、｢命のつながり」についての考える題材を設定します。

Point2命の尊さに気付かせ、自他の命を大切しようとする心を育みます。

Point3将来の自分の人生について自由に思い描き夢や希望を育みます。

①教科学習からの題材設定
体育の保健の授業で学
習した「命の誕生のしく
み」を発展させて、題材
の設定をします。体育で
は、体の発育や発達につ
いての理解が中心的なね
らいになりますが、本時
ではその学習を基に、命
の大切さに気付かせてい
きます。

②命の尊さに気付かせる指導
命が誕生するまでの過
程を絵図で示したり、写
真や家計図などの具体的
な資料を用いたりしなが
ら、今ある命は天文学的
な確率で誕生したことに
気付かせていきます。
また、命を支えるイメー
ジマップ作りの活動をとお
し、命は多くのかかわりの
中で営まれていることに気
付かせ、命の尊さをとらえ
させていきます。

③夢や希望を育む指導

何事においても｢設計

図」を描くことが大切

であることを話し、一

度しかない貴重な人生

を有意義に歩むために

「人生設計図｣作りに挑

。戦することを伝えます

個々の子どもたちの自

由な思いを尊重しなが

ら、ライフプランを思

。い思いに表現させます

子どもたちの夢や希望

を広げながら、命の貴

重さを実感させていき

ます。
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授業の実際

【 】課題把握の段階 本時の授業について紹介した学級通信

○新生児の誕生のころの資料から、

命について関心をもつ

担任が自分の赤

ちゃんの写真を提

示しました。写真
をじっくり見るこ

とで、和やかな授

業の雰囲気を作ると共に、本時の

学習の見通しを立てました。

課題追究の段階
(1)保健学習を振り返り、命の誕生

の仕組みを想起する

保健の学習で使用した受精の瞬

間の写真や卵子の大きさなどの資

料を示し、受精によって命が誕生
することを想起しました。

(2)命のつながりについて考える

導入で示した赤ちゃんが誕生す

るまでの家系を資料で示しまし

た。今の自分たちの
命は 「永遠の命の、

バトン」で受け継が

れてきたものである

ことを押さえまし

た。
(3)命についてのイメージマップを書く

今ある命を支えているものを考

えるために、命についてのイメー

ジマップを書きました。子どもた
ちは、命は多くの人やもののかか

わりで営まれていることに気付

き、命や人生の貴重さを自分なり

に考えました。

、(4)自分のライフステージについて
夢や希望を思い描く

家を建てるにも旅行に出かける

にも計画や設計図づくりが大切で

あることを伝え、自分の命(人生）を有意義に生きるための「人生設計図」づくりに取り

組ませました。このシートには、自分の写真と年齢が書いてあり、将来の就職や計画、
。 、 、夢などが自由に書き込めるようになっています 子どもたちは 熱心に活動に取り組み

発表の場面でも意欲的に自分の「構想」を紹介していました。

まとめの段階

○命について担任の話を聞く

板書をもとに本時の学習を振り返り、命の尊さを確認させました。自分の命も、友達の命も大事にしなが
ら毎日の学校生活を頑張っていくことを話し、授業を終えました。

授業実践を終えて

小学校におけるキャリア教育で重要な要素の一つが、夢や希望を育むことです。そのための指導のポイント

は、自他の命を尊重し合う心や態度を育てることです。本実践では、保健の「生命の誕生」の学習を基に、子

、 。 、「 」どもの発達段階に応じた具体的な資料提示により 命の重みを考えさせました その上に立って 人生設計図

づくりという活動を行い、小学校４年生なりに自分の人生について見つめてみる機会を設けました。将来の夢

の職業を語る子どもたちの表情はどの子も生き生きとしていました。本時の活動は、日常生活において友達を
大事にする気持ちを育てたり、学習の目的意識を高めたりする上でも有効なものになるととらえます。

「人生設計図」づくりに取り組む子どもた
ち。シートに写真が貼ってあり、「自分の
人生」という意識をもって、主体的に活動
しました。

Harmony
～ 花巻市立湯口小学校 第4学年 学級通信 H18.3.15（水） ～

「命」ってすごい！「命」ってすごい！
～学活で「命のつながり」を考えました～

４年生の学校生活も残すところ、あと１日となりました。この一年間の子どもたちのがんばりと成長ぶ

りは、本当にすばらしいものでしたので、明日の修了式もきっと一年間の締めくくりにふさわしい立派な

式になるものと思っております。

さて、昨日 「命」について考える授業を行いました。４年生は「１／２成人 （１０歳ですので）と、 」

も言われ、大人に向かう分岐点となる学年です。４年生のゴールを迎えるこの時期に、命について改めて

見つめ直し、命の尊さに気付くとともに、新しい学年やこれからの人生を夢や希望をもってがんばってい

こうとする気持ちを育てることを目的として、この授業を計画しました。

授業のポイントは、次のように３つありました。

始めに、以前に勉強した保健の学習を振り返りながら、命の誕生の仕組みについて

考えました。１つの卵子にたどりつく精子は、およそ３億。その卵子と精子の運命的

な出会いが無かったら今の自分の存在は無いと言うことや 「もしかしたら男の子が女、

の子に、女の子が男の子になっていたかも…」という話に、子どもたちは改めて驚き

の声をあげ、生命誕生の神秘さに子どもたちなりの「感動」を覚えたようでした。

次に、我が家の娘誕生までの家系図を紹介し、赤ちゃんが生まれるまでの「命のつながり」について考

えました 「赤ちゃんにはお父さんとお母さんがいて、そのお父さんやお母さんにはさらにお父さんとお。

母さんがいて、またまたそのお父さんやお母さんにはお父さんとお母さんがいて…∞」と命のつながりは

無限です。永遠に近い命のバトンリレーに、またまた命の神秘や重みを感じていた子どもたちでした。

このかけがえのない命は、決して自分一人の力だけで営まれているのではありません 「みんなの命を。

支えているのは何かな？」という問いに対し、子どもたちは家族やお友達、地域の人たちを挙げました。

「栄養」と答えた子もいましたが、栄養のもとの食べ物を提供している人たちもいます。命はご先祖様か

らの命のバトンで引き継がれてきただけでなく、今現在も多くの人たちの関わりの中で互いに支え、支え

られて営まれているのですね。

命の尊さ、言い換えるなら人生の貴重さを自分なりに感じた子どもたちに、次に自分の将来を考えても

らいました 「サッカー選手になりたい！ 「宇宙飛行士になりたい！ 「二十歳になったら赤ちゃんを産。 」 」

みたい」…等々、子どもたちの夢は広がります。自分の将来を考える子どもたちの

目は、本当にキラキラ輝いていたように見えました。

明日の修了式をもって、子どもたちは 年生を「卒業」します。４月からはいよ4

いよ高学年の仲間入りです。この授業で学んだ自分の命も友達の命も大切に思う心

をもち、自分の夢や希望をもって５年生もがんばってほしいです。

①一人一人の命は天文学的な確率の上に誕生したとっても貴重で、大切なものであることに気付くこと

②一人一人の命は、多くの人たちに支えられていることを知り、周りの人たちへの感謝の気持ちやみんなの

命を大切にしようと思う気持ちをもつこと

③貴重な自分の命＝人生を自由に思い描き、夢や希望をもつこと
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キャリア教育の視点を位置付けた学級活動の授業実践 ④■

◇職業の種類や役割を考えさせ働くことへの興味・関心を高めた授業
～ 第５学年 「どんな仕事があるかな？ 『ご飯＆Ｗカップ編』」 ～

指導のポイントと工夫□

◇本実践のポイント
Point1社会科の学習を発展させ 「ごはん」を切り口に、職業と生活とのかかわりを考えさせます。、

Point2職業には多くの種類があること、どの仕事も大切な役割を為していることに気付かせます。

Point3学校の学習が職業にどのようにかかわるか考えさせ、学校生活への意欲を高めます。

①職業と生活のかかわりを
気付かせる指導
食卓に「ごはん」が

届くまでにどのような
、仕事があるか挙げさせ

農家の仕事以外にも、
輸送や包装、調理にか
かわる仕事など、多く
の職種があり、どれも
欠かせない仕事である
ことに気付かせます。

②職業の種類と役割を考えさ
せる指導
「ごはんが届くまで」
の例に加え、子どもたち
に関心の高い「サッカー
ワールドカップ」に関す
る職業のウェビングマッ
プ作りの活動を行いま
す。サッカーチームを支
える用具係「ホペイロ」
という仕事を紹介しなが
ら、職業の種類と役割を
考えさせていきます。

③職業と学校生活の関連を

考えさせる指導

「ワールドカップ」

に関連した仕事マップ

を見て 「サッカー選手、

→体育 「通訳→英語」」

「マスコミ→国語」な

ど、学校での授業がど

んな職業に関係するか

子どもたちなりに考え

させることをとおし、

毎日の学校生活や授業

の大切さを気付かせて

いきます。日々の学校

生活を充実させようと

する意欲を高めていき

ます。

「どんな仕事があるかな？『ご飯＆Ｗカップ編 」１．題材名 』

〔学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ 食卓にご飯が届くまでの過程にある様々な仕事やサッカーのワールドカップに関連した仕事を調

べることをとおし、仕事や職業には様々なかかわりや役割があることに気付く。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

、 、 。○ひとつの事象には 多くの仕事がかかわっており それぞれ大切な役割があることに気付かせる

○職業には幅広い種類があることに気付かせ、働くことや職業への興味をもたせる。

☆進路発達にかかわる諸能力

【将来設計力 ：働くことや仕事に対する興味や関心をもつ。】

【職業理解力 ：一つの事象に関連して多くの仕事や職業があることに気付き、職業への興味をも】

つ。

【役割認識力 ：どの仕事も、それぞれに大切な役割を果たしていることに気付く。】

４．展開案
○本時で用いる資料として、運動会の仕事に関するVTR、ご飯の実物、サッカーワールドカップ関連

の資料（VTR、写真）を準備しておく。事
○本時は社会科の「米作り （農家の仕事）の学習の発展である。稲作に関する仕事の様子を押さ前 」

えておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 運動会のVTRを視聴し 仕事に 着目 ・運動会のビデオから 「仕事」や「働、 「 」 、

した学習であることを知る。 運動会のビ く」という視点から運動会を振り返ら

デオ せる。課

将来設計】題 ２「ご飯」の実物から社会科の学習内容 →【

を想起し、本時の課題を立てる。 ご飯の実物 ・ご飯の実物を提示し、学習への興味を把
高める。社会科で学習した農家の仕事握
の様子を想起させながら本時の課題に

つなげる。

職業理解】→【

３ ウェビングの要領で、米作りの仕事本
から食卓にご飯が届くまでの過程にあ

る仕事を書き出す。 ・ウェビングの手法で、職業の関連を具

体的に考えさせる。完成したウェビン

、 、時 課 ４ 完成したウェビングマップを見て、 田んぼから グマップを基に 職業の種類の多さや

仕事や職業について話し合う。 ご飯までの どの仕事も大切な役割を果たしている題
・ 仕事」と「職業」の意味 スライド ことなどの意味を押さえる。追 「

】究 ・ご飯に関連した職業の多さ →【職業理解・役割認識

・それぞれの仕事の役割

・諺「職業に貴賎なし」

５ サッカーワールドカップを題材に、 ワールドカ ・身近な話題を基に、職業調べを行い、

それに関連した仕事調べを行い、職業 ップ関連の 職業への関心を深めさせる。

職業理解・将来設計】にはいろいろな関連や種類があること 記事 →【

を知る。また、それらの仕事と、今の

学校での学習との関連を考える。 ・ワールドカップに関連する全ての仕事

が、今の学校での学習と関係すること

７ 本時の学習を振り返り、わかったこ に気付かせ、日常の学習を大切にしよま

とや考えたことをシートに書く。 うとする意欲をもたせる。と
】め ８ 次時の活動について知る。 →【将来設計

・ お気に入りの仕事調べをしよう」「

○授業の様子や個々の子どもたちの感想を学級通信等で知らせ、家庭でも自分に興味ある出来事や事

職業への興味をもたせるよう促す。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【社会】→「米作りのさかんな地域」で、米作りの仕事の様子や働く人々の工夫や苦労を調べる。

食卓にご飯届くまでにどんな仕事がある

だろう。
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授業の実際

課題把握の段階

(1)運動会の様子を振り返り 「仕事」に着目する、

本時は、運動会の直後に行った授業で、その時の係活動や準備の仕事など 「働く」場面を編集した資料を、

導入資料として提示しました。運動会が一人一人の仕事や働きで成功したことを押さえた上で、本時では仕

事に着目した学習を行っていくことを知らせました。

(2)茶碗一杯の「ごはん」から課題を設定する

茶碗に盛りつけたご飯の実物を提示し 「このご飯の中にどんな『仕事』があるか」発問しました。５年生、

の社会科の学習で「米作り」を学んでいる子どもたちは、すぐに「農業」と答えました。社会科の学習を想

、「 、 、 、 」起した子どもたちを評価しながら 今 教室のこの場に ご飯が届けられるまでにあった仕事は 農業だけ？

、 「 。」 。と重ねて問い 本時の学習課題 食卓にご飯が届けられるまでにどんな仕事があるだろう を設定しました

課題追究の段階

(1)ウェビングの要領で、米作りの仕事から食卓にご飯が届くまでの仕事を書き出す

、 。黒板中央に茶碗に盛られたごはんを板書し このご飯が教室に届くまでに関連した仕事を考えさせました

始めは、社会科の学習の復習として「米づくり」そのものにかかわる仕事を出させます。次に、それらの仕

事に関連する仕事（例えば 「田植え」→「田植機」→「田植機を作る工場」→「燃料を作る仕事」…）を次、

々に考えさせ、ウェビングの要領で黒板に書き出していきました。 始めは、社会科の「米」から出発しま

したが、家庭でごはんを炊く仕事やごはんに必要な水を提供する仕事、米を輸送する運輸の仕事、トラック

を製造する自動車工場の仕事、米を売る販売店の仕事…、等々、黒板には様々な分野での仕事のつながりが

示されました。

(2)ウェビングマップから仕事や職業について考える

板書された「ごはんのウェビングマップ」を見た子どもたちに、気付いたことを問うと 「たくさんの仕事、

があってびっくり！ 「どの仕事も、つながっている」等の発言がありました。そこで 「どの仕事が一番大」 、

切？」と発問すると 「どの仕事もごはんを食べるためには必要！」と仕事や職業の役割について気付かせる、

ことができました。

(3)サッカーワールドカップに関連した「仕事」マップをつくる

「ごはんのウェビングマップ」の要領で、サッカーのワール

ドカップに関連した仕事も考えさせました。ここでも、ごはん

同様に、仕事や職業の多様さ、役割の大切さを気付かせること

ができました。

(4)仕事と学校での学習の関連を考える

サッカーワールドカップに関連した仕事を右の様に、大体の

分野ごとにまとめ、それぞれの仕事につくために大切となる学

校の学習(授業）について考えさせました。この発問で、体育

以外にも家庭科 ユニフォーム製作 栄養管理など や英語(通（ 、 ）

訳)、国語(アナウンス実況など）など、学校でのどの授業もワールドカップにつながるものであることを気

付かせることができました。

授業実践を終えて

教科学習の発展として提示した「ご飯」は、社会科で学習した農業の学習を基に仕事のつながりを考えさせ

ることができ、とても有効な資料でした。ウェビングの手法は、仕事や職業の多様さやつながり、それぞれの

仕事の役割が視覚的にもよくとらえられ、効果的でした。さらに、ワールドカップという一見すると子どもた

ちからかけ離れた「仕事」も、日常の学校での授業とのかかわりが大きいことに気付かせることができたこと

は、学校生活に対する子どもたちの意欲を高めることにつながりました。

運動会での「仕事」の場面を編集した資料
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キャリア教育の視点を位置付けた学級活動の授業実践 ⑤■

◇自らの夢を考えさせ日々の学校生活への意欲の向上を図った授業
～ 第５学年 「お気に入りの仕事調べ」 ～

指導のポイントと工夫□「お気に入りの仕事を調べてみよう」１．題材名
〔５年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ 自分の興味のある仕事について調べ、将来の職業生活についての関心を広げるとともに、日々の
学校生活に向かう意欲的な態度を育てる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
、 、 。○将来 自分が就きたい仕事を考えさせることで 子どもたちの職業に対する興味や関心を広げる

○日々の学校生活での様々な学習と将来の職業生活とのつながりに気付かせ、毎日の学校生活への

意欲を高める。
☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：自分自身の長所や興味について考え、自己の生き方への関心をもつ。】

【職業理解力 ：関心のある職業に就くために必要な能力や要素を考えることができる。】
【将来設計力 ：日々の学習が将来の職業生活につながることに気付く。】
【課題解決力 ：学習の意義を知り、学校生活に対する一層の意欲をもつ。】

４．展開案
○「自分の将来の仕事」を考える学習を行うことを予告しておき、憧れの仕事や興味あるテーマに

ついて考えておくよう指示しておく。事

○「仕事に必要な５つの力 （求められる人材 「松井＆イチローのすごさ」の資料を準備してお前 」 ）、

く。
学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 「どんな仕事があるかな？『ご飯＆ ワールドカ ・たくさんの仕事があること、どれも大

ワールドカップ編 」の学習を想起す ップに関す 切な役割をもった仕事であることを想課 』

る。 る仕事 起させるとともに、一人一人の子の憧題
（ ） 。把 スライド れや夢を互いに尊重し合うようにする

自己 理解】握 ２ 各自の将来の憧れの職業を紹介し合 →【

う。 心のノート

３ 心のノートの「夢の詩」を読み、本 (P16) ・夢や憧れの実現のための努力の大切さ
時の課題を立てる。 を確認し、課題設定につなげる。

職業 理解】→【

３ 自分が選んだ憧れの仕事について、 ワークシー ・その仕事の特性を考えさせながら、必

必要となる力や資質を考える。 ト 要となる資質を考えさせる。また、そ本
の資質を身に付けさせる場を具体的に

４ 職業に必要な能力を身に付ける場を 考えさせ、夢の実現に向けた過程を子

考える。 どもたちになりにもたせる。課
【 】時 題 → 自己理解・職業理解・将来設 計

５ 資料から 「職業人・社会人」とし 「求められ追 、

て必要な力を知る。また、それらの力 る人材」究
の大切さを具体的にとらえる。 スライド ・専門的な能力や資質だけでなく、基本（ ）

・誠実さ ・協調性 ・礼儀 ・自主性等 的な生活習慣や日々の学習が重要とな
６ 松井選手、イチロー選手の事例をと 松井・イチ ることを具体的にとらえさせる。

職業理 解・将来 設計・課 題解決】おし、日々の学校生活での学習が、夢 ローの写真 →【

や憧れの実現につながるものであるこ とエピソー
とを知る。 ド

７ 本時の学習を振り返り、わかったこ ・日々の学習や生活の大切さを確認し、

ととこれからの生活でがんばっていき 目標や意欲をもって今後の学校生に取ま
たいことをシートに書く。 り組むよう促す。と

【 】め → 自己理解 将来設計・課題解決・

８ 心のノートの夢の詩を読み、本時の 心のノート

学習を終える。 (P16)

○心のノート「夢に届くまでのステップがある」のページを記述する。事
○学習後の感想や今後の抱負等を掲示や通信等で紹介し合う。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「メジャーリーガー・イチロー」を読み、目標に向かって努力することのすばらしさに
気付く。

夢の仕事につくためにはどうすればよいか

考えよう。

◇本実践のポイント
Point1将来の職業を考えさせることをとおし、自分の生き方を見つめさせる場を設けます。

、 。Point2職業人に必要な資質を身に付けるために 毎日の学校生活の充実が大切であることに気付かせます

Point3心のノートや「松井・イチロー」の資料を用い、将来への夢を育みます。

①自分の生き方を見つめさ
せる場の設定
自分の好きなことや

得意なこと、将来の憧

れの職業等を考えさせ

ることにより、自分自

身の将来や生き方につ

いて、関心を高めさせ

ていく場にします。

②学校生活への意欲の向上を
図る指導
ジョブカフェ岩手か

ら出された「求められ

る人材」の内容を取り

上げ、挨拶や協調性、

礼儀等の大切さを具体

的に考えさせます。ま

た、これらの資質は日

々の生活で学んでいく

ことであることに気付

かせ、学校生活への意

欲の向上を図ります。

③将来への夢を育む指導
子どもたちに身近な

松井選手やイチロー選

手のエピソードを紹介

します。また、心のノ

ートの「夢の詩」を音

読させたり、感想を話

、し合わせたりしながら

、夢をもつことの大切さ

楽しさを伝えていきま

す。事後の指導では、

本時の学習を振り返ら

せながら、心のノート

「夢に届くまでのステ

ップがある」を記述さ

せます。
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授業の実際

課題把握の段階

(1)前時「どんな仕事があるかな」の学習内容を想起する

「 」「 」ウェビングマップごはん編 ウェビングマップワールドカップ編

の資料をプレゼンテーションのスライドで提示し、前時の学習内容を

想起させました。そこで押さえたことは 「①仕事や職業の種類はたく、

さんあること、②どの仕事も大切な役割があること」の２点です。

(2)自分の将来の憧れの職業を紹介し合う

高学年の子どもには、自分の将来について語ることに恥ずかしさを

覚える子もいることに配慮し、始めに教師の側から、子どものころに

なりたかった職業を話しました。教室の雰囲気が柔らかく

なった後で、子どもたちに憧れの職業を紹介してもらいま

した。子どもたちの発言を受け止め、どの仕事もすばらし

い仕事であることや夢をもつことの楽しさを話しました。

(3)心のノート「夢の詩」を読み、本時の学習課題を立てる

高学年用の心のノートに掲載されている「夢の詩」を全

員で音読させ、夢に届くまで「一歩一歩の努力」が大切で

あることを確認させました。そして 「努力」とは、何をど、

のようにがんばればよいのか問題意識を持たせ、本時の課

「 、 。」題 夢の仕事につくためには どうしたらよいか考えよう

を設定させました。

課題追究の段階

(1)その仕事に必要な能力や資質を考える

右のワークシートを用い、自分がなりたい仕事に必要な

能力や資質を考えさせました。始めに 「パイロット」を例、

にして、パイロットに必要なこと（飛行機操縦の免許、英

語、コンピュータ操作、…等）シートの書き方を説明した

上で、子どもたち個々に考えさせました。

(2)必要な能力や資質をどこで身に付けるのか考える

(1)で考えた能力や資質を勉強したり、身に付けたりする場がどこなのか考えさせました。例えば 「英語、

は、中学校や高等学校、大学 「飛行機の免許は、専門の学校」などです。わからないところは、無理に記」、

入しなくてもよいことにしました。

(3)職場で必要とされている人について知る

(1)・(2)は、自分が選んだ仕事について考える活動でしたが、社会人

として、職業人としてどの仕事についても大切な要素として子どもた

ちに提示したのが 「ジョブカフェ岩手」の資料を基に作成した 「職、 、

場ではこんな人物を求めています！」の資料です。これらの要素がな

ぜ大切なのか、具体的な職業を例に考えさせました。例えば、看護師

さんとの連携(チームワーク）がうまくとれないお医者さんの治療はどうなるか、監督の指示が聞けない野球

http://www.jobcafe-i.jp/index.html）選手はどうなるかなどです （ジョブカフェ岩手ホームページ。

(4)仕事と学校での学習の関連を考える

(3)の「力」はどこで身に付けるか、改めて問いました。英語や飛行機などの専門的な力とは異なり、これ

らの要素は、普段の学校生活から身に付けていかなければならないものであることに気付かせました。

授業実践を終えて

将来の職業について考えさせるとき、ともすると専門的な能力や知識に目が行きがちですが、小学校キャリ

ア教育ではそうした専門性よりも、まずはそれらの基盤となる社会人として必要な資質や態度を十分に培いた

いものです。本実践では、子どもたち個々の夢から学習が出発しましたが、日々の学校生活の大切さを学級全

体で確認し、これからの学校生活への意欲を高めることができました。
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キャリア教育の視点を位置付けた学級活動の授業実践 ⑥■

◇『フリーター問題」から将来の職業生活への関心を高めた授業
～ 第６学年 「『フリーター』って何？」 ～

指導のポイントと工夫□「 フリーター』って何？」１．題材名 『
〔６年―学級活動(2)：希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ フリーター問題について調べることをとおし、いろいろな仕事についての興味をもち、自分の将
来の職業生活についての関心を高める。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○将来の職業選択の際の一つの資料として「フリーター」に関する情報を提供し、フリーターの問
題に気付かせながら、自己の生き方を考えさせるきっかけとする。

○グラフや統計等の資料を適切に読み取る力を育てる場とする。
☆進路発達にかかわる諸能力
【職業理解力 ：職業には様々な種類があることに気付いたり 「フリーター」に関する知識を広げ】 、

たりしながら、仕事についての理解を深める。
【将来設計力 ：将来の自分の職業生活について、夢や憧れの気持ちを膨らませることができる。】
【情報活用力 ：辞書を活用したり、統計資料や読み物資料を読み取ったりしながら、フリーターに】

ついて正しい情報を得る。

４．展開案
、 、 。事 ○校内の教職員から 子どものころの憧れの職業についてインタビューし クイズを作成しておく

○フリーターに関する資料を収集し、６年生の児童が理解しやすいよう加工しておく。前
進路発達を促す指導上の留意点・工夫点学習活動 資料等

１ 自分が知っている職業や興味ある職 先生方の憧 ・子どもたちから出された職業はどれも
業について発表し合う。 れの職業当 大事に扱う。

職業理解・将来設計】てクイズ →【

２ 「先生方のなりたがった職業当てク ・クイズをとおして、本時の学習に対す課
イズ」を行い、本時の学習についての フリーター る和やかな雰囲気を作るとともに、い題
興味・関心を高める。 の数 ろいろな職業があることに気付かせた把

い。握
職業理解・将来設計】３ 「フリーター」の数の推移をグラフ →【

で示し、本時の学習課題を設定する。 ・ フリーター」の数が増大しているこ「
とをグラフから読み取らせ、フリータ
ーについての関心をもたせる。

職業理解・情報活用】→【

４ 「フリーター」について知っている 辞書 ・子どもたちから出された発言事項を板

ことや言葉からイメージすることを発 書で整理する 「よくわからない」と本 。
表し合う。 いう声も認め、以後の展開で生かす。

職業理解】→【

５ 「フリーター」の意味を辞書で調べ フリーター ・辞書を活用させ「フリーター 「定職」」

る。 の声 「アルバイト」等の用語を調べさせ、時
フリーターの意味をとらえさせる。課

職業理解・情報活用】→【

６ フリーターの声 や文書資料から 定職従事者 ・フリーター増加の理由は様々挙げられ題 「 」 、

フリーターが増えてきたわけをとらえ とフリータ るが、本時では、雇用上の理由と本人
（ ）追 る。 ーとの雇用 の意志 やりたいことが見つからない

条件の差 の２点を取り上げる。

職業理解・将来設計・情報活用】究 ７ 生涯賃金や保険制度、税金面、働く →【

ことへの意識等、フリーターがかかえ ・賃金等の問題に加え、自分のやりたい
る問題点を知る。 ことが見つからないという意識の問題

を取り上げ、安易に「フリーター」を
８ フリーターについてどのように考え 選択することがないよう配慮する。

職業理解・将来設計・情報活用】るか、意見を交換し合う。 →【

９ 教師の話を聞き、いろいろなことに ・単純にフリーターを否定することはし
興味を抱きチャレンジする気持ちをも ない。いろいろな力を伸ばしていくこま
つことが大切であることを知る。 との大切さを知らせ、今後の生活につと

いての意欲をもたせる。め
将来設計】→【

、 「 」事 ○本時で将来の職業生活への興味・関心を高めさせた上で 次の学級活動での 未来の自分史作り

の学習を行う。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【学級活動】→「未来の自分史作り」で、夢や希望を膨らませながら将来の人生設計について考える。
【社会】→「憲法と私たちのくらし」において、基本的人権としての職業選択の自由や納税の義務につ

いて調べる。

「フリーター」について考えよう。

定職に就かずアルバイトで生計を立てている人

◇本実践のポイント
Point1「フリーター」についての知識を広げ、職業への関心や理解を深めさせます。

いろいろなことに積極的に挑戦し、自分のやりたいことを見つけていくことの大切さを伝えます。Point2

Point3グラフや統計等、資料を適切に読み取ったり、活用したりする力を高めます。

①「フリーター」の理解
船橋情報ビジネス専

門学校からのフリーソ
フトの資料や「フリー
ターがわかる本！」等
のデータを小学生にも
わかるよう加工し、ク
イズ形式で提示してい
きます。フリーターと
は何か、賃金や雇用の
問題 「生きがい」の問、
題等を重点的に取り上
げ、小学生なりの理解
を図ります。

②やりたいことを見つけるこ
との大切さの指導
フリーターの一番の

問題点が 「やりたいこ、

とが見つからない」こ

とであることを知らせ

。「 」ます やりたいことを

見つける」ために、小

学生では、いろいろな

、ことにチャレンジして

自分の好きなことを見

つけたり、幅広い力を

付けたりしていくこと

が大切であることを伝

えます。

③資料活用・選択の力を高

める指導

、標題や目盛りを読む

わかったことを発表さ

せるなど、グラフや試

料等の基本的な読み方

を子どもたちの実態に

応じながら、丁寧に指

導していきます。
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授業の実際

課題把握の段階

(1)自分の興味ある職業を発表し合う

知っている職業や自分が興味をもっている職業について、自由に発表させました。プロスポーツ選手や看

護師等、子どもたちは思い思いに発言しました。現時点で将来の仕事を考えている子は、学級の３割程度で

したが、改めて自分の職業に目を向けさせる機会になりました。

(2)先生方が子どもの時になりたがった職業についてクイズで答える

先生方の個人名が書かれたカードと職業名が書かれたカードの２種類を示し、子どものときに先生方がな

りたがった職業をクイズにして出題しました。校長先生や教頭先生はじめ、子どもたちに身近な存在である

先生方の憧れの職業を考えさせる活動は、大変盛り上がりました。子どもたちは、先生方の性格や特徴から

答えを予想し、意外な答えに驚いたり、納得して正解を聞いたりする姿が見られました。また、先生方も子

どものころにはいろいろな夢を描いたことに気付くことができました。

(1)と(2)の活動で、和やかな雰囲気の中で、職業について考えるという本時の方向性をつかませることが

できました。

(3)「フリーターの数」の推移のグラフから学習課題を立てる

右のグラフを提示しました。はじめに標題を隠し、どんな仕事をして

いる人の数のグラフか予想させた上で、グラフを公表しました。資料か

ら気付いたことを問い 「フリーター」の数がどんどん増えていること、

を確認させました 「フリーター」についての子どもたちの「名前は聞。

いたことがあるけど、よくわからない」という反応を受け 「フリータ、

ーについて考えよう 」という本時の学習課題を設定しました。。

課題追究の段階

(1)「フリーター」のイメージを話し合う

はじめ、自由に「フリーター」のイメージを発表させました。子ど

もたちからは、３タイプの発言が出されました 「好きなことができて。

うらやましい 「何となく、かっこいい感じ」という発言のような肯定的なイメージ（数人 「プラプラして」 ）、

いる人」に代表される否定的なイメージ（３人 、そして残りほとんどの子の「よくわからない」というもの）

です。

(2)「フリーター」の定義を押さえる

６年生の子どもにもイメージできるように 「フリーターとは、決まった仕事に就かないで、アルバイトで、

給料をもらっている人」と説明しました。

(3)フリーターが増加しているわけを知る

フリーターが増加しているわけを２点に絞って、子どもたちに説明しました。１点が、働きたくても働け

ないという雇用上の理由で、もう１点が、本人の意志に関係する「やりたいことが見つからない」というも

のです 「自分が原因になっているのはどっちの理由？」と問い、後者の「とりあえずフリーターにでも…」。

という、自分のやりたい仕事が見つけられず、安易な気持ちでフリーターを選択したタイプの理由に着目さ

せました。

(4)「船橋情報ビジネス専門学校」作成のフリーソフトからフリーターがかかえる問題点に気付く

フリーターの現状や問題点をとらえさせるために、次のページのような船橋情報ビ

ジネス専門学校が作成したフリーのプレゼンテーションソフトを使用しました。これ

は 「フリーター・ニートになる前に読む本 （鳥居徹也著、三笠書房）の中で紹介さ、 」

れているもので、キャリア教育に携わる先生方対象に作成されたソフトです。

このソフトには、次のような特徴があります。

① 同校のホームページから、フリーにダウンロードできます。

② アニメーションや効果音の加工も設定されており、そのままプレゼンテーショ

ン(パワーポイント）として活用できます。

③ 使い方に応じてシートを選択したり、加工したりすることができます。

④ クイズ形式の提示になっています。
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クイズ形式の

プレゼンテーシ

ョン構成になっ

ており、子ども

たちも楽しみな

がらフリーター

についての理解

を深めることが

できました。特

にも、フリータ

ーと正社員の生

涯賃金の差や医

療関係の待遇の

差などには、特

に驚いていまし

た。

シートを見せ

た後、改めてフリーターについてどう思うか問うと 「フリーターは大変！ 「やっぱりなりたくない！」と、 」

いう声が聞かれました。他に 「はじめは好きなことをやって、途中からフリーターを辞めればよい」といっ、

た子どもがいました。この発言を取り上げて、フリーター期間が長ければ長いほど正社員への雇用率が低く

なるということを補説しました 「とりあえずフリーターをやって、後から好きなことをやりたい」という考。

えは、実際には実現が困難であるということを伝え、自分のやりたいことを見つけることの大切さを押さえ

ました。

まとめの段階

○担任の話から豊かな将来を歩むためのアドバイスを聞く

導入時に自分のなりたい職業を発表さ

せたことに触れながら、豊かな将来を生

きるためには、自分の好きな仕事に打ち

。込むことが大切であることを伝えました

そして、自分のやりたい職業を見つける

ためには、今の学校生活でいろいろなこ

とにチャレンジしながら、自分の好きな

ことを見つけていくことが大事であるこ

とを話しました。食べ物でも、いろいろ

な料理を食べてみることで、自分の好き

な味や料理が見つかることを例にあげ、

学校での全部の勉強の中から得意なこと

を見つけたり、伸ばしたりしていくとよ

いという話をして授業を終えました。

授業実践を終えて

キャリア教育の推進が求められる要因の一つである「フリーターやニートの問題」を、小学校６年生なりに

考えさせた実践です。将来「フリーターにでも」と安易な進路を選択することがないよう、小学校段階で押さ

えさせたいこととして 「①フリーターの現状や問題を知らせる、②いろいろなことにチャレンジして自分が好、

きなことを見つけさせるようにする」の２点を中心に授業しました。子どもたちの振り返りの作文を読むと、

フリーターの現実的な問題（経済面、雇用面）をとらえた記述や、これからの学校生活を前向きに送ろうとす

る意欲的な記述が見られ、授業の目的は達成できたと思います。本時で用いた船橋情報ビジネス専門学校のフ

リーソフトは、小学校６年生にも十分に理解できる内容であり、大変効果的でした。フリーター問題を考えさ

せることをとおし、自分の将来の職業に目を向けさせたり、これからの学校生活への目的意識を持たせたりす

ることができ、有意義な実践でした。

〔プレゼンテーション資料提供〕
『船橋情報ビジネス専門学校ホームページ』

(http://www.chiba-fjp.ac.jp)

〔子どもたちの振り返りの感想から〕

・フリーターになると、正社員とは３億円もの差があることにとて

もおどろきました。何よりもフリーターは、自分の人生が楽しく

ないなと思いました。ぼくは、自分の好きな仕事で楽しく仕事し

て、豊かな人生を送りたいなと思いました。

・自分が好きなことを見つけるためにアルバイトをしている人は仕

方がないと思ったけれど、ただフリーターをやっている人は、減

っていってほしいと思いました。私はフリーターではなく、ちゃ

んとした仕事につきたいです。

・正社員とフリーターは、すごい差がありました。私は今は自分が

なりたいものはなくて、そんなことを考えもしなかったけれど、

今日の勉強で早めに自分の夢を見つけようと思いました。いろい

ろなことに全力で取り組んで、好きなことをみつけたいです。



-45-

〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の授業実践〉

キャリア教育の視点を位置付けた学級活動の授業実践 ⑦■

◇中学校との連携を図って、希望や目標をもって生きる態度の形成を図った授業
～ 第６学年 「もうすぐ中学生」 ～

指導のポイントと工夫□「もうすぐ中学生」１．題材名
学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成〕〔６年―

２．目 標

◎ 中学校生活に対する不安や悩みを解消し、新しい生活に向けた期待や希望を膨らせるとともに、
中学進学に向け目標をもって生活しようとする意欲を高めることができる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○資料を適切に活用して課題を解決させたり、進路について自己の考えを深めさせたりする。
○中学生活における期待や希望を膨らませ、目標をもって生活する態度を培う。

☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：中学進学や中学校生活に関する問題等について主体的に考える。】
【将来設計力 ：中学校生活への期待や希望を膨らませる。】
【情報活用力 ：グラフやインタビュー等の資料から問題を見つけたり、解決したりする】
【意思決定力 ：中学進学に向け、目標をもって生活しようとする意欲をもつ。】

４．展開案
○事前に進学にかかわる児童の意識調査を行い、中学校生活に対する児童の不安や悩み、実態等を
とらえ、資料化しておく。事

○中学校との連携を図り、児童の中学校生活への抵抗感を取り除いたり、希望を膨らませたりする前
ことができる資料を準備しておく （ＶＴＲや中学生の作品等）。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 中学校生活に対する意識調査の資料 ・グラフから、級友のほとんどが中学生

を見て、気付いたことを話し合う。 中学校生活 活についての不安や悩みを抱えている課
、 。題 への意識 ことに気付かせ 問題の共通化を図る

自己理解】把 ２ 本時の課題をとらえる。 （アンケー →【

ト結果） ・時間割の内容以外にも、小学校との違握
いを知っている子には発表させる。

自己理解】→【

３ 中学校の時間割表を見て、小学校と 中学校の時 ・時間割調べをしての感想を問い、中学
の違いを調べる。 間割表 校への一人一人の子の関心を高めさせ

】・教科の名称、数、種類の違い たい。 →【自己理解・情報活用

・時程の違い ・卒業生（中学生）には、事前に行った
・クラブ活動の有無 中学校生活へのアンケート結果をもと
・教科担任制 等 に話をさせ、不安や悩みを解消させる

手だてとするとともに、中学校生活の本
４ 中学生の話を聞いたり、作品等を見 中学生の声 楽しさやすばらしさについても触れさ課
たりしながら、中学校生活の実際の様 （ＶＴＲ） せていく。題

】追 子についてのイメージをもつ。 中学生の作 →【情報活用・将来設計・意思決定

品等 ・部活動の成果等を具体的に示し、中学時 究
中学教師の 生活への憧れの気持を育む。

情報活用・将来設計・意思決定】声 →【

５ 中学校教員の話を聞き、中学進学に （ＶＴＲ） ・中学教師の話では、中学生活につなが
向けた準備として 必要なことを聞く る生活の視点を中心に話してもらう。、 。

情報活用・将来設計・意思決定】→【

６ 中学進学に向け、今後の生活におけ 目標カード ・それぞれの決意を表明させ、実践への
】る自己の目標を立てる。 意欲化を図る。 →【将来設計・意思決定

・ワークシートに本時の感想を記述させ
７ 本時の学習を振り返り、考えたこと ることにより、子どもたちに本時の学ワ ー ク シ ー

をまとめ、発表し合う。 習の価値を実感させるとともに、教師ま ト

の指導の成果をとらえる資料とする。と
将来設計・意思決定】め ８ 小学校生活の締めくくりの過ごし方 →【

について教師の話を聞く。 担任の話 ・教師の体験談を紹介し、中学生活への
将来設計・意思決定】意欲を高める。 →【

○各自が立てた生活の目標を教室に掲示し、目標の実践化を図る。
○授業の様子や個々の子どもたちの感想等、学級通信等で知らせ、中学校に向けた意識を家庭との事
連携の上で図るようにする。

○子どもたち個々の取り組みの様子を観察し、適宜賞揚したり、指導したりする。後
○感想を記述したワークシートに教師からの励ましの言葉を記す。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【国語】→詩「生きる」を読み、自分の将来の生き方を考える。
【道徳】→資料「自分への手紙」で、自分の長所や短所を見つめながら、将来について考える。
【総合的な学習の時間】→「ぼく・私の未来」の学習で、自分の将来を考える場をもつ。
【日常活動】→自分の役割を責任をもって果たそうとする気持をもち、清掃活動や係活動に取り組む。

中学校の生活の様子を調べよう。

◇本実践のポイント
Point1進路にかかわる諸資料を適切に活用できる力を培います

Point2中学進学を控えた子どもたちの夢や希望を育み、目標をもって生活しようとする意欲を培います

Point3系統的な進路指導を図るために、中学校との連携を図ります

①資料を活用する力の育成
指示や発問を明確に

したり、メモをとらせ
たりしながら、グラフ
の読み取りやインタビ
ューの話の聞き取りを
適切に行わせます。ま
た、進路についての関
心や問題意識をもたせ
るようにします。

②夢や希望、意欲の醸成
先輩である中学生の

作品を紹介したり、ア
ドバイスを聞かせたり
しながら中学校生活に
対する不安や悩みの解

。 、消を図ります さらに
中学校生活のすばらし
さに触れさせながら、
新しい生活への期待を
抱かせるとともに、自
分自身の現在の生活態
度についても見つめ直
させ、目標をもって学
習や生活に取り組ませ
るようにします。

③中学校との連携

本時での小中の連携の

、 。視点は 次の２点です

・子どもたちにとって

身近な先輩の中学生

、の作品やアドバイス

中学校教師の話等を

資料として用います

・本時の授業を終えて

の中学校への子ども

たち個々の思いを中

学校教師に伝え、情

報の共有化を図り、

中学校入学後の指導

。に生かしていきます
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授業の実際

課題把握の段階

○中学校生活に対する意識調査の

結果から本時の課題を立てる

、事前に

中学校生

活につい

ての意識

、について

子どもた

ちからア

ンケート

調査した

結果をグ

ラフで提

示しました。グラフから気付い

たことやわかったことを話し合

わせながら、中学校に対する不

安や心配を感じている子が学級

の中に多くいることを全体で確

かめ、本時の課題『中学校の生

活の様子を調べよう』を設定し

ました。

課題追究の段階

(1)中学校の時間割から小学校との

違いを調べる

子どもたちの進学先である中

学校の協力を得て、中学１年生

の実際の時間割をいただき、子

どもたちに提示しました。この

時間割を使い、小学校との違い

を見つけていきました 「英語」。

や「選択」など、新しく発見し

た授業に、子どもたちは興味を

抱くことができました。

(2)先輩の話や作品から中学校の生活の様子を調べる

時間割で発見した「美術」の時間に作成した先

輩の実際の作品を中学校からお借りし、紹介しま

した。レタリングや静物画などすばらしい作品の数々に触れ、子どもたちから

「すごいなあ… 「上手だなあ…」という声を聞くことができました。」

「先輩からの話」では、事前に子どもたちが感じていた「勉強や部活」の問

題を中心にインタビューしたものをＶＴＲで提示しました。小学校の時からな

じみであった先輩の話は、不安や悩みの解消と中学校生活への期待を膨らませ

るのに効果的でした。中学校では、自分の努力しだいでたくさんの可能性を広

げられることを感じ取ることができました。

(3)中学校教師の話から中学進学に備える心構えを聞く

小学校卒業後に中学校で子どもたちを迎える中学校教師から、中学進学に備

えたアドバイスをＶＴＲで視聴しました。小学校段階での学習をきちんと身に

課題把握の場面で使用
したグラフとアンケー
ト結果。中学進学を自
分たち自身の問題とし
てとらえさせました。

本時の学習の様子を保護者に紹介
した学級通信。子どもたちが書い
た感想をには、中学校への不安が
解消されたことや今後の生活に対
して意欲を高めたことが表現され
ています。

小学校生活の過ごし方で、自分が特に
頑張っていきたいことをカードに書
き、教室に掲示しました。子どもたち
が目標の達成状況を毎日自分で振り返
り、その評価結果をシールで表しまし
た。

WithYouｒSmile
～ 花巻市立湯口小学校 第６学年 学級通信 H18.3.3（金） ～

やる気が湧いてきたよ中学校生活夢・期待・希望夢・期待・希望
～ 学級活動で「中学校生活」について調べました ～

。 、 、小学校生活も本当に残りわずかとなりました 子どもたちは 今まさに最後のゴールテープに向かって

ラストスパートで学習、生活に取り組んでいるところです。

さて、先日学級活動の時間に 「中学校生活の様子を調べよう！」という授業を行いました。この授業、

は、間もなく小学校を卒業する子どもたちが、来たる中学校生活に向けて夢や期待をふくらませ、新しい

。 、 。生活への意欲を高めることを目標として行った授業です 授業の柱は 下のように大きく３つありました

時間割調べで

は、新しく始ま

る教科や授業時

間の違い、部活

、 、 。動の登場など 小学校とは異なることをたくさん見つけながら 中学校生活への興味を高めていきました

また、実際に先輩が描いた美術作品を見ると 「すごい！ 「上手～」という声があがり、中学生への憧、 」

「 」 。れの気持ちや 自分もあんな絵が描けるようになるかな と期待する気持ちももつことができたようです

先輩や中学校の先生のお話（ )では、子どもたちが一番不安に感じていた勉強や部活動のこと、いVTR

じめ問題などについて聞きました。勉強、部活については 「自分のやる気さえあれば大丈夫！ 「自分、 」

が何をやりたいか、目標をきちんと決めて挑戦すること 「大変なことも多いけど、自分が頑張った分、」

結果もついてくる」…等々のお話を聞きました。また、学級内の問題については 「友達関係が大切 「ク、 」

ラスみんなで話し合って解決できる 「クラスの団結を今から大切に！」などのアドバイスをもらいまし」

た。 から、子どもたちは抱えていた悩みや不安を解消するとともに、自分の努力次第で充実した中VTR

学校生活が送られることを知り、改めて「がんばるぞ！」という意を強くしたようでした。

の最後に、中学校の先生から小学校卒業までにがんばってほしいことを話していただきました。VTR

その話の中に 「小学校の勉強をきちっと終えること、そして、お手伝いや仕事、挨拶など当たり前のこ、

と、普通のことをきちんとできるようにしておくこと」ということがありました。

、 、 。「 」そこで 卒業式までに自分ががんばる目標を 一人一人決めました お手伝いをしっかりがんばる！

「今までの復習を一人勉強で毎日２ページやる！」など、子どもたちによって立てた目

標はいろいろですが、小学校生活のゴールを迎えるに当たり、自分ががんばると決めた

ことを意識して一日一日の生活を送っていくことがとても大切です。子どもたちのがん

ばりを応援し、有終の美につなげていきたいと思います。

①中学校の時間割や先輩の作品などから、中学校の授業のイメージをもつこと

②先輩や中学校の先生の話から、中学校の様子や中学生活を送るためのポイントを聞くこと

③中学校進学を前に、小学校卒業まで自分が毎日がんばる目標を決めること

「勉強や部活についていけるかなと心配だったけれど、努力すればだいじょうぶ、自分のやる気しだいと、勇
気づけられることがいっぱいだったので、心配が心配でなくなりました。」（Ｕくん）
「先輩達からのアドバイスがとても参考になりました。不安が一気に消えました。小学校生活の残りを無駄に
しないようにがんばりたいです。」（Ｋくん）
「中学校では勉強や部活で努力しただけ力がつくということがわかり、やっぱり中学校はやる気が必要なんだ
なあと思いました。」（Ｙくん）
「勉強や部活が不安だったけど、努力すればついていけそうなので、少し安心しました。卒業まで、できるこ
とをしっかりしていこうと思いました。」（Ｓさん）

さあ、ゴールめざして、みんなでファイト!
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つけること、自分のことはきちんと自分でできるようになること、挨拶や礼儀

など当たり前のことを当たり前にできるようになることが話され、子どもたち

に現在の自分の生活を振り返らせるのに効果的でした。

(4)今後の生活における自己の目標を立てる

本時の学習を振り返らせながら、卒業までの学校生活で努力していきたい目

標を個々の子どもたちにワークシートに書かせました。手伝いや学習、体力作

りなど、子どもたちは自分の生活を見つめながら自分なりの目標を立てていま

した。

まとめの段階

○小学校生活の締めくくりの過ごし方について担任の話を聞く

、 。 、授業のまとめとして 担任自身の小学校卒業時の体験談を話しました 当時

夢に描いていたことを写真やカセットテープで紹介しながら、夢や目標をもっ

て生活することの大切さと日々の生活の心構えを話し、授業を終えました。

【授業の実際の板書】

授業実践を終えて

キャリア教育の推進に当たっては、子どもたちの発達段階に応じた系統的な指導が求められますが、とりわ

け小学校から中学校の円滑な接続を図った指導が大事になります。本実践は、小学校卒業の１３日前に行った

。 、授業です 小学校生活の締めくくりをどのように過ごすか子どもたちなりに自らの生活について考えさせたり

中学校進学やそれに続く人生への意欲を高めさせたりしていく上で、有意義な授業となりました。

本実践では、授業で扱う中心資料として、インタビューや作品の提供などで中学校の協力を得ました。先輩

の中学生の体験談や作品紹介、中学校教師のアドバイスなどは、子どもたちにとって身近で具体的なものでし

た。実際の進学先からの資料提供は大変効果的で、子どもたちの不安や悩みの解消、そして期待や希望の醸成

につながったととらえます。

さらに、授業の計画の説明、実施報告等、中学校の担当者と協議の場を設けたことは、小学校、中学校それ

ぞれの情報の共有化を図ることができ、双方の指導に貴重な資料を得ることができました。中学校では、小学

校から入学してくる子どもたちの思いを事前に把握することができ、入学時の適応指導に生かすことができる

ものととらえます。

時間割調べや先輩の話、中学校教師

の話からわかったこと 子どもたちの興味や意欲を高めた先輩

中学生の作品

小学校卒業、そして中学進学に備え

た生活態度のポイント

手にしている写真は、小学校卒業
時の担任です。カセットテープで
は、卒業時に学級で録音していた
「将来の夢」の肉声が収録されて
あります。
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キャリア教育の視点を位置付けた学級活動の授業実践 ⑧■

◇ そうじについての話合い活動と「二宮金次郎」で勤労観を培う授業
～ 第４学年 「そうじの仕方を見直そう」 ～

指導のポイントと工夫□「そうじの仕方を見直そう」１．題材名
〔４年―学級活動(1)：学級や学校の生活の向上に関すること〕

２．目 標

◎ そうじの意義や役割を果たすことの大切さに気付き、よりよい清掃活動の在り方を考えたり、進
んで仕事に取り組もうとする意欲を高めたりする。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○清掃活動について取り上げ、働くことの意義や気持ちよさ、役割を果たすことの大切さを考えさ
せる場とする。

○集団の場でも自分の考えをしっかりもち、表現できる力を育てる場とする。また、話合いの運営
にかかわる自己の役割を責任をもって果たそうとする態度を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：自己の考えを進んで発表したり、友達の意見を取り入れたりしながら、】

話合い活動に主体的に取り組む。
【役割認識力 ：清掃活動の意義や役割を果たすことの大切さに気付く。】
【職業理解力 ：働くことの楽しさを知り、進んで清掃活動に取り組もうとする意欲をもつ。】
【課題解決力 ：これまでの清掃活動の問題点に気付き、課題を克服するための手立てを考え、実践】

できる。

４．展開案
○清掃や働くことへの価値に気付かせる資料として、二宮金次郎に関する資料を準備しておく。
○今の清掃活動の現状について見直すアンケートを実施し、資料化しておく。
○係担当の子どもたちには、話合い活動を円滑に進めるために、事前の準備をしっかり行うよう話事
すとともに、その取り組み状況を把握し適宜指導する。前

○「話合いカード」を学級全員に配付し、話合いの内容を知らせるとともに 「今の清掃活動には、、
どんな問題があるか 「問題を改善するためにはどんな方法があるか」の２点について、自分の」
考えをしっかりもたせておく。
話合いの順序 児童の活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点 資料等

１ はじめの言葉 ・係が開会宣言をする。 ・各係の子どもが自信をもって自分
の役割に取り組めるように、事前

２ 係の紹介 ・各係が自己紹介において、 の教師の声がけを大事にする。 話合いカ
自分の役割と目標を話す。 ード→【コミュニケーション・役割認識】

３ 議題の確認 ・本時の議題、話合いのめあ ・話合いカードを用い、本時の活動
て、話合いの進め方を確認 への意欲と見通しをもたせ、どの

。する。 子も主体的に話合いに参加させる
【 】・担任の話を聞き、現状のそ → コミュニケーション・課題解決・役割認識

４ 先生から うじの問題点を考える。 アンケー話
○今のそうじの問 ・校舎内に二宮金次郎像が設 ・二宮金次郎の資料を基に、働くこ ト結果合
題点 置してあることの意味を知 との意義やそうじの大切さを具体 ＶＴＲい

○二宮金治郎の話 り、働くことやそうじの意 的に指導する。 二宮金次活
働くことの意義 義を考える。 郎の写真動 （ ） →【職業理解・役割認識】（

５ 話合い ・話合いの柱に沿い、そうじ ・それぞれの考えのよさに着目させ本
①今のそうじには について話し合う。 ながら、建設的な話合いをさせた時 、

どんな問題があ い。

）

【 】るか → コミュニケーション・課題解決・役割認識

②よりよいそうじ
ができるための
対策

・話合いによって決まったこ 振り返り
６ まとめ とを確認する。 ・話合いの内容、話合い活動への取 カード

・本時の活動の振り返りをカ り組み態度、係の働きの様子、今
ードに書く。 後の活動への意欲付け等を視点に

７ 先生から ・本時の話合いについて担任 話し、今後の清掃活動への意欲化
の話を聞く。 を図る。

職業理解・役割認識】８ 終わりの言葉 ・係が閉会宣言をする →【

○「そうじパワーアップカード」を作り、一定期間、そうじへの取り組み状況をシール等でチェッ事
クさせ、実践化を促す。後

○子どもたちの活動の様子を観察し、改善された点や努力している点を評価していく。
５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「神戸のふっこうは、ぼくらの手で」を読み、働くことの大切さや、進んで社会のため
に役に立とうとする心情を培う。

「そうじパワーアップ作戦」

を立てよう。

①今のそうじの問題点

②これからの取り組み

◇本実践のポイント
Point1学校のシンボル像「二宮金次郎」の教えの意味を知らせ、働くことの大切さを考えさせます。

Point2 清掃活動を見つめさせ、そうじの大切さやよりよいそうじの仕方を考えさせます。自分たちの

Point3自分の考えを話したり、目的に応じて話し合ったりするコミュニケーション力を培います。

①「二宮金次郎」の教材化
話合い活動の「先生か
ら」の項で 「いつも見、
ているけど、よくわから
ない」という二宮金次郎
を取り上げます。
金次郎の生き方や業績
を紹介し 「よく学び、、
よく働く」姿が手本であ
ることを知らせ、働くこ
との意義について考えさ
せるきっかけにします。

②そうじの意義に気付かせ、
勤労意欲を高める指導
これまでのそうじの実態
についてのアンケート結果
を示し、そうじの問題点に
気付かせます。なぜそうじ
が必要か、どんなところが
問題か考えさせながら、具
体的な改善策を立てさせて
いきます。

③コミュニケーション力を

育む指導

議長や書記等、話合

いの進行にかかわる役

割がある子どもには、

事前の準備（仕事のポ

イント）を入念にさせ

ておきます。

話合いの場面では、

一人一人が自分の意見

をもち、積極的に考え

を話せるように 「話合、

いのめあて」を設定し

たり 「話合いカード」、

を用いたりしながら、

集団の場でも自分の考

えを表現できる力を育

てます。
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〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の授業実践〉

授業の実際

事前の準備・活動

(1)そうじについてのアンケートをとる

そうじの必要性についての考えと、

自分たちのそうじの様子についてのア

ンケートを行い、簡単な資料にまとめ

ておきました。

(2)二宮金次郎に関する資料を準備する

働くことやそうじの意義についてと

らえさせる資料として、学校の正門前

に設置されてある二宮金次郎像に関す

る資料（写真 「金次郎の教え ）を作、 」

成しました。

(3)話合い活動の準備をする

、「 」（「 」）子どもたちが目的意識をもって学級会に臨むように 話合いカード そうじパワーアップ作戦シート

を準備し、議題、話合いのめあて、自分なりの考えをカードに記入させました。

話合い活動の実際

(1)「先生から」の話を聞き清掃活動の意義と現状の問題点をとらえる

そうじに関するアンケートでは、そうじの必要性や大切さを認

める考えが100％でありながら、現状のそうじに問題あると回答し

た子どもたちが94％でした。この結果から、自分たちのそうじにつ

いて課題や改善の必要性があることを、子どもたちにとらえさせる

ことができました。

、 「 」 。 、アンケート結果に次いで 二宮金次郎の写真とその 教え の資料を提示しました 二宮金次郎について

子どもたちは 「どんなことをした人か 「どうして、像になって学校の正面に設置してあるか」わかってい、 」

ませんでしたが、教師の説明で「よく働き、よく学ぶ 「みんなのためにつくす」といった金治郎の姿が、全」

校のモデルにるものであること知りました。そして、学校の中で「よく働き、みんなのためにつくす」場面

がそうじであることを確認し、話し合いに対する意欲を高めさせまし

た。

(2)今のそうじの問題点と改善策を話し合う

話合いの柱は 「今のそうじでどんな問題点があるか 「その問題を、 」

」 。 、どう改善してそうじをパワーアップさせるか の２点でした 事前に

話合いカードに自分の考えを書かせておいたため、積極的に発言する姿見られました。また、話合いを進行

する議長や書記等の子どもも、自分の役割を適切に果たすことができました。話合いにより 「分担が決まら、

ずもめごとになる、自分の仕事がきちんと果たされていない、時間が守られていない…」等の問題が確認さ

れ、その対策として 「そうじのめあてをしっかり立てる 「めあてを全員で達成できたら 『時間貯金』とし、 」 、

て、みんなで遊ぶ場を設ける」などの取り組みが決まりました。

実践活動の様子

学級会の後、話し合ったことをそうじの場で班毎に実践し、そうじの改

善が図られました。

授業実践を終えて

二宮金次郎の「よく学び、よく働く」という教えとは、キャリア教育の目的とも重なるものです。学校のシ

ンボルとも言える金次郎を教材化することで、働くことの意義を考えさせたり、自らの生活を改善させようと

したりする意欲をもたせたるができました。また、学級会という場で、自分の考えを進んで話したり、テーマ

に基づいて話し合ったりするという、コミュニケーションの力も養うことができました。

そうじについてのアンケート

１ 今のそうじは、しっかりできていると思いますか

ア とてもよくできている

イ だいたいはできている

ウ すこしできていないところがある

エ しっかりできていない

２ できていないところ（問題があるところ）はどんなところだと思いますか

３ そうじは大切だと思いますか

ア とても大切だと思う

イ どちらかというと大切だと思う

ウ どちらかというと大切だとは思わない

エ 大切だとは思わない

４ もっとよいそうじにするために、どんなことをがんばればよいでしょうか

４年

４年生 そうじパワーアップ作戦シート

１ 今日の学級会で話し合うこと（ぎだい）

２ 話し合いのめあて

３ 自分の考えをもとう

４ 話合いで決まったこと

５ 学級会をふりかえろう

4年

今のそうじでどんなところが問題？ そうじをパワーアップするためには？

〔これからのそうじについて思ったこと〕

〔話合いのめあてについて〕

◎ ○ △
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〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の授業実践〉

キャリア教育の視点を位置付けた学級活動の授業実践 ⑨■

◇ 「係活動マニフェスト」で、役割意識や働くことの楽しさに気付かせる授業
～ 第５学年 「係活動を見直そう」 ～

指導のポイントと工夫□「係活動を見直そう」１．題材名
〔５年―学級活動(1)：学級や学校の生活の向上に関すること〕

２．目 標

◎ 学級生活の向上のために果たす係活動の大切さを理解し、よりよい係活動に向けて、活動内容を
工夫したり、仕事に取り組む意欲を高めたりする。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○学級生活を営む上で、係活動が大切な役割をもつことに気付かせ、自己の仕事に対する責任感を
高めさせる。

○係活動の改善に向けて、進んでアイディアを出したり、友達と協力して活動したりすることがで
きるようにする。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：自己の考えを進んで発表したり、友達の意見を取り入れたりしながら、】

話合い活動やグループでの相談などに主体的に取り組む。
【役割認識力 ：学級生活を支えるための係活動の役割に気付き、自分の仕事の大切さをとらえる。】
【職業理解力 ：友達と協力して働くことやアイディアを生かして活動することの楽しさを知り、進】

んで係活動に取り組もうとする。
【課題解決力 ：これまでの係活動の問題点を見つけ、活動の仕方や内容などの工夫ができる。】

４．展開案
○今の係活動の現状について振り返るアンケートを実施し、資料化しておく。
○係担当の子どもたちには、話合い活動を円滑に進めるために、事前の準備をしっかり行うよう話
すとともに、その取り組み状況を把握し適宜指導する。事

○「話合いカード」を学級全員に配付し、話合いの内容を知らせるとともに 「今の係活動には、前 、
どんな問題があるか 「問題を改善するためにはどんな方法があるか」の２点について、自分の」
考えをしっかりもたせておく。
話合いの順序 児童の活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点 資料等

１ はじめの言葉 ・係が開会宣言をする。 ・各係の子どもが自信をもって自分
の役割に取り組めるように、事前

２ 係の紹介 ・各係が自己紹介において、 の教師の声がけを大事にする。 話合いカ
自分の役割と目標を話す。 ード→【コミュニケーション・役割認識】

３ 議題の確認 ・本時の議題、話合いのめあ ・話合いカードを用い、本時の活動
て、話合いの進め方を確認 への意欲と見通しをもたせ、どの

。する。 子も主体的に話合いに参加させる
】→ ・【コミュニケーション 課題解決・役割認識

４ 先生から ・担任の話を聞き、係活動の ・係活動の必要性を問い、その役割 アンケー話
○係活動の意義 大切さを確認する。 の大切さを確認させる。 ト結果合

職業理解・役割認識】い ○係アンケートの ・係アンケートの結果を見て、 →【

。活 結果発表 本時の活動の方向性をもつ

・係アンケートで、互いの係の活動動
５ 話合い ・現状の問題点を出し合いな 状況をチェックさせ、その結果を

（

①係活動の問題点 がら、係活動の改善の視点 公表することで問題点に気付かせ本
を出し合う。 をとらえる。 る。時

【 】

）

②係グループ毎に → コミュニケーション・課題解決・役割認識

係活動改善の取
り組みを話し合 ・各グループの話合いの状況を参観
い 「係パワー し、建設的な意見やアイディア等、
アップマニフェ を紹介していく。 係パワー
スト」に書く。 アップマ→【 】コミュニケーション・課題解決・役割認識

③係毎に「マニフ ニフェス
ェスト」を紹介 ・各係のマニフェストを聞き ・話合いの結果を「マニフェスト」 ト
し合う。 合い、よりよい活動に向け に表現させることで、実践化に向

意見を交換する。 けた意欲化を図る。
・本時の活動の振り返りをカ 振り返り→【 】コミュニケーション・職業理解・役割認識

６ まとめ ードに書く。 カード
・本時の活動について担任の ・話合いの内容、話合い活動への取
話を聞く。 り組み態度、係の働きの様子、今

７ 先生から 後の活動への意欲付け等を視点に
話し、今後の係活動への意欲化

８ 終わりの言葉 ・係が閉会宣言をする を図る。
→【職業理解・役割認識】

○「係マニフェスト」を掲示し、互いの活動状況をチェックし合う。事
○子どもたちの活動の様子を観察し、改善された点や努力している点を評価していく。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「よみがえれ日本海」を読み、勤労の意義を理解し、人や社会に奉仕する喜びを知る。

係活動パワーアップ計

画を立てよう！

①活動の態度

・みんなが働く

②活動の内容

・よりみんなのために

・より楽しく 等

◇本実践のポイント
Point1学級集団の中での、自分の役割や仕事を責任をもって果たそうとする態度を育てます。

Point2友達と力を合わせて働く楽しさや大切さに気付かせます。

Point3新しい活動のアイディアを考えたり、企画したりする力を育てます。

①役割や仕事に対する責任
感を高める指導
チェックシートを用

い、これまでの各係の活
動状況を相互評価させま
す。各係を「会社」に例
え、それぞれの会社の状
況を採点化し、結果を公
表します。自分や係の仕
事への取り組み状況を客
観的に振り返らせること
で、係活動を改善しよう
とする意欲をもたせま
す。

②協力して働く楽しさや大切
さに気付かせる指導
各係毎にグループでの
話合いの場を設けていき
ます。集団で話合うこと
で、意見やアイディアの
広がりを実感させます。
また、多人数で力を合
わせることでダイナミッ
クな活動の企画ができる
ことに気付かせていきま
す。

③創造力、企画力を高める

活動

これまでの自分たち

の活動の問題点を振り

返らせながら 「係活動、

マニフェスト」作りに

取り組ませます。グル

ープの話合いの様子を

観察しながら、適宜教

、師もアドバイスを与え

これまでの活動にとら

われない新しいアイデ

ィアや活動を考えさせ

ていきます。
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授業の実際

事前の準備・活動

(1)各係の活動状況を採点シート

でチェックし合う

今の各係の仕事の様子につ

いて、右のような採点シート

で互いにチェックし合いまし

た。

(2)話合い活動の準備をする

子どもたちが目的意識をも

って学級会に臨むように 「話、

合いカード （ 係活動パワー」「

アップがんばるぞシート ）を」

準備し、議題、話合いのめあ

て、自分なりの考えをカード

に記入させました。特に、①係活動の必要性、②今の係活動の問題点、③

係活動を活性化する方法の３点について、どの子も自分の考えをもって話合いに臨ませるようにしました。

話合い活動の実際

(1)係活動の意義をとらえる

「先生から」の項で、係活動の必要性について問いかけました。話合いを通じ、係活動が自分たちの生活を

豊かにするために必要であることを確認させました。

(2)係アンケート（係活動採点シート）の集計結果を見て本時の活動の方向性をもつ

各自がそれぞれの係について採点したシートを教師が集計し、一覧表にして子どもたちに

公表しました。自分たちの係がどのような評価を受けているか、子どもたちは真剣に教師の

発表を聞きました。この結果から、自分たちの係活動をもっと活性化させようとする意欲を

引き出すことができました。

(3)係グループ毎に係活動改善の取り組みを話し合い 「係パワーアップマニフェスト」用紙に書く、

係活動を改善させる方法として 「マニフェスト作、

り」に取り組むことを教師から提示しました 「マニ。

」 、 、フェスト の意味を簡単に説明し 改善の視点として

「①係を会社にして会社の名前も付ける、②今までの

反省を仕事に生かす、③学級がもっとよくなる新しい

企画を考える」の３点についてグループで話し合わせました。教師のアドバ

イスを得ながら、どこの班も意欲的に話し合う姿が見られました。話合いの

結果を 「係パワーアップマニフェスト」に書かせました。、

(4)各係の「係パワーアップマニフェスト」を紹介し合う

各係が考えたマニフェストを全体の場で、発表

させました。給食係がその日の献立のポイントを

栄養士の先生から聞いてお知らせするなど、これ

まで行われていなかった企画が多数発表され、そ

れぞれの係の新たな活動に期待する表情が見られ

ました。

授業実践を終えて

学級の中の「係活動」に視点を当てることで、係が自分たちの生活に深くかかわっていることや、集団生活

を支える仕事の役割についてとらえさせることができました。また、係活動を「会社経営」に例えることで、

友達とアイディアを出しながら新しい企画を考える楽しさも味わわせることができました。さらに 「話合いカ、

ード」を用いた意見交流やグループ内での話合い等の場を設けることで、自分の考えを話したり、友達の考え

を聞いたりしながらものごとの解決を図るコミュニケーション力を育成することができた実践でした。

〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の授業実践〉
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キャリア教育の視点を位置付けた学校行事「大運動会」の指導実践■

◇ 事前指導から事後指導まで、運動会への一連の取り組みの中で展開するキャリア教育

指導のポイントと工夫□
指導学年 全 学年

指導の場 学級 活動・ 学校行事 等

１．目 標

◎ 望ましい集団行動の仕方や協力して活動することの大切さを学ぶとともに、目標に向かって努力したり、進
んで責任を果たそうとしたりする態度身に付ける。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○運動会に臨むめあて作りや振り返りの活動を重視し、一連の過程を指導の場ととらえる。
○将来の適切な職業生活や社会生活を営む上で必要となる、挨拶や集団行動の大切さを理解させる。
○目標に向かって努力したり、自己の役割を責任をもって果たそうとしたりする態度を養う。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：運動会を成功させるための話合いの活動に進んで参加し、自分の考えや意見を表現】

できる。また、場に応じた適切な挨拶をすることができる。
【役割認識力 ：運動会を成功させるために、様々な役割があることに気付き、自らも進んで自分の責任を果 た】

そうと努力することができる。
【職業理解力 ：働くことや役割を果たすことの喜びを感じることができる。】
【課題解決力 ：運動会を成功させるためのきまりやルールを守る。また、目標の実現を願い、具体的な取り組】

みをすることができる。
【意思決定力 ：運動会の成功や自己の向上をめざし、自分なりの目標を立てることができる。】

３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 運動会の意義（どんな力をつけ ・これまでの経験や校長先生の話などから、運動会はいろいろ
る行事か）を話し合う。 な力を高める場であることに気付かせ、運動会について一人学

２ 運動会についての願いをもつ。 一人に願いをもたせる。級
事 前 活 】３ 運動会での自分の役割や仕事を →【 コミュニ ケーシ ョン・意 思決定

確かめる。動
４ 運動会の目標やがんばることを ・カードを用い自己の役割や仕事を明らかにし、運動会でのめ等
決め、運動会に向けての意欲をも あてや努力事項をもたせる。

→ 【役割 認識・ 意思決 定】つ。

１ 何をどのように頑張るか、具体 ・練習開始時に、挨拶をしっかりすることやめあてを意識して
的なめあてを立てる。 取り組むことを確認する。練

→【コミュニケーション・課題解 決】習
２ めあてを意識しながら、活動に ・カードに自己の練習態度を記入させることをとおし、活動状運 時
取り組む。 況を自己評価させ、翌日の活動にめあてをもって臨ませるよ動 ・

うにする。会 帰
→【課題解決・意思決定】練 り ３ 「運動会がんばりカード」を基

に、めあての達成状況を自己評価 ・カードの記述状況や活動時の子どもたちの様子を観察し、適活 習 の
する。 切なアドバイスや賞揚を行う。会

】→【課題解決・意思決定

４ 自己の取り組みを反省したり、 ・互いの頑張りを紹介し合い、目標実現に向かって全員で取り動
友達のがんばりを紹介し合ったり 組む雰囲気を大事にする。

→【コ ミュニ ケーシ ョン・ 課題解 決】しながら、翌日の練習のめあてを
立てる。時

１ カードを基に、運動会のめあて ・めあてをもって本番の活動に臨めるよう、朝の会で一人一人
を確認し、頑張ることを決める。 の役割や頑張ることを確認させる。運 運

動 動 】２ めあてを基に、自分の仕事や役 → 【意思 決定・役 割認識

割を果たしたり、競技や応援に取会 会
り組んだりする。 ・子どもたちの活動の様子を記録し、振り返りの資料とする。当 当

→【役割認識・職業理解・課題解 決】日 日 ３ 運動会の様子について、担任の
話を聞きながら、自己の取り組み
の様子を簡単に振り返る。

１ カードを基に、めあての達成状 ・教師の側からも子どもたちの頑張りの様子を具体的に伝え、
況や自己の取り組み態度について 自分たちの成長を実感させる。学

→【課題解決・役割認識・職業理 解】級 反省する。
２ 働くことや役割を果たすことの ・自己の役割を精一杯果たした子どもたちを大いに評価し、働事 後 活
意義を話し合う。 くことや役割を果たすことの楽しさ、大切さをおさえる。動

→【役割認識・職業理解】３ 運動会を通じて学んだことや成
長できたことをおさえる。

４.評価の視点と方法
☆集団行動のルールや自己の役割を果たすことの大切さを理解できたか。
→〔・振り返りの作文の記述状況 ・教師間の情報交換 ・振り返りの活動における発言〕

☆目標に向かって努力したり、自己の役割を責任をもって果たそうとしたりすることができたか。
→〔・めあてカードの取り組み状況 ・活動状況の観察 ・担当教師間の情報交換〕

○運動会指導におけるキャリア教育展開案

〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の授業実践〉

◇本実践のポイント
代表的な学校行事「大運動会」の中には、キャリア教育の視点が豊富に含まれます。運動会本番前の事前指導
から事後の指導までの運動会にかかわる一連の取り組みの中で、キャリア発達（進路発達）の育成を図ります。

Point1運動会を通じて期待されるキャリア発達の要素を明確にします。
Point2「行事をとおして育てる」という、行事指導の原点に立ち返った指導をします。
Point3育てたい力に視点を当てた事前指導、事後指導を重視します。

①運動会で培うキャリア発
達の要素
次の５点が指導のポ

イントになります。
・挨拶をしっかりする
・集団の約束を守る
・目標に向かい努力する
・仕事を着実にやり遂げる
・行事を支える役割に気付く
これらの力をどこで、
どのように育てるか明確
に押さえて指導します。

②行事を通して育てる！
行事の形の上だけの

「出来栄え」ではなく、
その活動でどんな力を育
てたいかという視点を大
事にします。子どもたち
の行事への取り組み過程
を的確に見取り、適切な
指導や評価を行います。
また、子どもたち自身に
も運動会の目標を立てさ
せ、自己評価させながら
活動に臨ませます。

③事前、事後指導の重視

運動会の意義を押さえ

させ、自分なりの目標を

もたせる事前指導を行い

ます。そして運動会の一

連の取り組みを終えた

後、自己の取り組み態度

と成長を振り返らせる事

後指導を行います。運動

会を通じ、どんな力がつ

いたか、どんなこと学ん

だか子どもたち自身が実

感できるようします。
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活動の実際（６年生）

事前の学級活動

(1)運動会の意義をとらえる

学級活動で 「なぜ運動会があるのか？」、

ということを子どもたちに改めて考えさせ

ました。６年生の子どもたちは、あまり意

識せず過去５年間の運動会を経験してきま

したが、この問いにはとまどいを示しました。そこで、活

動の中に「校長先生の話」を位置付け、学校行事の中での

運動会の意義を話していただきました。この校長先生の話

を基に、運動会がたくさんのことを学び、成長できる場で

あること、そしてその頑張りの場は、競技だけでなく係や

応援、仕事などたくさんの場があることを押さえさせまし

た。

(2)運動会での役割を確かめ、自分の目標を決める

、 、運動会を成功させるためには 自分の頑張る場がわかり

そして、自分の目標をしっかり決めることが大切であるこ

とを押さえ 「運動会がんばりカード」に自分の仕事、役、

割、めあて（目標）を記入させました。自分が頑張りたい

ことを具体的に３つ決めさせ、運動会の取り組み期間中、

毎日自己評価させるように表に記入させました 「がんば。

ること」の内容は、単なる競技の目標ではなく、自分の仕

事や役割にかかわるもの、運動会練習の態度等を中心に決

めさせました。

運動会準備期間の取り組みの段階

(1)｢がんばりカード」でめあての達成状

況を自己評価しながら運動会練習に取

り組む

「 」 、がんばりカード を廊下に掲示し

毎日の帰りの会でシールを使って自己

評価させました。ここでの反省を翌日

の練習に生かしていくようにさせました。

(2)運動会準備の仕事で自分の役割を果たす

運動会前日の準備では、それぞれの係活動の準備や

会場設営に、全員で取り組ませました。各係担当の先

生の話をよく聞き、真剣に活動に取り組む姿が見られ

ました。準備活動終了後は、これまでの取り組み態度

、 。を評価するとともに 当日のめあてを確認させました

運動会当日の活動

○事前に決めた目標に向かって力を発揮する

当日の朝の会で、それぞれの運動会の

役割や目標を確認させ、子どもたちの意

欲を高めて校庭に送り出しました。

本番での子どもたちは、自分の役割を

真剣に、全力で果たしていました。

運動会を終えた後の子どもたちの表情

には、運動会の成功に全力を出した満足

感がうかがえました。

〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の授業実践〉
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〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の授業実践〉

運動会終了後の学級活動

(1)運動会の振り返りビデオを見て運動会の取り組み状況を振り返る

係活動に取り組む場面を中心に編集したビデオを視聴させ、運動会での自分や友達の頑張りを発表させま

した。

(2)運動会を支えた係の働きを考える

「 」 。 、もし係が頑張らなかったらどうなったか？ ということを子どもたちに考えさせました 子どもたちは

係活動無しには運動会が成功できなかったことを話し、役割の大切さを気付くことができました。また、み

んなのために一生懸命に働いてどんな気持ちになったかを発表させることで、その気持ちのよさを引き出す

ことができました。

(3)運動会で成長できたことや学んだことをまとめる

「がんばりカード」の「運動会で学んだこと・パワーアップできたこと」の欄に、各自書かせ、発表させ

ました。子どもたちの発表を基に、役割や責任を果たすことの大切さや喜び、めあてに向かって努力するこ

とのすばらしさをとらえさせました。

授業実践を終えて

キャリア教育の視点を位置付けた運動会指導について、校内（花巻市立湯口小学校）の先生方を対象にした

アンケートに寄せられた声を紹介します。

○ これまで、勝敗や順位に傾きがちだった子どもの視点が、係活動を中心とした「協力する」｢責任を果た

す」といった方向に行ったことが大きい。６年生の子どもたちの、全体を見ようとする意識やリーダーと

しての自覚が高まった。｢運動会を成功させるために」という視点から、この行事が実に多くのキャリア教

育と関わっていることを実感できた。運動会は、キャリア教育を展開する上で、とてもよい機会であった

。 （ ）と思う 高学年担任

○ 運動会で付けたい力が、子ども達の将来に生きるということを意識しながら指導することができた。

（ ）中学年担任

○ 運動会の意味や何を育てるのかを自分の中で明確にもつことができ、子どもたちに何を育てるのかとい

。 、 。 ）う視点がはっきりした 今までは 終わったら何も残らなかった (低学年担任

○ 一人一人が力を発揮すれば、成果が必ず出るということに小さな２年生でも気づくことができた。驚き

。 、 。 ）である やはり キャリア教育のたまもの…と思いました (低学年担任

○ 「みんなとがんばるのだ、みんなで作り上げるのだ」という意識を常にもたせ、時々反省させることで

めあてを守ろうとする意識を高めさせた。目的と指導が一貫し、子どもたちに｢自分が伸びた」という満足

。 ）感を味わわせることができた (高学年担任

｢キャリア教育の視点を位置付けた運動会指導」とは、運動会への一連の取り組みを通じ、キャリア発達の育

成をめざしたものです。指導に当たった先生方のアンケートにあるように、事前指導から事後指導までの過程

で、子どもたちに多くのことを学ばせ、成長させることができました。これまではともすると「行事を何とか

終えるのに精一杯！」ということもありましたが、運動会にキャリア教育の視点を位置付けたことにより、育

てたい力が明確になり、結果よりも過程を重視した「行事を通して育てる」指導が実

現できました。

行事を終えた後の子どもたちの声にも、勝負事の結果から離れ、自分の仕事をやり

遂げた満足感や目標を達成した喜びが表れていました。

運動会後に子どもたちが｢学んだこと」として挙げた 「協力すれば何でもできる」、

「 競技の）結果は悪くても、一生懸命に取り組めば楽しくできる 「自分の責任感や（ 」

役目の重大さ」等の事柄は小学校のキャリア教育での重要な要素であり、運動会はキ

ャリア教育を展開する上でとても有効な行事であると言えます。
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〈キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の授業実践〉

キャリア教育の視点を位置付けた日常的な活動の指導実践 ①■

◇ 「日直当番の仕事」＆「朝の会・帰りの会」で展開するキャリア教育

指導のポイントと工夫□
指導学年 全学年

指導の場 学級活動・休み時間・放課後等

１．目 標

◎ 大きな声で挨拶したり、当番の仕事をやり遂げたりしながら、責任感をもって役割を果たすことができる。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○自分の役割を責任をもって果たそうとする態度を育てる。

○集団の場でも物怖じせず挨拶や会の進行ができる力を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力

【コミュニケーション力 ：堂々と挨拶したり、大きな声で会の進行をしたりすることができる。】

【職業理解力 ：当番の仕事に進んで取り組み、働くことの楽しさを感じることができる。】

【情報活用力 ：教師からの聞き取り等の活動で、情報を適切に得ることができる。】

【課題解決力 ：学級の問題をとらえ、適切なめあてを設定することができる。】

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○一日のめあてを決め、黒板に書く。 ・日直の仕事の内容やめあての立て方、予定の聞き方等、事

○一日の予定を確認し、黒板に書く。 前に指導しておく。

【 】当番活動 ○授業開始と終わりの挨拶をする。 → 情報活用・課題解決・職 業理解

○教室内の整理整頓 戸締まりをする ・スムーズな進行や挨拶ができるよう、モデルを示すととも、 。

○一日の生活を反省し、記録する。 に放課後等に練習や準備の時間をとる。

【 】○朝の挨拶をする。 → コミュニケーション・職業 理解

○会の進行をする。 ・仕事が着実に達成できたか、子ども自身がチェックできる朝の会進行

○一日の予定とめあてを知らせる。 カード等を準備する。

【 】帰りの会進行 ○一日の反省をまとめる。 → 職業理解

、○帰りの挨拶をする。 ・観察や日誌への記録等から仕事への取り組み状況を把握し

望ましい活動態度を賞揚するなど適切に評価する。

【 】→ 職業理解

指導学年 全学年

指導の場 朝の会・帰りの会

１．目 標

◎ 自らの生活を向上させようとする意欲をもち、目標を意識した学校生活を送ることができる。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○自分たちの生活を見つめさせ、生活を向上させるための目標を設定させる。

○会のプログラムに自己PRや夢を語る場を設け、自他の生き方に対する関心を高める。

☆進路発達にかかわる諸能力

【コミュニケーション力 ：挨拶、発言、自己PRなどの場で、生き生きと自分の気持ちや考えを表現できる。】

【自己理解力 ： 1分間スピーチ」で、自分の得意なことや興味あることを表現できる。】 「

【職業理解力 ： 係から」のコーナーで、係の連絡や広報活動に意欲的に取り組むことができる。】 「

【情報活用力 ：要点をとらえて話を聞いたり、必要なことを適切にメモしたりする。】

【課題解決力 ：めあてを意識し、目標をもった生活を送ろうとする。】

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○挨拶、歌に気持ちよく取り組む。 ・スピーチのテーマは事前に指示し、内容を考えさせたり、

○一日のめあてを確認し、自分ががん 表現を工夫させたりする。発表を基に感想を交流し合わせ

ばることを決める。 ることにより、互いの夢や生き方を尊重し合う気持ちを育

○1分間スピーチで、友達の発表（好き む。

【 】朝の会 なこと・将来の夢 等）を聞き、感 → コミュニケーション・自 己理解

想を交流し合う。

○係からのコーナーで、各係の活動成 ・係活動では、創造的な活動等を広めていく。

【 】果を交流し合う。 → コミュニケーション・職業 理解

○担任の話を聞く。

・一日の生活に関する話 ・担任の話は、一日の生活意欲を高める話や将来への夢や希

・将来の夢や希望に関する話 等 望を広げる話など、子どもたちの向上心を高める内容を準

○めあてについて反省する。 備する。担任自身の夢を語ったり、具体資料を準備したり

○一日の生活でのよかった点、改善し する。

【 】たい点等振り返り、発表し合う。 → 課題解決

○翌日の連絡事項をメモする。帰りの会

○担任の話を聞き、翌日のめあてをも ・話す、聞く、メモを取るなど、基本的な学習習慣をしっか

つ。 り身に付けさせるよう、継続した指導を行う。

【 】→ コミュニ ケーション・情報活用

○日直当番の指導におけるキャリア教育の展開

○朝の会・帰りの会におけるキャリア教育の展開

◇本実践のポイント
、 。Point1全員が経験する日直の仕事で 役割を責任をもって果たす態度やコミュニケーション力を育てます

Point2向上心をもち、目標を意識した生活を送ろうとする態度を培います。

Point3基本的な生活習慣を身に付けさせる場とします。

Point4係活動活性化の場として、各係の計画に基づいた自主的な活動を支援します。

Point5自他の生き方への関心を高めるプログラムを工夫します。

①責任感やコミュニケーシ
ョン力を育てる日直指導
輪番制で全員が日直を経験
。 、します 仕事内容を明確にし

仕事の達成状況を具体的に評
価します。集団の場でも物怖
じせず挨拶したり、会の進行
をしたりすることができるよ
うに、日常的な指導を心がけ
ます。

②目標を意識した学校生活を送
ろうとする態度の育成
「朝の会」では、一日のめあ
ての設定の場を設け、帰りの会
でその達成状況を振り返らせま
す。また「先生から」の話で、、
目標を意識化する話やその取り
組みの様子について評価する話
をします。

③基本的な生活習慣を身に
付けさせる指導
日直や友達、先生の話を
しっかり聞いたり、翌日の
予定をきちんとメモしたり
するなどの基本的な生活習
慣を着実に身に付けさせま
す。

④「生き方」への関心を高
めるプログラム
将来の夢や今、関心のあ

ることなどについて話す ス「

」 、 、ピーチ の場を 設けたり

先生自身の夢や希望に関す

る話を聞かせたりします。

④係活動の活性化
各係の日常的な活動や広

。報活動等の場を確保します
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活動の実際

日直当番の指導における進路発達の育成

○当番の役割を着実に果たす

日直は、全員の輪番制で、男女二人組で仕事します。一日

のめあてを立て、黒板に書いたり、朝の会、帰りの会を進行

したりするなどの役割に取り組ませます。役割を着実に果た

す責任感や集団の場でも物怖じせずに挨拶したり、会を進めたりするコミュニケーション力を育てる場とし

ます。

朝の会・帰りの会のプログラム内容における進路発達の育成

(1)基本的な生活習慣をしっかりと身に付ける

毎日の学校生活は、朝の挨拶で始まり、

帰りの挨拶で終わります。気持ちを込めた

しっかりとした挨拶を身に付けさせること

、 。 、は 基本的な生活習慣の第一歩です また

先生や友達の話を正しい姿勢で聞き取らせ

ることも、日常の朝の会や帰りの会で大事

にしている指導事項です。

(2)一日のめあてを立て、目標をもった生活を送る

前日までの生活を振り返らせながら、自分やクラスの目標に向かって意欲的な生活を送らせるために、朝

の会で一日のめあてを具体的に立たせます。帰りの会では、自己評価や「先生から」の話で、めあての達成

状況を確認させ、日々自分を向上させようとする姿勢を育てます。昨日より今日、今日より明日の生活をよ

りよくしていこうとする向上心をもたせることが、学校生活の充実とともに、将来の自分の生き方を大事に

していこうとする態度の育成にもつながります。

(3)自分の気持ちや考えをしっかり表現する

健康調べや全員が自分の健康状況を自己申告する活動です。自分の状態を、返事と言葉で表現させます。

これも、自分の気持ちや考えをしっかりと表現するコミュ

ニケーション力を育てる基本です。

(4)学級生活の向上のために自分の仕事を果たす

日頃の仕事の成果を発表したり、日常的な活動を行った

りする場が、係からのコーナー（ みなさんから ）です。「 」

自分の仕事が学級生活の維持のために大切な役割を果たし

ていることを自覚させたり、自分の仕事を責任をもって果たしたりする態度を育てる場になります。

(5)スピーチで「自分らしさ」を表現する

自分の興味のあることや最近の出来事、将来の夢など、１分間のスピーチに取り組ませています。輪番制

で、事前に原稿を書かせ、発表の練習もさせた上で、本番のスピーチをさせます 「自分らしさ」を発揮させ。

るコミュニケーション力を育てる活動であるとともに、他者の個性を理解させたり、将来の夢や希望を育ん

だりする場でもあります。

(6)「先生から」の話はキャリア教育の大事なポイント

「先生から」の話では、目標を意識した生活を送ろうとする

意欲を高めたり、一日の子どもたちの生活について評価したり

する他、時に先生自身も自分の家族のことや子どもの頃の夢な

どを語ります。先生からの話は、キャリア教育の大事なポイン

トの一つになります。

実践のまとめ

どこの学級でも、毎日行われる「朝の会・帰りの会」ですが、その活動やプログラムにはキャリア教育の大

事な要素がたくさん含まれています。それぞれの活動にどんな教育的な意味があるのかを明確に押さえ、それ

に基づいた適切な評価を担任が行っていくことで、キャリア教育の推進とともに学校生活の一層の充実が図ら

れます。

○一日の「めあて」を確

認し、目標をもった生

活を意識させます。

○時に、先生も人間性を

大いに発揮し、自分の

趣味や家族のこと、子

どものころの思い出や

夢、なりたかった仕事

などを語ります。

１年生の朝の会プログラム ６年生の朝の会・帰りの会プログラム
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キャリア教育の視点を位置付けた日常的な活動の指導実践 ②■

◇ 「たてわり班自由遊び」で展開するキャリア教育

指導のポイントと工夫□

活動の実際（６年生）

事前の活動準備の様子

(1)リーダーとしての役割を確認する

これまで行われてきた「たてわり遊び」を振り返らせながら、６年生

にはどんな役割があるか考えさせ、リーダーとして下級生をまとめてい

く役割があることを押さえさせました。そして、たてわり遊びを成功さ

せるために、しっかりとした計画づくりが大切であることを確認させま

した。

指導学年 全学年

指導の場 学級活動・縦割り集会・休み時間

１．目 標

◎ 班内での自分の立場を理解し、協力し合いながら楽しく遊ぶことができる。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○異学年集団での活動をとおし、約束を守ってみんなと仲良くしようとする態度やリーダーシップ、フォロア
ーシップを身に付けさせる。

○遊びを企画したり、集団をまとめたりする力を育てる （６年生）。
☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：班の約束を守り、みんなと仲良くすることができる。】
【役割認識力 ：リーダー、フォロアーそれぞれの役割を理解し、一生懸命に自分の仕事を果たすことができる。】
【課題解決力 ：みんなで楽しく遊ぶための企画や約束を考えることができる。】

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○縦割り班遊びの意義や約束を話し合 ・６年生は事前に「遊び企画書」を考えておく。計画の状況学級活動

、 。 、う。 を見取り アドバイスや励ましを与える 企画書をもとに

【 】縦割り集会 ○縦割り班毎に、自己紹介をする。 よりよい遊び方を話し合わせる。 → 課題解決

○班のめあてや約束を決める。 ・各学年に応じた役割を具体的に指導する。活動の運営は６

○班毎に縦割り班遊びに取り組む。 年生のリーダーに委ね、教師は活動状況を観察しながら、

【 】○班ごとに活動の反省をし、より楽し 必要に応じ 指導支援する、 。 → 課題解決・役割認識

く遊ぶための方法を話し合う。 ・ 縦割り班遊びコンテスト」とし、活動意欲を喚起する。縦割り班遊び 「

→【コミュニケーション・役割認識・課題解決】○活動の様子について、担当の先生の

話を聞く。 ・各班、各学年の取り組み態度を具体的に評価する。

【 】→ 役割認識・課題解決

○縦割り班自由あそびにおけるキャリア教育の展開

◇本実践のポイント
Point1集団をまとめる統率力やみんなが楽しめる遊びを考える企画力を培います （６年生）。

Point2集団行動のルールをきちんと守り、みんなと楽しく活動しようとする態度を育てます。

Point3異学年集団で活動することの楽しさを味わわせます。

①統率力、企画力を育てる指導
６年生の役割を確認させ、最上

級生としての自覚をもたせます 遊。「
び企画書」を作らせ、みんなが楽
しめる活動内容を具体的に計画さ
せます。また 「遊びコンテスト」、
を開くことを知らせ、リーダーと
しての責任感と活動意欲を高めま
す。

②ルールを守り楽しく活動しようとす
る態度を育てる指導
各学年、学級において、事前に

リーダーの指示の聞き方や集団行
動の約束事をしっかり確認させ、

。めあてをもって活動に臨ませます
活動後は、子ども自身の自己評価
と教師からの評価を行い、活動を
振り返らせます。

③異学年で活動することの楽しさ
を味わわせる指導
スキンシップが図られる活

。 、動内容を工夫させます また
遊びの場面だけでなく 「たて、

」 「 」、わり清掃 や たてわり給食
集団下校等の活動を行い、日常
的に異学年間で心の交流を図ら
れる場を設けていきます。
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(2)リーダーが遊びを企画する

左のような「たてわりあそび企画書」を用意し、リーダーにそれぞれのた

てわり班の遊びの計画書を作成させました。企画書に盛り込んだ内容は、次

のとおりです。

① 各班の活動のめあて

② 活動のきまり

③ 活動の流れ（プログラム、時間）

④ 遊びの内容

⑤ リーダとしての仕事メモ

企画書の作成の仕方について説明する際に、どこの班が上手に遊べたかを

「たてわり班遊びコンテスト」で評価することを伝えました。評価のポイン

トは 「①全員が楽しく遊んでいるか、②勝手な行動をしないでまとまって、

いるか、③遊びの工夫があるか」の３点です。リーダーの６年生は、コンテ

ストでそれぞれの班の活動の様子がチェックされることに責任の大きさを感

じ、どこの班も真剣に計画づくりに取り組む姿が見られました。

遊びの内容については、子どもたちのこれまでの経験が限られていること

から、教室に集団遊びの本を準備したり、教師がアドバイスをしたりするなどの支援を行いました。また、

計画は、当日の状況で変わってくることも伝え、その場に応じて対応することの大切さも話しました。

当日のたてわり遊びの様子

(1)めあてときまりの確認

メンバー集合の後、６年生リーダーが、事前に決めた遊びのめあてときまりを下

級生に伝えました。その後、自分たちが計画した遊びの説明を行いました。

(2)たてわり遊びの実際

事前に計画した遊びを中心に活動し、どこの班もまとまりながら楽しく遊

んでいました。ただ、今回の活動が、学校外の神社の敷地であったこと、時

間が予定よりも多く余ったこと、低学年の子どもたちから「あきた～」とい

う声が聞かれたりしたことなど、計画どおりに行かないところも多くありま

した。それでも、リーダーが下級生の声を生かしながら、臨機応変に活動を

進めていました。

(3)活動の反省

めあて、きまりをきちんと守って楽しく遊べたか、各班毎に反省の時間をとりました。

リーダーがチェック項目に従い、班員全員の声を聞きながら反省を進めました。

〔事後のリーダーの子どもたちの感想から〕

○ ぼくは、たてわり班の活動で、みんなをまとめる力がついたと思います。遊びのときは 「どこに集まって」とか、

言って、みんなをまとめることができました。

○ 反省のときに 「もう一度やりたいですか？」と聞いたら、みんなが「やりたいっ！」と言ってくれた、

のでよかったです。１年生や２年生に説明したり、一緒に活動したりするのが大変だったので、後期は

スムーズにできるようにがんばります！

実践のまとめ

「たてわり遊びコンテストを行う」と伝えたときのリーダー(６年生）の子どもたちの表情には 「これは、、

しっかりやらないと…！」という真剣さと緊張感が感じられました。計画づくりや当日の活動では、リーダー

としての自覚をもって下級生をまとめようとする態度が伺えました。活動後の子どもたちの感想を読むと、集

団をまとめる責任の大きさと大変さを感じながらも、自分たちで活動を企画し、実行する楽しさも感じること

ができたようです。キャリア教育の大切な要素である 「責任感をもって役割を果たす力 「ものごとを企画・、 」

計画する力 「集団を動かす力」を６年生リーダー全員に培うことができました。また、下級生も 「リーダー」 、

の指示を聞く 「集団行動のルールを守る 「みんなと仲良く接する」といった点から、進路発達の育成を図る」 」

ことができました。

は～じめ～のい～ぽっ！

《たてわり班自由遊び計画書》

班 名

めあて

きまり

① 集合

活動の流れ ② はじめの会（めあてやきまり、遊び方の確認など）

③ 自由遊び（ ： ～ ： ）

④ まとめの会（リーダーから、班員から）

遊びの計画

担当リーダー：

〔先生から〕

〔反 省〕

〔リーダーの仕事メモ〕
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http://www.iwate-ed.jp/db/db1/index.html

ジョブカフェ岩手(2006)，ホームページ

http://www.jobcafe-i.jp/index.html
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http://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/renai/20051202us41.htm
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はじめに
「 生き方』を学ぶキャリア教育の展開 Ⅱ」では、小学校におけるキャリア教育の実践『

の手引きとして「キャリア教育の視点を位置付けた特別活動の指導プラン」を掲載しまし
た 「 生き方』を学ぶキャリア教育の展開 Ⅰ」で示したキャリア教育の授業づくりについ。『
ての基本的な考え方を基に、特別活動で展開するキャリア教育の展開例を指導案集として
まとめたものです。内容は、学級活動、学校行事、児童会活動、クラブ活動そして清掃活
動や係活動など日常的な活動の指導計画案です。
小学校におけるキャリア教育では 「現行の教育課程をキャリア（進路）発達育成の視点、

から見直し、教育活動全体を通じて推進すること」が最も大切であると言われています。
この考え方の基本に立ち本書に掲載した指導計画案も 「①その活動で育成すべきキャリア、
発達の視点を明確にする、②バランスのよいキャリア発達を図るために、従来の活動を見
直し、指導法を改善したり、新たな活動を設けたりする」ことの２点に留意し立案しまし
た。
本書では、特別活動を中心としたキャリア教育の指導プランを示してありますが、教科

や総合的な学習の時間等でキャリア教育の授業づくりに取り組む際にも、掲載した指導計
画案は参考になるものと思います。
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☆キャリア教育の視点を位置付けた特別活動指導プラン

Ⅰ 学級活動指導計画集
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〔学級活動題材一覧（第１学年～第３学年）〕
題 材 名

第１学年 第２学年 第３学年月

□名しこうかんをしよう □３年生になって４ □２年生になって

○みんなで楽しく遊ぼう ○楽しい学級にしよう ○学級目標を決めよう月

○係を決めよう ○学級組織を決めよう□元気にあいさつしよう

□安全な登下校を考えよう □安全な登下校を考えよう□学校のやくそくを知ろう

○みんなと仲良しになろう５ □そうじのしかたを知ろう □図書館のきまりを知ろう

○運動会のめあてを決めよう ○運動会のめあてを決めよう ○運動会のめあてを決めよう月

□１年生さんと遊ぼう □気持ちのよい言葉づかい□給食のやくそくを知ろう

□手洗い名人になろう □体をきれいにしよう

○係のしごとをがんばろう ○運動会を振り返ろう６ ○ろう下を上手に歩こう

□歯みがきの仕方を知ろう □歯みがきの仕方を知ろう □歯をきれいにみがこう月

□プールの使い方を知ろう ○ろうか歩行を見直そう

○係活動をもりあげよう

○お楽しみ会をしよう ○お楽しみ会をしよう ○学級集会の計画を立てよう７

□夏休みのめあてを決めよう □夏休みのめあてを決めよう ○学級集会をしよう月

□夏休みの計画を立てよう

□ぼくの夏・わたしの夏 □２学期の目標を決めよう８ □夏休み作品発表会を開こう

□２学期の目標を決めよう □２学期の目標を決めよう ○学級組織を決めよう月

○係を決めよう ○係を決めよう

○上手にそうじしよう ○そうじを見直そう９ ○ゲーム大会をしよう

○係の仕事をがんばろう ○ゲーム大会をしよう ○学習発表会を成功させよう月

□自分でできること □教えて！あなたのこと、友達のこと □食事の大切さを知ろう

○学習発表会のめあてを決めよう ○学習発表会のめあてを決めよう

○学習発表会を振り返ろう ○学習発表会を振り返ろう ○学習発表会を振り返ろう10

□家庭学習をがんばろう月 ○マラソン大会のめあてを決めよう □せいとん名人になろう

□すごいな見つけをしよう □目を大切にしよう□なりたいな・なりたいな

□図書館に行ってみよう ○スポーツ大会をしよう11 □読書会をひらこう

□忘れ物をなくそう □進んで読書しよう月 ○安全な遊び方を考えよう

□うがい名人・手洗い名人 □かぜとインフルエンザ（換気）

○おたのしみ会をしよう ○おたのしみ会の計画を立てよう ○学級集会の計画を立てよう12

□冬休みのめあてをきめよう ○おたのしみ会をしよう ○学級集会をしよう月

□冬休みのめあてをきめよう □冬休みの計画を立てよう

□ぼく・わたしの冬休み □３学期のめあてを立てよう１ □ぼく・わたしの冬休み

□先生方の仕事調べに挑戦！月 □３学期のめあてを立てよう □３学期のめあてを立てよう

□見つめてみよう、自分の仕事

○６年生を送る会を成功させよう２ ○６年生さん、ありがとう □ありがとうあつめをしよう

□男女の協力月 □男の子と女の子 ○６年生に感謝の気持ちを表そう

○感謝の気持ちでそうじしよう□おへそってなあに？

○もうすぐ３年生 ○もうすぐ４年生３ ○もうすぐ２年生

□春休みの過ごし方 □春休みの過ごし方 □春休みの過ごし方月

※ ○は指導要領の内容(1)「学級や学校生活の充実と向上に関すること 、□は同(2)「日常の生活や学習へ」

の適応及び健康や安全に関すること」です。

１ 学級活動年間題材一覧
は、指導案掲載ゴシック反転表示

題材です。 のゴシック網掛け表示

題材は、類似内容及び関連活動の

指導案が掲載されています。
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〔学級活動題材一覧（第４学年～第６学年）〕

題 材 名

第４学年 第５学年 第６学年月

□友達増やそう □最高学年の役割４ □４年生の自覚

○学級目標を決めよう ○学級目標を決めよう月 ○学級目標を決めよう

○学級組織を決めよう ○学級組織を決めよう○学級組織を決めよう

□安全な登下校を考えよう□安全な登下校を考えよう □安全な登下校を考えよう

○あいさつを活発にしよう ○修学旅行を成功させよう５ ○くらしの約束を見直そう

○運動会を成功させよう ○運動会を成功させよう ○修学旅行を振り返ろう月

□ □そうじ名人になろう□体の清潔について考えよう どんな仕事があるかな？ ご飯＆Wカップ編『 』

○運動会を成功させよう□お気に入りの仕事を調べてみよう

○運動会を振り返ろう ○運動会を振り返ろう ○運動会を振り返ろう６

□歯の健康について考えよう月 □虫歯を予防しよう ○古代むら体験学習を成功させよう

□「働く」って何？ □自分のよさを見つけよう

○古代むら体験学習を振り返ろう

○学級集会の計画を立てよう ○学級集会の計画を立てよう７ ○お楽しみ会を計画しよう

○学級集会をしよう ○学級集会をしよう月 ○お楽しみ会をしよう

□充実した夏休みに！□夏休みの計画を立てよう □充実した夏休みに！

□２学期の目標を決めよう８ □２学期の目標を決めよう □２学期の目標を決めよう

○学級組織を決めよう ○学級組織を決めよう ○学級組織を決めよう月

○何でも自慢大会を開こう □たばこと健康９ ○委員会の組織をつくろう

○学習発表会を成功させよう ○係活動を見直そう月 □地域の働く人から学ぼう

○学習発表会を成功させよう □見つけよう、友達のよさ ○学習発表会を成功させよう

□バランスのとれた食事をしよう

○学習発表会を振り返ろう ○学習発表会を振り返ろう ○学習発表会を振り返ろう10

○係活動を見直そう □「フリーター」って、何？月 ○市内音楽発表会を成功させよう

□近視を予防しよう □未来の「自分史」を作ろう！

○そうじの仕方を見直そう □家庭学習パワーアップ作戦11 ○金管バンドを引き継ごう

□読書は心の栄養月 □読書の輪を広げよう □読書パワーアップ作戦

□かぜとインフルエンザ（睡眠） ○卒業に向けて□忘れ物を無くそう

○学級集会の計画を立てよう ○学級集会の計画を立てよう ○学級集会の計画を立てよう12

○学級集会をしよう ○学級集会をしよう ○学級集会をしよう月

□充実した冬休みに！□冬休みの計画を立てよう □充実した冬休みに！

□３学期のめあてを立てよう □３学期のめあてを立てよう ○小学校生活最後の過ごし方１

□１／２成人式をしよう □言葉について考えよう月 ○委員会の組織をつくろう

□もうすぐ中学生２ ○６年生を送る会を成功させよう ○６年生を送る会を成功させよう

○感謝の気持ちを伝えよう月 □命のつながり □情報とくらしについて考えよう

□命の誕生について考えよう□わたしのよいところ

○もうすぐ６年生 ○学級お別れ会をしよう３ ○もうすぐ５年生

□６年間の成長を振り返ろう月 □春休みの過ごし方 □春休みの過ごし方

※ ○は指導要領の内容(1)「学級や学校生活の充実と向上に関すること 、□は同(2)「日常の生活や学習への」

適応及び健康や安全に関すること」です。
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（１） 第1学年学級活動指導計画
① 第1学年学級活動年間題材一覧

進路発達にかかわる能力

自 役 職 将 情 課 意

己 割 業 来 報 題 思月 題 材 名 指 導 の ね ら い
理 認 理 設 活 解 決
解 識 解 計 用 決 定
力 力 力 力 力 力 力

5４ ☆ ☆ ☆○名しこうかんをしよう (2)自分の好きなことを紹介し合い 自他の理解を深め よりよい人間関係を築こうとする、 、 。

25月 ☆ ☆ ☆○みんなで楽しく遊ぼう ルールを守って遊びながら、友達を増やすことができる。(1)

6○元気にあいさつしよう (2)場に応じた挨拶の仕方を知り、実生活で実践しようとする気持をもつ。 ☆ ☆☆

7○学校のやくそくを知ろう (2)集団生活におけるくらしの約束を理解し、進んで守ろうとする。 ☆ ☆ ☆

○そうじのしかたを知ろう そうじの意義や方法を知り、進んで自分の仕事を果たそうとする。 36/53５ ☆ ☆ ☆(2)

72月 ☆○運動会のめあてを決めよう 運動会の成功に向けての意欲をもち、学級や個人の目標を立てることができる。(1)

87○給食のやくそくを知ろう 基本的な配膳の仕方や給食時のマナーを知り、進んで実践しようとする。(2) ☆ ☆☆

☆ ☆☆○手洗い名人になろう 手洗いの必要性と正しい手洗いの仕方を理解し、進んで実践しようとする。(2)

６ ☆ ☆☆○ろう下を上手に歩こう ろう下歩行の問題点を見つけ 正しい歩行の仕方を話し合い 実践しようとする(1) 、 、 。

54月 ☆☆ ☆○歯みがきの仕方を知ろう 正しい歯磨きの仕方を知り、学んだことを実生活に進んで生かそうとする。(2)

○プールの使い方を知ろう プールの使い方や学習の進め方を知り、水泳学習に意欲的に取り組もうとする。(2)

○お楽しみ会をしよう 集会の企画と運営をとおし、１学期の互いの頑張りを認め合うことができる。 32/33７ ☆ ☆☆(1)

56月 ☆☆○夏休みのめあてを決めよう 夏休みを有意義に過ごそうとする意欲をもち、具体的な目標や計画を立てることができる。(2)

16８ ☆☆○ぼくの夏・わたしの夏 それぞれの夏休みの成果を交流し合い 他者理解を深め よりよい人間関係を築く(2) 、 、 。

57月 ☆☆○２学期の目標を決めよう １学期や夏休みの生活の反省を基に 具体的な目標を立て ２学期の学校生活への意欲をもつ(2) 、 、 。

47○係を決めよう 学級生活の向上のために必要な係と自分の仕事を決め、活動意欲をもつ。(1) ☆☆ ☆

8９ ☆ ☆☆○ゲーム大会をしよう (1)ゲーム大会の企画や運営を通じ、自己の役割を果たしたり、良好な人間関係を築いたりする。

47月 ☆ ☆ ☆○係の仕事をがんばろう よりよい学級生活のために係の仕事を見直したり 新しい活動を工夫したりする(1) 、 。

9○自分でできること (2)自己の生活態度を見つめ 自分のことは自分でやり遂げようとする気持ちをもつ、 。 ☆☆ ☆

76○ 初めての学習発表会の成功に向けて意欲をもち、学級や個人の目標を立てることができる。学習発表会のめあてを決めよう (1) ☆☆

7610 ☆ ☆ ☆○学習発表会を振り返ろう 目標の達成状況を振り返り、学習発表会の成果を生かし、今後の生活のめあてをもつ。(1)

月 ☆☆ ☆☆○ マラソン大会を成功させるための取組を話し合い 自分のめあてを決めることができるマラソン大会のめあてを決めよう (1) 、 。

17○すごいな見つけをしよう 周りの人たちの様子に関心をもち 他者のよさやがんばりに気付き 尊敬の気持をもつ(2) 、 、 。 ☆☆ ☆

1011 ☆ ☆○図書館に行ってみよう (2)たくさんの本に触れ、読書への関心を深めたり、図書館利用の意欲を高めたりする。

月 ☆ ☆☆○安全な遊び方を考えよう 安全意識をもち、室内での遊びのルールを話し合い、実践しようとする。(1)

☆☆☆○うがい名人・手洗い名人 うがいや手洗いの効果を知り、実生活で実践しようとする意欲をもつ。(2)

○おたのしみ会をしよう 集会の目標に基づき、役割や約束を着実に果たしながら、学級の結びつきを強めることができる。 32/3312 ☆ ☆☆(1)

63月 ☆☆○冬休みのめあてをきめよう 冬休みを有意義に過ごそうとする意欲をもち、具体的な目標や計画を立てることができる。(2)

11１ ☆☆○ぼく・わたしの冬休み (2)それぞれの冬休みの成果を交流し合い 他者理解を深め よりよい人間関係を築く、 、 。

57月 ☆ ☆☆○３学期のめあてを立てよう ２学期や冬休みの生活の反省を基に 具体的な目標を立て ３学期の学校生活への意欲をもつ(2) 、 、 。

12２ ☆ ☆○６年生さん、ありがとう (1)６年生を送る会の準備や表現活動に進んで取り組み、６年生への感謝の気持ちを表現できる。

30月 ☆ ☆☆☆○男の子と女の子 男女双方の違いを認め合いながら 互いの存在を大事にしようとする気持をもつ(2) 、 。

13３ ☆ ☆ ☆○もうすぐ２年生 (2)一年間の成長を振り返りながら、新しい学年に向けた期待を膨らませる。

月 ☆☆○春休みの過ごし方 新しい学期を迎える上での春休みの意義を知り 規則正しい生活を送ろうとする気持ちをもつ(2) 、 。

２ キャリア教育の視点を位置付けた学年別学級活動指導計画
は、指導案掲載ゴシック反転表示

題材です。 のゴシック網掛け表示
題材は、類似内容及び関連活動の
指導案が掲載されています。
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② 第1学年学級活動指導展開例

「名しこうかんをしよう」１．題材名
〔１年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成・望ましい人間関係の育成〕

２．目 標

◎ 自分の好きなことを紹介し合い、自他の理解を深め、よりよい人間関係を築こうとする。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○名刺作りをとおし、自分の好きなことや得意なことを考え、自分自身を見つめさせる場とする。
○名刺交換を行うことで、自己を表現する力や誰とでも仲良く接しようとする態度を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：名刺交換で適切な挨拶や自己表現ができる。また、他者との温かな関係】

を築くことができる。
【自己理解力 ：自分自身の好きなことや得意なことを絵に表したり、他者に伝えたりすることがで】

きる。
【将来設計力 ：自分や友達を大切にしながら、楽しい学校生活を送ろうとする気持ちをもつ。】

４．展開案
○事前に活動内容を知らせ、自分の好きなことを考えさせたり、名刺交換の活動への意欲をもたせ
たりしておく。事

○他者へのかかわりに抵抗を感じる子や特別に配慮が必要な子について把握しておく。前
○入学当初の１年生にも簡単に作れる名刺用紙を準備する。交換した名刺をファイルする台紙も準
備しておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 教師の話から本時は、新しい友達や
先生ともっと仲良くなるための時間で ・新しい友達や先生、クラスとの出会い課
あることを知る。 名刺の実物 の喜びを伝えるとともに、楽しい学校題

２ 「名刺交換」の意味を知り、本時の 生活を送るために行う活動であること把
活動内容をつかむ。 を知らせる。握

コミュニケーション】→【

３ 各自、名刺作りをする。 教師の見本 ・教師の見本の名刺を基に、作り方を説
の名刺 明する。名刺は自分を紹介する大切な

・名前を書く ものであることを知らせ、丁寧に作業
・自分が好きな物を絵で書く させる。

コミュニケーション・自己理解】→【

４ 名刺交換の仕方を知り、練習する。本
・挨拶の仕方、自分の紹介の仕方、名刺課

①目と目を合わせておじぎをする 名刺用紙 の扱い方等、デモンストレーションを題
②自分の名前と好きな物を紹介する 示しながら、しっかり練習させる。追

コミュニケーション・自己理解】時 究 ③「よろしくお願いします」の挨拶を →【

する
④「仲良くしましょうね」の握手をす
る ・堂々と自分を表現することの大切さを

話し、自信をもって活動に取り組むよ
。 、５ 名刺交換をする。 名刺ファイ うにさせたい 活動に消極的な子には

ル 教師が寄り添い、活動を支援する。
コミュニケーション・自己理解】→【

ワ ー ク シ ー６ 名刺交換をしての感想を発表し合う。
・一人一人が大切な存在であることを伝ま ト

７ 今後の学校生活に期待する担任の話 担任の話 え、これからもお互いを大事に、仲良と
。め を聞く。 くしていこうとする気持ちをもたせる

将来設計】・これからも、みんな仲良く！ →【

○休み時間に、担任外の先生方との名刺交換の場も設け、他者とのかかわりを広げる。名刺は多め事
にストックさせ、校外学習、学校探検等、いろいろな場で活用させていく。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【国語】→単元「どうぞよろしく」の学習で、自分の名前や挨拶がしっかり言える。
【生活】→「あくしゅ大さくせん」で、進んで先生方に挨拶することができる。
【道徳】→資料「たのしいがっこう」を基に、楽しい学校生活を送ろうとする気持ちをもつ。

めいしこうかんをして、みんなともっとな

かよくなろう。
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「元気にあいさつしよう」１．題材名
〔１年―学級活動(2)日常の生活や学習への適応・基本的な生活習慣の形成・望ましい人間関係の育成〕

２．目 標

◎ 場に応じた挨拶の仕方を知り、実生活で実践しようとする気持ちをもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○場に応じた挨拶の仕方を知らせる。
○挨拶の大切さに気付かせ、日常の生活で実践しようとする意欲や態度を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：場に応じた挨拶の仕方がわかる。】
【課題解決力 ：進んで挨拶を行い、気持ちのよい生活を送ろうとする気持ちをもつ。】
【意思決定力 ：学習したことを実生活で進んで実践しようとする意欲をもつ。】

４．展開案
○上級生の生活の様子をモデルに、いろいろな場での挨拶の場面をＶＴＲに撮影しておく。事
○児童会の生活目標の取り組みとして、執行部から１年生の挨拶の様子をインタビューしておく。前

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 児童会の生活目標 「あいさつをが、

んばろう」について、自分たちの生活 ・挨拶について、自分たちで生活を見直課
を振り返る。 させたり、他者（児童会執行部）から題
・よいところ ・もうすこしのところ の評価を取り入れたりしながら、問題把

児童会のイ 点に気付かせる。握
課題解決】２ 児童会執行部の１年生の挨拶につい ンタビュー →【

てのインタビューを聞き、本時の学習
課題を立てる。 ・気持ちのよい生活やみんなと仲良しに

なるために挨拶が大切であることを伝

え、課題意識をもたせる。
課題解決】→【

３ 場に応じた挨拶の言葉を考える。
生活場面の ・いろいろな生活場面のイラストを用い

・朝、就寝時 ・登下校時 イラスト ながら、場に応じた挨拶の言葉を押さ

・日中 ・お礼 ・お詫び ・授業 える。
コミュニケーション】→【

４ 上級生の「挨拶モデルビデオ」を用 挨拶モデル本
い、気持ちのよい挨拶の仕方や態度に ビデオ ・ビデオから、気持ちのよい挨拶のため課
ついて知る。 には、言葉だけでなく態度や動作、姿題

勢が大切であることに気付かせる。追
コミュニケーション】時 究 ・元気な声 ・目を見て ・おじぎ →【

５ グループ毎に 役割演技をしながら 役割演技 ・班毎に生活場面を選ばせながら、自分、 、
気持ちのよい挨拶の仕方を練習する。 たちで役割を決めさせ、練習させる。

班毎に練習の成果を発表させながら、

６ グループで練習したことを発表し合 実践化に向けた意欲を高める
→【コミュニケーション・課題解決・意思決定】う。

（ ）７ 本時の活動を振り返り、感想を発表 ・挨拶は大人になっても 社会に出ても

する。 とても大切なものであることを伝え、ま
心のノート 学習したことを生かした挨拶や気持ちと

８ 今後の学校生活への期待や、心のノ のよい生活を心がけるよう話す。め
→【コミュニケーション・課題解決・意思決定】ートの取り組み方等の担任の話を聞く。

○心のノート（Ｐ３４～Ｐ３５）を活用させ、学習したことの実践化を図る。事
○場に応じた挨拶の言葉を教室に掲示し、日常的な挨拶の指導を行う。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「あかるいあいさつ」や心のノート（Ｐ３２～Ｐ３３）を基に、気持ちのよい挨拶につ
いて考え、実践する。

【生活】→学校内外の「たんけんかつどう」の学習で、校内の先生方にきちんとした挨拶ができる。
【日常活動】→授業や課外時間等で、場に応じた挨拶をする。

あいさつめいじんになろう。
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「学校のやくそくを知ろう」１．題材名
〔１年―学級活動(2)日常の生活や学習への適応・基本的な生活習慣の形成・健康で安全な生活態度の形成〕

２．目 標

◎ 集団生活におけるくらしの約束を理解し、進んで守ろうとする。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○集団生活を営む上でのきまりの大切さを理解させる。
○規範意識を高め、約束を守りながら集団生活を送ろうとする態度を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：きまりを守りながら誰とでも仲良くしようとする気持ちをもつ。】
【課題解決力 ：学校生活での基本的な約束事やきまりの大切さがわかる。】
【意思決定力 ：学習したことを実生活で進んで実践しようとする意欲をもつ。】

４．展開案
○「ロボットカミー」の絵本を準備する。事
○子どもたちの学校生活の様子を観察し、よく守られていないきまりを把握しておく （教師に言前 。
われなくてもチャイム席が守られているか、等の実態を調べ、把握しておく ）。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 学校にはどんな約束やきまりがある

か発表し合う。 ・たくさんのきまりがあることへの子ど

、課 もたちの自由な感想を引き出しながら

２ たくさんのきまりの中で生活してい 課題設定につなげる。きまりに対する題
ることについての感想を発表し合いな 否定的な意見も把握しておき、以後の把
がら、本時の学習課題をとらえる。 展開に生かす。握

課題解決】→【

３ きまりのない生活を想像し、発表し ・きまりのない生活を具体的に考えさせ

合う。 る。約束を守れずに困る「カミィ」の
気持ちを共感的にとらえさせる。

課題解決】→【

４ 絵本 ロボットカミィ の前半部 き 絵本「 」 （
まりを守らず勝手に行動するカミィ） 「ロボット ・自由で楽しい学校生活のために、きま

を読み その感想を発表し合いながら カミイ」 りが大切であること、どのきまりも必本 、 、

きまりの大切さを考える。 要のあるものであることを具体的な教課
師の補説を交え、しっかり押さえる。題

コミュニケーション・課題解決】追 →【

５ きまりを守った行動ができているか チャイム席時 究 、

、自分たちの生活を振り返る。 が守れない ・自分たちの生活を客観視できない場合
※自分たちで気付かない場合は教師か 人数や休み 教師の側から事例や資料を提供し、問

らの話や資料を基に生活を振り返る 時間の遊具 題に気付かせていく。
コミュニケーション・課題解決・意思決定】・あまり守られていないきまり を巡るトラ →【

・遊びや生活の中で困っていること ブル（例）

６ 自分たちの生活の改善点を考える。 ・自分たちの生活をよりよいものにして

いこうとする気持ちをもたせ、具体的
７ 絵本「ロボットカミー」の後半部を 絵本 な取り組みを考えさせる。

コミュニケーション・課題解決・意思決定】読み、きまりを守って生活することの 「ロボット →【

気持ちよさを感じる。 カミイ」

、８ 本時の活動を振り返り、考えたこと ・チェックシートを用いることを知らせ

。ま やこれからがんばりたいことを発表す チェックシ きまりを意識した生活を心がけさせる

コミュニケーション・意思決定】と る。 ート →【

９ 今後の学校生活に期待する担任の話め
を聞く。

（ ） 、 、事 ○重点的に取り組みたい項目 チャイム席や遊具の使い方等 について チェックシートを作成し

一定期間の自己評価による取り組みを行う。後
５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「みんなのこうえん」を基に、約束やきまりを守って生活しようとする気持ちをもつ。
【生活】→「みんなであそぼう」の学習で、約束を守り、友達と楽しく活動することができる。

きまりがあるわけをかんがえよう。
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「ゲーム大会をしよう」１．題材名
〔１年―学級活動(1)学級や学校の生活の充実と向上に関すること〕

２．目 標

◎ ゲーム大会の企画や運営を通じ、学級生活の向上のために自己の役割を果たしたり、良好な人間
関係を築いたりする。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○会の企画や運営に携わらせ、役割を果たすことの楽しさや大切さに気付かせる。
○ゲームを通じて他者とのかかわりをもたせ、人間関係を深めさせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：ルールを守りながら、みんなとゲームを楽しむことができる。】
【役割認識力 ：ゲーム大会での自分の役割を理解し、責任を果たすことができる。】
【職業理解力 ：ゲームを企画したり、進行したりすることの楽しさを感じることができる。】

４．展開案
○事前の話合いの決定事項に基づき、各係の仕事や準備を行わせる。

〔事前の学級会の内容〕
・教師の司会で学級会を行う。

・ みんなが仲良くなるための提案」として、教師の側から子どもたちにゲーム大会を提示す「

る。事
・ゲーム大会の目的と約束を話し合う。前
・ゲーム大会の係を決める。
・ゲームの内容と進行は 「ゲーム係」と担任で行うことを確認する。、

○ゲーム大会のめあてを教室に掲示しておき、活動の目的意識を明確にもたせておく。

○ゲームを進める担当係が進行を戸惑わないよう、ゲームの内容や進め方等の事前の指導を教師が
入念に行い、しっかり練習させた上で、集会の当日を迎えさせる。

集会の内容と順序(例） 活動内容 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点 資料等
・司会が自己紹介する。 ・各係の子どもが自信をもって自分

１ はじめの言葉 ・係が、開会の挨拶をする。 の役割に取り組めるように、事前

の教師の声がけを大事にし、準備
２ めあてときまり ・集会の目的と約束を確認す や練習をしっかりさせる。

の確認 る。 めあてや→【コミュニケーション・役割認識】

３ 先生から ・担任の話を聞き、活動のめ ・めあてを意識させること、全員の きまりの

あてをもつ。 協力でゲーム大会を成功させるこ 掲示

、 、と それぞれの役割を果たすこと

等について話し、集会に臨む意識集
作りをする。会

コミュニケーション・役割認識】活 →【

４ ゲーム ・ゲーム係を中心に、集団ゲ ・ゲーム係の主体的な活動を大事に動
ームを楽しむ。 しながら、必要に応じて教師が支

（

援する。本
→【役割認識】時

５ 感想発表 ・集会のめあてを振り返りな ・自分の言葉でしっかりと自分の感

）

がら、本時の活動の感想を 想や意見が言えるようにする。

→【コミュニケーション】発表をする。
６ 先生から ・各係の仕事の様子、本時の ・役割を果たすことの大切さや協力

活動の様子等についての担 して物事に取り組むことのすばら

任の話を聞く。 しさを話す。
【 〕７ 歌 ・みんなで歌を歌い、これか → コミュニケーション・役割認識・職業理解

らもよりよいクラスを作っ
ていこうとする気持ちをも

つ。

８ 終わりの言葉 ・係が、閉会の挨拶をする

、事 ○集団活動に取り組むことの楽しさや役割を果たすことの大切さに視点を当てた学級通信を作成し

保護者にも活動の様子や趣旨を伝える。後
○各係で自分の役割をしっかり果たすことの大切さを、日常的に指導する。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【日常活動】→班内で協力し合いながら、そうじや係などの班活動に取り組む。また、学級内での自分
の役割を責任をもって果たす。
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「自分でできること」１．題材名
〔１年―学級活動(2)基本的な生活習慣の形成・希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ 自己の生活態度を見つめ、自分のことは自分でやり遂げようとする気持ちをもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○基本的な生活習慣を身に付けさせ、身の回りのことは自分で解決できる力を育てる。
○自分自身の生活を見つめさせ、問題点を見つけさせたり、改善点を考えさせたりしながら、自分
の生活を向上させようとする意欲や態度を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：自分の生活態度を見つめ、課題点や改善点を考えることができる。】
【役割認識力 ：自分の生活を支えたり、応援したりしている人の存在に気付く。】
【課題解決力 ：できるだけ自分のことは自分でやり遂げようとする気持ちをもち、実践できる。】

４．展開案
○事前に保護者に授業内容を知らせ、授業後の家庭での実践事項について協力を依頼しておく。事
○家庭で取り組む「チャレンジカード 「賞状（合格証 」を作成しておく。前 」 ）

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 自分の生活を振り返り、家族や周り ・子どもたちから出されたことを板書に
の人に手伝ってもらったり、代わりに 書き出すことで、自分たちの生活を支
してもらったりしていることを考える える人々の存在に気付かせ、感謝の気課 。

持ちをもたせる。題
→【自己理解・役割認識〕把 ２ 生活の中に、もっと自分でもできる

ことがあることに気付き、学習課題を ・このままの生活でよいか問い、自分が握
立てる。 できることは自分で行おうとする気持

ちを引き出し、課題設定につなげる。
→【自己理解・課題解決〕

３ 家庭の中で、自分の力でできること
を考える。 ・自分の生活を見つめさせ、自分の力で

できそうなことを考えさせる。
→【自己理解・課題解決〕４ 自分の力で頑張りたい項目を考え、 チャレンジ

取り組みカード（チャレンジカード） カード
に書く。
（例 ・朝、自分の力で起きる ・努力項目は、各家庭や個人によって異本 ）

・親に言われる前に、明日の準備 なる。一人一人に問いかけながら、具課
をする 体的な取り組みが可能な目標を設定さ題

・食器の片付けを自分でする せる。子どもによっては、複数の目標追
・洗濯物の片付けを自分でする 設定も認める。時 究

→【自己理解・課題解決〕５ 各自の頑張りたいことを紹介し合う。

６ 家庭での取り組み方の説明を聞く。 ・家庭での取り組み方を具体的に指導す
①お家の人に自分ががんばることを る。

→【課題解決〕教える（ がんばるぞ！宣言」を「
する）

②自分のがんばりを見てもらい、で シール
きたらシールをもらう 合格証 ・お家の人からしっかり評価してもらう

③シールが10枚たまったら 合格証 こと 「合格証」で自分が成長できる「 」 、
、 。をもらえる こと等を話し 活動の意欲付けを図る

→【自己理解・課題解決〕

７ 本時の活動の感想やこれからの取りま
組みの意気込みを発表し合う。と

８ 担任の話を聞き、実践への意欲をもめ
つ。

○授業の内容を学級通信で家庭に知らせ、家庭での子どもたちの取り組みへの協力を依頼する。
〔家庭に協力していただくこと〕
・子どもたちが決めた、家庭での「自分の力でがんばりたいこと」の内容を知る。事
・毎日、子どもたちの取り組みを保護者がチェックし、達成できたらシールを貼る。
・取り組みは２週間程度とし、最後に保護者から子どもたちへの励ましのコメントを寄せてい後
ただく。

・各家庭での子どもたちの様子について、連絡帳等で教えていただく。
○自分のめあてを決めてがんばった取り組みを評価する場を設ける。取り組みカードの達成状況に
応じて「合格証」などの賞状を与える。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「しまのおさるたち」を読み、他人に頼らず。自分でできることは自分でやることの大
切さを知る。

【生活・学級活動】→単元「もうすぐ２年生」で、自分の成長を振り返り、自分ができるようになった
ことを発表する。

じぶんのちからでがんばりたいことをきめよう。
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「図書館に行ってみよう」１．題材名
〔１年―学級活動(2)学校図書館の利用〕

２．目 標

◎ たくさんの本に触れ、読書への関心を深めたり、図書館利用の意欲を高めたりする。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○多くの本に触れさせることで、自己の興味や関心を広げさせたり、深めさせたりする。
○図書館には多くの本があることを知らせるとともに、図書館利用の仕方を身に付けさせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：多くの本に触れ、自分の興味を広げたり、深めたりする。】
【情報活用力 ：図書館には多くの本があることに気付くとともに、図書館利用の仕方を知る。】

４．展開案
○生活科「がっこうたんけん」の学習で、図書館の存在を知らせ、図書館利用への興味を高めてお事
く。前

○朝読書や読み聞かせの活動を大切にし、読書に親しませる場を多く設けておく、
学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 自分の好きな本や友達に紹介したい ・学級文庫を充実させたり、家庭から好
本を発表し合う。 きな本を持参させたりしながら、日常

から読書に親しむ環境作りに留意して課
２ 本をたくさん読める場所（図書館） おく。題

自己理解】把 への関心をもち、本時の活動内容を知 →【

、握 る。 ・自分の好きな本を紹介させる場を設け
。自分自身の興味を考えさせる場にする

自己理解】→【

３ 図書館はどんなところか確認し、図
書館への移動の仕方、館内での約束を ・教師の側から一方的に図書館のルール
話し合う。 を指導するのではなく、図書館は学習
・図書館は、本を読んだり、勉強した の場であることを押さえ、どんな約束
りする所 が必要か、子どもたち自身に考えさせ

・静かに！ る。
情報活用】本 →【

４ 図書館に移動し、自分の好きな本を ・自由にたくさんの本を手に取って触れ課
自由に探し、読書に親しむ。 させ、図書館のよさを感じ取らせる。題

自己理解・情報活用】追 →【

時 究
５ 教師の説明を聞き、図書館利用の仕 図書館利用 ・指導事項として、教師がしっかり説明
方を知る。 カード する。

情報活用】・カードの記入の仕方 →【

・本の借り方
・本の扱い方
・返却の仕方

・実際に本を借りさせ、利用の仕方を覚
６ 図書館利用の仕方に則り、教室や家 えさせる。

情報活用】で読む本を探し、借りる。 →【

７ 図書館探検 の感想を発表し合う ・カードでの取り組みを話し、今後の積ま 「 」 。。
８ 担任の話を聞き、読書や図書館利用 極的な図書館利用を促す。と

自己理解・情報活用】め への意欲をもつ。 →【

○１年間に読む読書冊数の目標をもたせ、読書カードや「読書がんばり表」などで、図書館利用へ
の意欲付けを図る。事

○意欲的に読書に取り組んでいる子を紹介する場を設ける。後
○朝の会等で 「私のお気に入りの本」を紹介するコーナーを設ける。、

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【日常活動】→朝の会のスピーチコーナーで、お気に入りの本の紹介や最近読んだ本の感想を等を発表
する。

【生活】→単元「がっこうたんけん」の活動で図書館の様子を観察し、図書館への興味をもつ。
【国語】→「ほんとともだちになろう」の学習で、読書への関心をもつ。

としょかんのつかいかたをおぼえよう。
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「ぼく・わたしの冬休み」１．題材名
〔１年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成・望ましい人間関係の育成〕

２．目 標

◎ それぞれの冬休みの成果を交流し合い、他者理解を深め、よりよい人間関係を築く。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○各自が冬休みの取り組みの様子を発表する場を設け、集団の場でも、堂々と表現できる力を育て
る。

○冬休みの生活を振り返らせることをとおし、自他の頑張りや成長を自覚させる。
☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：冬休みの思い出や頑張ったこと、作品紹介を堂々と発表できる。】
【自己理解力 ：冬休みの自己の頑張りを見つめ、新学期への意欲を高める。】

４．展開案
○冬休みの「さくひんはっぴょうかい」を開くことを事前に知らせ、自分が発表したいことを考え事
させておく。前

○黒板に発表会のタイトルやプログラム（進め方）を教師が書いておく。

○作品紹介カードを用意しておく。
学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 教師の話を聞き、発表会に向けた意

欲をもつ。 ・発表会で頑張ること（①自分の発表を課
しっかりする、②友達の頑張りを見つ題

２ 発表会のめあてを確認する。 ける）を具体的に伝え、活動のめあて把
をもたせる。握

コミュニケーション】→【

３ 教師のモデルと説明から発表の仕方
を知り、各自発表練習をする。 作品紹介カ ・発表練習をしっかり行わせる。発表の

(1)作品紹介カードを書く ード めあてをもたせ、ペア練習や互いに発
(2)作品紹介カードを基に発表練習をす 表の仕方をアドバイスし合う場を設け

、 。る ながら 堂々と発表できるようにする

①正しい姿勢でお辞儀をする （教師も適宜、アドバイスや励ましを
②何を作ったか話す 発表の仕方 与えていく）

コミュニケーション・自己理解】③がんばったこと、くふうしたことを →【

話す

④作ってみての自分の感想本
⑤作品PRをする課

題
４ 冬休み作品発表会を開く。 ・望ましい発表態度（適切な声、堂々と追
(1)作品発表をする した態度、手振りや身振りを使った発時 究

表、表情等）を賞揚していく。
コミュニケーション】(2)友達の作品や発表のよいところを発 →【

表し合う

・友達の発表の内容、発表の仕方でよい
ところを発言できるよう、めあてをも

たせた発表を聞かせる。
コミュニケーション・自己理解】→【

ワ ー ク シ ー５ 作品発表会を振り返り、感想を発表

トま し合う。

６ 担任の話を聞き、互いの頑張りを認 担任の話 ・冬休みの取り組みや発表会の態度でのと
め合う気持ちや３学期の生活への意欲 子どもたちの頑張りを評価し、３学期め
をもつ。 の学校生活への意欲をもたせる。

自己理解】→【

○作品紹介カードに教師からのコメントを書き添え、教室等に作品掲示をする。事
○発表会の様子を学級通信等で家庭に知らせる。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【図工】→いろいろな作品紹介で、自分の工夫したところや頑張ったことを発表できる。
【学級活動】→３学期の生活に対する意欲をもち、具体的なな目標を設定することができる。
【日常活動】→「帰りの会」の場等で、友達のよさを見つけ、発表できる。

「ふゆやすみさくひんはっぴょうかい」で、

ともだちのがんばりをたくさんみつけよう。
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「６年生さん、ありがとう」１．題材名
〔１年―学級活動(1)学級や学校の生活の充実と向上に関すること〕

２．目 標

◎ ６年生を送る会の準備や表現活動に進んで取り組み、６年生への感謝の気持ちを表現できる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○自分たちの学校生活を支えた６年生の働きに気付かせ、感謝の気持ちをもたせる。
○６年生への感謝の表現を成功させるための自分の役割を自覚させ、進んでその役割を果たそうと
する態度を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：６年生への感謝の気持ちを表現活動で表すことができる。】
【役割認識力 ：自分たちの学校生活を支えた６年生の働きに気付く。】

４．展開案
○入学式や縦割り活動等、６年生にお世話してもらったシーンをVTR編集したものや、写真等の資料

を準備しておく。事
○道徳の時間に資料「ありがとう・６年生」を用いた授業を行い、お世話になった人に感謝しよう前
とする気持ちを育てておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 道徳の「ありがとう・６年生」の授 ・ ありがとう・６年生」のようなこと「
業を想起する。 が自分たちにも無いか問い、これまで

の学校生活を振り返らせる。
役割認識】２ これまでの学校生活を振り返り、ど 入学式や登 →【

んなところで６年生にお世話になった 下校時、縦課
か考え、発表し合う。 割り活動等 ・どのような場で、誰に、どんなお世話題

のVTR、写 になったか具体的に話させる。教師の把
３ 自分たちの生活を支えた６年生につ 真 側からも、６年生が１年生のお世話を握
いての各自の思いを発表し合う。 している場面を写真やビデオで見せ、

６年生の働きの大きさを実感させる。
役割認識】４ ６年生の働きに感謝する気持ちをも →【

ち、今後の活動のめあてを立てる。
・自分たちの学校生活は、６年生にたく

さん支えられていたことに気付かせ、

感謝の気持ちをもたせる。本
役割認識】５ 感謝の気持ちの伝え方にどんな方法 →【

があるか考えを出し合いながら、教師

の提案を基に１年生の取り組み（表現 ・表現する内容は教師が原案をもちなが

すること）を決める。 らも、できるだけ子どもたちの声を反時
。（表現例） 映させながら決定していくようにする

コミュニケーション】課 ・感謝のお手紙 ・歌の贈り物 →【

・呼びかけ、劇 等題
追
６ ６年生を送る会での自分の役割と頑究
張ることを確認する。

・自分が何を、どう頑張るか自分の役割

と明確な目標をもたせる。
コミュニケーション】７ 感謝の気持ちをもちながら、表現活 手紙用紙 →【

動に取り組む。
・今後の活動(練習等）に向けた意欲付け

８ 教師の話を聞き、６年生を送る会に向 を図る。ま
コミュニケーション】と けての意欲をもつ。 →【

め
○「６年生を送る会」に向けて、子どもたちがそれぞれの役割をしっかり果たせるよう、個に応じ事
た指導や支援をする。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「ありがとう・６年生」を基に、自分たちが多くの人に支えられていることに気付き、
お世話になっている人に感謝する気持ちをもつ。

【児童会活動】→「６年生を送る会」で、６年生への感謝の気持ちを表現する。

６年生さんにありがとうのきもちをとどけ

よう。
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「もうすぐ２年生」１．題材名
〔１年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ １年間の成長を振り返りながら、新しい学年に向けた期待を膨らませる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○１年間の歩みを振り返らせ、自他の成長や頑張りを認め合う場を設ける。
○自分自身の成長に自信をもたせるとともに、新しい学年に向けた意欲を膨らませる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：１年間の学校生活で、できるようになったことや成長したことを表現し、自己の成】

長を実感できる。
【役割認識力 ：学校生活を支えるための係や仕事の大切さを理解する。】
【意思決定力 ：２年生に向けた期待と今後の目標をもつことができる。】

４．展開案
○事前に保護者に授業内容を知らせ、子どもたちの成長や今後の生活への期待（これからがんばっ
てほしいこと）を手紙に書いていただくよう、依頼しておく。

○入学当初の様子や学習発表会、研究授業等、子どもたちの成長が見える節目の場面の様子のビデ事
オや写真を資料として編集しておく。前

○入学当初からの伸長の伸びを計算しておく。
○学級活動「自分でできること」で取り組んだカードや合格証を教室に掲示しておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 入学式のVTRを視聴し、感想を発表し 入学式のビ ・現在と入学当時の姿を比べさせ、自他
合う。 デオ の変容に関心をもたせる。

自己理解】２ 入学当初から３月までの、学級全員 →【

の身長の伸びの合計を知らせ、身体的 学級全員の課
な成長に気付く。 身長の伸び ・学級全員の身長の伸びをテープ図で示題

３ 身体的な成長以外に、できるように の和 し、身体的な成長を実感させるととも把
（ ） 、 、握 なったことや成長したことを考え、本 紙テープ に それ以外の成長点に目を向けさせ

時のめあてをもつ。 課題設定する。
自己理解】→【

・視聴の前に、成長点を見つけるという
４ １年間の歩みをビデオや写真（スラ 写真、ビデ 目的を指示する。

自己理解】イドショー）で振り返る。 オ（PC等) →【

本
、５ 自分やクラスの成長点（できるよう 短冊用紙 ・成長点を見つけられないでいる子には

になったこと・がんばったこと）を考 教師がその子の頑張りを具体的に教え
え、短冊用紙に書く。 たり、教室内の掲示物等に目を向けさ
・自分の成長 せたりするよう助言する。時 課

自己理解・役割認識】題 ・クラスの成長 →【

追
６ 短冊用紙を黒板に掲示し、それぞれ ・互いの協力、それぞれの仕事の頑張り究
の成長点を発表し合う。 があって学級生活が送られたことを話

し、役割を果たすことの大切さを押さ
える。

役割認識】７ 黒板の短冊用紙を見て、自他やクラ →【

スの成長の様子をとらえる。 ・黒板に掲示した短冊の数から、自分や
友達、クラス全体の成長を量的にもと

８ 保護者からの手紙を読み、自分自身 保護者から らえさせる。
自己理解・役割認識】ま の成長に自信をもつとともに、２年生 の手紙 →【

への意欲を膨らませる。 ・保護者の手紙や教師からの話で、１年と
間の成長への自信と満足感、２年生へめ

９ 担任のまとめの話を聞く。 の期待感をもたせる。
自己理解・役割認識・意思決定】→【

○感想を記述したワークシートに教師からのコメントを記し、これからの生活でも自分や友達を大
事にした学校生活を送るよう励ます。事

○授業の様子を学級通信で伝え、家庭でもこれからの生活や将来の夢等の話題を提供していく。後
○「よいところ見つけ」の活動を帰りの会でも継続し、互いのよさを大事にしようとする態度を継
続して指導する。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【学級活動】→「自分でできること」で、身の回りのことは自分でやろうとする気持ちをもつ。
【生活】→「もうすぐ２年生～あたらしい１年生をむかえよう～」で、新入生を迎える活動に意欲的に

取り組むことができる。

１ねんかんでできるようになったことをか

んがえよう。
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（２） 第２学年学級活動指導計画

① 第２学年学級活動年間題材一覧

進路発達にかかわる能力

自 役 職 将 情 課 意

己 割 業 来 報 題 思月 題 材 名 指 導 の ね ら い
理 認 理 設 活 解 決
解 識 解 計 用 決 定
力 力 力 力 力 力 力

24４ ☆ ☆☆○２年生になって 進級の喜びを感じ、新しい学校生活に向けた期待を膨らませることができる。(2)

42月 ☆ ☆ ☆○楽しい学級にしよう 新しいクラスへの願いを話し合い、学級の目標を決めることができる。(1)

43○係を決めよう よりよい学級生活を送るために必要な組織と自分の役割を決め 活動意欲をもつ(1) 、 。 ☆ ☆

5○安全な登下校を考えよう 安全な登下校の仕方を知るとともに、自らの安全を主体的に守ろうとする意識をもつ。(2) ☆☆

10５ ☆☆○図書館のきまりを知ろう 図書館の活用の仕方や約束を知り、進んで図書館を利用しようとする。(2)

72月 ☆○運動会のめあてを決めよう 運動会の成功に向けての意欲をもち、学級や個人の目標を立てることができる。(1)

15○１年生さんと遊ぼう (2)１年生と楽しく遊ぶための遊びの内容やルールを考え、話し合うことができる。 ☆ ☆ ☆

☆ ☆☆○体をきれいにしよう 健康に関心をもち、体の清潔に保つ方法を知り、実生活で実践しようとする。(2)

47６ ☆ ☆☆○係のしごとをがんばろう 係活動の様子を振り返り、よりよい活動をめざして内容や方法を工夫できる。(1)

54月 ☆☆ ☆○歯みがきの仕方を知ろう 正しい歯磨きの仕方を知り、学んだことを実生活に進んで生かそうとする。(2)

○お楽しみ会をしよう 集会の企画と運営をとおし、１学期の互いの頑張りを認め合うことができる。 32/33７ ☆ ☆☆(1)

56月 ☆☆○夏休みのめあてを決めよう 夏休みを有意義に過ごそうとする意欲をもち、具体的な目標や計画を立てることができる。(2)

16８ ☆☆☆○夏休み作品発表会を開こう (2)それぞれの夏休みの成果を交流し合い 他者理解を深め よりよい人間関係を築く、 、 。

57月 ☆☆○２学期の目標を決めよう １学期や夏休みの生活の反省を基に 具体的な目標を立て ２学期の学校生活への意欲をもつ(2) 、 、 。

47○係を決めよう 学級生活の向上のために必要な係と自分の仕事を決め、活動意欲をもつ。(1) ☆☆ ☆

○上手にそうじしよう より上手なそうじの仕方を知り 働くことの喜びを感じながら 実践しようとする 36/53９ ☆ ☆☆(1) 、 、 。

28月 ☆ ☆○ゲーム大会をしよう 学級生活の向上のために、ゲーム大会を企画したり、運営したりすることができる。(1)

17○教えて！あなたのこと。友達のこと (2)自分の好きなことやよさを考えたり、友達のよさを見つけたりして、自他を大事にする気持ちをもつ。 ☆☆ ☆

76○ 学習発表会の成功に向けて意欲をもち、学級や個人の目標を立てることができる。学習発表会のめあてを決めよう (1) ☆☆

7610 ☆ ☆ ☆○学習発表会を振り返ろう 目標の達成状況を振り返り、学習発表会の成果を生かし、今後の生活のめあてをもつ。(1)

18月 ☆ ☆○せいとん名人になろう (2)自分自身の生活を向上させようとする気持ちをもち、整理整頓に気をつける。

19○なりたいな・なりたいな (2)自分の憧れの仕事を発表し合い 、将来の夢や希望を膨らませることができる。、 ☆☆ ☆

6211 ☆☆○読書会をひらこう 本の交換をしたり、感想を交流し合ったりして、読書に対する意識を高める。(2)

37月 ☆ ☆☆☆○忘れ物をなくそう 忘れ物について考え、学習に向かう心構えや基本的な学習姿勢を身に付ける。(2)

3212 ☆ ☆ ☆○ 学級集会の意義を明らかにしながら、集会の目標や内容、役割等について話し合うことができる。おたのしみ会の計画を立てよう (1)

33月 ☆☆ ☆○おたのしみ会をしよう 集会の目標に基づき、役割や約束を着実に果たしながら、学級の結びつきを強めることができる。(1)

63○冬休みのめあてをきめよう 冬休みを有意義に過ごそうとする意欲をもち、具体的な目標や計画を立てることができる。(2) ☆☆

11１ ☆☆○ぼくの冬・わたしの冬 それぞれの冬休みの成果を交流し合い 他者理解を深め よりよい人間関係を築く(2) 、 、 。

57月 ☆ ☆☆○３学期のめあてを立てよう ２学期や冬休みの生活の反省を基に 具体的な目標を立て ３学期の学校生活への意欲をもつ(2) 、 、 。

20○見つめてみよう、自分の仕事 (2)学級内の自分の役割や仕事を見つめ、責任をもって仕事に取り組もうとする気持ちをもつ。 ☆☆ ☆

21２ ☆ ☆☆○ありがとうあつめをしよう (2)生活を支える多くの人々 の優しさや努力を知り 自らの集団のために働こうとする気持をもつ、 。

12月 ☆ ☆ ☆○ ６年生への感謝の気持ちをもち、会を成功させるための取組について話し合うことができる。６年生に感謝の気持ちを表そう (1)

22○おへそってなあに？ (2)へその役割を調べることをとおし、母子のつながりを感じ、命の尊さを知る。 ☆ ☆☆

13３ ☆ ☆ ☆○もうすぐ３年生 一年間の成長を振り返りながら、新しい生活に向けた期待と目標をもつ。(1)

月 ☆☆○春休みの過ごし方 新しい学期を迎える上での春休みの意義を知り 規則正しい生活を送ろうとする気持ちをもつ(2) 、 。

は、指導案掲載ゴシック反転表示
題材です。 のゴシック網掛け表示
題材は、類似内容及び関連活動の
指導案が掲載されています。
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② 第２学年学級活動指導展開例

「１年生さんと遊ぼう」１．題材名
〔２年―学級活動(2)望ましい人間関係の育成・希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ 進んで１年生のお世話に取り組もうとする気持ちをもち、１年生と楽しく遊ぶための遊びの内容
やルールを考え、話し合うことができる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○上学年としての自覚や進んで他者にかかわろうとする気持ちを育む。
○「１年生と仲良くなる」という目的に向かって、友達と協力しながら遊びを企画したり、下学年
への接し方を考えたりするするという経験をさせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：１年生にやさしく接しようとする気持ちをもち、友達と協力しながら話】

合いに参加することができる。
【役割認識力 ：自分の役割を適切に果たし、１年生をお世話したり、遊ばせたりする活動に主体的】

に取り組むことができる。
【意思決定力 ：遊びの内容やルールを進んで考え、自分の意見を積極的に出すことができる。】

４．展開案
○１年担任との連絡をとり、１年生と合同で遊ぶ場を設けておく。
○両学年とも４人程度の班を作り、グループ（８名程度）で活動することとし、事前に班編制をし事
ておく。前

○活動は、１年生の教室への迎えから始まり、教室に送り届けるところまでとする。
学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 上学年に進級した喜び、１年生が入 ・進級時に書いた２年生の目標等を紹介
学したことへの思いを発表し合う。 しながら、上学年に進級した喜びやや

２ 「１年生と仲良くするための合同遊 る気を引き出したい。課
コミュニケーション】題 びをする」という、教師の提案につい →【

て、考えを発表し合い、本時の活動内 ・ １年生のお兄さん、お姉さん」とい把 「
容を知る。 う上学年としての意識をもたせる。教握

、師の提案への賛成意見をまとめながら
課題の設定につなげる。

コミュニケーション・役割認識】→【

３ 教師の説明を聞き、遊び方の大体の
イメージをもつ。
・グループ同士での遊び

・ １年生が喜ぶ・楽しむ」ために、ど「
４ 合同遊びに必要な役割や話合いが必 あそび計画 んなことが必要か問いながら、必要な本
要なことを出し合う。 カード 役割や話合いのテーマを明らかにして
※例 いく。どの役割も大切なものであるこ
〔必要な役割） とを確認させる。課

コミュニケーション・役割認識・意思決定】時 題 ・お手紙を書く（全員） →【

・教室に迎えに行く人追
・遊びを説明する人 ・各グループの話合いの様子を把握し、究

。・約束を説明する人 必要に応じてアドバイスを与えていく
コミュニケーション・役割認識・意思決定】・教室まで送る人 →【

〔話し合うこと〕
・どんな遊びをするか
・どんな約束が必要か
・役割の分担

５ グループ毎に話し合ったことを紹介
し合う。 ・遊びの当日までに、実際に練習させた

６ 本時の活動を振り返り、感想を発表 り、計画の見直しをさせたりすることま
し合う。 も伝える。と

コミュニケーション・役割認識・意思決定】め ７ 担任の話を聞き、合同遊びへの意欲 →【

を高める。
○班毎に１年生へのお誘いの手紙を書かせ、教室に届ける。事
○合同遊びの当日までに、立てた計画に沿って活動の練習に取り組ませる。各グループの様子を教後
師がチェックし、アドバイスしたり、活動の応援をしたりする。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「こころのにじ」を基に、友達と仲良くし、助け合おうとする気持ちをもつ。

１年生さんがよろこぶような、ごうどうあ

そびの計画を立てよう。
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「夏休み作品発表会を開こう」１．題材名
〔２年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成・望ましい人間関係の育成〕

２．目 標

◎ それぞれの夏休みの成果を交流し合い、他者理解を深め、よりよい人間関係を築く。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○各自が夏休みの取り組みの様子を発表する場を設け、集団の場でも、堂々と表現できる力を育て
る。また、発表会の進行等にかかわる役割を責任をもって果たそうとする態度を育てる。

○夏休みの生活を振り返らせることをとおし、自他の頑張りや成長を自覚させる。
☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：夏休みの思い出や頑張ったこと、作品紹介を堂々と発表できる。】
【役割認識力 ：発表会の運営にかかわる役割を責任をもって果たす。】
【自己理解力 ：夏休みの自己の頑張りを振り返り、２学期への意欲を高める。】

４．展開案
○「夏休み作品発表会」を開くことを事前に知らせ、自分が発表したいことを考えさせておく。ま

た、聞き手をひきつける発表の工夫を考えさせておく（小道具、実物の準備等 。事 ）

○発表会にかかわる役割を事前に決めさせ、必要な準備をさせておく。前
→（司会、黒板係、開閉会の挨拶担当、発表補助スタッフ）

○作品紹介カードを用意しておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 教師の話を聞き、発表会に向けた意 ・発表会で頑張ること（①自分の発表を

欲をもつ。 しっかりする、②友達のよさを見つけ

２ 各自発表の準備をする。 進んで発表する、③係の子は役割をし

(1)作品紹介カードを書く 作品紹介カ っかり果たす）を具体的に伝え、活動課
(2)表現の仕方を工夫しながら、各自発 ード のめあてをもたせる。題

コミュニケーション・役割認識・自己理解】把 表練習をする。 →【

握
３ 発表会のめあてと役割を確認する。 ・ 大きな声 「堂々とした態度」に気を「 」

付けさせる。また、その子なりの持ち
味が発揮できるよう、発表や表現の仕

方を工夫させる。

コミュニケーション】→【

４ 担当の係（司会）の進行で 「夏休、

み作品発表会」を開く。 ・会の進行、運営は係に委ね、役割をし本
っかり果たさせる。

役割認識】【※プログラム例】 →【

① はじめの言葉 ・工夫しながら表現している子、大きな

② 学級委員挨拶 声で堂々と発表している子など、望ま時
③ 作品発表 しい姿勢を大いに評価し、そのよさを課
④ 感想発表 広める。題

コミュニケーション・自己理解】追 ・友達の発表のよかったところ →【

・自分が気に入った作品 ・友達のよさを進んで見つけさせる。互究
⑤ 先生から いの頑張りを認め合う、温かな雰囲気

⑥ 終わりの言葉 を大事にする。
コミュニケーション・自己理解】→【

・発表会の役割を適切に果たした係の働
きを賞揚する。

役割認識】→【

５ 作品発表会の感想を書く。 ・夏休みの頑張りと成果を2学期につなげま ワ ー ク シ ー

るよう話す。と ト

自己理解】め ６ 担任のまとめの話を聞く。 →【

○作品紹介カードに教師からのコメントを書き添え、教室等に作品掲示をする。事
○発表会の様子を学級通信等で家庭に知らせる。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【図工】→いろいろな作品紹介で、自分の工夫したところや頑張ったことを発表できる。
【学級活動】→２学期の生活に対する意欲をもち、具体的な目標を設定することができる。
【日常活動】→「帰りの会」の場等で、友達のよさを見つけ、発表できる。

「夏休み作品発表会」で、友達の作品のよ

いところをたくさんみつけよう。
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「教えて！あなたのこと・友達のこと」１．題材名
〔２年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成・望ましい人間関係の育成〕

２．目 標

◎ 自分の好きなことやよさを考えたり、友達のよいところを見つけたりする活動をとおし、自他の
存在を大切にしようとする気持ちをもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○自分の好きなことや得意なこと、将来の夢等を考えさせ、自分自身を見つめさせるとともに、将
来の生き方への関心を膨らませる。

○「よいところ見つけ」の活動を取り入れ、他者の目から自分自身のよさに気付かせるとともに、
自他の存在を大切にしようとする気持ちや態度を育む。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：仲間作りゲームや友達のよさ見つけなどの活動に取り組み、他者との 温】

かな関係を築くことができる。
【自己理解力 ：自分自身の好きなことや得意なこと、将来の夢を進んで表現できる。また、他者か】

らの「よいところメッセージ」から、自分のよさに気付く。
【将来設計力 ：自分を大切にしようとする気持ちをもち、将来の夢やこれからの生き方への関心を】

膨らませることができる。

４．展開案
○事前に保護者に授業内容を知らせ、子どもたちのよさを手紙に書いていただくよう、依頼してお事
く。前

○担任からも、一人一人の子の「よいところメッセージ」を書いて準備しておく。
学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 簡単な「仲間作りゲーム」を行い、
学習の雰囲気作りをする。 ・他者とのかかわりが深められる活動を課
・ アドジャン ・ リズム手合わせ 取り入れ、協力し合いながら活動して題 「 」 「 」
・ ほめあいゲーム」 ・ 肩もみ」 いるペアを紹介する。友達のよさに目把 「 「

を向ける布石の活動とする。握
コミュニケーション】２ 教師の自己紹介クイズを解きながら 教師の自己 紹 →【

介クイズ本時の活動内容を知る。
・カードの項目に沿って自由に記述させ（ＰＣ）

ることで、自分自身について見つめさ
せたり、考えさえたりする場とする。

コミュニケーション・自己理解・将来設計】３ 「しょうかいカード①」を書き、隣 しょうかい カ →【

ード①り同士見せ合い、他己紹介形式で発表
、し合う。 ・他者のよさに気付くことの価値を話し

活動の意義付けをする。周りの人から
４ 「しょうかいカード②」の内容（自 肯定的な評価を受けることの気持ちよ
分のよさ と記入のための活動方法 よ さを十分に感得させたい。） （

自己理解・将来設計】本 いところ見つけ）を知る。 →【

課
５ よいところ見つけ の活動を行う ・活動の様子を把握し、カードが書けな題 「 」 。 しょうかい カ

①隣り同士で、メッセージカードを書 い子には、助言を与える。追 ード②

コミュニケーション】時 究 き、交換し合う。 →【

②班の中で交換し合う。
教師と家の 人

、６ 教師や家の人が書いた「メッセージ ・メッセージカードはじっくりと読ませからのメッ セ

カード」を読む。 自己肯定感をもたせる場にする。ージカード

自己理解・将来設計】→【

「 」 。７ しょうかいカード② を記入する
・誰にもよさがあり、互いを大事にし合

８ 本時の活動を振り返り 感想を書く うことの大切さを伝える。ま 、 。 ワ ー ク シ ー

コミュニケーション・自己理解・将来設計】と ９ 今後の学校生活に期待する担任の話 ト →【

を聞く。 担任の話め
○感想を記述したワークシートに教師からのコメントを記し、これからの生活でも自分や友達を大
事にした学校生活を送るよう励ます。事

○授業の様子を学級通信で伝え、家庭でもこれからの生活や将来の夢等の話題を提供していく。後
○「よいところ見つけ」の活動を帰りの会でも継続し、互いのよさを大事にしようとする態度を継
続して指導する。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「ひろったビスケット」で、友達を大切にしようとする心情をもつ。

おしえてみんなのこと！

～ 「しょうかいカード」を作ろう！～
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「せいとん名人になろう」１．題材名
〔２年―学級活動(2)基本的な生活習慣の形成〕

２．目 標

、 。◎ 自分自身の生活を向上させようとする気持ちをもち 整理整頓に気をつけたくらししようとする

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○身の回りのことは自分でやろうとする気持ちや態度を養う。

、 。○自分自身の生活を見つめさせ よりよい自分をめざして努力しようとする気持ちや態度を育てる
☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：自分自身の生活を見つめ、問題点をとらえるとともに、問題を改善し、よりよい生】

活をめざそうとする気持ちをもつ。
【課題解決力 ：整理整頓の仕方がわかる。また、日常生活で、整理整頓に気をつけたくらしをしよ】

うとする。

４．展開案
○子どもたちの整理整頓に関する問題状況がわかる資料（写真・ビデオ・整理整頓点検表等）を準事
備しておく。前

○「せいりせいとんがんばりカード」を作成しておく。
学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 「整理整頓点検」の結果や問題のあ 整理整頓点
る写真等の資料から、整理整頓に関す 検結果 ・具体的な資料を提示し、気付いたこと課
る問題状況をとらえる。 を発表させながら自分たちの生活の問題

２ 本時の課題をとらえる。 乱れた教室 題点を見つけさせ、課題設定する。把
自己理解】握 や机の写真 →【

等
３ チェック表を使い、自分の身の回り ・チェック表には、①不要なものが入っ
を振り返り、整理整頓ができていない ていないか、②あるべき所にきちんと本

、 、ところ（問題点）を見つける。 あるか ③きれいに整頓されているか
・ランドセルの中 の３点を中心に具体的に調べさせる。

自己理解】・机、ロッカーの中 →【

・家での自分の机時
４ 整理整頓の乱れから生じる問題を考 ・整理整頓の乱れは学習にも影響がある
える。 こと、将来社会に出ても困ることが多課
・すっきりしない気持ち いこと等を補説し、問題意識を高めさ題
・忘れ物 ・衛生面の問題 せる。追

自己理解・課題解決】究 ５ 自分や教室内の整理整頓を行い、き →【

れいに片付けた後の気持ちを発表し合
う。 ・きれいに片付けた後の気持ちよさ大事
・気持ちがよい ・やる気が出る にする。

自己理解・課題解決】６ 教師の話から、整理整頓のポイント →【

を知る。
（例）
・時間割をきちんと揃える
・出したところに戻す ・これからの生活でがんばりたいこと 取（
・後でやらないで、すぐにやる！ せいりせい り組み）を決めさせ、カードに書かせ

７ これからの生活でがんばることや取 とんがんば る。カードは毎日点検できる様式にす
り組むことを決め 「せいりせいとん りカード る。、

自己理解・課題解決】がんばりカード」に書く。 →【

８ 本時の活動を振り返り、感想を発表ま
する。と

９ 担任の話から今後の取り組み方を確め
認し、実践化への意欲をもつ。

○授業の様子を学級通信で家庭に知らせる。家庭での整理整頓の取り組みのチェックを保護者に依
頼する。事

○教室内の整理整頓について、係活動等で点検しながら 「決めたこと」の実践化を図る。後 、
○整理整頓の取り組み状況を教師も定期的に観察し、努力している子や改善が見られる点等を評価
していく。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【生活】→「できるようになったよ」の学習で、自分の成長したところをとらえる。
【学級活動】→学期はじめの目標作りや学期末の振り返りで、自分自身の生活を見直す。

せいりせいとん名人になる方法を考えよう。
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「なりたいな、なりたいな」１．題材名
〔２年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成・望ましい人間関係の形成〕

２．目 標

◎ 自分の憧れの仕事を発表し合い、将来の夢や希望を膨らませることができる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○将来の自分の仕事を自由に考えさせたり、発表させたりすることをとおし、夢や希望を膨らませ
ながら自分自身の生き方への関心をもたせる。

○集団の場でも自分の思いや考えを堂々と発表できる表現力を育てる。
☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：自分の憧れの仕事を堂々と発表したり、友達の発表をしっかり聞いたり】

することができる。
【自己理解力 ：自分自身の将来の姿に関心をもち、憧れの仕事を考えることができる。】
【将来設計力 ：自分の将来の夢や希望を膨らませることができる。】

４．展開案
○事前に授業の内容を知らせておき、自分の憧れの職業を考えておくように話しておく。
○「心のノート」の「あなたのことをおしえてね」のページの１年生のときの記述を振り返らせた事
り、２年生になっての考えを書かせたりしておく。前

○担任が幼少の時の写真や絵、作文等の「自分の夢を語る」資料を準備しておく。
学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 担任の幼少のころの夢の話を聞き、 担任の幼少
感想を発表し合う。 のころの作 ・担任の子どものころの様子や夢を紹介課

品や写真 することで、明るく楽しい雰囲気を作題
るとともに、活動の意欲付けを図る。把

自己理解・将来設計】握 ２ 本時の活動内容を知る。 →【

３ 発表会の進め方を知る。 ・自由に自分の夢を思い描く時間である
①自分の夢や憧れの仕事を、絵と文 ことを伝え、楽しい気分で活動に取り
で「なりたいなカード」に表現す 組ませるようにする。

自己理解・将来設計】る。 なりたいな →【

②一人一人、発表する。 カード

４ 「なりたいなカード」を書く。 ・ダイナミックな発想や楽しい表現を大本
いに認め、紹介していく。課

自己理解・将来設計】題 →【

追
。時 究 ５ 将来の夢や憧れの仕事を発表し合う

【発表会のめあて】 ・発表する側、聞く側のめあてをしっか
○ 笑顔で発表しよう！ りもたせる。発表の前に、各自、練習
○ みんなに聞こえる元気な声で発 発表会のめ の時間をとる。

コミュニケーション】表しよう！ あて →【

○ 友達の発表で 「すてきだなあ」、
「いいなあ」と思ったことを見つ ・友達の発表から「すてきだなあ」と感
けよう。 じたことを発表させながら、お互いの

○ 夢がかなうように、拍手と笑顔 夢や憧れを応援したり、尊重したりす
で応援しよう！ る気持ちをもたせる。

コミュニケーション・自己理解・将来設計】→【

６ 本時の活動を振り返り、感想を発表 ・夢をもつことの楽しさ、夢に向かってま ワ ー ク シ ー

し合う。 頑張っていこうとする気持ち、互いをと ト

７ 今後の学校生活や将来の夢について 担任の話 大事にした生活等について話す。め
自己理解・将来設計】の担任の話を聞く。 →【

○子どもたちが書いた「なりたいな」作品集を教室に掲示し、お互いの夢を大切にし合う教室の環事
境を作る。後

○子どもたちの発表の様子をVTRで収録し、懇談会や学年末の振り返りの活動等で活用する。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【図工】→自分の将来の姿や夢を想像し、平面作品で表現する。
【道徳】→心のノート「あなたのことをおしえてね （P９）で、自分を見つめ将来の夢を考える。」

「なりたいな、なりたいな」

～みんなのゆめ、大はっぴょう会を開こう～
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「見つめてみよう、自分の仕事」１．題材名
〔２年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成・基本的な生活習慣の形成〕

２．目 標

◎ 学級の中での自分の役割や仕事を見つめ、責任をもって仕事に取り組もうとする気持ちをもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○学級内の集団生活における様々な役割を理解させる。
○学級内での自分の役割を責任をもって果たそうとする意欲や態度を育てる。また、集団のために
役割を果たしたり、働いたりすることの喜びを味わわせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【役割認識力 ：学級内の集団生活は、様々な役割の上に成り立っていることに気付く。】
【職業理解力 ：力一杯働いたり、みんなのために仕事をしたりすることの気持ちよさを感じる。】
【 】 、 、課題解決力 ：学級生活の向上や自分自身の成長を願う気持ちをもち 進んで仕事に取り組んだり

役割を果たしたりする。

４．展開案
○生活科の「家族の仕事」の授業を行っておき、家族にはそれぞれ役割があり、様々な仕事を行っ
ていることを押さえておく。事

○道徳の時間に「サバンナの子ども」を読み、家族のために働く喜びや大切さを考える学習をして前
おく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 生活科の「家族の仕事」や道徳「サ 「家族の仕
バンナの子ども」の授業を想起する。 事 「 サ ・家族一人一人の役割や仕事の大切さを」、
・家族の役割 バンナの子 想起させる。また、家族の役に立って
・家庭の中での仕事 ども」の関 働いたときの気持ちのよさを具体的に課

連資料 紹介させる。題
→【役割認識・職業理解】把 ２ 本時は、学級の中での仕事について

考える学習であることを知り、課題を握
つかむ。 ・学級目標（ よく働くクラス」など）「

にかかわらせ、本時がクラスの一層の
成長を図るための時間であることを確
認させる。

→【役割認識・課題解決】３ 生活を見つめ 学級の中でどんな 仕、 「
事」の場面があるか出し合う。
・そうじ ・給食当番 ・どの仕事も学級生活のために大切な役
・日直の仕事 ・係の活動 割があることを押さえる。

→【役割認識】

４ それぞれの仕事の必要性や役割の大
切さを確認する。本

・チェック項目（仕事への取り組み方、課
５ 自分の仕事への取り組み態度をチェ 仕事チェッ 活動の内容等）を具体的に設定し、客題
ックカードで振り返り、問題点や改善 クカード 観的に自分の仕事を見つめ直させる。追

→【役割認識・課題解決】時 究 点を考える。

６ 「仕事パワーアップカード」に、こ 仕事パワー ・よりよい仕事ができるようにするため
れから頑張っていきたいことを書く。 アップカー にはどうするか、建設的なアイディア

ド も盛り込ませたい。パワーアップカー
ドは、毎日の自己評価が可能な形式に

７ 本時の活動を振り返り、感想を発表 する。ま
→【役割認識・職業理解・課題解決】と する。

８ 今後の学校生活に期待する担任の話め
を聞く。

○「仕事パワーアップカード」を基に 「仕事パワーアップ週間」を設定し、シールを用いた自己、
評価活動を行う （めあてどおりの仕事ができたらシールを貼る）事 。

○「仕事パワーアップ週間」の取り組みを振り返り、互いの頑張りを評価し合う。一生懸命に働く後
ことによって得られる充実感、満足感を味わわせる。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【生活】→「家族の仕事」で、家族のそれぞれの役割や仕事の様子を調べる。
【 】 「 」 、 。道徳 →資料 かきかたのじかんのこと を基に 勉強や仕事をしっかり行うことの大切さを考える

また、資料「サバンナの子ども」を読み、家の手伝いなど、家族の役に立つ喜びを知る。

学級の中の自分の仕事について考えよう。
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「ありがとうあつめをしよう」１．題材名
〔２年―学級活動(2)望ましい人間関係の形成・希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ 生活を支える多くの人々の優しさや努力に気付き、感謝の気持ちをもつとともに、自らも進んで
役割を果たしたり、友達に親切にしようとしたりする気持ちをもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○身近な「ありがとうあつめ」の活動をとおし、他者への関心をもたせるとともに、集団生活は様
様な人の役割や働きの上に成り立っていることに気付かせる。

○集団生活における自らの役割を自覚させ、進んで役割を果たしたり、他者のために働こうとする
気持ちを育む。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ： ありがとうあつめ」で、他者の働きやよさを見つけ、感謝の気持ちを】 「

表現できる。
【 】 、 。 、役割認識力 ：学校や学級の生活は 多くの人の役割や働きで支えられていることに気付く また

集団の中での自分の役割を自覚できる。
【職業理解力 ：役割を果たすことの充実感や働くことの気持ちよさを感じ、進んで仕事に取り組も】

うとする意欲をもつ。

４．展開案
○「ありがとうあつめ」カードを印刷、準備しておく （本時の活動以外にも日常的に使えるよう、事 。
多めに印刷する）前

○生活科の「家族の仕事」の学習で、自分の周りで働く人々の様子に関心を高めておく。
○事前に本時の活動内容を知らせておき、他者への関心を高めておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 生活科「家族の仕事」の学習内容を 「家族の仕
想起する。 事」で作成 ・自分を支える家族の役割や働きを想起課
・自分を支える家族の様子や働き した作品や させ、学校の中ではどのような「あり題

２ 学校の中での、自分の生活を支えて 資料等 がとう」があるか問い、課題設定につ把
いる人々の存在に関心をもち、本時の なげる。握

役割認識】学習課題を設定する。 →【

３ 教師の説明を聞き 「ありがとうあ、
つめ」の活動の仕方を知る。 ・カードには、感謝の気持ちを伝えたい
① 「ありがとうカード」を書く。 事実と、自分の考えや気持ちを表現さ
〔書くこと〕 せる。

コミュニケーション・役割認識】・相手の名前 ・したこと、見たこと →【

・自分の気持ち ・お礼の言葉 ・活動の様子を把握し、カードが書けな本
・自分の名前 い子には、教師が具体例を挙げるなど課

② 「ありがとうカード」を手渡す。 ありがとう 助言を与える。題
コミュニケーション】追 ※ 始めに、隣の人、班のメンバー カード →【

全員に書く。それ以降は順次、学時 究
級内、学級外へと活動を広げてい ・カードに書いた内容を板書に表し、自
く。 分たちの生活は、たくさんの人の働き

４ 「ありがとうカード」を書く。 に支えられていることに気付かせる。
コミュニケーション・役割認識】５ 誰にどんな内容を書いたか、紹介し →【

合う。
６ ありがとうカード を交換したり ・友達から感謝の気持ちを送られたとき「 」 、
届けたりする。 の気持ちよさを十分に引き出し、今後

７ カードをもらったときの気持ちを発 の活動意欲の喚起につなげる。ワ ー ク シ ー

役割認識・職業理解】表し合う。 ト →【

８ これから自分ががんばっていきたいま
ことをワークシートに書く。 ・どこの場でどのような仕事をがんばると

、 。め ９ 今後の学校生活に期待する担任の話 か 具体的な活動の見通しをもたせる
コミュニケーション・役割認識・職業理解】を聞く。本時の活動を振り返り、感想 →【

を書く。
○ワークシートに教師からのコメントを記し、これからの生活でも自分の仕事を責任をもってやり
遂げようとする気持ちをもたせたり、友達を大事にした学校生活を送るよう励ましたりする。事

○「ありがとう見つけ」の活動を帰りの会でも継続し、互いのよさを大事にしようとする態度を継後
続して指導する。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【生活】→「家族の仕事」で、自分の生活を支えるための家族の働きの様子や役割を調べる。
【児童会活動】→「６年生を送る会」で、これまでの６年生の働きを知り、６年生への感謝の気持ちを

表現する。

学校の中の「ありがとう」をたくさん見つ

けよう。
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「おへそってなあに？」１．題材名
〔２年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成・心身ともに健康で安全な生活態度の形成〕

２．目 標

◎ 「おへそ」について調べることをとおし、母子のつながりを感じ、命の尊さを知る。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○へそについて調べさせ、出生の頃の母子のつながりや両親の願いを知らせ、自らの命の尊さに気
付かせる。

○父母からインタビューしたり、養護教諭の話を適切に聞き取ったりするなど、資料収集や情報活
用の力を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：自分自身の出生の頃の様子に関心をもち、自らの命がたくさんの愛情につつまれて】

誕生した、貴重なものであることを知る。
【将来設計力 ：命の尊さを感じ、自分の将来の夢やこれからの生き方への関心を膨らませることが】

できる。
【情報活用力 ：インタビューで必要な情報を得たり、養護教諭の話や写真等の資料を適切に読み取】

った りしながら、出生の頃の様子について調べることができる。

（Ｔｅａｍ Ｔｅａｃｈｉｎｇ：Ｔ１＝学級担任・Ｔ２＝養護教諭）４．展開案
○「へその緒」の実物を準備する。
○保護者に授業の内容を知らせ、インタビューへの協力や資料提供等の依頼をしておく。事
○養護教諭との連携（T.Tでの授業)を図り、本時の授業プランの検討を協議しておく。前
（※本時の授業は、途中に家庭での調べ活動を入れ、前後半の２分割授業とする）

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ へその緒の実物から、へそについて ・実物資料を見せ、感じたことや知って
知っていることや不思議に感じている へその緒 いることを自由に発表させながら、へ
ことを発表し合い、本時の活動内容に そについての疑問をもたせ、学習の方課
ついての興味や関心をもつ。 向付けを図る。題

→【情報活用】把
２ 本時の学習課題を立てる。握

、 （ ）３ へそがあるわけを考え、自由に発表 ・課題について 自分なりの考え 予想ワークシート

し合う。 をもたせ、発表させる。本
→【情報活用】イ ン タ ビ ュ

４ 「おへその疑問」を家庭でのインタ ーシート
、 、ビューで解決してくることを知る。 ・何を どのようにインタビューするか

シートを基に具体的な計画を立てさせ課
【家庭でのインタビュー活動】 イ ン タ ビ ュ る。時

→【自己理解・将来設計・情報活用】題 ・自分のへその緒を見せてもらう ーシート
・へその緒が何か聞く
・へその役割を聞く ・保護者にも活動内容を知らせ、協力を追
・生まれた頃の様子やエピソードを聞く 依頼しておく。誕生の頃の様子やエピ

ソード等も話していただき、子どもを究
５ 家庭でのインタビューでわかったこ イ ン タ ビ ュ 思う親の愛情を語っていただく項も設
とを発表し合う。 ーシート ける。

→【自己理解・将来設計・情報活用】

６ T2の話からへその役割を知る。 絵 図 、 写 真 ・なぜ、へその緒を大事にとっているの
等 か考えさせ、命の尊さに気付かせる。

→【自己理解・将来設計】７ へその秘密や出生について調べ、感
じたことを発表し合う。

・誰の命もこの世に一つだけの貴重なもま
のであること、たくさんの愛情につつと

８ 命の尊さについて、T1、T2から話を まれて誕生したものであること等を伝め
聞き、自分の生き方を考える。 え、自らの命や人生を大切に生きよう

とする心を育む話をする。
→【自己理解・将来設計】

○家庭でのインタビューや授業の様子を、相互に情報交換し合い、学級通信等で知らせる。家庭で事
も、命の尊さについて話題にしていただく。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「ぴよちゃんとひまわり」を基に、一つの世代から次の世代へと生命が受けつがれてい
ることに気付き、生命の大切さについて深く考える。

【生活】→生命を大切にしようとする気持ちをもち、植物や生き物のお世話をする。

おへそはどうしてあるのだろう。
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（３） 第３学年学級活動指導計画

① 第３学年学級活動年間題材一覧

進路発達にかかわる能力

自 役 職 将 情 課 意

己 割 業 来 報 題 思月 題 材 名 指 導 の ね ら い
理 認 理 設 活 解 決

解 識 解 計 用 決 定
力 力 力 力 力 力 力

24４ ☆☆○３年生になって (2)進級の喜びを感じ、新しい学校生活に向けた期待を膨らませることができる。

42月 ☆ ☆○学級目標を決めよう 一人一人が理想とする学級像を話し合い、その実現に向け、学級目標を決めることができる。(1)

43○学級組織を決めよう 学級生活の向上のために必要な組織と自分の役割を決め、活動意欲をもつ。(1) ☆ ☆

52○安全な登下校を考えよう 安全な登下校の仕方を知るとともに、自らの安全を主体的に守ろうとする意識をもつ。(2) ☆☆

25５ ☆ ☆ ☆☆○みんなと仲良しになろう (1)誰とでも仲良くできるクラスを作るための取り組みを考え、話し合うことができる。

72月 ☆ ☆○運動会のめあてを決めよう 運動会の成功に向けての意欲をもち、学級や個人の目標を立てることができる。(1)

26○気持ちのよい言葉づかい (2)言葉づかいと気持ちの関係を考え、正しい言葉づかいをしようとする。 ☆ ☆☆

72６ ☆ ☆○運動会を振り返ろう 目標の達成状況を振り返り、運動会の成果と課題を今後の生活に生かそうとする。(1)

54月 ☆☆ ☆○歯をきれいにみがこう 正しい歯磨きの仕方を知り、学んだことを実生活に進んで生かそうとする。(2)

☆ ☆☆○ろうか歩行を見直そう 廊下歩行の現状を振り返り、安全な廊下歩行の仕方を考え、実践しようとする。(1)

47○係活動をもりあげよう 係活動の現状を振り返り、学級生活を充実化する活動内容を企画し、実践できる。(1) ☆

32７ ☆ ☆ ☆○学級集会の計画を立てよう 学級集会の意義を明らかにしながら、集会の目標や内容、役割等について話し合うことができる。(1)

33月 ☆☆ ☆ ☆○学級集会をしよう 集会の目標に基づき、役割や約束を着実に果たしながら、学級の結びつきを強めることができる。(1)

56○夏休みの計画を立てよう 夏休みを有意義に過ごそうとする意欲をもち、具体的な目標や計画を立てることができる。(2) ☆☆

57８ ☆○２学期の目標を決めよう １学期や夏休みの生活の反省を基に 具体的な目標を立て ２学期の学校生活への意欲をもつ(2) 、 、 。

43月 ☆☆○学級組織を決めよう 学級生活の向上のために必要な組織と自分の役割を決め、活動意欲をもつ。(1)

○そうじを見直そう 日常の清掃活動を振り返り よりよいそうじの在り方を考え 実践しようとする 36/53９ ☆ ☆ ☆☆(1) 、 、 。

76月 ☆☆○学習発表会を成功させよう 学習発表会の成功に向けて意欲をもち、学級や個人の目標を立てることができる。(1)

27○食事の大切さを知ろう (2)食事の大切さを知り、３食をきちんと摂ろうとする意欲と健康への関心をもつ。 ☆☆

7610 ☆ ☆ ☆○学習発表会を振り返ろう 目標の達成状況を振り返り、学習発表会の成果を生かし、今後の生活のめあてをもつ。(1)

61月 ☆☆○家庭学習をがんばろう 家庭学習の意義を知り より充実した家庭学習の在り方を考え 実践しようとする(2) 、 、 。

48○目を大切にしよう 目の健康を保持する生活の仕方を知り、実践化への意欲をもつ。(2) ☆ ☆

2811 ☆ ☆○スポーツ大会をしよう (1)学級生活の向上を願い、スポーツ大会を企画したり、運営したりすることができる。

62月 ☆○進んで読書しよう 自分の読書生活を振り返り、充実した読書の仕方を考え、実践しようとする。(2)

☆☆☆○ 換気の大切さを知り、実践しようとする。かぜとインフルエンザ（換気） (2)

3212 ☆ ☆ ☆○学級集会の計画を立てよう 学級集会の意義を明らかにしながら、集会の目標や内容、役割等について話し合うことができる。(1)

33月 ☆☆ ☆○学級集会をしよう 集会の目標に基づき、役割や約束を着実に果たしながら、学級の結びつきを強めることができる。(1)

63○冬休みの計画を立てよう 冬休みを有意義に過ごそうとする意欲をもち、具体的な目標や計画を立てることができる。(2) ☆☆

57１ ☆ ☆☆○３学期のめあてを立てよう ２学期や冬休みの生活の反省を基に 具体的な目標を立て ３学期の学校生活への意欲をもつ(2) 、 、 。

29月 ☆ ☆ ☆☆○先生方の仕事調べに挑戦！ (2)学校生活を支えるために、多くの人たちがいろいろな仕事を行っていることに気付く。

12２ ☆ ☆ ☆○ ６年生への感謝の気持ちをもち、会を成功させるための取組について話し合うことができる。６年生を送る会を成功させよう (1)

30月 ☆ ☆☆○男女の協力 (2)男女の特性を生かして協力し合うことの大切さを知り、互いを大事にしようとする。

○ 校舎への感謝の気持ちの表現として よりよいそうじの仕方を考えることができる 36/53感謝の気持ちでそうじしよう (1) 、 。 ☆ ☆☆ ☆

13３ ☆ ☆ ☆○もうすぐ４年生 一年間の成長を振り返りながら、新しい生活に向けた期待と目標をもつ。(1)

月 ☆☆○春休みの過ごし方 新しい学期を迎える上での春休みの意義を知り 規則正しい生活を送ろうとする気持ちをもつ(2) 、 。

は、指導案掲載ゴシック反転表示
題材です。 のゴシック網掛け表示
題材は、類似内容及び関連活動の
指導案が掲載されています。
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③ 第３学年学級活動指導展開例

「３年生になって」１．題材名
〔３年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ 進級の喜びを感じ、新しい学校生活に向けた期待を膨らませるとともに、１年間の目標をもつこ
とができる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○進級の喜びを実感させるとともに、１年間の学校生活への期待や意欲を膨らませる。
○各自に具体的な目標をもたせ、その達成方法を考えさせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【 】 、 、 。課題解決力 ：新学年の目標を決め その実現のための具体的な取り組みを考え 実践意欲をもつ
【意思決定力 ：新しい学年への期待を高め、１年間の目標を立てることができる。】

４．展開案
○始業式当日の黒板に、新しい学年に期待する担任からのメッセージを記し、子どもたちの意欲を
高める環境作りを行っておく。事

○新学年のスタートの一日は、一年間の目標を決める大切な日であることを伝え、目的意識をもた前
せて、始業式に臨ませる （始業式でどんな話があったか、自分はどんな気持ちになったか、教。
室に戻ってから言えるように指示しておく）

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 始業式での校長先生の話を振り返る ・式での話の内容を自分の言葉で表現さ。
・どんなお話だったか 始業式の校 せることにより、学年が一つ進級した
・話を聞いて、自分はどんな気持ちを 長先生の話 ことへの喜びと自覚を実感させる。

意思決定】もったか →【

２ 新学年に期待する担任の話を聞き、 ・低学年とは異なる新しい学習や新しい課
本時の活動内容を知る。 役割が始まること、努力次第で大きな題
・３年生の概要（低学年との違い） 成長が得られること等を伝え、新学年把
・充実した一年、たくさんの成長が得 への期待感と意欲を膨らませる。握

意思決定】られる一年に →【

・目標をもって生活することの大切さ
・目標をもって日々の生活を送ることの本
大切さを話し、課題設定につなげる。

課題解決・意思決定】→【

３ ３年生の決意を作文に書く。
・どのような一年にしたいか 作文用紙 ・新学年への期待、なりたい自分のイメ時
・どんな自分になりたいか ージ化、具体的な目標設定等を作文で
・がんばりたいこと 表現させる。

課題解決・意思決定】課 →【

４ 一年間の目標と、その実現のために
取り組みたいことを「決意カード」に 決意カード ・決意カードには、目標実現のための具題
書く。 体的な取り組みも書かせる。子どもた

ちの記述状況を把握し、一年間の目標追
５ 各自の決意を発表し合う。 にふさわしいものになるよう対話した

り、助言したりする。究
課題解決・意思決定】→【

・一人一人、全体の場で決意を宣言させ
６ 本時の学習を振り返り、感想を発表 ることで、互いの目標を認め合わせ、
し合う。 学級全員で一年間をがんばっていこうま

とする気持ちを高める。と
課題解決・意思決定】め ７ 今後の学校生活に期待する担任の話 →【

を聞く。
○各自の決意カードを教室に掲示し、常に目標を意識した生活を心がけさせる。事
○決意カードは、シール等で日々の具体的なチェック（自己評価）ができるようにする。後
○各自の決意を学級通信で家庭にも知らせ、目標の実践化を促す。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「すきなことだから」を読み、自分でやろうと決めたことは、粘り強く最後までやり遂
げようとする気持ちをもつ。

【国語】→進級の喜びを感じながら、とびらの詩「わかば」を読む。

りっぱな３年生になるために、自分の

目標をしっかり決めよう。
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「みんなと仲良しになろう」１．題材名
〔３年―学級活動(1)学級や学校の生活の充実と向上に関すること〕

２．目 標

◎ 誰とでも仲良くできるクラスを作るための取り組みを考え、話し合うことができる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○自己の考えをしっかりもち表現できる力を養い、目的に応じた話合いができるようにする。
○集団の一員としての自覚を高め、よりよい学級生活を願う気持ちをもたせるとともに、生活を向
上させるための取り組みを構想する力を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：誰とでも仲良くできるクラスの実現を願い、自分の考えを進んで発表す】

ることができる。
【課題解決力 ：みんなと仲良くできる遊び方を考え、意見を出すことができる。】
【意思決定力 ：みんなと仲良くしようとする願いをもち、話し合ったことを実践しようとする意欲】

をもつ。
【役割認識力 ：学級会の進行に関する各係の仕事を着実に果たすことができる。】

４．展開案
○遊びや友達関係について、子どもたちが問題意識をもてるようVTRを撮影したり、遊びの様子や友
達関係等についてのアンケートを実施したりして、資料を準備しておく。
※アンケートの質問項目（例）事
・学級目標「みんななかよく」ができているか ・休み時間が楽しいか前
・休み時間に遊ぶ友達が決まっているか ・よいところを言える友達がクラスに何人いるか

○係担当の子どもたちには、話合い活動を円滑に進めるために、事前の準備をしっかり行うよう話
すとともに、その取り組み状況を把握し適宜指導する。

○「話合いカード」を学級全員に配付し、話合いの内容を知らせるとともに 「今の学級の遊びに、
はどんな問題があるか 「みんながもっと仲良くなるために、どんな方法があるか」の２点につ」
いて、自分の考えをしっかりもたせておく。
話合いの順序 児童の活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点 資料等

１ はじめの言葉 ・係が開会宣言をする。 ・各係の子どもが自信をもって自分
の役割に取り組めるように、事前

２ 係の紹介 ・各係が自己紹介において、 の教師の声がけを大事にする。 話合いカ
自分の役割と目標を話す。 ード→【コミュニケーション・役割認識】

３ 議題の確認 ・本時の議題、話合いのめあ ・話合いカードを用い、本時の活動
て、話合いの進め方を確認 への意欲と見通しをもたせ、どの

。する。 子も主体的に話合いに参加させる
→【コミュニケーション・意思決定】

４ 先生から ・担任の話やVTR、アンケート話
○業間休みの様子 結果などから、現状の遊び ・VTRやアンケート結果などの資料を 遊びの様合
（VTR) の問題点を考える。 基に、現状の問題点（友達が固定 子(VTR)い

○遊びや友達に関 ・学級目標を振り返り 「も 化している 「誰とでも仲良く」 アンケー活 、 、

するアンケート っとみんなが仲良くなる」 ができていない等）に気付かせ、 ト結果動
「もっと楽しいクラスをつ 話合いの目的を明確にさせる。 学級目標

（
【 】本 くる」ための話合いである → コミュニケーション・課題解決・意思決定

５ 話合い ことに気付く。時
①今の遊びには、

）

どんな問題があ ・話合いの柱に沿い、遊びに ・それぞれの考えのよさに着目させ
るか ついて話し合う。 ながら、建設的な話合いをさせた

②もっとみんなが ・みんなで遊ぶ日や遊ぶ内容 い。、
【 】仲良くなれる遊 遊び方などを話合わせる。 → コミュニケーション・課題解決・意思決定

び方
６ まとめ ・話合いによって決まったこ

とを確認する。
・本時の活動の振り返りをカ ・学級会の各係の取り組み態度や話 話合いカ
ードに書く。 合いの内容の評価、決まったこと ード

７ 先生から ・本時の話合いについて担任 の実践を促す意欲付け等を観点に
の話を聞く。 話す。

→【役割認識・課題解決・意思決定】８ 終わりの言葉 ・係が閉会宣言をする
○決定事項を実践させる。帰りの会、学級会等の場で、取り組み状況を振り返らせる。事
○子どもたちの活動の様子を観察し、改善された点や努力している点を評価していく。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【日常活動】→みんなで決めた遊び方を実践する。
【道徳】→資料「フラフープを下ろそう」を読み、みんなで協力し合って楽しい学級をつくろうとする

心をもつ。
【国語】→詩「わたしと小鳥とすずと」を読み、誰にでもよさがあり、みんなを大切にしようとする気

持ちをもつ。

もっとみんながなかよしに

なれる遊び方を考えよう。
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「気持ちのよい言葉づかい」１．題材名
〔３年―学級活動(2)望ましい人間関係の育成〕

２．目 標

◎ 日常生活を振り返りながら、言葉づかいと気持ちとの関係を考え、言葉づかいを大事にした生活
を送ろうとする気持ちをもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○言葉づかいが人間関係に与える影響の大きさに気付かせ、適切な言葉づかいをしようとする態度
を養う。

○思いやりの気持ちをもって他者に接しようとする態度を培い、よりよい人間関係の構築を図る。
☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：言葉づかいによって温かな気持ちになったり、気分を害したりすること】

に気付き、言葉づかいが人間関係に与える影響について知る。
【課題解決力 ：自分やクラスの言葉づかいに関する問題点に気付き、主体的に問題の改善に取り組】

もうとする。
【意思決定力 ：言葉づかいの問題点について考える話合いに積極的に取り組み、よりよい言葉づか】

いをしようとする気持ちをもつ。

４．展開案
○学級内の言語環境についての実態を把握し、よい言葉づかい、悪い言葉づかい双方の具体例を記
録しておく。

事 ○自分やクラスの言葉づかいについてのアンケート調査を行い資料化しておく。
前

※アンケートの質問項目（例）

・自分は正しい言葉づかいができているか ・クラスの言葉づかいに問題は無いか

・うれしい気持ち、元気な気持ちになる言葉 ・嫌な気持ちになる言葉

進路発達を促す指導上の留意点・工夫点学習活動 資料等
１ 言葉づかいについてのアンケート結 言 葉 づ か い ・事前に実施したアンケートの結果を読
果 学級内の言葉づかいの問題の有無 の ア ン ケ ー み取らせ、言葉づかいに問題があるこ（ ）
を見て、気付いたことを話し合う。 ト結果 とに気付かせ、課題設定につなげる。課

→【課題解決】題 ・問題があると感じている人が多い

２ 本時の学習課題を立てる。 ・よりよいクラスに近づけるための時間把
であることを補説する。握

→【課題解決】

３ クラスでの言葉づかいで、どんな問 ・自分たちの生活の様子を振り返らせな
題があるか話し合う。 がら、他人の言葉によって生じた自分
・呼び捨て の気持ちを具体的に発表させる。本

→【コミュニケーション・課題解決】・乱暴な言葉
・嫌な気持ちになる言葉時 課

・具体的な事例を板書で整理しながら、

４ 嫌な気持ちになる言葉、元気づけら 言葉によって、気持ちや人間関係に大題
れたり、うれしい気持ちになったりす きな影響が生じることに気付かせる。

る言葉、双方の例を出し合う。 社会に出ても、言葉づかいがとても大追
切になることを教師が補説する。

→【コミュニケーション・課題解決】究 ５ これからの生活で、改善したい言葉
づかいについて話し合う。
・呼び捨てをやめる ・自分自身の言葉づかいについて振り返
・気持ちが温かくなる言葉を使う らせ、改善の視点を明らかにする。

→【コミュニケーション・課題解決・意思決定】・相手の気持ちを考えて話す

６ 言葉をテーマにした標語作りをして 標語用紙、
作品を発表し合う。 ・標語づくりをとおし、言葉づかいへの

関心をもたせる。
→【コミュニケーション・課題解決・意思決定】ま ７ 本時の学習を振り返り、考えたこと ワークシート

や今後の生活で心がけていきたいことと
をワークシートに書き、発表し合う。め

○子どもたちが作った標語作品を教室に掲示する。また、学級通信で授業の内容を知らせ、よりよ事
い言語環境を作っていくよう啓蒙する。後

○帰りの会等で、友達から元気づけられた言葉等を紹介するコーナーを設ける。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「しつれいおばさん」を基に、相手を思いやる気持ちや礼儀の大切さを知る。

クラスの言葉づかいには、どんな問題があ

るか考えよう。
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「食事の大切さを知ろう」１．題材名
〔３年―学級活動(2)健康で安全な生活態度の形成・学校給食と望ましい食習慣の形成〕

２．目 標

◎ 食事の大切さを知り、３食をきちんと摂ることができるようにするとともに、自己の健康への関
心をもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○充実した生活を送るために３食のバランスよい摂取が大切であることに気付かせるとともに、自
己の健康への意識を高めさせる。

○食事に関する諸資料を適切に読み取ったり、養護教諭の話の要点をとらえたりするなどの、情報
活用の力を培う。

☆進路発達にかかわる諸能力
【情報活用力 ：食事に関する諸資料から問題点を見つけたり、養護教諭の話から食事の大切さをと】

らえたりすることができる。
【課題解決力 ：自らの健康に対する関心を高め、食事の大切さを知り、３食をきちんと摂ろうとす】

る気持ちをもつ。

（Ｔｅａｍ Ｔｅａｃｈｉｎｇ：Ｔ１＝学級担任・Ｔ２＝栄養士）４．展開案
○食事に関する実態調査の結果をまとめ、グラフ化しておく。事
○校長先生に食事についての話をしていただくよう、依頼しておく。前
○栄養士との連携（T.Tでの授業)を図り、本時の授業プランの検討を協議しておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 食事に関する実態調査の結果を見て 食 事 に 関 す ・アンケート結果から、食事に関する問、
気付いたことを話し合う。 る ア ン ケ ー 題点があることに気付かせる。課

→【情報活用・課題解決】・朝食の欠食がある ト結果
・好き嫌いがある題

２ 校長先生の話（ 必ず朝食を摂る ） ・食事に関する校長先生の話から 「な「 」 、
を想起しながら、本時の学習課題を設 ぜそれほど朝食が大切なのか」問い、把
定する。 課題設定につなげる。

→【課題解決】握

３ なぜ朝食が大切か、理由を考える。 ・自分なりの考えをしっかりもたせるこワークシート

、 。とで 食事に対する問題意識を高める
→【課題解決】課 ４ 資料から朝食の大切さや欠食するこ

朝食の影響に本 との問題点に気付く。

(1)T2の話（資料）から、栄養面から学 ・諸資料から、朝食の大切さを具体的に題 関する資料

習や生活リズムに与える朝食の影響 読み取らせる。充実した学校生活や豊(写 真 、 グ ラ

を知る。 かな将来の実現のためにも、毎日の食時 追 フ等)

(2)問題行動発生と朝食の摂取状況の因 事が大切であることを実感させる。

→【情報活用・課題解決】究 果関係の資料から、朝食を欠く危険
性(精神面の影響)に気付く。

５ 自分の食生活や生活リズムを見直し ・食生活の乱れは、生活全般の問題とか、ワークシート
改善点を考える。 かわっていることを知らせ、自分の生
・睡眠、起床時間 活態度を振り返らせながら問題点を考
・ゲーム、テレビ等の時間 えさせるようにする。

→【課題解決】

ワークシート６ 本時の学習でわかったことや、これ
からの生活で気をつけていきたいことま
をワークシートに書き、発表し合う。 ・自分の健康を守り、豊かな人生を送ると

ことができるよう、食生活に気をつけめ
７ T1、T2の話から、自らの豊かな学校 たくらしを送るよう促す。

→【課題解決】生活や将来のために、しっかりとした
生活を送ろうとする気持ちをもつ。

○食事に関する資料や授業の内容等を家庭に知らせ、家庭内での食生活にも気を配らせ、学習事項事
の実践化を図る。後

○給食係等の活動で、毎日の給食を好き嫌い無く食べる広報活動(ポスター作りや呼びかけ等）に取
り組ませる。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【日常生活】→給食を好き嫌い無く、残さず食べる。

自分の食事の仕方を見直そう。
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「スポーツ大会をしよう」１．題材名
〔３年―学級活動(1)学級や学校の生活の向上に関すること〕

２．目 標

◎ 学級生活の向上を願いながら、スポーツ大会を企画したり、運営したりすることができる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○自分の考えをもち、適切に表現できる力を培う場とする。また、学級生活の向上という目的に応
じた話合いができるようにする。

○スポーツ大会の企画や運営にかかわる話合いをとおし、様々な役割の大切さやルールの必要性に
気付かせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：話合いの目的を理解しながら、自分の考えを進んで表現できる。】
【役割認識力 ：スポーツ大会の成功のために、様々な役割が必要なことやルールが大切であること】

などに気付くことができる。

４．展開案
○話合いの内容を事前に知らせ、計画委員会を中心に原案を立てさせておく。
○係担当の子どもたちには、話合い活動を円滑に進めるために、事前の準備をしっかり行うよう話
すとともに、その取り組み状況を把握し適宜指導する。事

○「話合いカード」を学級全員に配付し、話合いの内容を知らせるとともに 「なぜスポーツ大会前 、
を行うのか(目的 、そのために「どんなこと(内容 」を「どのように行うか（方法・分担)、）」 ） 」
自分の考えをしっかりもたせておく。
話合いの順序 児童の活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点 資料等

１ はじめの言葉 ・係が開会宣言をする。 ・各係の子どもが自信をもって自分
の役割に取り組めるように、事前

２ 係の紹介 ・各係が自己紹介において、 の教師の声がけを大事にする。 話合いカ
自分の役割と目標を話す。 ード→【コミュニケーション・役割認識】

３ 議題の確認 ・本時の議題、話合いのめあ ・話合いカードを用い、本時の活動
て、話合いの進め方を確認 への意欲と見通しをもたせ、どの

。する。 子も主体的に話合いに参加させる
コミュニケーション・役割認識】→【

４ 先生から ・担任の話を聞き、学級のこ ・学級目標に着目させ、クラスのま 学級目標話
○スポーツ大会を れまでの歩みや成長点を振 とまりをさらに強め、よりよい学合
行うことの意義 り返り、スポーツ大会の意 級にするための話合いであることい

義を確認する。 を知らせる。活
コミュニケーション】動 →【（

５ 話合い ・話合いの柱に沿い、お楽し ・それぞれの考えのよさに着目させ本
① スポーツ大会 み会の計画を立てる。 ながら、建設的な話合いをさせた時 「 」
の目的 い。常に「スポーツ大会の目的」

）
②どんなことを行 に沿わせながら考えさせるよう導
うか(内容） く。

コミュニケーション・役割認識】③ルール →【

④準備、役割分担 ・スポーツ大会を成立させるために
必要な係や約束等を考えさせるこ
とで、役割の大切さに気付かせた

６ まとめ ・話合いによって決まったこ り、ものごとを企画したりする力
とを確認する。 を育てる。

役割認識】・本時の活動の振り返りをカ →【

ードに書く。 ・話合いの内容、話合い活動への取 振り返り
７ 先生から ・本時の話合いについて担任 り組み態度、係の働きの様子、今 カード

の話を聞く。 後の活動への意欲付け等を視点に
８ 終わりの言葉 ・係が閉会宣言をする 話す。

コミュニケーション・役割認識】→【

○話合いでの決定事項に基づき、スポーツ大会に向けた準備に取り組ませる。各係や役割の取り組
み状況を把握し、賞揚したり、助言を与えたりしながら子どもたちの自主的な活動を支援してい事
く。後

○スポーツ大会の成功に向けた各係の取り組みの様子を帰りの会、通信等で知らせ、全員でスポー
ツ大会を成功させようとする意欲を高めていく。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「なかよしポスト」を基に、先生や友達に親しみ、よりよい学級を作っていこうとする
心情をもつ。

「スポーツ大会」の計画を立

てよう。

①なぜ行うのか

②どんな内容がよいか

③ルールやきまり

④必要な準備や役割
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「先生方の仕事調べに挑戦」１．題材名
〔３年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ 多くの人たちの仕事の上に学校生活が成り立っていることに気付き、学校生活を支える人々への
感謝の気持ちをもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○自分たちの学校生活は多くの人たちの仕事で支えられていることに気付かせ、役割の大切さをと
らえさせたり、働く人たちへの感謝の気持ちをもたせたりする。

○「先生方の仕事調べ」を行い、働く人の姿に直接触れ合う場を設けるとともに、挨拶や礼儀、基
本的なインタビューの仕方を学ばせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：礼儀ある態度で挨拶したり、インタビュー活動に取り組んだりする。】
【役割認識力 ：学校生活は、多くの先生方の仕事の上に成り立っていることに気付く。】
【職業理解力 ：働く人の姿から、仕事の喜びや役割を考えたりする。】
【情報活用力 ：インタビュー活動で、必要な情報を得ることができる。】

４．展開案
○事前に校内の先生方に学習内容を知らせ、インタビュー活動への協力を依頼しておく。事
○効率よくインタビュー活動ができるよう、ワークシートやグループ分け等の準備を行っておく。前

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 校内で働く職員の写真から、本時は 職員の写真
「先生方の仕事」について考える学習 ・先生方の仕事の様子について、知って

であることを知る。 いることを発表させながら、先生方の課
仕事の多様性に気付かせ、本時の学習題

２ 先生方の仕事にはどのようなものが への意欲付けと方向付けを図る。把
職業理解】握 あるか話合い 本時の課題をとらえる、 。 →【

・本時は、担任外の先生について調べさ

３ 先生方の仕事調べ の方法を知り せる 「インタビューシート」を用い、「 」 、 。インタビュ ー

インタビューの仕方を練習する。 約束事や方法を具体的に指導し、グルシート

〔インタビューの仕方〕 ープ毎に役割を分担させたり、インタ
①挨拶をする。 ビューの練習をさせる。

情報活用・コミュニケーション】②活動の目的を話し、インタビュー →【

の了解を得る。

、 、本 ③インタビューをする。 ・活動の様子を観察し 適宜指導したり

④感想を述べ、お礼の挨拶をする。 賞揚したりする。課
情報活用・コミュニケーション】題 →【

４ グループ毎にインタビュー活動に取 調査用紙追
り組む。 ・どの先生の仕事も、自分たちの学校生時 究

活を支える大事なものであることに気
５ インタビュー結果を基に、自分たち 先生方の願 付かせる。

役割認識・職魚理解】の学校生活における先生方の仕事の役 い →【

割や、先生方の願いを考える。 （ＶＴＲ）
・ 充実した学校生活を送ってほしい」「

６ 本時の学習を振り返り、考えたこと という先生方の願いに気付かせるととワ ー ク シ ー

をまとめ、発表し合う。 もに、自分自身の学校生活に向かう気ま ト

持ちを振り返らせる。と
役割認識・コミュニケーション】め ７ 今後の学校生活に期待する担任の話 →【

を聞く。 担任の話

○感想を記述したワークシートに教師からのコメントを記し、充実した学校生活を送ろうとする意事
欲を高める。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【総合的な学習の時間】→「湯口のお店屋さん今昔」で、インタビューや電話のかけ方の練習をする。
【日常活動】→自分の役割を責任をもって果たそうとする気持をもち、毎日の学習や清掃活動や係活動

に取り組む。

先生方の仕事の様子を調べよう。
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「男女の協力」１．題材名
〔３年―学級活動(2)望ましい人間関係の育成〕

２．目 標

◎ 男女それぞれの特性を生かして協力し合うことの大切さを知り、お互いを大事にした生活を送ろ
うとする気持ちをもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○男女の特性を考えさせるために、家庭や社会での男女(父母）の仕事の様子を観察させ、働く人
の姿に触れさせる機会とする。

○男女相互のよさや役割の違い、協力することの大切さなどに気付かせ、互いを大事にした生活を
送ろうとする気持ちを育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：男女それぞれのよさを認め合い、みんなと仲良く接しようとする気持ち】

をもつ。
【役割認識力 ：男女、それぞれによさや役割があり、互いの協力が大切であることに気付く。】
【職業理解力 ：家庭内で働く父母の様子やいろいろな職場での働く人々の様子に関心をもつ。】

４．展開案
○事前に本時の活動内容を知らせ、家庭や社会での男女(父母）の仕事の様子を観察させておく。
〔事前に調べてくること）

・家庭での、男女（お父さん、お母さん）の仕事の内容事
・いろいろな仕事での男女の働き → 男の人が多く働いている仕事、女の人が多く働いている仕事前

○クラス内の男女間の関係（男女間のトラブルの有無やグループ化、協力の具合等）を把握してお
く。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ クラス内の男子、女子、双方の印象 ・男女それぞれについて感じていること
や、男女間の協力や関係等について話 を、和やかな雰囲気の中で自由に話さ課
し合いながら 本時の課題をとらえる せながら、学習の方向付けをする。題 、 。

→【コミュニケーション】把 ・仲違いした例 等

握

３ 男女の違いについて話し合う。 事前観察シ ・身体的な違いについては簡単に扱い、
・身体的な違い ート 役割や仕事の違い等に着目した発言を
・性格的な違い 取り上げ、広げていく。

→【コミュニケーション・役割認識】・役割の違い 等

４ 家庭や地域で観察してきたことを基 ・子どもたちが観察した結果を板書で男
に、男女の仕事の様子を発表し合う。 女別に整理する。それぞれの仕事を比本
(1)家庭でのお父さん、お母さんの仕事 べさせながら、大体の特徴をとらえさ課
(2)地域で見つけた仕事の様子 せたい。 仕事や役割は、男女で明確に題

限定されるものではないことに留意す追
５ 観察した男女の仕事の様子から、そ る。時 究

→【コミュニケーション・ 職業理解】れぞれのよさや役割について考える。 役割認識・

・家庭や社会の中での役割には違いがあ
６ 学級の中での男女の役割や、これか り、どれも大切であること、互いの協
ら頑張っていきたいことを話し合う。 力の上に成り立っていることを子ども

たちなりに感じ取らせる。
→【コミュニケーション・役 職業理解】７ 本時の学習を振り返り、考えたこと ワ ー ク シ ー 割認識・

トま をまとめ、発表し合う。
・本時の学習を学級や家庭での生活に生と

８ 今後の学校生活に期待する担任の話 かすよう、目標をもたせる。め
→【コミュニケーション・ 】を聞く。 担任の話 役割認識

○感想を記述したワークシートに教師からのコメントを記し、みんなと協力し合いながら楽しい学
校生活を送ろうとする意欲を高める。事

○帰りの会等で互いのよいところを発表し合わせたり、男女で協力してものごとに取り組んだ例を後
紹介したりする。

○授業の内容を学級通信等で家庭に知らせる。今後も、家庭での家族の仕事に着目させ、自分も家
族の一員としての役割を果たそうとする気持ちをもたせる。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「大きなテーブル」を基に、家族の一員として明るく楽しい家庭を作ろうとする気持ち
をもつ。

男女のちがいやそれぞれのよいところを見

つけよう。
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（４） 第４学年学級活動指導計画

① 第４学年学級活動年間題材一覧

進路発達にかかわる能力

自 役 職 将 情 課 意

己 割 業 来 報 題 思月 題 材 名 指 導 の ね ら い
理 認 理 設 活 解 決

解 識 解 計 用 決 定
力 力 力 力 力 力 力

24４ ☆ ☆☆○４年生の自覚 進級の喜びを感じ、新しい学校生活に向けた期待を膨らませることができる。(2)

42月 ☆ ☆○学級目標を決めよう 一人一人が理想とする学級像を話し合い、その実現に向け、学級目標を決めることができる。(1)

43○学級組織を決めよう 学級生活の向上のために必要な組織と自分の役割を決め、活動意欲をもつ。(1) ☆ ☆

52○安全な登下校を考えよう 安全な登下校の仕方を知るとともに、自らの安全を主体的に守ろうとする意識をもつ。(2) ☆☆

５ ☆ ☆☆○くらしの約束を見直そう 生活の様子を振り返り、きまりの大切さを感じながら、よりよい生活を送ろうとする。(1)

72月 ☆ ☆○運動会を成功させよう 運動会の成功に向けての意欲をもち、学級や個人の目標を立てることができる。(1)

☆ ☆☆○体の清潔について考えよう 体の清潔と健康とのかかわりを調べ、体を清潔に保つ方法を実践できる。(2)

72６ ☆ ☆○運動会を振り返ろう 目標の達成状況を振り返り、運動会の成果と課題を今後の生活に生かそうとする。(1)

54月 ☆☆○虫歯を予防しよう 虫歯を予防するための生活や歯磨きの仕方を知り、実践化への意欲をもつ。(2)

32７ ☆ ☆○お楽しみ会を計画しよう (1)学級生活の向上を願い、お楽しみ会の目標や内容、役割等について話し合うことができる。

33月 ☆ ☆○お楽しみ会をしよう (1)集会の目標に基づき、役割や約束を着実に果たしながら、学級の結びつきを強めることができる。

56○夏休みの計画を立てよう 夏休みを有意義に過ごそうとする意欲をもち、具体的な目標や計画を立てることができる。(2) ☆☆

57８ ☆☆○２学期の目標を決めよう １学期や夏休みの生活の反省を基に 具体的な目標を立て ２学期の学校生活への意欲をもつ(2) 、 、 。

43月 ☆☆○学級組織を決めよう 学級生活の向上のために必要な組織と自分の役割を決め、活動意欲をもつ。(1)

34９ ☆☆ ☆○何でも自慢大会を開こう (2)得意なことを紹介し合い、自他の個性の違いや互いのよさを理解し、よりよい人間関係を築く。

35月 ☆ ☆☆ ☆○地域の働く人から学ぼう (2)地域の様々な仕事に取り組む人たちの話を聞き 働くことの意義や大切さを考える、 。

76○学習発表会を成功させよう 小学校最後の学習発表会の成功に向けて意欲をもち 学級や個人の目標を立てることができる(1) 、 。 ☆☆

27○ 適切な食生活の在り方を調べ、バランスよく食事しようとする意欲をもつ。バランスのとれた食事をしよう (2) ☆☆☆

7610 ☆ ☆ ☆○学習発表会を振り返ろう 目標の達成状況を振り返り、学習発表会の成果を生かし、今後の生活のめあてをもつ。(1)

月 ☆ ☆ ☆○ 学校代表としての意欲をもち、発表会を成功させるための取組を考えることができる。市内音楽発表会を成功させよう (1)

3611 ☆ ☆☆ ☆○そうじの仕方を見直そう (1)そうじの意義や役割を果たすことの大切さに気付き、進んで仕事に取り組もうとする。

62月 ☆☆○読書の輪を広げよう 好きな本を紹介し合いながら 読書の楽しみを共有し合い 読書への一層の意欲をもつ(2) 、 、 。

37○忘れ物を無くそう (2)忘れ物の問題点と原因を話し合い、忘れ物を無くす方法を考え、実践できる。 ☆☆☆

3212 ☆ ☆ ☆○学級集会の計画を立てよう 学級集会の意義を明らかにしながら、集会の目標や内容、役割等について話し合うことができる。(1)

33月 ☆☆ ☆○学級集会をしよう 集会の目標に基づき、役割や約束を着実に果たしながら、学級の結びつきを強めることができる。(1)

63○冬休みの計画を立てよう 冬休みを有意義に過ごそうとする意欲をもち、具体的な目標や計画を立てることができる。(2) ☆☆

57１ ☆ ☆☆○３学期のめあてを立てよう ２学期や冬休みの生活の反省を基に 具体的な目標を立て ３学期の学校生活への意欲をもつ(2) 、 、 。

38月 ☆☆☆ ☆○１／２成人式をしよう (2)これまでの自分の成長の過程をとらえるとともに、今後の人生への希望を膨らませる。

12２ ☆ ☆ ☆○ ６年生への感謝の気持ちをもち、会を成功させるための取り組みについて話し合うことができる。６年生を送る会を成功させよう (1)

39月 ☆ ☆ ☆ ☆○命のつながり (2) 様々 な人々 とのかかわりや愛情の中で命が育まれてきたことを知り 命を大事にする気持ちをもつ、 。

55○わたしのよいところ 自分自身のよさについて考えることをとおし自己理解を深め 興味や関心をさらに広げようとする(2) 、 、 。☆ ☆ ☆

13３ ☆ ☆ ☆○もうすぐ５年生 一年間の成長を振り返りながら、新しい生活に向けた期待と目標をもつ。(1)

月 ☆☆○春休みの過ごし方 新しい学期を迎える上での春休みの意義を知り 規則正しい生活を送ろうとする気持ちをもつ(2) 、 。

は、指導案掲載ゴシック反転表示
題材です。 のゴシック網掛け表示
題材は、類似内容及び関連活動の
指導案が掲載されています。
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④ 第４学年学級活動指導展開例

「お楽しみ会を計画しよう」１．題材名
〔４年―学級活動(1)：学級や学校の生活の向上に関すること〕

２．目 標

、 、 。◎ 学級生活の向上を願いながら お楽しみ会の目標や内容 役割等について話し合うことができる

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○「お楽しみ会」のめあてや内容、役割等を話し合わせることをとおし、集会を企画したり、行事
を運営したりする力を育てる。

○集団の場でも自分の考えをしっかりもち、表現できる力を育てる場とする。また、話合いの運営
にかかわる自己の役割を責任をもって果たそうとする態度を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：自己の考えを進んで発表したり、友達の意見を取り入れたりしながら、】

話合い活動に主体的に取り組む。
【役割認識力 ：集会を成功させるために必要な役割を考えることができる。】

４．展開案
○話合いの内容を事前に知らせ、計画委員会を中心に原案を立てさせておく。
○４月からこれまでの学級の歩みや成長がわかる掲示や資料を準備しておく。
○係担当の子どもたちには、話合い活動を円滑に進めるために、事前の準備をしっかり行うよう話事
すとともに、その取り組み状況を把握し適宜指導する。前

○「話合いカード」を学級全員に配付し、話合いの内容を知らせるとともに 「なぜお楽しみ会を、
やるのか(目的 、そのために「どんなこと(内容 」を「どのように行うか（方法・分担)、自）」 ） 」
分の考えをしっかりもたせておく。
話合いの順序 児童の活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点 資料等

１ はじめの言葉 ・係が開会宣言をする。 ・各係の子どもが自信をもって自分
の役割に取り組めるように、事前

２ 係の紹介 ・各係が自己紹介において、 の教師の声がけを大事にする。 話合いカ
自分の役割と目標を話す。 ード→【コミュニケーション・役割認識】

３ 議題の確認 ・本時の議題、話合いのめあ ・話合いカードを用い、本時の活動
て、話合いの進め方を確認 への意欲と見通しをもたせ、どの

。する。 子も主体的に話合いに参加させる
コミュニケーション・役割認識】→【

４ 先生から ・担任の話を聞き、学級のこ ・教室内の掲示資料やビデオ、クラ クラスの話
○これまでのクラ れまでの歩みや成長点を振 スの歩みについてのアンケート等 歩みカレ合
スの成長点と集 り返り、集会の意義を確認 を資料として提示し、クラスへの ンダーい
会を行うことの する。 所属感を高め、集会の意義を確認 アンケー活
意義 させる。 ト結果動

ＶＴＲ等

（

→【コミュニケーション】

５ 話合い ・話合いの柱に沿い、お楽し本
①「お楽しみ会」 み会の計画を立てる。 ・それぞれの考えのよさに着目させ時
の目的 ながら、建設的な話合いをさせた

）

②どんなことを行 い。常に「集会の目的」に沿わせ
うか(内容） ながら考えさせるよう導く。

コミュニケーション・役割認識】③役割の分担 →【

６ まとめ ・話合いによって決まったこ ・全員で集会を作り上げていくとい
とを確認する。 う方向性を大事にし、それぞれの

・本時の活動の振り返りをカ 役割に対する責任感をもたせる。
役割認識】ードに書く。 →【

７ 先生から ・本時の話合いについて担任 ・話合いの内容、話合い活動への取
の話を聞く。 り組み態度、係の働きの様子、今 振り返り

８ 終わりの言葉 ・係が閉会宣言をする 後の活動への意欲付け等を視点に カード
話す。

コミュニケーション・役割認識】→【

○話合いでの決定事項に基づき、集会に向けた準備に取り組ませる。各係や役割の取り組み状況を事
把握し、賞揚したり、助言を与えたりしながら子どもたちの自主的な活動を支援していく。後

○集会の成功に向けた各係の取り組みの様子を帰りの会、通信等で知らせ、全員で集会を成功させ
ようとする意欲を高めていく。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「いじめられて」を読み、友情や信頼について考えさせ、よりよい学級作りをめざそう
とする気持ちをもたせる。

「学級お楽しみ会」の計画を

立てよう。

①なぜ行うのか

②どんな内容がよいか

③必要な準備や役割
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「学級お楽しみ会をしよう」１．題材名
〔４年―学級活動(1)：学級や学校の生活の向上に関すること〕

２．目 標

、 、 。◎ 集会の目標に基づき 役割や約束を着実に果たしながら 学級の結びつきを強めることができる

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
、 。○前時の話合いで決めた役割を実行させることで 役割を果たすことの意義や満足感を味わわせる

○友達のよさに気付かせたり、よりよい人間関係を築かせたりする場とする。
☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：目的意識をもって集会に参加し、級友との触れ合いを深めたり、友達の】

よさに気付いたりす る。また、集会の感想を自分の言葉で表現できる。
【役割認識力 ：自分の役割を着実に果たすとともに、責任を果たすことの大切さや充実感を感じる】

ことができる。

４．展開案
○事前の話合いの決定事項に基づき、各係の仕事や準備を行わせる。事
○集会のめあてを教室に掲示しておき、活動の目的意識を明確にもたせておく。前
集会の内容と順序(例） 活動内容 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点 資料等

１ 司会の挨拶 ・司会が自己紹介する。 ・各係の子どもが自信をもって自分
の役割に取り組めるように、事前

２ はじめの言葉 ・係が、開会の挨拶をする。 の教師の声がけを大事にする。事

前の準備や練習を大事にさせる。
３ めあてときまり ・集会の目的と約束を確認す めあてや→【コミュニケーション・役割認識】

の確認 る。 ・めあてを意識させること、全員の きまりの
協力で集会を成功させること、そ 掲示

４ 先生から ・これまでの取り組みの様子 れぞれの役割を果たすこと、等に

や集会の意義についての担 ついて話し、集会に臨む意識作り集
任の話を聞き、活動のめあ をする。会

→【コミュニケーション・役割認識】活 てをもつ。

５ 各班の表現 ・班ごとに準備、練習してき ・班毎に協力し合い表現しようとす動
た表現を発表する。 る態度を評価する。お互いのよさ

（

を認め合う温かな雰囲気作りに努本
める。時

【 】

）

６ ゲーム ・進行係を中心に、集団ゲー → コミュニケーション・役割認識

ムを楽しむ。 ・進行係のゲームは集団で楽しめる

内容になるよう、事前に助言して

おく。また、進行の仕方等も練習
させ、十分な準備をさせた上で当

７ 感想発表 ・集会のめあてを振り返りな 日を迎えさせる。
→【役割認識】がら、本時の活動の感想を

発表をする。 ・自分の言葉でしっかりと自分の感

８ 先生から ・各係の仕事の様子、各班の 想や意見が言えるようにする。
→【コミュニケーション】取り組み、本時の活動の様

子等についての担任の話を ・役割を果たすことの大切さや協力
聞き、集会への取り組みを して物事に取り組むことのすばら

振り返る。 しさを話す。

→【コミュニケーション・役割認識〕９ 歌 ・学級の歌を歌い、これから
もよりよいクラスを作って ・話合いの内容、話合い活動への取

いこうとする気持ちをもつ り組み態度、係の働きの様子、今。
10 終わりの言葉 ・係が閉会の挨拶をする 後の活動への意欲付け等を視点に

話し、今後の清掃活動への意欲化

を図る。
→【コミュニケーション・役割認識】

○集会の様子をＶＴＲで撮影し、保護者参観日等で紹介する。事
○通信で集会の様子を知らせる。それぞれの役割を果たしながら、協力して集会を作り上げていく後
ことの大切さを、具体的な子どもたちの姿を基に記事にして伝える。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【日常活動】→班内で協力し合いながら、そうじや係などの班活動に取り組む。また、学級内での自分
の役割を責任をもって果たす。



-34-

「何でも自慢大会を開こう」１．題材名
〔４年―学級活動(2)望ましい人間関係の育成・希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ 自分の得意なことや自慢したいことを紹介し合い、自他の個性や互いのよさを認め合い、よりよ
い人間関係を築く。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○自分の得意なことや自慢したいことを他者に表現する場を設けることにより、自分自身への理解
を深めさせる。

○発表会を通じ、個性は人によって異なることや友達のよいところに気付かせ、誰とでも仲良く接
しようとする気持ちや態度を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：自分の得意なことや自慢したいことを発表できる。また、発表から、友】

達のよいところや感心したところを見つけることができる。
【自己理解力 ：得意なことや自慢したいことを考え、表現することで、自分自身への理解を深め、】

自分を大切にしようとする気持ちをもつ。
【将来設計力 ：互いのよさを認め合い、将来への夢や希望を膨らませる。】

４．展開案
○道徳資料「日本一の料理人」の学習で、自分の夢の実現について考えさせる。また、心のノート
（７Ｐ）を記入させ、自分自身について考えさせる時間を設けておく。事

○事前に活動の意義や内容を知らせ、自分の得意なことや紹介したいことを考えておくよう指示し前
ておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 道徳の時間や心のノート（７Ｐ）に 心のノート ・学級目標（ みんな仲良く」等）にか「
書いたことを想起させる。 かわらせながら、よりよい学級作りに
・人はそれぞれ個性が異なること つなげる活動（自他をよく知る→学級課
・誰もがよいところがある のまとまりをよくする）として、本活題

動の意義を知らせる。把
→【コミュニケーション・自己理解】握 ２ 本時の活動内容と目的を知る。

・一人一人を認め合う受容的な雰囲気作
りを大切にする。

→【コミュニケーション・自己理解】３ 教師の説明から 「何でも自慢大会」、
、 。の進め方を知り 活動の見通しをもつ

〔 何でも自慢大会」の進め方〕 ・ 自慢」の内容は、自分のこと、自分「 「
①とっておきの自分の「自慢ネタ」 にかかわる家族や周りの人のこととす
を考える。 るが、ジャンルは特に設けない。思い

②１コマ漫画で、自分の自慢を表現 担任の発表 つかないでいる子には、個別に教師が
する。 資料 助言を与える。本

→【コミュニケーション・自己理解】課 ③発表原稿を書いて、各自表現練習

をする。題
④発表会を開く。 ・教師が「自慢ポスター」の見本作品を追

、 、時 究 ４ 自分自身を見つめ、紹介したい「自 「自慢ポス 示し 楽しく自分の紹介が伝わるよう
慢ネタ」を考える。 ター」用紙 イラストや発表原稿を工夫させる。

→【コミュニケーション】

５ 紹介したいことを１コマ漫画で表現
する。 ・明るく温かな雰囲気で活動を進めさせ

る。どの子の発表も大事にし、それぞ
６ 発表の準備、練習をする。 れのよさを見つけさせるようにする。

→【コミュニケーション・自己理解・将来設計】

７ 各自、自分の「自慢」を発表する。
８ 本時の活動を振り返り感想を交流し ・感想の交流、担任のまとめの話等で、
合う。 誰にも個性がありよさがあること、みま

９ 担任のまとめの話を聞く。 んなを大事にした生活を送っていくこと
、 。め ・みなそれぞれによいところがある との大切さ すばらしさに気付かせる

→【コミュニケーション・自己理解・将来設計】・自分、友達を大切に
・夢のある人生

○各自が作成した「自慢ポスター」を、自他理解や自他尊重の資料として教室に掲示する。事
○発表会の様子を学級通信や懇談会等で、保護者に知らせる。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「日本一の料理人」を読み、自分の将来の夢や希望について考える。
【日常活動】→友達の「よいところ」見つけを行い、帰りの会等で発表し合う。

「何でも自慢大会」を開いて、みんなのこと

をもっと知って、もっと仲良くなろう！
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「地域の働く人から学ぼう」１．題材名
〔４年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

、 。◎ 地域の様々な仕事に取り組む人たちの話を聞き 働くことの意義や大切さを考えることができる

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○社会科の学習を発展させ、地域でいろいろな仕事に取り組んでいる人たちの働く様子や仕事につ
いて、関心をもたせる。

○「地域の仕事調べ」を行い、働く人の姿に直接触れ合う場を設けるとともに、挨拶や礼儀、基本
的なインタビューの仕方を学ばせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：礼儀ある態度で挨拶したり、インタビュー活動に取り組んだりする。】
【 】 、 。役割認識力 ：地域の社会生活は 多くの人たちの様々な仕事の上に成り立っていることに気付く
【職業理解力 ：働く人の姿から、仕事の喜びや役割を考えたりする。】
【情報活用力 ：インタビュー活動で必要な情報を得、仕事について考えることができる。】

４．展開案
○子どもたちの身近な所で働く地域（学校に隣接した地域）の人たちに学習内容を知らせ、インタ事
ビュー活動への協力を依頼しておく （子どもたちにかかわりの深い職業を選択する）前 。

○効率よくインタビュー活動ができるよう、ワークシートやグループ分け等の準備を行っておく。
学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

、 、 。１ 心のノート（P74）を基に 「大人は 心のノート ・なぜ働くか問い 問題意識をもたせる
職業理解】なぜ働くか」考える。 社会科の地 →【

２ 社会科の地域の人々の仕事（農家、 域の人々の課
商店の仕事等）の学習を想起する。 学習の関連 ・農家や商店で働く人々は、たくさんの題

２ 地域で働く人たちの写真から、本時 資料 苦労や工夫を重ねながら仕事に取り組把
は「地域の人たちの仕事」について考 んでいたことを想起させる。地域で働握
える学習であることを知る。 地域で働く く人たちの職業の多様性に気付かせ、

いろいろな ながら本時の学習への意欲付けと方向
人の写真 付けを図る。

情報活用・職業理解・役割認識】３ 「地域で働く人々の仕事調べ」の方 インタビュ ー →【

シート法を知り、インタビューの仕方を練習
する。
〔調べること〕 ・調べる目的と方法を明確に指導する。
○どんな仕事をしているか 地域で働く 挨拶や約束事、インタビューの仕方、
○仕事で大変なことは何か 人たちの話 お礼の仕方等を具体的に指導し、グル
○仕事でうれしいことは何か ・警察官 ープ毎に実際に練習させる。本 課

情報活用・コミュニケーション】〔インタビューの仕方〕 ・工事の人 →【

①挨拶をする。 ・お店の人時
、 、題 ②活動の目的を話し、インタビュー ・郵便局の ・活動の様子を観察し 適宜指導したり

の了解を得る。 人 等 賞揚したりする。
情報活用・コミュニケーション】③インタビューをする。 →【

④感想を述べ、お礼の挨拶をする。追
４ グループ毎にインタビュー活動に取
り組む。

・各グループが調べた結果を比べさせ、究
５ 各グループのインタビュー結果を比 職業の多様性、働くことの喜びや意義
べ合い、わかったことや気付いたこと 等に気付かせたい。

役割認識・職業理解・情報活用】を話し合う。 →【

・仕事には、いろいろな種類がある。
・どの仕事も、自分たちの生活のため
に大切でる ・ 人の役に立つ」ことの喜びを重点的「

・どの仕事にも、お金を得ること以外 に取り上げ、家庭や学校生活で自分が
に喜びがある 働ける場がどこか、具体的に考えさせ

６ 本時の学習を振り返り 「働くこと」 る。ま 、 心のノート

役割認識・職業理解】と について自分の考えをまとめる。 →【

７ 学級や学校で自分が力を出して働けめ
る場を考える。

○感想を記述したワークシートに教師からのコメントを記し、充実した学校生活を送ろうとする意事
欲を高める。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【社会】→「商店で働く人の仕事 「農家の仕事」等の学習で、働く人々の苦労や工夫を調べる。」
【道徳】→資料「神戸のふっこうは、ぼくらの手で」の学習で、働くことの大切さを考える。

地域の人たちの仕事の様子を調べよう。
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「そうじの仕方を見直そう」１．題材名
〔４年―学級活動(1)：学級や学校の生活の向上に関すること〕

２．目 標

◎ そうじの意義や役割を果たすことの大切さに気付き、よりよい清掃活動の在り方を考えたり、進
んで仕事に取り組もうとする意欲を高めたりする。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○清掃活動について取り上げ、働くことの意義や気持ちよさ、役割を果たすことの大切さを考えさ
せる場とする。

○集団の場でも自分の考えをしっかりもち、表現できる力を育てる場とする。また、話合いの運営
にかかわる自己の役割を責任をもって果たそうとする態度を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：自己の考えを進んで発表したり、友達の意見を取り入れたりしながら、】

話合い活動に主体的に取り組む。
【役割認識力 ：清掃活動の意義や役割を果たすことの大切さに気付く。】
【職業理解力 ：働くことの楽しさを知り、進んで清掃活動に取り組もうとする意欲をもつ。】
【課題解決力 ：これまでの清掃活動の問題点に気付き、課題を克服するための手立てを考え、実践】

できる。

４．展開案
○清掃や働くことへの価値に気付かせる資料として、二宮金次郎に関する資料を準備しておく。
○今の清掃活動の現状について見直すアンケートを実施し、資料化しておく。
○係担当の子どもたちには、話合い活動を円滑に進めるために、事前の準備をしっかり行うよう話事
すとともに、その取り組み状況を把握し適宜指導する。前

○「話合いカード」を学級全員に配付し、話合いの内容を知らせるとともに 「今の清掃活動には、、
どんな問題があるか 「問題を改善するためにはどんな方法があるか」の２点について、自分の」
考えをしっかりもたせておく。
話合いの順序 児童の活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点 資料等

１ はじめの言葉 ・係が開会宣言をする。 ・各係の子どもが自信をもって自分
の役割に取り組めるように、事前

２ 係の紹介 ・各係が自己紹介において、 の教師の声がけを大事にする。 話合いカ
自分の役割と目標を話す。 ード→【コミュニケーション・役割認識】

３ 議題の確認 ・本時の議題、話合いのめあ ・話合いカードを用い、本時の活動
て、話合いの進め方を確認 への意欲と見通しをもたせ、どの

。する。 子も主体的に話合いに参加させる
【 】・担任の話を聞き、現状のそ → コミュニケーション・課題解決・役割認識

４ 先生から うじの問題点を考える。 アンケー話
○今のそうじの問 ・校舎内に二宮金次郎像が設 ・二宮金次郎の資料を基に、働くこ ト結果合
題点 置してあることの意味を知 との意義やそうじの大切さを具体 ＶＴＲい

○二宮金治郎の話 り、働くことやそうじの意 的に指導する。 二宮金次活
働くことの意義 義を考える。 郎の写真動 （ ） →【職業理解・役割認識】（

５ 話合い ・話合いの柱に沿い、そうじ ・それぞれの考えのよさに着目させ本
①今のそうじには について話し合う。 ながら、建設的な話合いをさせた時 、
どんな問題があ い。

）

【 】るか → コミュニケーション・課題解決・役割認識

②よりよいそうじ
ができるための
対策

・話合いによって決まったこ 振り返り
６ まとめ とを確認する。 ・話合いの内容、話合い活動への取 カード

・本時の活動の振り返りをカ り組み態度、係の働きの様子、今
ードに書く。 後の活動への意欲付け等を視点に

７ 先生から ・本時の話合いについて担任 話し、今後の清掃活動への意欲化
の話を聞く。 を図る。

職業理解・役割認識】８ 終わりの言葉 ・係が閉会宣言をする →【

○「そうじパワーアップカード」を作り、一定期間、そうじへの取り組み状況をシール等でチェッ事
クさせ、実践化を促す。後

○子どもたちの活動の様子を観察し、改善された点や努力している点を評価していく。
５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「神戸のふっこうは、ぼくらの手で」を読み、働くことの大切さや、進んで社会のため
に役に立とうとする心情を培う。

「そうじパワーアップ作戦」

を立てよう。

①今のそうじの問題点

②これからの取り組み
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「忘れ物を無くそう」１．題材名
〔４年―学級活動(2)基本的な生活習慣の形成〕

２．目 標

◎ 忘れ物の問題点と原因を話し合い、忘れ物を無くす方法を考え、実践できる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○学習に関する自分の取り組み態度を振り返らせ、問題点を改善し、自分自身を向上させようとす
る意欲や態度を培う。

○問題点を改善するための具体的な方法を考えたり、実践したりする力を育てる。
☆進路発達にかかわる諸能力
【情報活用力 ：グラフやインタビュー資料から 「忘れ物」の問題点をとらえることができる。】 、
【課題解決力 ： 忘れ物」の原因と具体的な対策を考えることができる。】「
【意思決定力 ：自分自身の向上を願い、学習態度の改善に向け具体的な取り組みをすることができ】

る。

４．展開案

○忘れ物に関する実態調査を行い、グラフ化しておく。事
○ジョブカフェ岩手の資料「職業人に望まれる資質」の中から、忘れ物に関する資料を準備してお前
く。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 学級の「忘れ物グラフ」を見て気付 忘れ物に関 ・グラフを的確に読み取らせ、忘れ物が
いたことを話し合う。 するアンケ 学級全体の大きな問題になっているこ
・忘れ物が多い ート結果の とに気付かせる。

→【情報活用】２ 学校生活上、忘れ物をすることでど グラフ
んな問題点があるか考える。 ・社会では、一番に誠実さと信頼性が求課
・勉強に不便 ・周りに迷惑 められていることを知らせ、頼まれた題

３ 資料「職業人に望まれる資質」から 職業人に望 仕事や役割の仕事を確実に行うために把
社会生活でも忘れ物が大きな問題とな まれる資質 も忘れ物を無くす努力が大切であるこ握
ることを具体的にとらえ、本時の学習 とを押さえる。

→【情報活用・職業理解】課題をとらえる。
・忘れ物をするお医者さんは？
・バットを忘れる松井選手は？

４ 自分の生活態度を見直し、忘れ物の ワークシー ・ワークシートを基に、現在の自分の生
原因を考える。 ト 活態度や学習姿勢を振り返らせ、問題
・話の聞き方 点を考えさせる。教師の側からも不十
・メモの習慣 メモ 写真 分なメモや乱れた机等、問題となる事、 、
・メモの取り方（書き方） 姿勢、机上 例を示していく （あくまでも個人は。

、 ）・机や周辺の整理整頓 等に問題が 特定せず 一般的な問題例として示す
→【情報活用・職業理解・意思決定】本 ・家庭での時間設定（時間割を揃える ある実例写

時間） 等 真等課
題
５ 教師の助言や「忘れ物ゼロ名人」の 忘れ物名人 ・教師や「忘れ物ゼロ名人」のアドバイ追
意見を参考にしながら、忘れ物の減少 のアドバイ スを紹介しながら、自分ができる改善時 究
や生活態度、学習態度の改善のための ス 点を考えさせる。

→【情報活用・職業理解・意思決定】取り組みを考え、カードに書く。 見本となる
メモや姿勢

６ 各自が考えた取り組みを発表し合う 等の資料。

７ 本時の学習を振り返り、考えたこと ・充実した学校生活や将来の夢の実現のワ ー ク シ ー

をまとめ、発表し合う。 ために、自分自身の生活を向上させてま ト

いく努力が大切であることを伝え、自と
８ 今後の学校生活に期待する担任の話 分で決めたことの実践化を促す。め

→【意思決定】を聞く。 担任の話

○学習内容を通信等で家庭に知らせ、子どもたちの取り組みへの支援を依頼する。事
○メモの取り方を工夫したり、忘れ物の改善に取り組んだりしている例を随時紹介していく。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【日常活動】→帰りの会で、翌日の連絡事項を確実にメモする。また、身の回りの整理整頓に気をつけ
たくらしをする。

忘れ物を無くす方法を考えよう
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「１/２成人式をしよう」１．題材名
〔４年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ これまでの自分の成長の過程をとらえ、周囲の人々への感謝の気持ちをもちながら、今後の人生
への、希望を膨らませることができる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○出生から現時点までの自分の歩みを振り返らせ、多くの成長が得られたことを実感させる。
○自分の成長を支えた人々の存在に気付かせるとともに、自分自身を大切にしながら、今後の人生
も希望をもって歩もうとする気持ちを育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ： １/２成人式」で自分自身が成長したことや、今後の夢や目標を堂々と】 「

表現することができる。
【自己理解力 ：これまでの自分の歩みを振り返り、多くの成長が得られたことを実感できる。】
【役割認識力 ：自分自身の成長は、多くの人々の愛情と支えで得られたものであることに気付く。】
【将来設計力 ：自分の人生を大切にしようとする気持ちをもち、将来の夢や希望を膨らませること】

ができる。

４．展開案（2時間扱い）
○活動内容を保護者に知らせておき、写真の提供やインタビューの協力、子どもに当てた手紙の執事
筆等を依頼しておく 「１／２成人式」当日は、保護者にも来校の案内をする。前 。

○「１／２成人の証」を一人一人に作成しておく。
学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 「１／２成人式」の意味について話 ・ 成人 「式」の意味を考えさせ、10歳「 」
し合う。 が節目の年齢であることや生まれてか

２ これまでの自分の成長を簡単に振り らこれまでに、たくさんの成長があっ課
返らせ、節目の年齢として「１／２成 たことに気付かせ、活動の意義付けを題
人式」を行うことを確認する。 する。把

→【自己理解・役割認識】握

、３ 「１／２成人式」の内容と活動の方 ・自分たちのこれまでの成長の証として
向性を知る。 一人一人表現する場を設けることを知
〔 １／２成人式」の内容〕 らせる。「

→【コミュニケーション・自己理解・役割認識】○「 １／２成人』の主張」をする『
①自分が成長したこと
②周りの人たちに伝えたいこと ・出生時、３歳頃、保育園、幼稚園、小
③将来の夢 学校入学時の５つの時期に分け、保護本

者への聞き取り等を基にさせながら、課
４ 「１／２成人」までの自分の歩みを 自分年表 自分の当時の様子をまとめさせる。自題 「 」

年表にまとめる。 分たちの成長には家族や、多くの人の追
・様子 ・できるようになったこと 支えがあったことに気付かせる。時 究

→【役割認識・自己理解・将来設計】

５ 「 １／２成人』の主張」の原稿を 「 １ ／ 2成『
書き、発表の練習をする。 人の主張」 ・挨拶や発表の態度等 「成人式」に相、

、の発表原稿 応しい堂々とした表現ができるように
６ 「１／２成人式」を開く 子どもたちへの励ましや働きかけをす

る。
→【コミュニケーション・自己理解・役割認識】

・誰もが家庭や多くの人たちの愛情に包
まれたくさんの成長を遂げてきたこと
を押さえさせたい。
→【コミュニケーション・自己理解・役割認識】

・子どもたちの姿を賞揚しながら、今後
７ 「１／２成人式」を行っての感想を の一層の頑張りを引き出す話で活動をま ワ ー ク シ ー

書く。 まとめる。と ト

→【将来設計・自己理解・役割認識】め ８ 今後の一層の成長に期待する担任の 担任の話
話を聞く。

○活動の様子を学級通信で家庭に知らせる。子どもたちそれぞれの「主張」を教室に掲示し、今後事
も自他を大事にした学級生活を送ろうとする気持ちをもたせる。後

○感想を記述したワークシートに教師からのコメントを記し、今後も充実した学校生活や人生を送
ろうとする意欲を高める。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「グレンよ、走れ」を読み、目標に向かって努力しようとする気持ちをもつ。

これまでのみんなの成長を、１／２成人

式でお祝いしよう。

【「１／２成人式」プログラム】
① 始めの言葉
② お家の方々へ
③ 「１／２成人」の主張
④ 歌
⑤ お家の方々から
⑥ 先生から
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「命のつながり」１．題材名
〔 〕４年―学級活動(2)：希望や目標をもって生きる態度の形成・望ましい人間関係の育成・心身ともに健康で安全な生活態度の形成

２．目 標
○ 様々な人々とのかかわりや愛情の中で自分の命が育まれてきたことを知り、命を大事にする気持
ちをもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力
☆キャリア教育のポイント
○命の尊さに気付かせ、自らの人生をよりよく生きようとする意欲を育てる。
○自分のライフステージを自由に描かせ、将来への夢や希望を育む。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：他者のよさや個性を認めようとする気持ちをもち、よりよい人間関係作】

りに努めようとする。
【自己理解力 ：自分の命は多くの人々の愛情に包まれて育まれてきたことに気付く。】
【将来設計力 ：人生はかけがえの無い貴重なものであることに気付き、自らの将来について夢や希】

望を主体的に描くことができる。
【意思決定力 ：命について主体的に考え、自他の命を大事にしようとする気持を高める。】

４．展開案
○体育の保健「育ちゆくわたし （体の発育の仕方・大人の体への変化・心の変化）の学習におい」
て、自らの体や心の成長に対する関心や理解を高めておく。事

○命に対する関心をもたせる資料として、命の誕生にかかわる具体的（新生児の出生のころの様子前
・受精卵の大きさ等）な資料を準備しておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 新生児の誕生のころの資料から、命 新生児誕生 ・出生時の泣き声や足形、写真などを提
について関心をもち、本時の学習の見 のころの写 示し命の誕生について関心をもたせ、
通しをもつ。 真、録音等 本時は命について考えていくことを知課

】題 らせる。 →【自己理解・意思決定

２ 「命」から連想することを自由に話 ・和やかな雰囲気の中で、命についての把
し合いながら 本時の課題をとらえる 思いを自由に話させるが、何よりも大握 、 。

事なテーマであることを話し、真剣に
考えていくよう伝える。

】→【自己理解・意思決定

３ 保健学習を想起し、命の誕生につい 受精に関す ・ 精子・卵子・受精・へその尾」等の「
て確かめる。 る図 言葉を確認させる。紙に示した「命の

大きさ」の資料を提示し、出生の神秘
新しい命の さや命に対する尊厳な思いを抱かせた

】大きさ 紙 い（ ） 。 →【自己理解

４ 自分の命のつながりを考える。 ・自分の誕生までの過程を、家系図を基
・自分←父母←祖父母← … ∞ 家系図 に考えさせ、一人でも命のバトンが途本 課
・ 命のバトン」 絶えたら今の自分が無いことに気付か「

】題 せる。 →【自己理解

・今生きていることの喜びを改めて見つ時
め直させ 「命のバトン」の意義をと追 、

】らえさせる。 →【自己理解

５ 命を支えるイメージマップを書き、 イメージマ ・命のバトン以外に、多くの人のかかわ究
命を支える多くのかかわりに気付く。 ップシート りや自然等、多くのものに支えられて

いることに気付かせる。
】６ 自分のライフステージについて、夢 世代表ワー →【自己理解・コミュニケーション

や希望を自由に思い描く。 ・命には始まりとともに終わりがあるこクシート

とも確認させ、有意義な人生のために
は「人生設計図 （ライフステージ）」
を描くことが大切であることを知らせ

】る。 →【自己理解・将来設計

７ 本時の学習を振り返り、命について ・一人一人の思い（夢や希望、憧れ）を
考えたことをまとめる。 尊重し、自由に考えさせる。ま

】と ８ 命についての教師の話を聞く。 → 将来設計【

・家族への感謝の気持ちや、自他の命をめ
大切にして生活しようとする意欲をも

】たせる。 →【自己理解・コミュニケーション

○授業の様子やワークシートへの子どもの記述等、保護者にも知らせる。事
○朝の会、帰りの会等で友達を大事にした好ましい言動を紹介していく。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点
【体育】→保健「育ちゆくわたし」で、生命誕生の仕組みを学習する。
【道徳】→資料「パンダの命を救え」を基に、生命の尊さを感じ取り大切な生命を守ろうとする気持ち

をもつ。

命はどのようにつながっているのだろうか。



-40-

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

指
導
要
領
の
内
容

指
導
案
・
関
連
計
画
案

掲
載
ペ
ー
ジ

（５） 第５学年学級活動指導計画

① 第５学年学級活動年間題材一覧

進路発達にかかわる能力

自 役 職 将 情 課 意

己 割 業 来 報 題 思月 題 材 名 指 導 の ね ら い
理 認 理 設 活 解 決
解 識 解 計 用 決 定
力 力 力 力 力 力 力

41４ ☆ ☆○友達増やそう (2)互いの自己紹介をとおし、進んで他者と関わったり、友達を増やしたりする。

42月 ☆ ☆ ☆○学級目標を決めよう (1)一人一人が理想とする学級像を話し合い、その実現に向け、学級目標を決めることができる。

43○学級組織を決めよう (1)学級生活の向上のために必要な組織と自分の役割を決め、活動意欲をもつ。 ☆ ☆ ☆

52○安全な登下校を考えよう 安全な登下校の仕方を知るとともに、自らの安全を主体的に守ろうとする意識をもつ。(2) ☆☆

6５ ☆ ☆○あいさつを活発にしよう 気持ちのよいくらしを送るためのよりよい挨拶の仕方を考えることができる。(1)

72月 ☆ ☆○運動会を成功させよう 運動会の成功に向けての意欲をもち、学級や個人の目標を立てることができる。(1)

44○どんな仕事があるかな？ご飯＆Wカップ編『 』 (2)食卓にご飯が届くまでの過程にある様々な仕事を知り 職業に対する興味をもつ、 。 ☆☆ ☆

45○お気に入りの仕事を調べてみよう (2)興味をもった仕事について調べ、将来の職業生活についての関心を広げる。 ☆ ☆☆ ☆

72６ ☆ ☆○運動会を振り返ろう 目標の達成状況を振り返り、運動会の成果と課題を今後の生活に生かそうとする。(1)

75月 ☆ ☆○ 古代むら体験学習を成功させるための目標や方法を話し合うことができる。古代むら体験学習を成功させよう (1)

46○「働く」って何？ (2)働くことの意味を考え、働くことによって得られる喜びに気付く。 ☆☆☆

75○ 古代むら体験学習を通じて得た成果や課題を、今後の生活に生かそうとする。古代むら体験学習を振り返ろう (1) ☆ ☆

32７ ☆ ☆ ☆○学級集会の計画を立てよう 学級集会の意義を明らかにしながら、集会の目標や内容、役割等について話し合うことができる。(1)

33月 ☆☆○学級集会をしよう 集会の目標に基づき、役割や約束を着実に果たしながら、学級の結びつきを強めることができる。(1)

56○充実した夏休みに！ 夏休みを有意義に過ごそうとする意欲をもち、具体的な目標や計画を立てることができる。(2) ☆☆

57８ ☆ ☆☆○２学期の目標を決めよう １学期や夏休みの生活の反省を基に 具体的な目標を立て ２学期の学校生活への意欲をもつ(2) 、 、 。

43月 ☆ ☆○学級組織を決めよう 学級生活の向上のために必要な組織と自分の役割を決め、活動意欲をもつ。(1)

43９ ☆ ☆ ☆○委員会の組織をつくろう 委員会の大切さを知り、意欲的に組織を決めたり、活動内容を考えたりする。(1)

76月 ☆ ☆☆○学習発表会を成功させよう 学習発表会の成功に向けて意欲をもち、学級や個人の目標を立てることができる。(1)

17○見つけよう、友達のよさ 人にはそれぞれ個性やよさがあることに気付き、誰とでも仲良くしようとする。(2)

7610 ☆ ☆ ☆○学習発表会を振り返ろう 目標の達成状況を振り返り、学習発表会の成果を生かし、今後の生活のめあてをもつ。(1)

47月 ☆ ☆☆ ☆○係活動を見直そう (1)係活動の大切さを理解し、活動内容を工夫したり、仕事に取り組む意欲を高めたりする。

48○近視を予防しよう (2)姿勢や照明等が視力に及ぼす影響を知り、目の健康を保持するための実践意欲をもつ。 ☆☆

11 ☆ ☆○金管バンドを引き継ごう ６年生への尊敬の気持ちと学校を代表するリーダーとしての意識をもち、活動意欲を高める。(1)

62月 ☆ ☆○読書パワーアップ作戦 読書の価値を知り、よりよい読書生活の在り方を考え、実践意欲をもつ。(2)

☆☆○ 睡眠の大切さを知り、健康を保持するためのよりよい生活態度について考えることができる。かぜとインフルエンザ 睡眠 (2)（ ）

3212 ☆ ☆ ☆○学級集会の計画を立てよう 学級集会の意義を明らかにしながら、集会の目標や内容、役割等について話し合うことができる。(1)

33月 ☆☆ ☆○学級集会をしよう 集会の目標に基づき、役割や約束を着実に果たしながら、学級の結びつきを強めることができる。(1)

63○充実した冬休みに！ 冬休みを有意義に過ごそうとする意欲をもち、具体的な目標や計画を立てることができる。(2) ☆☆

57１ ☆ ☆☆○３学期のめあてを立てよう ２学期や冬休みの生活の反省を基に 具体的な目標を立て ３学期の学校生活への意欲をもつ(2) 、 、 。

43月 ☆ ☆ ☆○委員会の組織をつくろう 委員会の大切さを知り、意欲的に組織を決めたり、活動内容を考えたりする。(1)

12２ ☆ ☆ ☆○ ６年生への感謝の気持ちをもち、会を成功させるための取り組みについて話し合うことができる。６年生を送る会を成功させよう (1)

月 ☆☆☆○ 情報とくらしのかかわりを調べ、適切な情報の扱い方について知る。情報とくらしについて考えよう (2)

13３ ☆ ☆ ☆○もうすぐ６年生 一年間の成長を振り返りながら、新しい生活に向けた期待と目標をもつ。(1)

月 ☆☆○春休みの過ごし方 新しい学期を迎える上での春休みの意義を知り 規則正しい生活を送ろうとする気持ちをもつ(2) 、 。

は、指導案掲載ゴシック反転表示
題材です。 のゴシック網掛け表示
題材は、類似内容及び関連活動の
指導案が掲載されています。



-41-

② 第５学年学級活動指導展開例

「友達増やそう」１．題材名
〔５年―学級活動(2)望ましい人間関係の育成・心身ともに健康で安全な生活態度の形成〕

２．目 標

◎ 互いの自己紹介や仲間作りゲームをとおし、進んで他者とかかわったり、友達を増やしたりしな
がら、新しい学級生活への意欲や期待を膨らませる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○自分自身を見つめさせ、好きなことや得意なことを、他者に表現できるようにさせる。

○進んで他者とかかわり、よりよい人間関係を築こうとする態度を培う。
☆進路発達にかかわる諸能力

【コミュニケーション力 ：級友としての意識をもち、進んで他者とかかわることができる。】
【自己理解力 ：自分自身を見つめ、好きなことや得意なことを他者に表現できる。】

４．展開案
○自己紹介カードのシートを用意しておく。

○事前に活動内容を子どもたちに知らせ、自己紹介の内容等、考えさせておく。また、シートに使事
用する個人写真も準備させておく。前

○進級当初（始業式当日）の新しい学級に対する子どもたちの願い（作文）を集約しておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 始業式に書いた作文「新しい学級へ
の願い」の集約結果を知る。 みんなの願 ・ みんな仲良く 「楽しいクラス 「い「 」 」

い じめのないクラス」等の願いが、学級課
２ 新しい友達を作り、クラスの団結を 共通の願いであることを知らせ、課題題
深める時間であることを知り、学習の 設定する。把

コミュニケーション・自己理解】握 方向性をつかむ。 →【

・自分自身を見つめさせ、自分の個性を

３ 自己紹介カードを作る。 考えさせる場とする。新学期への期待本
自己紹介カ や抱負等も表現させる。

】・写真 ード →【自己理解

・好きなこと、得意なこと

・５年生でがんばりたいこと ・お互いを理解するための活動であるこ時
・自己ＰＲ とを確認させ、温かな雰囲気を作る。課

、・学級や友達へのメッセージ 一人一人に発表の機会を設けることで

表現力を培う場にする。題
コミュニケーション・自己理解】４ カードを使いながら、一人一人自己 →【

、 。追 紹介スピーチをし 感想を交流し合う

・自分と同じことや違うこと、他者のよ

５ 仲間作りゲームをする。 さなどが見付けられるよう、それぞれ究
・ 人間バスケット」 の発表を聞かせる。個性や人によって「

異なることに気付かせる。（→フルーツバスケットの応用）

コミュニケーション・自己理解】・ 天下泰平」ゲーム「 →【

（→ハンカチ落としの応用）

・ かぐや姫」ゲーム ・ゲームを通じ、進んで他者にかかわら「

せるようにする。みんなで活動するこ（→姫、使者、笹に分かれる集団ゲーム）

。との楽しさを味わわせるゲームを行う

コミュニケーション】６ 本時の活動を振り返り、感想を発表 →【

し合う。ま
７ 今後の学級生活について、担任の話 ・お互いを大事にし合い、みんなでよいと
を聞く。 学級を作っていくよう伝え、今後の学め

級生活への期待や意欲を高める。
コミュニケーション・自己理解】→【

○授業の様子や個々の子どもたちの感想を学級通信等で知らせ、家庭でも自分に興味ある出来事や事
職業への興味をもたせるよう促す。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「命」を読み、自他の生命の大切さを考える。

みんなのことを知って、友達を増やそう。
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「学級目標を決めよう」１．題材名
〔５年―学級活動(1)：学級や学校の生活の向上に関すること〕

２．目 標

◎ 一人一人が学級の成員としての自覚と理想の学級像をもち、よりよい学級生活を願いながら、主
体的に学級目標作りに取り組むことができる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○集団の場でも自分の考えをしっかりもち、表現できる力を育てる場とする。また、話合いの運営
にかかわる自己の役割を責任をもって果たそうとする態度を育てる。

○よりよい学校生活を願う気持ちをもたせ、目標をもって行動することの意義に気付かせる。
☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：自己の考えを進んで発表したり、友達の意見を取り入れたりしなが、学】

級目標作りに主体的に取り組む。
【役割認識力 ：話合い活動における自分の役割を理解し、事前の準備や当日の運営において、意欲】

的に責任を果たそうとする。
【意思決定力 ：学級目標についての話合いを通じ、よりよいクラスを作っていこうとする願いを 高】

め、目標実現に向けた一層の実践意欲をもつ。

４．展開案
○始業式や学級活動の授業等で、高学年としての自覚や新学期に向かう意欲を高めておく。新学期
への抱負を作文に書かせ、内容をまとめておく。事

○計画委員会を組織し、議題、話合いのめあて、話合いの内容、役割分担を決める。前
○「話合いカード」を学級全員に配付し、話合いの内容を知らせるとともに 「どのような学級に、
したいか 「どのような目標がよいか」の２点について、自分の考えをしっかりもたせておく。」
話合いの順序 児童の活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点 資料等

１ はじめの言葉 ・係が開会宣言をする。 ・各係の子どもが自信をもって自分
の役割に取り組めるように、事前

２ 係の紹介 ・各係が自己紹介において、 の教師の声がけを大事にする。 話合いカ

自分の役割と目標を話す。 ード→【コミュニケーション・役割認識】

３ 議題の確認 ・本時の議題、話合いのめあ ・話合いカードを用い、本時の活動

て、話合いの進め方を確認 への意欲と見通しをもたせ、どの
。する。 子も主体的に話合いに参加させる

【 】・担任の話を聞き、学級目標 → コミュニケーション・意思決定・役割認識

４ 先生から について積極的に話し合お話
うとする気持ちと、話合い ・クラス替えをした新しい仲間との合
の視点をもつ。 スタートであることや高学年の大い

・話合いの柱に沿い、学級目 切さ等について話し、目標作りに活
５ 話合い 標について話し合う。 向けた意欲を高める。 始業式の動

作文

（

→【意思決定・役割認識】

本
・新しいクラスへの子どもたちの願時
いを示しながら、よりよい学級集

）

団をつくろうとする気持ちを大事

・話合いによって決まったこ にした、建設的な話合いになるよ
６ まとめ とを確認する。 う助言する。

【 】・本時の活動の振り返りをカ → コミュニケーション・意思決定・役割認識

ードに書く。 振り返り
・本時の話合いについて担任 ・話合いの内容、話合い活動への取 カード

７ 先生から の話を聞く。 り組み態度、係の働きの様子、今
後の活動への意欲付け等を視点に

・係が閉会宣言をする 話す。

意思決定・役割認識】８ 終わりの言葉 →【

○話合い（学級会）の様子を学級通信にまとめ、話合い活動を振り返らせながら、今後の話合いや
学級生活に向けた意欲を高める。事

○決まった学級目標を掲示し、日々、目標を意識した生活を心がけさせる。教師も、常に学級目標後
に立ち返らせながら、子どもたちの学級生活の様子について評価していく。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【始業式】→５年生に進級した喜びを感じるとともに、高学年としての自覚をもつ。
【学級活動】→「友達増やそう」の活動をとおし、自他を大切にしながらよりよい学級集団をつくって

いこうとする気持ちをもつ。

最高のクラスになれるよう、

みんなで学級目標を決めよ

う。

①自分が願うクラスの姿

②どんな目標がよいか

・スローガン ・具体目標
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「学級組織を決めよう」１．題材名
〔５年―学級活動(1)：学級や学校の生活の向上に関すること〕

２．目 標

◎ 学級生活の向上のために必要な組織と自分の役割を決め、活動意欲をもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○学級生活の向上のために必要な役割を考えさせたり、自己の役割を責任をもって果たそうとする
態度を育てたりする。

○集団の場でも自分の考えをしっかりもち、表現できる力を育てる場とする。また、話合いの運営
にかかわる自己の役割を責任をもって果たそうとする態度を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：学級生活に必要な組織を考え、進んで自分の考えを表現できる。】
【役割認識力 ：話合い活動における自分の役割を理解し、事前の準備や当日の運営において、意欲】

的に責任を果たそうとする。また、学級組織の大切さを理解し、進んで自分の役割
を果たそうとする。

【意思決定力 ：話合いの場に進んで参加し、自分の仕事に対する責任感や活動意欲を高める。】

４．展開案
○計画委員会を組織し、議題、話合いのめあて、話合いの内容、役割分担を決める。事
「 」 、 、「 （ ）前 ○ 話合いカード を学級全員に配付し 話合いの内容を知らせるとともに どのような役割 係

が必要か 、自分の考えをしっかりもたせておく。」
話合いの順序 児童の活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点 資料等

１ はじめの言葉 ・係が開会宣言をする。 ・各係の子どもが自信をもって自分
の役割に取り組めるように、事前

２ 係の紹介 ・各係が自己紹介において、 の教師の声がけを大事にする。 話合いカ

自分の役割と目標を話す。 ード→【コミュニケーション・役割認識】

３ 議題の確認 ・本時の議題、話合いのめあ ・話合いカードを用い、本時の活動

て、話合いの進め方を確認 への意欲と見通しをもたせ、どの
。する。 子も主体的に話合いに参加させる

【 】・担任の話を聞き、学級組織 → コミュニケーション・役割認識・意思決定

４ 先生から について積極的に話し合お話
うとする気持ちと、話合い ・学級生活を営む上での組織の大切合
の視点をもつ。 さを考えさせる場を設ける。集団い

・話合いの柱に沿い、学級組 生活を支えるために様々な仕事が活
２ 話合い 織について話し合う。 あることを確認させ、話合いの視動
（全体） 点をもたせる。

（

→【役割認識】本 ①組織・係

（グループ） 名前カー時
②仕事の内容 ・振り返りカードには、決まった自 ド

）
③役割決め 分の役割と、仕事に取り組む上で

・グループ毎に活動内容を示 のめあてを書かせ、活動意欲を高 係用ポス
したポスターを作成する。 める。 ター用紙

→【役割認識・意思決定】

６ まとめ ・本時の活動の振り返りをカ ・話合いの内容、話合い活動への取

ードに書く。 り組み態度、係の働きの様子、今
後の活動への意欲付け等を視点に 振り返り

話す。 カード
役割認識・意思決定】７ 先生から ・本時の活動について担任の →【

話を聞く。

８ 終わりの言葉 ・係が閉会宣言をする

○決定した学級組織を教室に掲示し、誰がどのような役割があるか明示しておく。

○係ポスターを掲示する。帰りの会等で、各係や組織の活動内容をお互いに評価させ、計画したこ事
との実践化を促す。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【学級活動】→「係活動を見直そう」の活動をとおし、自分たちが立てた係の計画の実行状況を振り返
り、よりよい係活動について考える。

【道徳】→資料「取り返しがつかない一日」を読み、役割を果たすことの大切さを知る。
【日常活動】→話合ったことを基に、決定した組織の仕事に取り組む。

学級組織を決めよう。

①どんな役割（組織）が必要か

②どのような仕事をするか

②自分の仕事
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「どんな仕事があるかな？『ご飯＆Ｗカップ編 」１．題材名 』

〔学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ 食卓にご飯が届くまでの過程にある様々な仕事やサッカーのワールドカップに関連した仕事を調

べることをとおし、仕事や職業には様々なかかわりや役割があることに気付く。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

、 、 。○ひとつの事象には 多くの仕事がかかわっており それぞれ大切な役割があることに気付かせる
○職業には幅広い種類があることに気付かせ、働くことや職業への興味をもたせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【将来設計力 ：働くことや仕事に対する興味や関心をもつ。】

【職業理解力 ：一つの事象に関連して多くの仕事や職業があることに気付き、職業への興味をも】

つ。
【役割認識力 ：どの仕事も、それぞれに大切な役割を果たしていることに気付く。】

４．展開案
○本時で用いる資料として、運動会の仕事に関するVTR、ご飯の実物、サッカーワールドカップ関連

の資料（VTR、写真）を準備しておく。事
○本時は社会科の「米作り （農家の仕事）の学習の発展である。稲作に関する仕事の様子を押さ前 」

えておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 運動会のVTRを視聴し 仕事に 着目 ・運動会のビデオから 「仕事」や「働、 「 」 、
した学習であることを知る。 運動会のビ く」という視点から運動会を振り返ら

デオ せる。課
将来設計】題 ２「ご飯」の実物から社会科の学習内容 →【

を想起し、本時の課題を立てる。 ご飯の実物 ・ご飯の実物を提示し、学習への興味を把
高める。社会科で学習した農家の仕事握
の様子を想起させながら本時の課題に
つなげる。

職業理解】→【

３ ウェビングの要領で、米作りの仕事本
から食卓にご飯が届くまでの過程にあ

る仕事を書き出す。 ・ウェビングの手法で、職業の関連を具
体的に考えさせる。完成したウェビン

、 、時 課 ４ 完成したウェビングマップを見て、 田んぼから グマップを基に 職業の種類の多さや

仕事や職業について話し合う。 ご飯までの どの仕事も大切な役割を果たしている題
・ 仕事」と「職業」の意味 スライド ことなどの意味を押さえる。追 「

】究 ・ご飯に関連した職業の多さ →【職業理解・役割認識

・それぞれの仕事の役割

・諺「職業に貴賎なし」
５ サッカーワールドカップを題材に、 ワールドカ ・身近な話題を基に、職業調べを行い、

それに関連した仕事調べを行い、職業 ップ関連の 職業への関心を深めさせる。
職業理解・将来設計】にはいろいろな関連や種類があること 記事 →【

を知る。また、それらの仕事と、今の

学校での学習との関連を考える。 ・ワールドカップに関連する全ての仕事
が、今の学校での学習と関係すること

６ 本時の学習を振り返り、わかったこ に気付かせ、日常の学習を大切にしよま
とや考えたことをシートに書く。 うとする意欲をもたせる。と

】め ７ 次時の活動について知る。 →【将来設計

・ お気に入りの仕事調べをしよう」「

○授業の様子や個々の子どもたちの感想を学級通信等で知らせ、家庭でも自分に興味ある出来事や事
職業への興味をもたせるよう促す。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【社会】→「米作りのさかんな地域」で、米作りの仕事の様子や働く人々の工夫や苦労を調べる。

食卓にご飯届くまでにどんな仕事がある

だろう。
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「お気に入りの仕事を調べてみよう」１．題材名
〔５年―学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ 自分の興味のある仕事について調べ、将来の職業生活についての関心を広げるとともに、日々の

学校生活に向かう意欲的な態度を育てる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

、 、 。○将来 自分が就きたい仕事を考えさせることで 子どもたちの職業に対する興味や関心を広げる
○日々の学校生活での様々な学習と将来の職業生活とのつながりに気付かせ、毎日の学校生活への

意欲を高める。
☆進路発達にかかわる諸能力

【自己理解力 ：自分自身の長所や興味について考え、自己の生き方への関心をもつ。】

【職業理解力 ：関心のある職業に就くために必要な能力や要素を考えることができる。】
【将来設計力 ：日々の学習が将来の職業生活につながることに気付く。】

【課題解決力 ：学習の意義を知り、学校生活に対する一層の意欲をもつ。】

４．展開案
○「自分の将来の仕事」を考える学習を行うことを予告しておき、憧れの仕事や興味あるテーマに

ついて考えておくよう指示しておく。事
○「仕事に必要な５つの力 （求められる人材 「松井＆イチローのすごさ」の資料を準備してお前 」 ）、

く。
学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 「どんな仕事があるかな？『ご飯＆ ワールドカ ・たくさんの仕事があること、どれも大

ワールドカップ編 」の学習を想起す ップに関す 切な役割をもった仕事であることを想課 』

る。 る仕事 起させるとともに、一人一人の子の憧題
（ ） 。把 スライド れや夢を互いに尊重し合うようにする

自己理解】握 ２ 各自の将来の憧れの職業を紹介し合 →【

う。 心のノート
３ 心のノートの「夢の詩」を読み、本 (P16) ・夢や憧れの実現のための努力の大切さ

時の課題を立てる。 を確認し、課題設定につなげる。
職業理解】→【

４ 自分が選んだ憧れの仕事について、 ワークシー ・その仕事の特性を考えさせながら、必

必要となる力や資質を考える。 ト 要となる資質を考えさせる。また、そ本
の資質を身に付けさせる場を具体的に

５ 職業に必要な能力を身に付ける場を 考えさせ、夢の実現に向けた過程を子

考える。 どもたちになりにもたせる。課
【 】時 題 → 自己理解・職業理解・将来設計

６ 資料から 「職業人・社会人」とし 「求められ追 、

て必要な力を知る。また、それらの力 る人材」究
の大切さを具体的にとらえる。 スライド ・専門的な能力や資質だけでなく、基本（ ）
・誠実さ ・協調性 ・礼儀 ・自主性等 的な生活習慣や日々の学習が重要とな

７ 松井選手、イチロー選手の事例をと 松井・イチ ることを具体的にとらえさせる。
職業理解・将来設計・課題解決】おし、日々の学校生活での学習が、夢 ローの写真 →【

や憧れの実現につながるものであるこ とエピソー

とを知る。 ド

８ 本時の学習を振り返り、わかったこ ・日々の学習や生活の大切さを確認し、

ととこれからの生活でがんばっていき 目標や意欲をもって今後の学校生に取ま
たいことをシートに書く。 り組むよう促す。と

【 】め → 自己理解 将来設計・課題解決・

９ 心のノートの夢の詩を読み、本時の 心のノート
学習を終える。 (P16)

○心のノート「夢に届くまでのステップがある」のページを記述する。事
○学習後の感想や今後の抱負等を掲示や通信等で紹介し合う。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「メジャーリーガー・イチロー」を読み、目標に向かって努力することのすばらしさに
気付く。

夢の仕事につくためにはどうすればよいか

考えよう。
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「 働く』って何？」１．題材名 『
〔５年―学級活動(2)日常の生活や学習への適応・希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ 「働くこと」には、収入を得ること以外に、役割を果たしたり、自分の力を発揮したりすること
などによって得られる喜びがあることに気付く。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○働くことには、単に収入を得ることだけでなく、自己実現を可能にするという意味があることを
いろいろな職種に就いている人たちの話等から気付かせる。

、 。○いろいろな職種に就いている人たちの姿に触れさせることで 職業や働くことへの関心を高める
☆進路発達にかかわる諸能力
【役割認識力 ：社会生活は、多くの職種や人々の働きによって支えられていることに気付く。】
【職業理解力 ：働くことには、役割を果たしたり、自己の力を発揮したりすることによって得られ】

る喜びがあることを知る。
【将来設計力 ：職業に就くことの意味や自分の将来の職業について考えることができる。】

４．展開案
○「何のために働いているか」という質問に回答した職業に従事している人のＶＴＲを資料として
準備しておく。事

○報酬ではなく、生きがいややりがいを求め、地域でボランティア活動に取り組んでいる人にゲス前
トティーチャー（ＧＴ）として、来校を依頼しておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ いくつかの職種に就いて働いている ・ＶＴＲに加え、家の人の仕事なども発
人の様子をＶＴＲで視聴し、気付いた 働く人の様 表させながら、身の回りにはいろいろ
ことを話し合う。 子 ＶＴＲ な職業があることに気付かせる。課 （ ）

→【役割認識・職業理解】題
２ 働く人の姿に着目し、本時の学習課把
題を立てる。 ・ 大人はなぜ働くか」を問い、問題意握 「

識をもたせる。
→【役割認識・職業理解】

・働くことの意味を子どもたちなりに考
３ 大人が働く理由を自分なりに考え、 ワークシー えさせる。

→【役割認識・職業理解】発表し合う。 ト
（予想される反応）
・お金のため ・家族のため ・収入に関した予想を取り上げ 「なぜ、
・自分の楽しみのため お金が必要か」問う。具体的な生活場
・社会に役立つため 等 面を想定させながら、働くことには、

収入によってくらしを支える目的があ本 課
４ 大人が働く理由を知る。 ることを押さえる。

】題 (1)「収入を得る」ことの意味を考える。 →【役割認識・職業理解・将来設計

○くらしをささえる ・インタビューから、収入以外の目的に
気付かせる。時 追

→【役割認識・職業理解・将来設計】(2)働く人の話から、収入以外の働く理由 働く人の声
を知る。 （ＶＴＲ）究
○人の役に立つ喜び ・無報酬でボランティア活動に取り組む
○自分の好きなことに取り組む楽しさ 人の話から、自分の力を生かしたり、
○自分力を発揮できる満足感 他者のために力を発揮したりすること

で得られる喜びに触れさせる。
→【役割認識・職業理解・将来設計】(3)地域でボランティア活動に取り組む人 ボランティ

の話を聞き、収入以外の働くことの喜 アの人の話
びを知る。 （ＧＴ） ・学校生活の場面でも、清掃活動等で働

く喜びが得られる場が多くあることを
５ 本時の活動を振り返り、働くことや 伝え 「よく学び、よく働く」学校生ま ワ ー ク シ ー 、
職業について感じたことを書く。 活をめざすよう促し、学習を終える。と ト

→【役割認識・職業理解・将来設計】め ６ 今後の学校生活に期待する担任の話 担任の話
を聞く。

○感想を記述したワークシートに教師からのコメントを記し、これからの学校生活でも自分の仕事事
や役割をしっかり果たすよう励ましていく。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【社会】→産業に従事する人々の学習で、働く人の努力や苦労、喜びを調べる。
【道徳】→資料「まごころのボランティア活動」を読み、公共のために尽くすことの価値を考える。

大人はどうして働くのか考えよう。
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「係活動を見直そう」１．題材名
〔５年―学級活動(1)：学級や学校の生活の向上に関すること〕

２．目 標

◎ 学級生活の向上のために果たす係活動の大切さを理解し、よりよい係活動に向けて、活動内容を
工夫したり、仕事に取り組む意欲を高めたりする。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○学級生活を営む上で、係活動が大切な役割をもつことに気付かせ、自己の仕事に対する責任感を
高めさせる。

○係活動の改善に向けて、進んでアイディアを出したり、友達と協力して活動したりすることがで
きるようにする。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：自己の考えを進んで発表したり、友達の意見を取り入れたりしながら、】

話合い活動やグループでの相談などに主体的に取り組む。
【役割認識力 ：学級生活を支えるための係活動の役割に気付き、自分の仕事の大切さをとらえる。】
【職業理解力 ：友達と協力して働くことやアイディアを生かして活動することの楽しさを知り、進】

んで係活動に取り組もうとする。
【課題解決力 ：これまでの係活動の問題点を見つけ、活動の仕方や内容などの工夫ができる。】

４．展開案
○今の係活動の現状について振り返るアンケートを実施し、資料化しておく。
○係担当の子どもたちには、話合い活動を円滑に進めるために、事前の準備をしっかり行うよう話
すとともに、その取り組み状況を把握し適宜指導する。事

○「話合いカード」を学級全員に配付し、話合いの内容を知らせるとともに 「今の係活動には、前 、
どんな問題があるか 「問題を改善するためにはどんな方法があるか」の２点について、自分の」
考えをしっかりもたせておく。
話合いの順序 児童の活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点 資料等

１ はじめの言葉 ・係が開会宣言をする。 ・各係の子どもが自信をもって自分
の役割に取り組めるように、事前

２ 係の紹介 ・各係が自己紹介において、 の教師の声がけを大事にする。 話合いカ
自分の役割と目標を話す。 ード→【コミュニケーション・役割認識】

３ 議題の確認 ・本時の議題、話合いのめあ ・話合いカードを用い、本時の活動
て、話合いの進め方を確認 への意欲と見通しをもたせ、どの

。する。 子も主体的に話合いに参加させる
】→ ・【コミュニケーション 課題解決・役割認識

４ 先生から ・担任の話を聞き、係活動の ・係活動の必要性を問い、その役割 アンケー話
○係活動の意義 大切さを確認する。 の大切さを確認させる。 ト結果合

職業理解・役割認識】い ○係アンケートの ・係アンケートの結果を見て、 →【

。活 結果発表 本時の活動の方向性をもつ

・係アンケートで、互いの係の活動動
５ 話合い ・現状の問題点を出し合いな 状況をチェックさせ、その結果を

（

①係活動の問題点 がら、係活動の改善の視点 公表することで問題点に気付かせ本
を出し合う。 をとらえる。 る。時

【 】
）

②係グループ毎に → コミュニケーション・課題解決・役割認識

係活動改善の取
り組みを話し合 ・各グループの話合いの状況を参観
い 「係パワー し、建設的な意見やアイディア等、
アップマニフェ を紹介していく。 係パワー
スト」に書く。 アップマ→【 】コミュニケーション・課題解決・役割認識

③係毎に「マニフ ニフェス
ェスト」を紹介 ・各係のマニフェストを聞き ・話合いの結果を「マニフェスト」 ト
し合う。 合い、よりよい活動に向け に表現させることで、実践化に向

意見を交換する。 けた意欲化を図る。
・本時の活動の振り返りをカ 振り返り→【 】コミュニケーション・職業理解・役割認識

６ まとめ ードに書く。 カード
・本時の活動について担任の ・話合いの内容、話合い活動への取
話を聞く。 り組み態度、係の働きの様子、今

７ 先生から 後の活動への意欲付け等を視点に
話し、今後の係活動への意欲化

８ 終わりの言葉 ・係が閉会宣言をする を図る。
→【職業理解・役割認識】

○「係マニフェスト」を掲示し、互いの活動状況をチェックし合う。事
○子どもたちの活動の様子を観察し、改善された点や努力している点を評価していく。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「よみがえれ日本海」を読み、勤労の意義を理解し、人や社会に奉仕する喜びを知る。

係活動パワーアップ計

画を立てよう！

①活動の態度

・みんなが働く

②活動の内容

・よりみんなのために

・より楽しく 等
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「近視を予防しよう」１．題材名
〔５年―学級活動(2)：基本的な生活習慣の形成・健康で安全な生活態度の形成〕

２．目 標

◎ 姿勢や照明等が視力に及ぼす影響を知り、目の健康を保持するための実践意欲をもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○健康が生涯の財産であり、自らの命や健康を守ることの大切さに気付かせる。
○自らの健康に関する資料や情報を適切に読み取ったり、活用したりする力を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【情報活用力 ：ＧＴの話や写真、グラフ等の資料を適切に読み取り、目の健康に関する問題を見つ】

けたり、目の健康保持の方法を理解したりする。
【課題解決力 ：自らの健康に対する関心を高め、目の健康を守るための方法を知り、学んだことを】

実生活で進んで生かそうとする。

（Ｔｅａｍ Ｔｅａｃｈｉｎｇ：Ｔ１＝学級担任・Ｔ２＝養護教諭）４．展開案
○視力検査の結果をまとめ、過年度からの視力の推移(平均値）をグラフ化しておく。事
○養護教諭との連携（T.Tでの授業)を図り、本時の授業プランの検討を協議しておく。前

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 視力の推移のグラフを見て、気付い 視 力 の 推 移 ・過年度との比較から、視力が低下傾向
たことを話し合う。 のグラフ にあることを読み取らせる。課

→【情報活用・課題解決】

２ 視力が低下して起こる問題点を話し題
合う。 ・自らの夢の実現には健康が欠かせない

ものであることや、目が他に代え難い把
３ 視力の大切さを確認し、本時の学習 機能をもっていることを押さえさせ、
課題を立てる。 自分の問題として本時の学習をとらえ握

させるようにする。
→【情報活用・課題解決】

４ 近視の原因を予想する。 ・自分の生活態度を振り返らせながら、ワークシート

問題点を考えさせるようにする。
→【情報活用】課

５ T2の話（資料・実験）から、近視の本
原因を知る。題
(1)照明や明るさによる影響 照 明 に よ る ・養護教諭が写真等の具体的な資料を基

・暗闇でテレビを視聴する子ども 目の影響(写 に、明るさや姿勢等が目に与える影響時 追
の写真と目(瞳孔）の様子の写真 真） を説明する。

→【情報活用・課題解決】究 ・隣同士での明るさと瞳孔の変化 瞳 孔 変 化 の
の実験 実験

(2)姿勢による影響 問 題 あ る 姿
勢の写真 ・長時間のゲームやテレビ視聴が与える

６ T2の話から、近視を防ぐ生活の仕方 問題を子ども自身に考えさせる。
→【情報活用・課題解決】を知る。

・照明について（教室・部屋）
・テレビの視聴やゲームの時間の
視聴時間

・正しい姿勢
・充実した人生を送るためにも健康を守

７ 本時の学習で感じたことや、これか ることが大切であることや、自分の体ワークシート

らの日常生活で努力することをワーク は自分で守っていく必要があることを
シートに書き、発表し合う。 伝える。ま

→【課題解決】と
８ T1、T2から、自らの健康は自分で守め
ろうとする気持ちをもつ。

○２週間程度の「姿勢チェックカード」による取り組み期間を設け、学習事項の実践化や習慣化を
促す。事

○授業の様子や子どもたちが書いたワークシートの内容等を学級通信等で知らせ、家庭でも目の健後
康に気を付けたくらしをするよう伝える。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【体育】→保健領域「病気の予防」において、自らの健康は自分で守ろうとする意識をもつ。
【日常生活】→照明等の教室環境や姿勢等に気を付けたくらしをする。

近視を防ぐにはどうしたらよいだろうか。



-49-

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

指
導
要
領
の
内
容

指
導
案
・
関
連
計
画
案

掲
載
ペ
ー
ジ

（６） 第６学年学級活動指導計画

① 第６学年学級活動年間題材一覧

進路発達にかかわる能力

自 役 職 将 情 課 意

己 割 業 来 報 題 思月 題 材 名 指 導 の ね ら い
理 認 理 設 活 解 決
解 識 解 計 用 決 定
力 力 力 力 力 力 力

50４ ☆ ☆○最高学年の役割 (2)最高学年としての役割を知り その責任を果たそうとする意欲とリーダーとしての自覚をもつ、 。

51月 ☆ ☆ ☆○学級目標を決めよう (1)一人一人が理想とする学級像を話し合い、その実現に向け、学級目標を決めることができる。

43○学級組織を決めよう 学級生活の向上のために必要な組織と自分の役割を決め、活動意欲をもつ。(1) ☆ ☆

52○安全な登下校を考えよう (2)安全な登下校の仕方を知るとともに、自らの安全を主体的に守ろうとする意識をもつ。 ☆ ☆☆

73５ ☆ ☆○修学旅行を成功させよう 修学旅行の目的を明らかにし 目的実現のための目標や約束を決めることができる(1) 、 。

73月 ☆ ☆○修学旅行を振り返ろう 目標や約束の達成状況を振り返り、旅行の成果と課題を今後の生活に生かそうとする。(1)

53○そうじ名人になろう (2)そうじの仕方を振り返り よりよいそうじの仕方を知るとともに 働くことへの一層の意欲をもつ、 、 。 ☆☆ ☆

72○運動会を成功させよう 運動会の成功に向けての意欲をもち、学級や個人の目標を立てることができる。(1) ☆ ☆

72６ ☆ ☆○運動会を振り返ろう 目標の達成状況を振り返り、運動会の成果と課題を今後の生活に生かそうとする。(1)

54月 ☆☆○歯の健康について考えよう (2)日常の歯磨きの様子を振り返り、正しい歯磨きの仕方を知り、実践に生かそうとする。

55○自分のよさを見つけよう (2)よいところ見つけの活動をとおし 自分のよさに気付くとともに 他者との温かな人間関係を築く、 、 。 ☆☆ ☆

32７ ☆ ☆ ☆○学級集会の計画を立てよう 学級集会の意義を明らかにしながら、集会の目標や内容、役割等について話し合うことができる。(1)

33月 ☆☆○学級集会をしよう 集会の目標に基づき、役割や約束を着実に果たしながら、学級の結びつきを強めることができる。(1)

56○充実した夏休みに！ (2)夏休みを有意義に過ごそうとする意欲をもち、具体的な目標や計画を立てることができる。 ☆☆

57８ ☆☆○２学期の目標を決めよう (2)１学期や夏休みの生活の反省を基に 具体的な目標を立て ２学期の学校生活への意欲をもつ、 、 。

43月 ☆☆○学級組織を決めよう 学級生活の向上のために必要な組織と自分の役割を決め、活動意欲をもつ。(1)

58９ ☆ ☆ ☆○たばこと健康 (2)喫煙が健康に及ぼす影響を知り、自らの健康や人生を大事にしようとする気持ちをもつ。

47月 ☆☆☆○係活動を見直そう 係活動の現状を見直しよりよい学級生活を送るための係活動の仕方について話し合うことができる(1) 、 。

76○学習発表会を成功させよう 小学校最後の学習発表会の成功に向けて意欲をもち 学級や個人の目標を立てることができる(1) 、 。 ☆☆

7610 ☆ ☆ ☆○学習発表会を振り返ろう 目標の達成状況を振り返り、学習発表会の成果を生かし、今後の生活のめあてをもつ。(1)

59月 ☆☆☆○「フリーター」って何？ (2)フリーター問題を調べ、自分の将来の職業生活についての関心を高める。

60○未来の「自分史」を作ろう (2)夢や憧れをもって、自らの将来設計について考えることができる。 ☆ ☆☆ ☆

6111 ☆☆○家庭学習パワーアップ作戦 (2)家庭学習の意義やよりよい学習方法を考え、自らの向上に向けて、家庭学習への意欲をもつ。

62月 ☆ ☆○読書は心の栄養 (2)感動した本を紹介し合ったり 読書の価値を話し合ったりしながら 読書への親しみを広げる、 、 。

☆☆○卒業に向けて 「卒業」の意義を知り、小学校のまとめとしての学校生活の過ごし方を考え、卒業までの見通しをもつ。(1)

3212 ☆ ☆ ☆○学級集会の計画を立てよう 学級集会の意義を明らかにしながら、集会の目標や内容、役割等について話し合うことができる。(1)

33月 ☆☆ ☆○学級集会をしよう 集会の目標に基づき、役割や約束を着実に果たしながら、学級の結びつきを強めることができる。(1)

63○充実した冬休みに！ (2)冬休みを有意義に過ごそうとする意欲をもち、具体的な目標や計画を立てることができる。 ☆☆

57１ ☆ ☆☆○小学校生活最後の過ごし方 小学校生活最後の過ごし方を考え、３学期に向かう意欲をもち、具体的な目標を立てることができる。(1)

64月 ☆ ☆☆○言葉について考えよう (2)言語環境を振り返り、よりよい言葉づかいについて考えることができる。

65２ ☆ ☆ ☆ ☆○もうすぐ中学生 (2)中学校生活に対する不安や悩みを解消し、新しい生活に向けた期待や希望をもつ。

12月 ☆ ☆○感謝の気持ちを伝えよう 小学校生活を支えてくれた人々 の存在に気付き お世話になってきた人々 への感謝の気持ちを表現できる(1) 、 。

66○命の誕生について考えよう (2)命の誕生の様子や家族の心情等を調べ、自他の命を尊重しようとする心をもつ。 ☆☆ ☆

○学級お別れ会をしよう 集会をとおして お互いの成長やがんばりを認め合い 自他のよさに気付くことができる 32/33３ ☆☆(1) 、 、 。

67月 ☆ ☆ ☆○６年間の成長を振り返ろう (2)自分や友達の成長を自覚し、新しい生活や将来に向けて夢や希望を膨らませることができる。

は、指導案掲載ゴシック反転表示
題材です。 のゴシック網掛け表示
題材は、類似内容及び関連活動の
指導案が掲載されています。
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② 第６学年学級活動指導展開例

「最高学年の役割」１．題材名
〔６年―学級活動(2)：希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ 最高学年としての役割を知り、その責任を果たそうとする意欲とリーダーとしての自覚をもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○小学校最終学年のスタートに当たり、自らの学校生活をよりよいものにしていこうとする意欲を
高め、目標をもって生活を心がけさせる。

○最上級生としての自分の役割を理解させ、様々な活動に取り組む意欲を高める。
☆進路発達にかかわる諸能力
【役割認識力 ：６年生の仕事や役割を考え、最高学年としての責任の大きさに気付く。】
【意思決定力 ：最高学年としての自覚を高め、自己の具体的な努力目標を立て、リーダーとしての】

活動に進んで取り組もうとする意欲をもつ。

４．展開案
「 」 、 。事 ○ ６年生への期待の声 として ＶＴＲの収録やゲストティーチャーへの協力依頼を行っておく

○進級時の子どもたちの様子がわかる資料（日記等）を収集しておき、本時の展開に位置付ける。

○本時の授業内容を事前に知らせておき、学習の構えをもって授業に臨ませるようにする。前
学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ ６年生に進級した今の気持ちを発表 ・進級した気持ちを自由に話し合わせた
し合う。 り、□の中に入る言葉を予想させたり

２ 「６年生とは学校の である」の 紙板書 しながら、本時の学習の方向性（６年課 □

□に入る言葉を予想する。 生としての在り方を考える）を示す。題
役割認識】把 ３ 本時の課題を設定する。 →【

・ ６年生とは学校の顔である」を板書握 「
で示し、文の意味を問いながら課題設
定につなげる。

役割認識】４ 「学校の顔」の意味について自分な ワ ー ク シ ー →【

りに考え、ワークシートに書く。 ・自分なりの考えを記述させることによト

り、課題について子どもたち個々が主
５ ６年生としての仕事や役割について 体的に考えられるようにする。

意思決定】課 考える。 →【

(1)知っている６年生の仕事を発表し合 ・これまでの学校生活を振り返らせなが本
う。 ら、６年生がどのような場で、どのよ題

６年生に期 うな仕事をしているか発表させ板書す
(2)ＶＴＲ資料やインタビュー活動等か 待すること る。追

情報活用・意思決定】時 ら、６年生に対する期待や願いにつ （ＶＴＲや →【

いて気付く。 ゲストティ ・下級生や教職員の「６年生に期待する究
ーチャー） 声」をＶＴＲで示したり、校長先生の

(3)最高学年に期待する担任の願いを聞 話を直接聞かせたりしながら、最高学
く。 年としての期待に気付かせたい。

役割認識・意思決定】６ ６年生として自分の頑張りたい目標 →【

をもつ。 目標カード ・ＶＴＲを視聴した感想等を子どもたち
から引き出しながら、担任としての学
級作りや６年生に期待する思いを伝えま
る。と

役割認識・意思決定】め ７ 教師の話を聞き、今後の活動の見通 →【

しをもつ。 ・最高学年としての役割を自覚させなが
ら、リーダーとして自分なりにがんば
っていきたい目標を決めさせ、カード
に書かせる。

役割認識・意思決定】→【

○子どもたちが立てた目標を教室に掲示し、活動の意欲化を図る。事
○シール等を用いながら、目標に応じた活動状況を自己評価させる。
○子どもたちの活動状況をチェックしながら、適宜指導したり賞揚したりする。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【児童会活動：１年生を迎える会】→最高学年としての自覚をもって、会の企画や運営、１年生のお世
話に取り組む。

【児童会活動：児童総会・委員会】→組織作りや活動計画の立案の際に、進んで意見を出したり、主体
的に活動したりする。

【クラブ活動】→組織作りや活動計画の立案、クラブの運営にリーダー性を発揮して取り組む。

「６年生とは学校の顔である」とはどんな意

味か考えよう。
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「学級目標を決めよう」１．題材名
〔６年―学級活動(1)：学級や学校の生活の向上に関すること〕

２．目 標

◎ 一人一人が学級の成員としての自覚と理想の学級像をもち、よりよい学級生活を願いながら、主
体的に学級目標作りに取り組むことができる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○集団の場でも自分の考えをしっかりもち、表現できる力を育てる場とする。また、話合いの運営
にかかわる自己の役割を責任をもって果たそうとする態度を育てる。

○よりよい学校生活を願う気持ちをもたせ、目標をもって行動することの意義に気付かせる。
☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：自己の考えを進んで発表したり、友達の意見を取り入れたりしなが、学】

級目標作りに主体的に取り組む。
【役割認識力 ：話合い活動における自分の役割を理解し、事前の準備や当日の運営において、意欲】

的に責任を果たそうとする。
【意思決定力 ：学級目標についての話合いを通じ、よりよいクラスを作っていこうとする願いを 高】

め、目標実現に向けた一層の実践意欲をもつ。

４．展開案
○始業式や学級活動（ 最高学年の役割 ）の授業等で、最上級生としての意欲とリーダーとしての「 」
自覚を高めておく。

○計画委員会を組織し、議題、話合いのめあて、話合いの内容、役割分担を決める。事
○係担当の子どもたちには、話合い活動を円滑に進めるために、事前の準備をしっかり行うよう話前
すとともに、その取り組み状況を把握し適宜指導する。

○「話合いカード」を学級全員に配付し、話合いの内容を知らせるとともに 「どのような学級に、
したいか 「どのような目標がよいか」の２点について、自分の考えをしっかりもたせておく。」
話合いの順序 児童の活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点 資料等

１ はじめの言葉 ・係が開会宣言をする。 ・各係の子どもが自信をもって自分
の役割に取り組めるように、事前

２ 係の紹介 ・各係が自己紹介において、 の教師の声がけを大事にする。 話合いカ
自分の役割と目標を話す。 ード→【コミュニケーション・役割認識】

３ 議題の確認 ・本時の議題、話合いのめあ ・話合いカードを用い、本時の活動
て、話合いの進め方を確認 への意欲と見通しをもたせ、どの

。する。 子も主体的に話合いに参加させる
【 】４ 先生から ・担任の話を聞き、学級目標 → コミュニケーション・意思決定・役割認識

について積極的に話し合お話
うとする気持ちと、話合い ・最高学年として役割や小学校生活合
の視点をもつ。 最後の一年であること等についてい

５ 話合い ・話合いの柱に沿い、学級目 触れ、目標作りに向けた意欲を高活
標について話し合う。 める。動

→【意思決定・役割認識】
（

本
・話合いの目的（ 最高の顔」＝最時 「
高のクラス）を常に意識させ、そ

）

れぞれの考えのよさに着目させな
、 。６ まとめ ・話合いによって決まったこ がら 建設的な話合いをさせたい

【 】とを確認する。 → コミュニケーション・意思決定・役割認識

・本時の活動の振り返りをカ 振り返り
ードに書く。 ・話合いの内容、話合い活動への取 カード

７ 先生から ・本時の話合いについて担任 り組み態度、係の働きの様子、今
の話を聞く。 後の活動への意欲付け等を視点に

話す。
意思決定・役割認識】８ 終わりの言葉 ・係が閉会宣言をする →【

○話合い（学級会）の様子を学級通信にまとめ、話合い活動を振り返らせながら、今後の話合いや
学級生活に向けた意欲を高める。事

○決まった学級目標を掲示し、日々、目標を意識した生活に心がけさせる。教師も、常に学級目標後
に立ち返らせながら、子どもたちの学級生活の様子について評価していく。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【学級活動】→題材「最高学年の自覚」において最高学年に進級した喜びを感じるとともに、最上級生
としての自覚をもつ。

【国語】→巻頭の詩「創造」を読み、今後の生活についての意欲や夢を膨らませる。

「最高の顔」になれるよう、

学級目標を決めよう。

①自分が願うクラスの姿

②どんな目標がよいか

・スローガン ・具体目標
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「安全な登下校を考えよう」１．題材名
〔６年―学級活動(2)：健康で安全な生活態度の形成〕

２．目 標

◎ 安全な登下校の仕方を知るとともに、自らの安全を主体的に守ろうとする意識をもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○将来の夢や希望は命があってこそ実現できるものであることに気付かせ、自らの命を大切にしよ
うとする気持ちや態度を育てる。

○命にかかわる諸資料を効果的に活用できる力を育てる場とする。
☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：命の尊さに気付き、自らの安全を主体的に守ろうとする気持ちをもつ。】
【情報活用力 ：諸資料から事故の危険性を読み取り、安全な登下校の仕方を理解する。】
【課題解決力 ：危険マップ作りの活動等から登下校時の危険性を知り、進んでルールを守り、安全】

な行動をとることができる。

４．展開案４．展開案
○学区内の事故や事件、子どもの安全にかかわる資料等を収集しておく。事
○登下校時を含め、学校での子どもの安全を願う保護者の気持ちを手紙に書いていただくよう、事
前に家庭からの協力を得る。前

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 身近に見たり、経験したりした登下 ・新聞記事や写真等の安全にかかわる資
校中の事故や事件について話し合う。 事故や事件 料を提示し、感想を話し合わせる。課

→【自己理解・課題解決】題 ２ 登下校時の事故や事件に関する資料 に関する写

を提示し、感想を話し合いながら、本 真、新聞記把
時の学習課題を立てる。 事等 ・登下校時の危険性の大きさに気付かせ握

ながら、本時の学習課題を立てる。
自己理解・情報活用・課題解決】→【

３ 学区内の「危険マップ作り」の活動
を行い、登下校時の危険性を知る。 ・これまでの経験を基に、学区内にはど
・学区の地図を基に、交通事故にかか のような危険性があるかを子どもたち学 区 内 の 地

、 。わる危険箇所を調べる 自身に考えさせ 地図に表現していく図

→【情報活用・課題解決】・不審者等の「声かけ事案」

本
４ 登下校時の安全を守る方法について ・最高学年としての役割についても考え課
知る。 させたい。

→【自己理解・情報活用・課題解決】題 ・交通ルールの遵守
・危険回避行動時
・下学年への模範、指導 ・将来の夢や希望の実現は命があってこ追

そ実現されるものであることに気付か

５ 命の尊さを考え、自らの安全を守ろ せたい。究
→【自己理解・課題解決】うとする意識を高める。

(1)自分の夢や希望について考えながら
命の価値に気付く ・手紙から自分の命は、多くの人々の愛

(2)手紙から子どもの命を常に気づかう 情で育まれていることをとらえ、自ら
保護者の願いを知り、命のもつ意味 保護者から の命を大事にしようとする気持ちをも
の大きさに気付く の手紙 つ。

→【自己理解・情報活用・課題解決】

６ 自らの登下校の仕方を振り返り、今
後の生活で気を付けていきたいことや ・本時の学習を振り返らせ、感じたことま ワ ー ク シ ー

努力したいことをワークシートに書く や今後の生活で実践していきたいことと 。ト

をまとめさせる。め
→【自己理解・課題解決】７ 教師の話を聞き、実践に向けた意識

を高める。
○安全指導部担当や保護者と連携を取りながら、登下校時の様子を観察し、適宜評価する。事
○学習の様子を学級通信等で保護者にも知らせ、家庭との連携の上で、学習事項の実践化を図る。

○交通安全教室で、具体的な安全指導を行う。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「ラッシュアワーの惨劇」を基に、自他の生命を尊重しようとする気持ちを深める。
【学校行事】→正しい交通安全の仕方を知り、自らの身を守る安全意識を高める。

安全な登下校の仕方を知ろう。
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「そうじ名人になろう」１．題材名
〔６年―学級活動(2)：基本的生活習慣の形成、その他の内容（勤労に関する指導 〕）

２．目 標

◎ そうじの仕方を振り返り、よりよいそうじの仕方を知るとともに、働くことへの一層の意欲をも
つ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○働くことの意義や喜びを感得させる場とする。
○学校生活を支える自分の役割を理解させ、勤労意欲を高める。

☆進路発達にかかわる諸能力
【役割認識力 ：健康的な学校生活を維持するためのそうじの意義や、自己の役割を果たして働くこ】

との大切さに気付く。
【職業理解力 ：校舎内の清掃活動にかかわらせ、地域社会の健康的なくらしを支えている職業につ】

いて関心をもつ。
【課題解決力 ：学級生活を向上させるために、進んで清掃活動に取り組もうとする。】

４．展開案
○日常の清掃活動の様子をＶＴＲに収録しておく。事
○そうじに関する子どもたちの意識調査を行い、グラフ化しておく。前

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 日常の清掃活動の様子をＶＴＲで振 ・ＶＴＲやアンケート結果の資料から、
り返り、問題点に気付く。 そうじの様 これまでの清掃活動における問題とし

子のＶＴＲ て、①技術的な問題と②勤労意欲にか課
２ そうじに関するアンケート結果のグ かわる問題の２点をとらえさせる。題

課題解決】把 ラフを見て気付いたことを話し合い、 そうじに関 →【

本時の学習課題を立てる。 する意識調 ・最高学年の責任とそうじにかかわる現握
査結果 状とを見つめ直させ、最上級生として

の役割を確かめさせ、本時の課題設定
につなげる。

→【役割認識・課題解決】

３ そうじの意義について考える。 ・アンケート結果を基に、そうじの必要
(1)そうじが必要な理由を各自考え、意 性について改めて考える場とする。衛
見を交流し合う。 生的な理由だけでなく 「働くことに、

よる気持ちよさ」について視点を当て
(2)清掃にかかわる業務についている人 清掃ボラン ていく。

→【役割認識・職業理解・課題解決】たちについて、知っていることを発 ティアの人
表し合い、働く人たちの気持ちにつ の話（文） ・生活科や社会科の学習を想起させ、家本
いて考える。 の人たちや市の清掃事業で働く人々、課

地域のボランティアの方々の存在に気

(3)野球用具を大事にする「イチロー選 付かせる。ボランティアの方々の話か題
手」の姿から、自分たちの校舎を大 ら、地域のために働くことの喜びに気時
事にすることの意義を考える。 イチロー選 付かせる。追

→【役割認識・職業理解・課題解決】手の写真と

文章資料 ・イチロー選手の姿から、気持ちよい学究
校生活を送るために自分たちの学びの

４ グループ毎により上手にそうじを行 めあてカー 場を大切にしようとする気持ちをもた
う方法として 「そうじパワーアップ ド せたい。、

→【役割認識・職業理解・課題解決】作戦」を立てる。
５ 本時の学習を振り返り、考えたこと ・今までのそうじの現状を振り返らせな
や今後の生活で頑張っていきたいこと がら、よりよいそうじを行うための方ワ ー ク シ ー

をワークシートに書く。 法について話し合わせる。ト

→【役割認識・職業理解・課題解決】ま
６ ６年生のそうじに期待する校長先生 ・個々に今後の目標を持たせ、自分の役と
の話を聞き、実践化への意欲をもつ。 校長先生の 割を責任をもって果たそうとする気持め

話 ちをもたせる。
→【役割認識・課題解決】

○グループで立てた目標を掲示し、清掃活動での実践化を図る。事
○清掃時の子どもたちの様子を観察し、望ましい取り組み姿勢を評価する。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【道徳】→資料「よみがえれ日本海」を基に、勤労の意義を理解し、人や社会に奉仕する喜びを知る。
【学校行事】→運動会への取り組みにおいて、全校のために働くことの価値について考える。

学校一の「そうじ名人」をめざして、そう

じパワーアップ作戦を立てよう。
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「歯の健康について考えよう」１．題材名
〔６年―学級活動(2)：基本的な生活習慣の形成・健康で安全な生活態度の形成〕

２．目 標

◎ 日常の歯磨きの様子を振り返り、正しい歯磨きの仕方を知り実践に生かそうとする。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○充実した人生を送るために、自らの命や健康を守ることが大切であることに気付かせる。
○自らの健康に関する資料や情報を適切に読み取ったり、活用したりする力を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【情報活用力 ：ＧＴの話や写真等の資料から歯の健康に関する問題を見つけたり、正しい歯磨きの】

仕方を理解したりする。
【課題解決力 ：自らの健康に対する関心を高め、歯の健康を守るための方法を知り、実生活で進ん】

で生かそうとする。

（Ｔｅａｍ Ｔｅａｃｈｉｎｇ：Ｔ１＝学級担任・Ｔ２＝養護教諭）４．展開案

○歯科検診の結果から虫歯の罹患率をグラフ化しておく。事
○養護教諭との連携（T.Tでの授業)を図り、本時の授業プランの検討を協議しておく。
○本時の活動で使用する物（コップ・タオル・手鏡・色えんぴつ）を前日までの連絡し、準備して前
おく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 虫歯の罹患率のグラフを見て、気付 虫 歯 の 罹 患 ・歯磨きの習慣が形成されているにもか
いたことを話し合う。 率グラフ かわらず、虫歯の罹患率が高いという課

事実に気付かせたい。

→【情報活用・課題解決】題 ２ 養護教諭(T2)の「虫歯がもたらす悪 虫 歯 の 悪 影
影響」の話を聞き、感想を話し合う。 響 に 関 す る

写真 ・養護教諭が写真等の具体的な資料を基把
に、虫歯がもたらす悪影響について、

３ 本時の学習課題を立てる。 子どもたちに説明する。握
→【情報活用】歯 の き れ い

な ス ポ ー ツ
選手の写真 ・運動や学習面等にも影響が大きいこと

に気付かせ、子どもたちが抱く夢や希本
４ カラーテスターを用い、汚れの付着 望の実現にも影響を与えることを知らワークシート

しやすい部位を調べ、気付いたことを せ、歯の健康を自分の問題としてとら
話し合う。 えさせたい。スポーツ選手の写真等も課

参考資料として提示する。時
→【情報活用】題

５ T2の話から正しいブラッシングの方 モ デ ル 用 歯
法を知る。 ブラシ ・汚れの付着しやすい部位を予想させた追

後に、活動に入る。ワークシートに測
６ 正しいブラッシングを意識しながら 定結果を色鉛筆で記入させ、日常の歯究 、
実際に歯磨きを行う。 磨きの問題点に気付かせたい。

→【情報活用・課題解決】

ワークシート７ 本時の学習で感じたことや、これか
らの日常生活で努力することをワーク ・各自ワークシートに記入させることに
シートに書き、発表し合う。 より、健康に対する個々の意識を高めま

させたり、実践化に向けた意欲を高めと
８ T1、T2から健康に本時の学習や健康 たりする。め

→【情報活用・課題解決】に関する話を聞き、自らの健康は自分
で守ろうとする気持ちをもつ

・充実した人生を送るためにも健康を守
ることが大切であることや、自分の体
は自分で守っていく必要があることを
伝える。

→【課題解決】

○２週間程度の歯磨きカードによる取り組み期間を設け、学習事項の実践化や習慣化を促す。事
○授業の様子や子どもたちが書いたワークシートの内容等を学級通信等で知らせ、実践化に向けた

家庭との協力を図る。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【体育】→保健領域「病気の予防」において、自らの健康は自分で守ろうとする意識をもつ。

虫歯にならないための歯みがきの仕方を知ろう。
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「自分のよさを見つけよう」１．題材名
〔６年―学級活動(2)：希望や目標をもって生きる態度の形成・望ましい人間関係の育成〕

２．目 標

◎ 「よいところみつけ」の活動をとおし、自分のよさに関心をもつとともに、他者との温かな人間
関係を築こうとする気持ちをもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○互いのよさを見付けさせる活動を通し、自他の存在を尊重し、よりよい人間関係を築こうとする
態度を培う。

○自己肯定感を高め、今後の学校生活や将来への夢や希望を膨らませる。
☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：他者の「よさみつけ」の活動に進んで取り組み、自他の違いや個性を認】

める気持ちをもつ。
【自己理解力 ：自分自身の長所や個性を見つめ、自己を大事にしようとする気持ちをもつ。】
【将来設計力 ：自らの将来の生き方について興味や関心をもち、自己の個性や長所を生かした夢や】

希望を膨らませることができる。

４．展開案
○日常から個々の子どもの活躍や頑張りの様子を観察し、ファイル等に記録しておく。事
○保護者に協力を依頼し 「我が子のよさと願い」について、カードに書いていただいておく。、
○金子みすゞの詩「わたしと小鳥とすずと」を板書資料として用意しておく。前
○事前に 「自分のよさ」をテーマにして考えたことをワークシートに書かせ、記述状況を把握し、
ておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 金子みすゞの詩「わたしと小鳥とす 「 わ た し と ・３年生で学習した詩を音読させ、詩に
ずと」を音読し、詩の内容について話 小 鳥 と す ず 表現された内容（互いの個性を大事に課
し合う。 と」 し合う詩）を想起させる。題

→【コミュニケーション】把
学級目標握

２ 本時の学習目標を設定する。 ・本時は、自分のよさや友達のよさを見
つけ、よりよい学級作りにつなげてい
く時間であることを知らせる。他者の
よさを見つける目をもつことのすばら

３ 「よいところみつけ」の活動の方法 しさを話し、活動への意欲化を図る。ワークシート

→【コミュニケーション・自己理解】を知らせる。
・否定的なことや相手を傷つける内容等よいところみ

は絶対に書かないという指導を徹底すつけカード

る。
→【コミュニケーション・自己理解】本 課

・事前に保護者に依頼していたカードと

担任が記入したカードを配付する よ題 。「
４ 保護者や担任が書いた よいところ よ い と こ ろ いところメッセージ」をとおし、自分「 」

カードを読む。 カード のよさや周囲の愛情に気付かせる。時 追
→【自己理解・将来設計】５ 友達や保護者、担任が書いた「自分 （担任・保護

のよさ」を読み、気付いたことや感想 ・人によって個性は異なることや、誰も究 者）

を話し合う。 がすばらしいよさがあることを押さえ
る。
→【コミュニケーション・自己理解・将来設計】

・互いのよさを見つけ合うことによってワークシート

６ 本時の学習を振り返り 「よいとこ 感じる温かな気持ちや自分を大切に思、
ろみつけ」を行ってみて、わかったこ う気持ちを大切にさせたい。ま

→【コミュニケーション・自己理解・将来設計】と とや感じたことを話し合う。
・学級目標の実現に向かい、互いのよさめ

７ 学習内容を想起しながら「わたしと を大事にしながら頑張っていくことを
小鳥とすずと」を音読する。 確認し、本時の学習を終える。

→【コミュニケーション・自己理解・将来設計】

○本時の学習の内容を家庭にも知らせ、自他の個性を大切しようとする気持ちを学校、家庭でも作事
っていく。

○帰りの会等でも「よいことみつけ」を行い、互いのよさを大事にする心を育てる。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【日常活動】→「帰りの会」で他者のよさや頑張りを紹介し合う。
【道徳】→資料「なぜ子どもは学校に行かねばならないのか」を基に、夢や希望を見出し自分を生かし

ていくことの大切さについての自覚を深める。

自分や友達のよいところをたくさん発見しよう！

①カードに書く内容を知らせる。

②友達のよいところを見つけて書く。

・始めに隣どおし書く。

・次に無作為に選んだ友達について書く（３回）

③最後に、自分にカードを戻し、読み合う。
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「充実した夏休みに！」１．題材名
〔６年―学級活動(2)：希望や目標をもって生きる態度の形成・健康で安全な生活態度の形成・基本的生活習慣の形成〕

２．目 標

◎ 小学校最後の夏休みを有意義に過ごそうとする意欲をもち、自己の向上を図るための具体的な目
標や計画を立てることができる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○年度当初に立てた目標の実現状況を振り返らせ、自らの生活について主体的に考えさせる場とす
る。

○充実した生活を送ろうとする意欲を高め、その実現のための努力目標を決めたり、具体的な計画
を立案したりする力を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【課題解決力 ：有意義な夏休みを過ごすために、目標や具体的な取り組み事項を主体的に決めるこ】

とができる。
【意思決定力 ：１学期の反省を基に自己を向上させようとする気持ちをもち、よりよい夏休みを過】

ごそうとする意欲をもつ。

４．展開案
○学期当初に立てた個人の目標の実現状況を振り返るワークシートを事前に配付し、１学期の成果
や反省点を子どもたち個々に考えさせておく。事

○これまでの学級の歩みや成長がわかる具体的な資料（学級通信や写真等）を準備しておく。
○夏休みに頑張りたいことや取り組みたいことを事前に考えさせておく。家での手伝いや家庭行事前
等、計画に必要な事項については、事前に家庭で話し合わせておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ １学期の目標を振り返り、成長した ・成長点、努力点について版書で整理すワークシート

点や努力が必要な点を明らかにする。 る。教師の側からもクラスや子どもた
学 級 の 歩 み ちの成長点を具体的に示し、成長した
や 成 長 が わ ところや頑張ったところを大いに評価課
か る 具 体 資 し、認めていく。題

→【意思決定】把 ２ 夏休みのもつ意義について教師の話 料
を聞き、本時の学習課題を立てる。 ・教師自身の体験談等を基に、小学校生握

活最後であること、いろいろなことへ
の挑戦や成長が期待できる夏休みであ
ることを話し、課題意識を高める。

→【意思決定】３ 夏休みの目標と具体的な取り組み事 夏 休 み の 計
項を考え、夏休みの計画を立てる。 画表 ・どのような夏休みを過ごしたいか、一本
① 全体目標を立てる 人一人の子にしっかりと考えさせる時
② 具体的な取り組み事項(目標）を決 間を確保し、１学期の生活で努力が必
める 要な点や、これまでの夏休みにおける
ア 学習について 課題等を想起させながら目標を立てさ時 課
○学習時間 せる。

→【課題解決・意思決定】題 ○学習内容

○興味や関心を追究する活動計画 ・家での仕事（手伝い）は、事前に家庭
イ 生活について で相談しておくようにさせる。追

→【課題解決】○生活時程
○手伝いの内容 ・家庭や地域、子ども会等で、各自の役究

ウ 体力作りの取り組み 割を明確にし、役割をしっかり果たそ
○早起きマラソン等 うとする気持ちを大事にする。

→【課題解決】エ 地域・子ども会活動について
○子ども会行事等 ・自らの生活について主体的に考えさせ

③ 行事予定を書く ながら、明確な目標を立てさせる。
→【課題解決・意思決定】４ 各自の目標や頑張りたいことを紹介

し合いながら、計画の吟味をする。 ・家庭や地域社会とのかかわりを積極的
５ 本時の学習を振り返り、夏休みに向 に設けた計画作りを働きかける。ま

→【課題解決・意思決定】と けた決意を発表し合う。
め
○計画表を回収し、計画が不十分な子どもには個別に指導する。教師の一言コメントを書き添え、事
夏休みに向けた意欲の向上を図る。

○個々の目標を学級通信等で紹介し、活動への意欲化を図る。後
○作成した計画表は家庭にも示し、子どもたちの自主的な計画遂行に向けた支援体制を作る。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【総合的な学習の時間】→「自由研究に挑戦しよう」の学習で、夏休みの研究テーマを決め、研究計画
を立てる。

充実した夏休みを過ごすために、しっかりした夏

休みの計画を立てよう！
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「２学期の目標を決めよう」１．題材名
〔６年―学級活動(2)：希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ １学期や夏休みの生活の反省を基に、具体的な目標を立て、２学期の学校生活への意欲をもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○１学期や夏休みのくらしを振り返らせ、自らを向上させようとする気持ちをもたせる。
○充実した学校生活を送ろうとする意欲を高め、その実現のための努力目標を決めさせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【課題解決力 ：これまでの生活を振り返りながら、目標や具体的な取り組み事項を主体的に決める】

ことができる。
【意思決定力 ：１学期や夏休みの反省を基に、さらに自己を向上させようとする気持ちをもち、よ】

りよい２学期を過ごそうとする意欲をもつ。

４．展開案
○２学期の始業式当日は、２学期の重要性や子どもたちへの期待を込めたメッセージを黒板に書い
て、子どもたちを迎える。事

○１学期の反省で用いた振り返りカードと２学期の目標を書くカードを準備しておく。前
○始業式当日の校長先生の話をＶＴＲ等の記録に撮っておく。また、始業式に出席する前に、式の
話をしっかり聞くよう教室で指導しておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 始業式での校長先生の話を想起しな 始 業 式 で の ・校長先生の話を基に、２学期に行われ
がら、２学期の学校生活への見通しと 校 長 先 生 の る行事等を発表させながら２学期の学課
意欲をもつ。 話 校生活に対する意欲を高める。題

→【意思決定】把
２ 本時の学習課題を立てる。 ・２学期がクラスも個人も最も成長でき握

る学期であること、スタートの気持ち
作りが大切であることを伝え、本時の
学習の意義をとらえさせる。

→【意思決定】３ これまでの生活を振り返りながら、 １ 学 期 の 振
学級として努力が必要なこと、個人と り 返 り カ ー ・ワークシートへの記述をとおし、学級
して重点的に２学期に取り組んでいき ド 全体の様子や個人の生活態度等、一人
たいことを考え ワークシートに書く 一人の子に自分の問題としてしっかり、 。 ワークシート

と見つめ直させる。課
→【課題解決・意思決定】

４ ２学期に学級全員で取り組んでいき ・ワークシートを基に発表させる。これ本 題
たいことを話し合う。 までの成長を押さえながら、さらなる

成長に向けて必要となる努力点を考え追
させる。

→【課題解決・意思決定】時 究 ５ ワークシートへの記述を基に、自分
自身で努力していきたいこと（２学期 目標カード ・ア～ウの３つの観点について目標を立
の目標）をカードに書く。 てさせる。目標は、何をどのように取
ア 学習態度に関すること り組むかが具体的にわかるものである
イ 生活態度に関すること こと、継続した取り組みが可能なもの
ウ 係や仕事等に関すること であることに留意する。目標を決める

際には、６年生としての役割や自覚を
大事にしたい。

→【課題解決・意思決定】６ 各自の目標を交流し合い、実践化へ
の意欲を高める。 ・個別的な取り組みととらえず、学級全ま

体で頑張っていこうとする雰囲気を大と
事にする。２学期での６年生に期待すめ
る担任の願いを伝え、目標を実践化を
促し学習を終える。

→【意思決定】

○学級での努力事項や個人の目標は教室に掲示し、シール等を用いながら日々自己評価(チェック)
が可能な環境を作る。事

○教師も子どもたちの活動状況や自己評価の様子をとらえ、適宜賞賛したり、指導したりする。
○授業の様子や個々の目標、日々の取り組み状況等を学級通信等で知らせながら、目標の実践化や後
意欲の持続化を図る。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【日常活動】→家庭学習や係活動、清掃活動等、自分で決めた目標を実践する。

２学期をしっかり過ごすための目標を決め

よう。
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「たばこと健康」１．題材名
〔６年―学級活動(2)：健康で安全な生活態度の形成〕

２．目 標

◎ 喫煙が及ぼす害悪について知り、自らの健康や人生を大事にしようとする気持ちをもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○たばこの害を調べさせることをとおし、自らの人生や健康を大事にしようとする気持ちや態度を
育てる。

○資料を効果的に活用する力や自らの意志を明確に表現できる力を育てる。
☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：喫煙の害悪と健康とのかかわりを考え、自らの健康や人生を大事にしようとする気】

持ちをもつ。
【情報活用力 ：養護教諭の話やデータ資料等から、喫煙が及ぼす害悪を知る。】
【意思決定力 ：喫煙が健康に与える影響を正しく理解し、進められてもきっぱりとした意志をもっ】

て断ることができる。

（Ｔｅａｍ Ｔｅａｃｈｉｎｇ：Ｔ１＝学級担任・Ｔ２＝養護教諭）４．展開案
○事後指導での家庭との連携を図るため、授業の内容を家庭にも知らせておき、保護者の授業参観
も呼びかける。事

○養護教諭との連携（T.Tでの授業)を図り、本時の授業プランの検討を協議しておく。
○喫煙経験のある方（現在、禁煙）に授業における協力を依頼しておく。また、喫煙に関するポス前
ターやＶＴＲ等の資料を収集しておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 喫煙に関するポスターや新聞記事等 ポ ス タ ー や ・マスコミ等で示される喫煙関連の資料
を見て、気付いたことを話し合う。 新聞記事等 には、禁煙を訴えるものが多いことに課
・たばこは健康に影響があるようだ 気付かせる。また、未成年者の喫煙が題
・２０歳未満は禁止になっている 禁止されている事実もとらえさせなが把
・禁煙が勧められている 等 ら、本時の課題設定につなげる。握

→【情報活用】２ 本時の学習課題を立てる。

・養護教諭が、喫煙と健康との関係につ
３ 「たばこ」についての自分なりのイ いて具体的な資料を基に説明し、喫煙
メージや知っていること等について話 が多くの重大な病気との相関関係があ
し合う。 た ば こ を 吸 ること、若年者の影響が大きいこと、

う 人 の 肺 の やめたくてもやめられにくいこと等を
４ 喫煙が健康に及ぼす影響を知る。 写真 しっかり押さえさせる。

→【情報活用】(1)養護教諭(T2)の話を聞く 喫 煙 と ガ ン
発 生 率 の 関 ・GTがなぜ禁煙を決めたか知らせること本
係 グラフ によって、たばこの害悪について具体課 （ ）

受 動 喫 煙 の 的にとらえさせたい。
→【情報活用】題 害の話 等

(2)ゲストティーチャー（喫煙経験者） GTの話 ・喫煙は違法行為であること、健康を害時
の話を聞く する行為は自らの豊かな未来の障壁に追

なることをしっかりと伝えたい。
→【自己理解・意思決定】究 ５ 健康面以外の喫煙の問題について知

る。 ・演技は真剣な気持ちで行わせる。たば
こを勧める側の役は、GTが務める。明

６ ロールプレーイングにより、たばこ ロ ー ル プ レ 確な意志をもって断ることの大切さを
を勧められたときの断り方を考える。 ー イ ン グ ワ 確認する。

→【自己理解・意思決定】ークシート
・喫煙の問題について、自らの人生や健

７ 本時の学習を振り返り、たばこにつ 康とのかかわりから考えさせる。喫煙
いての自分の考えを書く。 に限らず、しっかりとした善悪の 判ま

断力と意志をもって行動することが自と
分の人生を歩む上で大切となることをめ
伝え、本時の学習を終える。

→【自己理解・意思決定】

○本時の学習の様子を学級通信等で家庭にも知らせ、喫煙指導に関する家庭との協力を得る。事
○学習に用いた写真資料等を教室や廊下に掲示し、喫煙に関する理解を継続して図っていく。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【体育】→保健領域「病気の予防」において、健康に対する意識を高め、健康保持の方法を知る。
【道徳】→資料「わたしの思い」を基に、生命の尊さを考え命を大切にして生きていこうとする気持ち

をもつ。

たばこの害について考えよう。
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「 フリーター』って何？」１．題材名 『
〔６年―学級活動(2)：希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ フリーター問題について調べることをとおし、いろいろな仕事についての興味をもち、自分の将
来の職業生活についての関心を高める。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○将来の職業選択の際の一つの資料として「フリーター」に関する情報を提供し、フリーターの問
題に気付かせながら、自己の生き方を考えさせるきっかけとする。

○グラフや統計等の資料を適切に読み取る力を育てる場とする。
☆進路発達にかかわる諸能力
【職業理解力 ：職業には様々な種類があることに気付いたり 「フリーター」に関する知識を広げ】 、

たりしながら、仕事についての理解を深める。
【将来設計力 ：将来の自分の職業生活について、夢や憧れの気持ちを膨らませることができる。】
【情報活用力 ：辞書を活用したり、統計資料や読み物資料を読み取ったりしながら、フリーターに】

ついて正しい情報を得る。

４．展開案
、 、 。事 ○校内の教職員から 子どものころの憧れの職業についてインタビューし クイズを作成しておく

○フリーターに関する資料を収集し、６年生の児童が理解しやすいよう加工しておく。前
進路発達を促す指導上の留意点・工夫点学習活動 資料等

１ 自分が知っている職業や興味ある職 先生方の憧 ・子どもたちから出された職業はどれも
業について発表し合う。 れの職業当 大事に扱う。

職業理解・将来設計】てクイズ →【

２ 「先生方のなりたがった職業当てク ・クイズをとおして、本時の学習に対す課
イズ」を行い、本時の学習についての フリーター る和やかな雰囲気を作るとともに、い題
興味・関心を高める。 の数 ろいろな職業があることに気付かせた把

い。握
職業理解・将来設計】３ 「フリーター」の数の推移をグラフ →【

で示し、本時の学習課題を設定する。 ・ フリーター」の数が増大しているこ「
とをグラフから読み取らせ、フリータ
ーについての関心をもたせる。

職業理解・情報活用】→【

４ 「フリーター」について知っている 辞書 ・子どもたちから出された発言事項を板
ことや言葉からイメージすることを発 書で整理する 「よくわからない」と本 。
表し合う。 いう声も認め、以後の展開で生かす。

職業理解】→【

５ 「フリーター」の意味を辞書で調べ フリーター ・辞書を活用させ「フリーター 「定職」」
る。 の声 「アルバイト」等の用語を調べさせ、時

フリーターの意味をとらえさせる。課
職業理解・情報活用】→【

６ フリーターの声 や文書資料から 定職従事者 ・フリーター増加の理由は様々挙げられ題 「 」 、

フリーターが増えてきたわけをとらえ とフリータ るが、本時では、雇用上の理由と本人
（ ）追 る。 ーとの雇用 の意志 やりたいことが見つからない

条件の差 の２点を取り上げる。
職業理解・将来設計・情報活用】究 ７ 生涯賃金や保険制度、税金面、働く →【

ことへの意識等、フリーターがかかえ ・賃金等の問題に加え、自分のやりたい
る問題点を知る。 ことが見つからないという意識の問題

を取り上げ、安易に「フリーター」を
８ フリーターについてどのように考え 選択することがないよう配慮する。

職業理解・将来設計・情報活用】るか、意見を交換し合う。 →【

９ 教師の話を聞き、いろいろなことに ・単純にフリーターを否定することはし
興味を抱きチャレンジする気持ちをも ない。いろいろな力を伸ばしていくこま
つことが大切であることを知る。 との大切さを知らせ、今後の生活につと

いての意欲をもたせる。め
将来設計】→【

、 「 」事 ○本時で将来の職業生活への興味・関心を高めさせた上で 次の学級活動での 未来の自分史作り

の学習を行う。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【学級活動】→「未来の自分史作り」で、夢や希望を膨らませながら将来の人生設計について考える。
【社会】→「憲法と私たちのくらし」において、基本的人権としての職業選択の自由や納税の義務につ

いて調べる。

「フリーター」について考えよう。

定職に就かずアルバイトで生計を立てている人
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「未来の『自分史』を作ろう」１．題材名
〔６年―学級活動(2)：希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ 夢や憧れをもって、自らの将来設計について考えることができる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○未来の自分史を思い描かせることにより、自らの将来への夢や希望を育む。
○自らの将来を見据えさせながら、今の生活での努力目標をもたせる場とする。

☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：未来の自分史作りをとおし、自分の将来について夢や希望をもって主体的に考えよ】

うとする。
【職業理解力 ：自分の関心のある職業について、興味を広げたり、理解を深めたりする。】
【将来設計力 ：豊かな家庭生活や社会生活を送るために、人間関係の充実や日々の学習が大切であ】

ることを知る。
【課題解決力 ：将来の夢に向かい、人生の節目での見通しや目標を構想しながら、日々の学校生活】

に意欲的に取り組もうとする。

４．展開案
○「自分史」のワークシートと記入例を作成しておく。
○本時の学習内容(自分の将来について考える）を予告しておき、憧れの職業や人生設計について考事
えておくよう話しておく。前

○イチロー選手、松井選手の自叙伝をもとに 「夢をもって過ごした少年時代」にかかわる資料を、
作成しておく。

進路発達を促す指導上の留意点・工夫点学習活動 資料等
１ イチロー選手の少年時代の夢の作文 イ チ ロ ー の ・始めに本文のみ読ませ、作者を想像さ
を読み、感想を話し合う。 少年時代 せる。本文にからめながら、イチロー

選手についての感想を話させる。
→【職業理解】課 ２ 松井選手の少年時代についての話を イ チ ロ ー の

聞く。 写真 ・松井選手とイチロー選手の少年時代に題
松 井 選 手 の ついて比べさせ、二人とも子どものこ把

３ イチロー選手や松井選手の例を基に 写真 ろから将来の夢をしっかりもっていた握 、
本時では自分の将来について考えてい ことに気付かせる。

→【自己理解・職業理解】くことを確認し、本時の学習の見通し
をもつ。 ・ フリーター」の学習を想起させ、自「

分の将来について考えていくことの大
切さを伝えながら、本時の学習課題を

４ 「自分史」の内容を知る。 自 分 史 の 参 設定する。本
→【自己理解・職業理解】考作品

・自由に記述させ、和やかな雰囲気で活
自 分 史 ワ ー 動させるが、ふざけたり、冷やかした
クシート りすることがないようにすること、自時

分の人生をしっかり考えさせることに課
留意する。

→【自己理解・職業理解・将来設計】題 ５ 「自分史」作りに取り組む。
・一人一人の活動状態を把握し、自分の

将来の人生を進んで考えようとする姿追
６ 自分の将来に向かって、これから頑 を認めていく。

→【自己理解・職業理解・将来設計】究 張っていきたいことを考える。
７ 作成した「自分史」を交換して見合 ・それぞれの人生に対する考え方や生き
い、感想を交流し合う。 方が違うことに留意させながら、互い

のプランについて肯定的に認め合う雰
囲気を作る。

→【自己理解・職業理解・将来設計】８ 「自分史作り」を行って感じたこと ワークシート

をワークシートに書く。 ・自分の将来を考えることによって感じま
た楽しさや期待感を大事にさせたい。と

９ 教師の話を聞き、これからの学校生 自分の人生を大事にすること、今の生め
活や将来の生活についての意欲をもつ 活をしっかり頑張ることの大切さを話。

す。
→【将来設計】

○作成した作品を掲示したり、通信等で知らせたりしながら、お互いの生き方を尊重し合う気持ち事
を醸成する。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【国語】→谷川俊太郎の詩「生きる」を読み、将来について夢や希望の気持ちをもつ。
【道徳】→資料「天女、再び宇宙へ」を基に、自分のよさに気付きそれを伸ばしていこうとする気持ち

をもつ。

未来の自分史を作ってみよう。

①年齢に応じて、所属する集団(学校・職場等）を
書く。

②それぞれの年齢で、してみたいこと、しようと

していることを文とイラストで書く。
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「家庭学習パワーアップ作戦」１．題材名
〔６年―学級活動(2)：希望や目標を生きる態度の形成・基本的な生活習慣の形成〕

２．目 標

◎ 家庭学習の意義やよりよい学習方法を考え、自らの向上に向けて、家庭学習への意欲をもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○向上心と目標をもって学習に取り組む意欲と態度を培う。
○家庭学習の充実化をめざし、自らの学習態度を反省させたり、改善の方法を考えさせたりする。

☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：自らの家庭学習の実態を見つめ、課題をとらえるとともに、自己を向上させようと】

する意欲をもつ。
【課題解決力 ：家庭学習を充実化するための具体的な方法を考えることができる。】

４．展開案
○家庭学習に対するアンケート調査を行っておく。事
○家庭学習にかかわる問題点を把握しておく。

○家庭学習を改善していくためのアドバイスとなる具体的な資料（ノート等）を準備しておく。前
進路発達を促す指導上の留意点・工夫点学習活動 資料等

１ 自分の将来の夢や目標を紹介し合い ・授業内容をしっかり定着させたり、自、
勉強すること の大切さを押さえる らを高めるために家庭学習の充実が大「 」 。 家庭学習アン

切であることを再確認する。ケート結果

→【自己理解】課 ２ 家庭学習の意義を確認する。
・アンケートでは、家庭学習の時間、家題

３ 家庭学習に関するアンケート調査の 庭学習の意識、テレビ視聴時間、家庭把
結果を見て 気付いたことを話し合い 学習の問題点の有無等を調査項目に盛握 、 、
本時の学習課題を設定する。 り込む。家庭学習の大切さを理解しな

がらも改善の余地があることに気付か
せ、課題設定につなげる。

→【自己理解】

４ 家庭学習チェックシートを基に、現
状の家庭学習の問題点を具体的にとら ・具体的なチェック項目毎に自己の家庭家庭学習チェ

える。 学習の状況を確認させ、自分の家庭学ックシート

習の現状をしっかり見つめさせながら
５ 「家庭学習パワーアップ作戦」の目 問題点を明らかにさせる。本

【 】標を立てる。 → 自己理解・課題解決

(1)学級全体の取り組み目標を決める ・家庭学習に対する個々の意欲を高める
ために、学級全体で頑張るという意識課

。 、時 を持たせる 終了したノートの冊数等

(2)教師の話や友達のアドバイスを基に 到達チェックが可能となる具体的な目題
家庭学習を充実化する方法を考え、 ノ ー ト の モ 標を設定をさせる。

【 】追 各自の具体的な取り組み目標を決め デル例 → 自己理解・課題解決

る。 ・ノートの使い方や計画の立て方等、モ
６ 「家庭学習パワーアップシート」に デルを示しながら家庭学習改善のため究
各自の目標と具体的な取り組み事項を 家 庭 学 習 パ のアドバイスを具体的に与える。

→【課題解決】記入する。 ワ ー ア ッ プ
シート ・シートは、毎日のチェックが可能とな

るよう作成する。シートの活用によっ
７ 本時の学習を振り返り、家庭学習に て、決めたことを しっかり実践に移ワークシート

ついて考えたことをワークシートに書 すこと、やる気を持続させることをね
く。 らう。ま

→【自己理解・課題解決】と ８ これから頑張っていきたいことを発

表し合う。 ・向上心をもって家庭学習に取り組もうめ
とする一人一人の意欲を大事にする。

→【自己理解】

○子どもたちが決めた目標は教室に掲示したり、通信等で知らせたりしながら、意欲の持続と実践事
化を図る。

○家庭学習チェックシートに保護者からのコメント記入欄を設け、家庭との連携の上で家庭学習の後
向上を図る。

○子どもたちの取り組み状況を教師が毎日チェックし、適宜必要なコメントを添え評価していく。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【日常活動】→決めたことを毎日の家庭学習で実践する。
【道徳】→資料「なぜ子供は学校に行かねばならないのか」を基に、学ぶことの大切さを知る。

家庭学習をパワーアップする方法を考えよう！
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「読書は心の栄養」１．題材名
〔６年―学級活動(2)：学校図書館の利用〕

２．目 標

◎ 感動した本を紹介し合ったり、読書の価値を話し合ったりしながら、読書への親しみを広げる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○読書を通じ、自己の興味や関心を広げさせる場とする。
○読書にかかわる自分の思いや好みを、他者に適切に伝えられる表現力を培う。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：自分のお気に入りの本について、その本の特色や感想をわかりやすく表】

現することができる。また、他者の発表について自分の感想をしっかり
話したり、交流会での進行役を果たしたりすることができる。

【将来設計力 ：読書への親しみを深め、自分の興味や関心を広げる。】

４．展開案
○事前に「読書交流会」を開くことを知らせ、朝学習や家庭学習に本の内容や感想等を紹介カード事
に書かせておく。

○教師もお薦めの本を準備しておく。前
進路発達を促す指導上の留意点・工夫点学習活動 資料等

１ 本時の活動内容を確認し、活動のめ ・お互いにお気に入りの本を紹介し合い課
あてを立てる。 読書の世界を広げる活動であることを題

知らせる。把
→【コミュニケーション・将来設計】握

２ 活動の進め方を知る 紹介カード ・発表者は、自分のセールスポイントが
紹介する本 しっかり伝わるよう、わかりやすい発

表（声の大きさ・スピード・表情等）
に心がけるようにさせる （活動の前。
に発表練習の時間を設ける）

→【コミュニケーション】

・聞く側は、しっかりと自分の感想を話本
せるよう指示しておく。課

→【コミュニケーション】

メ ッ セ ー ジ ・交流会後に、見つけたお気に入りの本題
カード を発表し合うことを事前に知らせ、活時

動意欲を高める。追
→【コミュニケーション】

３ 読書交流会を開く ・教師もグループの活動に加わりながら究
①班活動（グループ活動） 活動状況を把握し、活動が滞っている
②全体活動 班には助言していく。

→【コミュニケーション】

４ 発表を基に、興味をもった本につい ・紹介した友達の名前、お気に入りに選
て発表し合う。 んだ理由もしっかり話させる。

→【コミュニケーション・将来設計】

５ 教師の発表を聞く 教 師 の お 薦 ・教師の側からもお気に入りの本を示す
めの本 ことで、読書は生涯通じて楽しめるも

のであることを知らせ、読書に対する
関心を広める。

→【将来設計】ま ６ 本時の活動の感想をワークシートに
書く。 ・読書への関心の高まりがみられる記述と

等を全体の場で紹介していく。め
→【将来設計】

○紹介カードと紹介した本は、学級にコーナーを作り自由に読めるようにしておく。事
○朝読書等でも、紹介した本を読む時間を設ける。

○学級通信等で活動の様子や紹介カード等を知らせ、読書活動の一層の推進を図る。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【国語】→教材文「森へ」や「本は友達」の学習で、読書の楽しさや意義について理解を深める。
【日常活動】→朝読書や休み時間等で、読書に親しんだり、進んで図書館を活用したりする。

読書交流会で、おすすめの本を交流し合おう。

①班内で発表し合う

・一人ずつ紹介カードをもとに発表する

・発表後、感想を全員で交流する

・司会は輪番制で、全員が努める

②学級全体で紹介カードを交流する

・自分の机上にカードと本を置く

・席を自由に動き、カードや本を読む

・一言メッセージを添える

③交流会で見つけたお気に入りの本を発表

する
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「充実した冬休みに！」１．題材名
〔６年―学級活動(2)：希望や目標をもって生きる態度の形成・健康で安全な生活態度の形成・基本的生活習慣の形成〕

２．目 標

◎ 小学校最後の冬休みを有意義に過ごそうとする意欲をもち、自己の向上を図るための具体的な目
標や計画を立てることができる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○学期当初に立てた目標の実現状況を振り返らせ、２学期の自らの生活について主体的に考えさせ
る場とする。

○充実した生活を送ろうとする意欲を高め、その実現のための努力目標を決めたり、具体的な計画
を立案したりする力を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【課題解決力 ：冬休みは小学校生活のまとめとしての大事な意義があることを知り、有意義な冬休】

みを過ごすために、目標や具体的な取り組み事項を主体的に決めることができる。
【意思決定力 ：これまでの反省を基に自己を向上させようとする気持ちをもち、よりよい冬休みを】

過ごそうとする意欲をもつ。

４．展開案
○学期当初に立てた個人の目標の実現状況を振り返るワークシートを事前に配付し、２学期の成果
や反省点を子どもたち個々に考えさせておく。事

○これまでの学級の歩みや成長がわかる具体的な資料（学級通信や写真等）を準備しておく。
○冬休みに頑張りたいことや取り組みたいことを事前に考えさせておく。家での手伝いや家庭行事前
等、計画に必要な事項については、事前に家庭で話し合わせておく。

進路発達を促す指導上の留意点・工夫点学習活動 資料等
１ ２学期の目標を振り返り、成長した ・成長点、努力点について版書で整理すワークシート

点や努力が必要な点を明らかにする。 る。教師の側からもクラスや子どもた
学 級 の 歩 み ちの成長点を具体的に示し、成長した
や 成 長 が わ ところや頑張ったところを大いに評価課
か る 具 体 資 し、認めていく。題

→【意思決定】把 ２ 冬休みのもつ意義について教師の話 料

を聞き、本時の学習課題を立てる。 ・小学校生活のまとめとして大切な意義握
のある休みであること、これまでの復
習をしたり、いろいろなことに挑戦し
たりすることで大きな成長が期待でき
る休みであることを話し、課題意識を

３ 冬休みの目標と具体的な取り組み事 冬 休 み の 計 高める。
→【意思決定】本 項を考え、夏休みの計画を立てる。 画表

①全体目標を立てる ・どのような冬休みを過ごしたいか、一
②具体的な取り組み事項(目標）を決め 人一人の子にしっかりと考えさせる時
る 間を確保する。

→【課題解決・意思決定】時 課 ア 学習について
○学習時間 ・２学期の生活で努力が必要な点や、こ

○学習内容 れまでの夏休みにおける課題等を想起題
○興味や関心を追究する活動計画 させながら目標を立てさせる。

→【課題解決・意思決定】追 イ 生活について
○生活時程 ・家庭や地域、子ども会等で、各自の役
○手伝いの内容 割を明確にし、役割をしっかり果たそ究

ウ 体力作りの取り組み うとする気持ちを大事にする。
→【課題解決】○スキー等

エ 地域・子ども会活動について ・自らの生活について主体的に考えさせ
○子ども会行事等 ながら、明確な目標を立てさせる。ま

③行事予定を書く た、家庭や地域社会とのかかわりを積
４ 各自の目標や頑張りたいことを紹介 極的に設けた計画作りを働きかける。

→【課題解決・意思決定】し合いながら、計画の吟味をする。
５ 本時の学習を振り返り、冬休みに向 ・一人一人のやる気を評価し、実践化をま
けた決意を発表し合う。 促す。と

→【意思決定】め
○計画表を回収し、計画が不十分な子どもには個別に指導する。教師の一言コメントを書き添え、事
冬休みに向けた意欲の向上を図る。

○個々の目標を学級通信等で紹介し、活動への意欲化を図る。後
○作成した計画表は家庭にも示し、子どもたちの自主的な計画遂行に向けた支援体制を作る。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【総合的な学習の時間】→「自由研究に挑戦しよう」の学習で冬休みの研究テーマを決め、研究計画
を立てる。

充実した冬休みを過ごすために、しっかりした冬

休みの計画を立てよう！
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「言葉について考えよう」１．題材名
６年―学級活動(2)：望ましい人間関係の育成〕〔〔

２．目 標

◎ 自分やクラス全体の言葉の使い方を振り返り、言葉が人間関係作りに与える影響について考える
とともに、よりよい言葉づかいをしようとする気持ちをもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○よりよい人間関係を築く上で、言葉づかいが大切になることを理解させる。
○思いやりの気持ちをもって他者に接しようとする態度を培い、よりよい人間関係の構築を図る。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：言葉づかい一つで温かな気持ちになることも、気分を害することもある】

ことに気付き、言葉づかいが人間関係に与える影響について知る。
【課題解決力 ：自分やクラスの言葉づかいに関する問題点に気付き、主体的に問題の改善に取り組】

もうとする。
【意思決定力 ：言葉づかいの問題点についての話し合いに積極的に取り組み、よりよい言葉づかい】

をしようとする気持ちを高める。

４．展開案
○学級内の言語環境についての実態を把握し、よい言葉づかい、悪い言葉づかい双方の具体例を記事
録しておく。前

進路発達を促す指導上の留意点・工夫点学習活動 資料等
１ 学級目標を振り返り、学級内の人間 学級目標 ・学級内の雰囲気や友達関係等について
関係に焦点を当て、目標の実現状況を 視点を当てる。気持ちよく学校生活が
話し合う。 送られているかどうか振り返らせ、問

題点に気付かせる。
→【課題解決】２ 山田洋次の詩を読み、本時は言葉に 山 田 洋 次 の

ついて考えていくことを知る。 詩の紙板書 ・詩を音読させながら、意味のよくわか
らないところを発表させる。不明な点
については、後の学習で確かめていく課
ことを知らせる。詩の内容と子どもた題
ちと実生活をかかわらせながら、言葉把

３ よりよい人間関係を作るという学級 づかいに着目させていく。握
→【課題解決】目標の実現を図るために、どのような

言葉づかいをしたらよいか考えていく ・言葉づかいによって、誰もがよい気持
ことを確認し、学習課題を立てる。 ちになったり、嫌な気持ちになったり

した経験があることを確認し、課題設本
定につなげる。

→【コミュニケーション・課題解決】

時 ４ これまでの生活の中で、言葉によっ ・何でも自由に話せる雰囲気づくりに心
て嫌な気持ちになったり、元気を無く がけ、どの子の発言もしっかりと受け
したりした例を出し合う。 止めるようにする。言葉の中身だけで

なく、その時の気持ちについても話さ
せる。

→【コミュニケーション・意思決定】

５ 元気づけられたり、うれしい気持ち ・言葉を発した相手も紹介させ、教師も課
になった言葉の例を出し合う。 温かな気持ちで共感しながら、明るい

雰囲気の中で「よい言葉の例」を取り題
上げていく。

→【コミュニケーション・意思決定】追 ６ 山田洋次の詩の意味を考える。

７ ゲーム 太陽言葉シャワー を行い ・制限時間内に肯定的な言葉をできるだ究 「 」 、
温かな言葉づかいが明るい雰囲気を作 け多くかけてあげるゲームである。始
り、よりよい人間関係を築いていくこ めに教師が例を示し、和やかな雰囲気
とを知る。 を作る。言葉は心と連動していること

に気付かせたい。
→【コミュニケーション・課題解決・意思決定】ま ８ 本時の学習を振り返り、これからの ワークシート

生活で心がけていきたいことをワークと
シートに書く。め

○学級通信で授業の内容を知らせ、よりよい言語環境を作っていくよう啓蒙する。事
○帰りの会等で、友達から元気づけられた言葉等を紹介するコーナーを設ける。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【国語】→単元「言葉って、おもしろいな」で言葉を大切にしようとする気持ちをもつ。
【道徳】→資料「ゆず」を基に、相手の立場に立って考え、相手を思いやる気持ちをもつ。

よりよい言葉の使い方を考えよう。

一つの言葉でけんかして、一つの言葉で仲直り

一つの言葉でおじぎして、一つの言葉で泣かされた

一つの言葉はそれぞれに、一つの言葉を持っている
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「もうすぐ中学生」１．題材名
学級活動(2)希望や目標をもって生きる態度の形成〕〔６年―

２．目 標

◎ 中学校生活に対する不安や悩みを解消し、新しい生活に向けた期待や希望を膨らせるとともに、
中学進学に向け目標をもって生活しようとする意欲を高めることができる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○資料を適切に活用して課題を解決させたり、進路について自己の考えを深めさせたりする。
○中学生活における期待や希望を膨らませ、目標をもって生活する態度を培う。

☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：中学進学や中学校生活に関する問題等について主体的に考える。】
【将来設計力 ：中学校生活への期待や希望を膨らませる。】
【情報活用力 ：グラフやインタビュー等の資料から問題を見つけたり、解決したりする】
【意思決定力 ：中学進学に向け、目標をもって生活しようとする意欲をもつ。】

４．展開案
○事前に進学にかかわる児童の意識調査を行い、中学校生活に対する児童の不安や悩み、実態等を
とらえ、資料化しておく。事

○中学校との連携を図り、児童の中学校生活への抵抗感を取り除いたり、希望を膨らませたりする前
ことができる資料を準備しておく （ＶＴＲや中学生の作品等）。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 中学校生活に対する意識調査の資料 ・グラフから、級友のほとんどが中学生
を見て、気付いたことを話し合う。 中学校生活 活についての不安や悩みを抱えている課

、 。題 への意識 ことに気付かせ 問題の共通化を図る

自己理解】把 ２ 本時の課題をとらえる。 （アンケー →【

ト結果） ・時間割の内容以外にも、小学校との違握
いを知っている子には発表させる。

自己理解】→【

３ 中学校の時間割表を見て、小学校と 中学校の時 ・時間割調べをしての感想を問い、中学
の違いを調べる。 間割表 校への一人一人の子の関心を高めさせ

】・教科の名称、数、種類の違い たい。 →【自己理解・情報活用

・時程の違い ・卒業生（中学生）には、事前に行った
・クラブ活動の有無 中学校生活へのアンケート結果をもと
・教科担任制 等 に話をさせ、不安や悩みを解消させる

手だてとするとともに、中学校生活の本
４ 中学生の話を聞いたり、作品等を見 中学生の声 楽しさやすばらしさについても触れさ課
たりしながら、中学校生活の実際の様 （ＶＴＲ） せていく。題

】追 子についてのイメージをもつ。 中学生の作 →【情報活用・将来設計・意思決定

品等 ・部活動の成果等を具体的に示し、中学時 究
中学教師の 生活への憧れの気持を育む。

情報活用・将来設計・意思決定】声 →【

５ 中学校教員の話を聞き、中学進学に （ＶＴＲ） ・中学教師の話では、中学生活につなが
向けた準備として 必要なことを聞く る生活の視点を中心に話してもらう。、 。

情報活用・将来設計・意思決定】→【

６ 中学進学に向け、今後の生活におけ 目標カード ・それぞれの決意を表明させ、実践への
】る自己の目標を立てる。 意欲化を図る。 →【将来設計・意思決定

・ワークシートに本時の感想を記述させ
７ 本時の学習を振り返り、考えたこと ることにより、子どもたちに本時の学ワ ー ク シ ー

をまとめ、発表し合う。 習の価値を実感させるとともに、教師ま ト

の指導の成果をとらえる資料とする。と
将来設計・意思決定】め ８ 小学校生活の締めくくりの過ごし方 →【

について教師の話を聞く。 担任の話 ・教師の体験談を紹介し、中学生活への
将来設計・意思決定】意欲を高める。 →【

○各自が立てた生活の目標を教室に掲示し、目標の実践化を図る。
○授業の様子や個々の子どもたちの感想等、学級通信等で知らせ、中学校に向けた意識を家庭との事
連携の上で図るようにする。

○子どもたち個々の取り組みの様子を観察し、適宜賞揚したり、指導したりする。後
○感想を記述したワークシートに教師からの励ましの言葉を記す。

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【国語】→詩「生きる」を読み、自分の将来の生き方を考える。
【道徳】→資料「自分への手紙」で、自分の長所や短所を見つめながら、将来について考える。
【総合的な学習の時間】→「ぼく・私の未来」の学習で、自分の将来を考える場をもつ。
【日常活動】→自分の役割を責任をもって果たそうとする気持をもち、清掃活動や係活動に取り組む。

中学校の生活の様子を調べよう。
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「命の誕生について考えよう」１．題材名
〔６年―学級活動(2)：希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ インタビュー活動や新聞作り等の活動をとおし、命の誕生の様子や家族の心情等を調べ命の尊さ
に気付くとともに、自他の命を尊重しようとする心をもつ。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○命の尊さに気付き、自分の人生を大事にしようとする気持ちを育む。
○目的に応じて資料を活用したり、インタビュー活動をしたりしながら、適切に情報を得る力を育
てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：誰の命も尊いものであることを知り、他者の個性や考え方を認める気持】

ちをもつ。
【自己理解力 ：多くの人々の深い愛情を受けて自らの命が育まれてきたことを知り、自分自身の生】

き方を大事にしようとする気持ちをもつ。
【情報活用力 ：自分の命の誕生に関して、必要な情報をインタビューしたり、収集した資料を基に】

新聞に的確にまとめたりすることができる。

４．展開案（2時間扱い）
○朝の会等の時間で本時の学習内容を事前指導する。その際には、教師の誕生時の写真や体重等
の資料を提示しながら、自分の誕生期の頃の様子に関心をもたせる。小学校卒業を間近に控え、
人生の節目として、誕生の頃の様子について考えていくことの意義を伝える。

○事前に家庭でのインタビュー活動を行うこと、調べた事
ことを新聞に表現していくことなどを知らせ、活動の
見通しをもたせる （直接のインタビューが難しい場前 。
合は手紙等の形式も用いる ）。

○授業の概要について家庭にも知らせておき、インタビューの回答等の子どもたちの活動への協力
を依頼しておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 家庭でのインタビュー結果を紹介し イ ン タ ビ ュ ・インタビューの状況を把握しておき、
合う。 ーシート 取り組みの様子を評価しながら、明る
・改めて知ったことや驚いたこと く和やかな雰囲気で学習を進めたい。課

コミュニケーション・自己理解・情報活用】題 ・感想 等 →【

２ 本時の学習の見通しをもつ。 ・記事の構成は自由とさせるが、自分の把
誕生の頃の様子を調べてみての感想や握
命についての考えたことについては、

３ インタビューシートを基に、自分の 必ず書くよう指示する。イラストや写
誕生の頃の様子について、個人新聞に 新聞用紙 真の貼り付け等、表現の仕方は自由に
表現する。 工夫させる。

情報活用】→【

・グループ内で新聞を読み合わせ、メッ
セージカードを用い、感想を交流し合本
わせる。

コミュニケーション・自己理解】課 （※以上、第1時） →【

４ 作成した新聞を交換して読み合う。 ・調べてみてわかったことや感想を交流
し合わせながら、一つの命に込められ時 題

５ 自分の誕生の頃を調べてみて、わか たたくさんの人々の思いに気付かせた
ったことや感想を話し合う。 い。追

コミュニケーション・自己理解】・多くの人々とのかかわり →【

・たくさんの愛情や願い 等 ・ 命のバトン」を提示し、これまでの究 「
６ 相田みつをの詩「命のバトン」を音 詩 「 命 の バ 学習事項を想起させながら音読させ、
読し、命の尊さをとらえる。 トン」 命の尊さを感じ取らせる。

コミュニケーション・自己理解】→【

７ 命についての担任の話を聞く。 ・自分の命も他者の命も、絶対に粗末に
したり、傷つけたりしてはいけないこ

。 、とを伝える 子どもたちの感想を基に
８ 本時の学習の感想を発表し合う。 お互いに命を大事にしながら生活してま

いくことを話し、まとめとする。と
コミュニケーション・自己理解】め →【

、 。事 ○学級通信等で授業の内容や子どもたちの考えを知らせ 命の大切にしようとする気持ちを育てる

○作成した新聞を掲示する。後
５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【国語】→詩「生きる」を読み、命の尊さや生きることのすばらしさを読み取る。
【道徳】→資料「橋をかける」を基に、悲しみを乗り越え希望をもって生きようとする心をもつ。
【総合的な学習の時間】→「ぼく・私の未来」の学習で、自分の将来を考える場をもつ。

自分の赤ちゃんの頃の様子を新聞にまとめよう。

〔インタビュー活動の内容〕

①生まれたときの身長、体重 ②命名された名前の由来

③自分が生まれたときの家族の気持ちや様子 ④誕生時のエピソード

⑤子どもの成長に対する願いや思い
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「６年間の成長を振り返ろう」１．題材名
〔６年―学級活動(2)：希望や目標をもって生きる態度の形成〕

２．目 標

◎ 「６年間の成長マップ作り」をとおし、自他の成長を認め、新しい生活や将来に向けての夢や希
望を膨らませることができる。

３．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
、 、○成長マップ作りやインタビュー活動をとおし 小学校生活での自己の成長を実感させるとともに

中学校生活や今後の人生への夢や希望を育む。
○自己の成長を支えた周りの人々の存在に気付かせ、感謝の気持ちをもたせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：これまでの自他の成長を互いに認め合うとともに、今後の生活において】

共にがんばっていこうとする気持ちをもつ。
【自己理解力 ：６年間の歩みを振り返り、自己の成長を自覚するとともに、自信をもって中学校生】

活に取り組もうとする気持ちをもつ。
【将来設計力 ：中学校生活やそれに続く将来に向けて、夢や希望を膨らませることができる。】

４．展開案
（「 」） 、 （ ）事 ○本時の学習内容 ６年間の成長マップ作り を知らせておき 必要となる資料 写真や作品等

を事前に準備させておく。前
○成長マップ作成用計画シートを配付しておき、本時での活動がスムーズに進むように配慮する。
○保護者に学習内容を知らせておき、子どもたちの資料収集等への協力を依頼しておく。

学習活動 資料等 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
１ 小学校生活を振り返りながら、卒業 ・現在の心境を自由に発表させながら、
を間近に控えた今の気持ちを発表する 小学校生活のゴールが間近に来ている。

２ 入学してからの日数を示し、これま ことを実感させる。課
コミュニケーション・自己理解】題 での歩みに関心をもたせ、本時の学習 入 学 式 の 写 →【

課題を設定する。 真、VTR ・子どもたちの入学式の写真やVTRを把
、 、握 見せ 当時の思い出を想起させながら

これまでの歩みについて関心を高めさ
せる。

コミュニケーション・自己理解】３ 「成長マップ」の作り方を知る。 →【

成 長 マ ッ プ ・見本例を示しながら、説明を簡潔に終
用シート える。マップの構成や内容等について

は、事前に知らせておき、大体の構想
各 学 年 の 作 をもたせて本時の学習に臨ませる。課

コミュニケーション・自己理解・将来設計】品 、 写 真 資 →【

料等 ・お家の人等からのインタビューも事前本 題
に済ませておく。インタビューコーナ
ーを掲載させることで、自分の成長に追
多くの人々がかかわっていることや、
保護者の温かな愛情に育まれて育って時 究
きたことに気付かせる。

コミュニケーション・自己理解・将来設計】４ 各自、成長マップを作る。 成長マップ →【

・活動状況を把握し、適宜助言を与えて
５ 作成した成長マップを読み合う。 いく。作成活動をとおし、子どもたち

が楽しい気持ちでこれまでのがんばり
６ 成長マップ作りをとおして、気付い や成長を実感できるようにしたい。

コミュニケーション・自己理解・将来設計】たことや感じたことを発表し合う。 成長マップ →【

・自分やみんなの成長の様子 ・自他共に大きな成長を遂げられたこと
・成長を支えた多くの人々の存在 をクラスみんなで喜びとして受け止めま
・新しい生活に臨む意欲 させる。と

コミュニケーション・自己理解・将来設計】め →【

７ ６年間の総決算としての卒業式に臨 ・成長を支えてくれた多くの人々の存在
む気持ちをもつ。 と愛情に気付かせる。これまでの成長

の成果と喜び、感謝、希望等の気持ち
を表現する場が卒業式であることを伝
える。

コミュニケーション・自己理解・将来設計】→【

○作成した成長マップを掲示し、お互いの成長を認め合う。事
○授業内容や作品等を父母にも知らせる。後

５．本題材にかかわる他教科等との関連の視点

【国語】→詩「生きる」を読み、命の尊さや生きることのすばらしさを読み取る。
【道徳】→資料「人間はすばらしい」を基に、自分のすばらしさに気付き、その力を伸ばそうとする心

をもつ。
【総合的な学習の時間】→「ぼく・私の未来」の学習で、自分の将来を考える場をもつ。
【学校行事】小学校最後の授業である卒業式において、これまでの成長と感謝、新しい生活に対する希

望の気持ち等を表現する。

「６年間の成長マップ」を作り、小学校生活の

がんばりを振り返ろう。

①台紙と７枚のシートを用意する。
②シートは各学年の「がんばりシート」と「将来の
夢シート」の記入で使う。

③がんばりシートには、その学年の思い出の行事や
頑張った学習、成長したことを書く。また、それ
ぞれの学年でのお家の人等からの一言インタビュ
ーを掲載する。

④将来の夢シートには、これからがんばりたいこと
やしてみたいことを書く。

⑤見出し、イラスト、文で表現する。
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☆キャリア教育の視点を位置付けた特別活動指導プラン

Ⅱ 学校行事等指導計画案集

学校行事 委員会活動

クラブ活動 日常活動
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６～７
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進路発達にかかわる能力

自 役 職 将 情 課 意

己 割 業 来 報 題 思活動・行事・題材 学年 月 活 動 の 主 な ね ら い
理 認 理 設 活 解 決

解 識 解 計 用 決 定

力 力 力 力 力 力 力指導計画案掲載ページ

進級の喜びを感じ、新学年での学校生活における期待と目標をもつ。 ☆ ☆ ☆１学期始業式 全学年 ４70

新入生の入学を互いに喜び合い、新しい学校生活における夢や希望をもつ。 ☆ ☆☆☆ ☆入学式 １・高 ４70/71

正しい交通安全の仕方を知り、自らの身を守る安全意識を高める。 ☆ ☆ ☆交通安全教室 全学年 ４71

運動会の目標を立て、その実現に向かって努力できる。 ☆ ☆ ☆☆運動会練習 全学年 ５～６72

☆☆ ☆☆運動会 全学年 ６72 集団行動の仕方を学び 目標に向かって努力したり 責任を果たしたりする態度を身に付ける、 、 。

社会のルールを学ぶとともに 見聞を広げたり 課題を追究したりする力を高める ☆☆☆☆☆☆☆☆修学旅行 ６ ５73 、 、 。

進んで働こうとする意欲をもち 自分の仕事を着実にやり遂げることができる ☆☆プール清掃 ４～６ ６74 、 。

学校の代表としての誇りをもち 目標をもって 応援や競技に力を発揮できる ☆陸上記録会 ５・６ ９74 、 、 。

☆ ☆☆ ☆☆古代むら体験学習 ５ ６75 集団行動のルールを知るとともに 自己の責任を果たすことの大切さや集団活動の楽しさに気付く、 。

１学期の学校生活での成長と課題を振り返り、夏休みに向けての目標をもつ。 ☆ ☆１学期終業式 全学年 ７75

自分のめあてをもって活動に取り組み、創造力や表現力を高める。 ☆☆☆☆ ☆☆学習発表会 全学年 1076

１学期の学校生活での成長と課題を振り返り、夏休みに向けての目標をもつ。 ☆ ☆２学期終業式( 全学年 12※P75)

これまでの学校生活の反省を生かしながら、新学期に臨む意欲と目標をもつ。 ☆ ☆ ☆３学期始業式( 全学年 １※P70)

スキーをとおし、集団で活動することの楽しさや、集団行動のルールを知る。 ☆ ☆ ☆スキー遠足 全学年 ２77

校舎への感謝の気持ちをもち 進んで仕事に取り組み 勤労の喜びを知る ☆☆体育館ワックス塗り ６ ３77 、 、 。

修了式の意義を知り 一年間のまとめとしての態度を考え 練習に参加できる ☆ ☆ ☆修了式練習 １～５ ３78 、 、 。

一年間の自らの努力と成長に自信をもち、次年度への期待と目標をもつ。 ☆ ☆ ☆修了式 １～５ ３78

☆ ☆ ☆ ☆卒業式練習 ４～６ ３78 それぞれの学年における卒業式の意義を知り 目標をもって練習に取り組むことができる、 。

☆☆☆ ☆ ☆卒業式 ４～６ ３79 ６年生の卒業を互いに喜び合い それぞれの新しい生活に臨む期待と目標をもつことができる、 。

新入生の入学を全校で喜び その気持ちをそれぞれの立場で意欲的に表現する ☆☆☆１年生を迎える 全学年 ４80 、 。

学校生活のよりよい充実のために、仕事や役割を考え、進んで話し合う。 ☆ ☆ ☆☆児童総会 ３～６ ５80

約束を守ったり 役割を果たしたりしながら 集団ゲームを楽しみ 友達を増やす ☆ ☆ ☆ゲーム集会 全学年 ９81 、 、 、 。

大会の目標を立て、その実現のために互いに協力しながら努力できる。 ☆ ☆ ☆長縄跳び大会 全学年 ２81

☆ ☆ ☆６年生を送る会 全学年 ２82 互いに感謝の気持ちを感じ合い それぞれの学年で協力し合いながらその気持ちを表現できる、 。

所属する委員会や自分の仕事の役割を考え 主体的に活動に取り組むことができる ☆☆☆委員会活動 ５・６ 通年82 、 。

自己の興味や関心を広げたり 友達との交流を深めたりすることができる ☆☆☆クラブ活動 ４～６ 4～1283 、 。

自分の興味や関心のあることについて考え、所属クラブを決定できる。 ☆ ☆ ☆クラブ活動見学 ３ 1283

☆ ☆ ☆☆日直当番 通年84 大きな声で挨拶したり、仕事を着実にやり遂げたりしながら、責任感をもって役割を果たす。

自らの生活を向上させようとする意欲をもち、目標を意識した学校生活を送る。 ☆☆☆ ☆☆朝の会・帰りの会 通年84

学級生活における仕事の役割を考え、主体的・創造的に活動できる。 ☆☆☆☆係活動 通年85

清新な学習意欲を高めたり、規律ある集団行動や表現力を身に付けたりする。 ☆☆☆全校朝会 通年85

自己の役割を自覚して集会に臨み、主体的な表現活動ができる。 ☆☆☆児童朝会 全学年 通年86

班内での自分の役割を理解し、協力し合いながら、意欲的に清掃に取り組む。 ☆ ☆☆縦割り班清掃 86

班内での自分の立場を理解し、協力し合いながら、楽しく遊ぶことができる。 ☆ ☆ ☆縦割り班自由遊び 通年87

清掃活動の意義を知り 進んで仕事に取り組み 働くことの喜びに気付く ☆☆清掃活動（通常） 通年87 、 、 。

当番の仕事を着実に果たしたり 食事をとおして友達との交流を深めたりする ☆ ☆給食活動 通年87 、 。

１ キャリア教育の視点を位置付けた学校行事等の年間題材一覧
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（１）学校行事におけるキャリア教育指導計画案集
指導学年 全学年

指導の場 学校行事・朝の会等

１．目 標

◎ 新学期がスタートすることの喜びを実感し、新しい学期に臨む期待と意欲を膨らませるとともに、今後の学
校生活における目標を立てる。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○自らの成長を遂げようとする気持ちを大切にし、新学期にかける期待や意欲を膨らませる。
○目的意識をもって式中の話を聞かせ、自己の願いや目標をしっかり表現させる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：目的意識をもって話を聞いたり、新学期にかける願いや自分の目標を進んで表現し】

たりすることができる。
【将来設計力 ：新しい学期に臨む期待や意欲を膨らませることができる。】
【意思決定力 ：向上心をもち、新学期の目標を立てることができる。】

３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 始業式の意義や参加態度について ・今後の充実した学校生活や将来の成長のためにスタートが朝 、
担任の話を聞く。 大切であることを確認し、自分の目標を立てられるよう、事前 の

２ 式に臨む心構えをもつ。 話の聞き方、歌、姿勢について特に指導する。会
→【コミュニケーション・意思決定・将来設計】等

１ 校長先生の話や友達の作文発表を ・式中の校長先生の話等をメモしておき、事後の指導での目
→【意思決定・将来設計】始 聞く。 標作りの活動に生かす。

２ 新学期への決意を 歌で表現する ・子どもたちの話の聞き方、表情、姿勢等を観察し、式後で活動時 業 、 。
【 】式 の指導資料にする。 → コミュニケーション・将来設計

１ 式中でどのような話があったか確 ・始業式を終えた後の気持ちを作文に書かせることにより、学
認し、始業式を終えた気持ちを発表 新学期に向かう自己の決意を明確にさせる。級

→【コミュニケーション・意思決定・将来設計】事後 活 し合う。
２ 新学期スタートに当たっての担任 ・めあてカードに目標を記入させ、教室に掲示する。動

→【意思決定】等 の話を聞く。

４.評価の視点と方法
☆新しい学期に臨む期待と意欲を膨らませ、自分の目標をもつことができたか。
→〔・学級活動、式中での態度観察 ・始業式の作文、日記、めめあてカードの記入状況〕

指導学年 １年生

指導の場 学校行事・学級活動等

１．目 標

◎ 入学の喜びを実感し、新しく始まる学校生活における夢や希望を膨らませることができる。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○入学は、将来の夢の実現に向けた「はじめの一歩」であることを知らせ、新しい生活への夢や希望を膨らま
せる。

○挨拶や返事、道具の出し入れなど、自分のことは自分でやり遂げようとする意欲や態度を培う。
☆進路発達にかかわる諸能力
【 】 、 、 。将来設計力 ：将来の夢を描き その実現に向けた一歩として 学校生活への期待を膨らませることができる
【コミュニケーション力 ：元気な声で挨拶や返事をしようとする。】
【課題解決力 ：自分のことは自分で解決しようとする意欲をもつ。】

．
３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 学校の様子や入学式の意義につい ・子どもたちの将来の夢を引き出しながら、学校生活への意学
【 】級 ての担任の話を聞く。 欲を高める話をする。 → 将来設計

２ 挨拶 返事の仕方等の練習をする ・挨拶や返事、話の聞き方が入学後の最初の学習であること事 前 活 、 。
３ 入学式で頑張ることを決め、式に を知らせ、式中で頑張るめあてをもたせる。動

【 】等 臨む心構えをもつ。 → コミュニケーション
１ 先生方の話をしっかり聞く。 ・子どもたちの話の聞き方、表情、姿勢等を観察し、式後で入

【 】活動時 学 の指導資料にする。 → コミュニケーション・将来設計
２ 元気な声で、挨拶や返事をする。式
１ 式中の様子について 担任の話 評 ・式での頑張りの様子を具体的に評価する。また、これから学 、 （
価）を聞く。 の夢や期待を自由に発表させながら、今後の学校生活への級

【 】活 ３ これから頑張っていきたいことや 期待感を膨らませる。 → 将来設計
楽しみなことを発表し合う。 ・入学後は、できるだけ自分のことは自分できるように、意事 後 動

【 】等 ２ これからの学校生活の過ごし方に 欲をもたせる。 → 課題解決
ついて、担任の話を聞く。

４.評価の視点と方法
☆入学の喜びを実感し、学校生活への期待と意欲を膨らませることができたか。
→〔・式中や学級活動時に発言や態度の観察 ・保護者との情報交換〕

○始業式におけるキャリア教育展開案

○入学式におけるキャリア教育展開案（1年生）

２ 学校行事等におけるキャリア教育指導計画案
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指導学年 高学年

指導の場 学校行事・学級活動等

１．目 標

◎ 新入生の入学を歓迎する気持ちをもち、入学式での自分の役割をしっかり果たそうとする。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○新しい仲間の入学を祝う気持ちを醸成し、やさしく接しようとする態度を培う。
○入学式における自分の役割を自覚させ、進んで活動に取り組ませるようにする。

☆進路発達にかかわる諸能力
【役割認識力 ：入学式における自分の役割を理解し、進んで仕事を果たすことができる。】
【職業理解力 ：式の準備や1年生のお世話活動など、役割を果たすことや働くことの喜びを実感できる。】

３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 自分の入学時の気持ちを想起しな ・1年生を迎える歓迎の気持ちを引き出しながら、式の成功に学
がら、式の意義について話し合う。 向けて、どのような役割や頑張ることがあるか明らかにす級

【 】事 前 活 ２ 入学式を成功させるための自分の る。 → 役割認識
役割や頑張ることを決める。動

等
１ 清掃活動、装飾、会場設営等、自 ・子どもたちの活動状況を把握し、役割を果たそうと努力す準

【 】備 己の役割に取り組む。 る姿を称揚していく 式準備。（ ） → 役割認識・職業理解
・活動時
２ 1年生を歓迎する気持ちを歌や表現 ・式中での態度を観察し、事後の指導や評価の資料とする。入

【 】学 活動で表す。 → 役割認識・職業理解
式
１ 入学式にかかわる活動の様子につ ・子どもたちの意欲的な仕事ぶりを評価する。また、式の成学
いて、担任等の話を聞く。 功に向けて働いたことや1年生のお世話に取り組んでみたこ級

２ 活動を振り返り、働くことや役割 となどの感想を話し合わせ、役割を遂げることの満足感を事 後 活
、 。動 を果たすことの意義について話し合 感得させたり 人にかかわる仕事への興味を広げたりする

→【役割認識・職業理解】等 う。

４.評価の視点と方法
☆入学式での自分の役割を自覚し、精一杯活動できたか。また、役割を果たすことや働くことの喜びを実感する
ことができたか。
→〔・活動状況の観察 ・振り返りの活動における発言 ・日記〕

指導学年 全学年

指導の場 学校行事・学級活動等

１．目 標

◎ 講話や模擬体験をとおし、命の尊さに気付くとともに、自らの身を守ろうとする安全意識を高める。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○命の尊さに気付かせ、自らの生き方を大切にしようとする心と態度を育てる。
○必要な情報を収集する力として、資料を適切に読み取る力や要点をとらえた話の聞き方を指導する。

☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：命の尊さに気付き、自らの生き方を大切にしようとする気持ちをもつ。】
【情報活用力 ：資料や講話から、交通安全のためのルールや適切な行動の仕方を知る。】
【職業理解力 ：交通安全を守るための仕事があることや、その仕事に従事する人たちの喜びや願いに気付く。】

３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 交通事故に関する資料から、自己 ・具体的な資料や体験談等から、交通事故が身近な問題であ学
に対する印象や経験を話し合う。 ることに気付かせ、大切な命を守るための活動であること級

【 】事 前 活 ２ 教師の話から、交通安全教室の意 をとらえさせる。 → 情報活用・自己理解
義や内容をとらえる。 ・何を学び、どのような態度が望ましいか、具体的に指導す動

→【情報活用】等 ３ 活動のめあてをもつ。 る。
１ 交通安全教室のめあてや意義を確 ・式中での態度を観察し、事後の指導や評価の資料とする。交

【 】通 認する。 → 自己理解・情報活用
２ 指導者の紹介や講話を聞く。 ・交通安全にかかわって様々な職業があることに気付かせた活動時 安
３ 指導者の指示に従い、活動する。 い。また、それらの人々がどのような願いで仕事に取り組全

→【職業理解】教 ４ 交通安全教室をとおして、わかっ んでいるか扱う。
たことや考えたことを発表し合う。室

。 、学 １ めあてを基に活動状況を振り返る ・命を守る仕事に携わる人々についての感想等も問うことで
。級 ２ 警察官や交通指導員の方々の願い 交通安全は多くの人に関わる問題であることに気付かせる

を考えさせ、命についての思いを深 また、命にかかわる職業への興味や関心を広げる機会とす事 後 活
【 】動 める。 る。 → 自己理解・職業理解

、 。等 ３ 担任の話を聞き、学んだことを実 ・命の貴重さを伝え 学んだことを実生活に生かすよう促す
→【自己理解】践化しようとする意欲をもつ。

４.評価の視点と方法
、 、 。☆命の尊さを感じながら 真剣に活動に取り組んだり 自らの安全を守る方法を理解したりすることができたか

→〔・体験活動の表情及び態度観察 ・振り返りの活動における発言 ・日記やワークシートへの記述状況〕

○入学式におけるキャリア教育展開案（高学年）

○交通安全教室におけるキャリア教育展開案
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指導学年 全学年

指導の場 学級活動・学校行事等

１．目 標

◎ 望ましい集団行動の仕方や協力して活動することの大切さを学ぶとともに、目標に向かって努力したり、進
んで責任を果たそうとしたりする態度身に付ける。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○運動会に臨むめあて作りや振り返りの活動を重視し、一連の過程を指導の場ととらえる。
○将来の適切な職業生活や社会生活を営む上で必要となる、挨拶や集団行動の大切さを理解させる。
○目標に向かって努力したり、自己の役割を責任をもって果たそうとしたりする態度を養う。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：運動会を成功させるための話合いの活動に進んで参加し、自分の考えや意見を表現】

できる。また、場に応じた適切な挨拶をすることができる。
【役割認識力 ：運動会を成功させるために、様々な役割があることに気付き、自らも進んで自分の責任を果 た】

そうと努力することができる。
【職業理解力 ：働くことや役割を果たすことの喜びを感じることができる。】
【課題解決力 ：運動会を成功させるためのきまりやルールを守る。また、目標の実現を願い、具体的な取り組】

みをすることができる。
【意思決定力 ：運動会の成功や自己の向上をめざし、自分なりの目標を立てることができる。】

３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 運動会の意義（どんな力をつけ ・これまでの経験や校長先生の話などから、運動会はいろいろ
る行事か）を話し合う。 な力を高める場であることに気付かせ、運動会について一人学

２ 運動会についての願いをもつ。 一人に願いをもたせる。級
事 前 活 】３ 運動会での自分の役割や仕事を →【コミュニケーション・意思決定

確かめる。動
４ 運動会の目標やがんばることを ・カードを用い自己の役割や仕事を明らかにし、運動会でのめ等
決め、運動会に向けての意欲をも あてや努力事項をもたせる。

→【役割認識・意思決定】つ。

１ 何をどのように頑張るか、具体 ・練習開始時に、挨拶をしっかりすることやめあてを意識して
的なめあてを立てる。 取り組むことを確認する。練

→【コミュニケーション・課題解決】習
２ めあてを意識しながら、活動に ・カードに自己の練習態度を記入させることをとおし、活動状運 時
取り組む。 況を自己評価させ、翌日の活動にめあてをもって臨ませるよ動 ・

うにする。会 帰
→【課題解決・意思決定】練 り ３ 「運動会がんばりカード」を基

に、めあての達成状況を自己評価 ・カードの記述状況や活動時の子どもたちの様子を観察し、適活 習 の
する。 切なアドバイスや賞揚を行う。会

】→【課題解決・意思決定

４ 自己の取り組みを反省したり、 ・互いの頑張りを紹介し合い、目標実現に向かって全員で取り動
友達のがんばりを紹介し合ったり 組む雰囲気を大事にする。

→【コミュニケーション・課題解決】しながら、翌日の練習のめあてを
立てる。時

１ カードを基に、運動会のめあて ・めあてをもって本番の活動に臨めるよう、朝の会で一人一人
を確認し、頑張ることを決める。 の役割や頑張ることを確認させる。運 運

動 動 】２ めあてを基に、自分の仕事や役 →【意思決定・役割認識

割を果たしたり、競技や応援に取会 会
り組んだりする。 ・子どもたちの活動の様子を記録し、振り返りの資料とする。当 当

→【役割認識・職業理解・課題解決】日 日 ３ 運動会の様子について、担任の
話を聞きながら、自己の取り組み
の様子を簡単に振り返る。

１ カードを基に、めあての達成状 ・教師の側からも子どもたちの頑張りの様子を具体的に伝え、
況や自己の取り組み態度について 自分たちの成長を実感させる。学

→【課題解決・役割認識・職業理解】級 反省する。
２ 働くことや役割を果たすことの ・自己の役割を精一杯果たした子どもたちを大いに評価し、働事 後 活
意義を話し合う。 くことや役割を果たすことの楽しさ、大切さをおさえる。動

→【役割認識・職業理解】３ 運動会を通じて学んだことや成
長できたことをおさえる。

４.評価の視点と方法
☆集団行動のルールや自己の役割を果たすことの大切さを理解できたか。
→〔・振り返りの作文の記述状況 ・教師間の情報交換 ・振り返りの活動における発言〕

☆目標に向かって努力したり、自己の役割を責任をもって果たそうとしたりすることができたか。
→〔・めあてカードの取り組み状況 ・活動状況の観察 ・担当教師間の情報交換〕

○運動会指導におけるキャリア教育展開案
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指導学年 ６年生

指導の場 学級活動・学校行事・総合的な学習の時間等

１．目 標

◎ 多様な人々との触れ合いを通じながら、集団行動や社会のルールを学ぶとともに、見聞を広げたり、課題を

追究したりする力を高める。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○挨拶や礼儀、集団行動等、社会生活における望ましい態度を指導する。

○情報をよりよく活用し、課題を解決する力を育てる。

○社会生活を支える多くの職業や人々の存在や苦労、願い等に気付かせ、働くことへの興味や関心を広げる。

☆進路発達にかかわる諸能力

【コミュニケーション力 ：進んで他者とのかかわりもち、場に応じた適切な挨拶をしたり、インタビュー活動】

等に取り組んだりすることができる。

【自己理解力 ：旅行先で触れ合った人々との出会いを基に、自分自身の生き方について関心をもつ。】

【役割認識力 ：社会生活には様々な役割があることに気付く。また、修学旅行での自らの役割を責任をもって】

果たす。

【職業理解力 ：様々な業種の人々との触れ合いを通じ、社会には多様な仕事があることに気付いたり、働くこ】

との意義について考えたりすることができる。

【将来設計力 ：様々な業種の人々との触れ合いを通じ、職業についての憧れをもつ。】

【情報活用力 ：見学やインタビュー活動で、必要な情報を的確に得ることができる。】

【課題解決力 ：修学旅行における自らの目標を立て、その実現に向かって努力することができる。】

【意思決定力 ：修学旅行にかかわる話合いにおいて、進んで自己の考えを表現できる。】

３．指導計画

指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 修学旅行の意義を話し合う。 ・話合いを通じ、自分たちの力を高めるための行事であること

、 。（どんな力をつける行事か） に気付かせ めあてや役割決めの話合いに進んで参加させる

学 】→【課題解決・意思決定

２ 主な活動内容を知り、修学旅行級

を成功させるために必要なことを ・集団生活を支えるために、どの役割も大切であることに気付活

話し合う。 かせる。活動状況を把握し、適宜指導する。事 前 動

→【役割認識】・

３ 修学旅行のめあて、きまり、役 ・テーマや課題意識を明確にさせ、事前学習に取り組ませる。総

割等を話し合って決める。 資料の活用の仕方、インタビューの仕方等について、具体的合

に指導する。等

】４ 事前の係活動、調べ学習等に取 →【コミュニケーション・意思決定

り組む。

１ 役割分担に従い、自分の仕事に ・旅行中での集会等で、挨拶や礼儀、見学態度、役割分担への

取り組む。 取り組み状況等を把握しておき、集会等の場で適切に評価す

る。修

→【コミュニケーション・課題解決・役割認識】学 ２ めあてやルールを守り、適切な

集団行動をとる。旅

・様々な業種の人々との触れ合いを大切にさせ、進んでインタ活動時 行

３ 課題をもち、見学活動を行う。 ビュー活動に取り組ませながら、気付いたことや感じたこと

・適切な挨拶をする 等をメモさせていく。

→【情報活用・職業理解・将来設計】・進んでインタビュー活動を行う

・わかったこと等をメモする

１ めあての達成状況や自己の取り ・旅行中に出会った人々から学んだことをまとめさせる。学

【 】級 組み態度について反省する。 → 課題解決・役割認識・職業理解

２ 修学旅行でわかったことや学習 ・自己の役割を精一杯果たした子どもたちを大いに評価し、働活

したこと、感想を等をまとめ、発 くことや役割を果たすことの楽しさ、大切さをおさえる。事 後 動

→【役割認識・職業理解】・ 表し合う。

３ 修学旅行にかかわって、多くの総

人々の支えがあったことを確認す ・社会生活を支える人々の役割やそれぞれのつながりを考えさ合

→【役割認識・職業理解】等 る。 せる。

４.評価の視点と方法
☆集団行動のルールや自己の役割を果たすことの大切さを理解し、実践できたか。

→〔・学級会（めあて作り・振り返り）での話合いの状況 ・旅行中の態度〕

☆進んでインタビュー活動に取り組んだり、見学したりすることができたか。

→〔・事前学習の態度 ・旅行中の見学態度 ・学習ノートの記述状況〕

☆多くの人々とのかかわりを通じ、社会生活を支える人々や職業の存在に気付くことができたか。

→〔・学習ノートへの記述状況 ・事後学習での作文等での記述状況〕

○修学旅行指導におけるキャリア教育展開
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指導学年 ４～６年生

指導の場 学校行事・朝の会・帰りの会

１．目 標

◎ 進んで働こうとする意欲をもち、自分の仕事を着実にやり遂げることができる。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○全力を出して働くことの気持ちよさ協力して物事をやり遂げることの充実感を味わわせる。
○どの仕事も大切な役割があることや責任を果たすことの大切さに気付かせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【役割認識力 ：物事をやり遂げるためには、それぞれの責任を果たすことが大切であることに気付く。】
【職業理解力 ：自分の役割をやり遂げることや全力で働くことの喜びを感じることができる。】

３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ プール清掃を行うことを知らせる ・学校生活を支える大切な仕事であることに気付かせ、活動
とともに、なぜ清掃が必要か、なぜ 意欲を高める。自分の役割やめあてをしっかりともたせる朝
上学年の役割になっているか考える ようにする。事 前 の 。

→【役割認識・職業理解】会 ２ 仕事の役割分担を決める。
３ 自分の活動のめあてを立てる。
１ 始めの挨拶をする。 ・活動中の態度を観察し、事後の指導や評価の資料とする。プ

【 】

ー

→ 役割認識・職業理解
２ めあての確認をする。 ・教師も共に働き、みんなで力を合わせて物事をやり遂げる活動時 ル

充実感を味わわせたい。清
→【職業理解】掃 ３ 自分の仕事に取り組む。

１ めあてを基に活動状況を振り返る ・一生懸命に働く姿を賞揚し、働くことの喜びを引き出す。。
２ 担任の話を聞き、責任を果たすこ 下学年や校長先生等のお礼の言葉を紹介しながら、役割を帰
との大切さや協力して働くことの意 果たすことの気持ちよさを感得させる。事 後 り

→【役割認識・職業理解】の 味を考える。
・プール清掃で学んだことを実生活に生かすよう促す。会

→【役割認識】

４.評価の視点と方法
☆働くことの意義を感じ、自己の役割を責任をもって果たすことができたか。
→〔・活動時態度観察 ・振り返りの活動における発言 ・日記への記述状況〕

指導学年 高学生

指導の場 学校行事・課外活動の時間等

１．目 標

◎ 学校の代表としての誇りをもち、目標をもって応援や競技に力を発揮できる。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○陸上記録会における各自の目標を明確にもたせ、その実現に向かって努力する心と態度を培う。
○継続して物事に取り組むことの価値を伝える。

☆進路発達にかかわる諸能力
【課題解決力 ：自らが立てた目標の実現をめざし、努力することができる。】

３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 賞状やVTR等から、陸上記録会で活 ・イチロー選手のエピソードを紹介しながら、目標をもって
躍する先輩の姿に触れる。 努力を継続することの価値を伝え、陸上記録会に向けた意課

２ 教師の話を聞き、陸上記録会の意 欲を高める。事 前 外
→【課題解決】活 義を知る。

３ 陸上記録会への自己のめあてを立 ・過去の記録等を参考にさせ、何をどのように頑張るか、具動
てカードに書く。 体的なめあてをもたせる。

→【課題解決】
１ カードを用い、練習への取り組み ・カードへの記述状況や練習態度を観察し、意欲が低下して
態度を毎日自己評価する。 いる子には励ましの助言を与える。また、一生懸命な努力練

を重ねている子は、学級通信等で紹介し、その姿を広めて活動時 習
２ 大会での自己の役割やめあてを立 いく。・

→【課題解決】大 てる。
・大会でのそれぞれの役割とめあてを明確にもたせる。会

３ めあてに基づいて活動する。
→【職業理解】

１ めあてを基に自分の活動状況を振 ・カードへの記述や作文等で陸上記録会の取り組みを通じて朝
り返り、反省をカードに書く。 得た自己の成長を具体的にとらえさせる。の

→【課題解決】事 後 会 ２ 陸上記録会の取り組みの様子につ
いて、教師の話を聞く。 ・目標をもって努力を継続することの大切さを話し、以後の等

３ 陸上記録会の取り組みの成果を学 生活への実践化も図る。
→【課題解決】校生活の何に生かすか考える。

４.評価の視点と方法

☆自己の目標に向かって継続した努力をすることができたか。
→〔・練習や大会本番での活動状況の観察 ・取り組みカードへの記述状況 ・日記や作文への記述状況〕

○プール清掃におけるキャリア教育展開案

○陸上記録会におけるキャリア教育展開案
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指導学年 ５年生

指導の場 学級活動・学校行事・総合的な学習の時間等

１．目 標

◎ 自然との触れ合いや集団活動をとおし、集団行動のルールや自己の責任を果たすことの大切さを理解する。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○挨拶や礼儀、集団行動等、社会生活における望ましい態度を指導する。
○一人一人の役割を明確に持たせ、責任をしっかり果たすことの大切さを体験的に理解させる。
○仲間とともに働くことの喜びを味わわせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：場に応じた適切な挨拶ができる。また、進んで友達にかかわり、協力して活動する】

ことができる。
【役割認識力 ：古代むら体験学習を成功させようとする意欲をもち、自らの役割を責任をもって果たす。】
【職業理解力 ：働くことの楽しさを感じながら、進んで自分の仕事に取り組むことができる。】
【課題解決力 ：古代むら体験学習での自らの目標を立て、その実現に向かって努力することができる。】
【意思決定力 ：古代むら体験学習の話合い活動に進んで取り組み、自らの努力目標を立てることができる。】

３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 古代むら体験学習の意義を話し ・話合いを通じ、自分たちの力を高めるための行事であること学
、 。級 合う。 に気付かせ めあてや役割決めの話合いに進んで参加させる

→【課題解決・意思決定】活 （どんな力をつける行事か）
２ 主な活動内容を知り、古代むら ・集団生活を支えるために、どの役割も大切であることに気付動

→【役割認識】事 前 ・ 体験学習を成功させるために必要 かせる。
なことを話し合う。総

３ 古代むら体験学習のめあて、き ・しおりに記入させながら、自己の役割やめあてを明確にもた合
→【コミュニケーション・意思決定】等 まり 役割等を話し合って決める せるようにする。、 。

４ 事前の係活動に取り組む。
１ 役割分担に従い、自分の仕事に ・挨拶や礼儀、役割分担への取り組み状況、班の協力体制等を古
取り組む。 把握し 「夕べの集い」等の場で適切に指導、評価する。代 、

→【コミュニケーション・課題解決・役割認識・職業理解】む ２ めあてやルールを守り、適切な
集団行動をとる。活動時 ら

３ 仲間と協力して野外炊事やテン ・教師も子どもたちとともに活動しながら、協力して働いたり体
ト設営、清掃活動、キャンプファ 活動したりすることの楽しさを実感させたい。験

【 】学 イヤー等の活動に取り組む。 → コミュニケーション・職業理解・役割認識
習
１ めあての達成状況や自己の取り ・自己の取り組み態度を自己評価させるとともに、活動で見つ学
組み態度について反省する。 けた友達のよさにも触れさせる。級

→【課題解決・コミュニケーション】活 ２ 古代むら体験学習の活動でわか
ったことや学習したこと等をまと ・自己の役割を精一杯果たした子どもたちを大いに評価し、働事 後 動
め、発表し合う。 くことや役割を果たすことの楽しさ、大切さをおさえる。等

→【役割認識・職業理解】３ 教師の話を聞き、今後の生活へ
のめあてをもつ。

４.評価の視点と方法
☆集団行動のルールや自己の役割を果たすことの大切さを理解し、実践できたか。
→〔・学級会（めあて作り・振り返り）での話合いの状況 ・活動中の態度〕

☆進んで友達にかかわり、協力して活動することができたか。
→〔・事前学習の態度 ・諸活動での取り組み態度 ・学習ノートの記述状況〕

指導学年 全学年

指導の場 学校行事・朝の会等

１．目 標

◎ 本学期の成長と課題を振り返り、今後の生活の向上をめざして意欲や目標をもつことができる。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○学期当初に立てた目標に立ち返らせ、自己の取り組み状況を具体的に振り返らせる。
○自己の生活を向上させようとする意欲をもたせ、反省に基づいた目標をもたせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：生活態度を振り返り、自己の成長点、課題点を具体的にとらえることができる。】
【意思決定力 ：自らの生活を高めようとする気持ちをもち、今後の生活への意欲や目標をもつことができる。】

３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 終業式の意義や参加態度について ・学期のしめくくりの大切な式であることを確認し、自己の朝 、
、 、 、事前 の 担任の話を聞く。 生活を振り返りながら式に望むよう伝え 話の聞き方 歌
【 】会 ２ 式に臨む心構えをもつ。 姿勢について特に指導する。 → 自己理解・意思決定

１ 校長先生の話や友達の作文を聞く ・式中の校長先生の話等をメモしておき、事後の指導での目終 。
２ 学期のしめくくりの気持ちを歌で 標作りの活動に生かす。活動時 業

→【自己理解・意思決定】式 表現する。
１ 式中の話の内容を確認する。 ・成長点と課題点を明確にした作文を書かせることにより、学
２ 自己の生活態度を振り返る。 今後の生活に向かう自己の目標を明確にさせる。教師から級
３ 教師の話を聞き、今後の生活への も子どもたちの成長を具体的に示し、今後の生活への意欲事後 活

→【自己理解・意思決定】動 目標をもつ。 を高める。

４評価の視点と方法
☆自己の生活を振り返り、成長点や課題点を見つけ、今後の生活への向上心をもつことができたか。
→〔・学級活動、式中での態度観察 ・終業式の作文〕

○古代むら体験学習におけるキャリア教育

○終業式におけるキャリア教育展開案
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指導学年 全学年

指導の場 学級活動・学校行事・総合的な学習の時間等

１．目 標

◎ 仲間と協力してものごとを成し遂げる喜びを感じるとともに、自分のめあてをもって活動に取り組み、想像

力や表現力を高めることができる。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○学習発表会での自己の役割を明確にさせ、責任を果たすことの大切さを指導する。

○表現活動やPR（広報）活動に取り組ませることにより、地域の人とのかかわりの場を設ける。

○具体的な目標を設定させ、その実現に向けて努力する態度を培う。

☆進路発達にかかわる諸能力

【コミュニケーション力 ：自分の役割を精一杯表現し、集団活動に意欲的に取り組むことができる。】

【役割認識力 ：学習発表会を成功させようとする意欲をもち、自らの役割を責任をもって果たす。】

【職業理解力 ：学習発表会のPR活動を行い、働くことや地域の人と触れ合うことに喜びを感じる。】

【課題解決力 ：学習発表会での自らの目標を立て、その実現に向かって努力することができる。】

【意思決定力 ：学習発表会にかかわる話合い活動に進んで取り組み、自らの努力目標を立てることができる。】

【自己理解力 ：音楽表現や身体表現等の創作活動に取り組み、自己の興味を広げることができる。】

３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 学習発表会の意義を話し合う。 ・話合いを通じ、自分たちの力を高めるための行事であること

、 。学 （どんな力をつける行事か） に気付かせ めあてや役割決めの話合いに進んで参加させる

→【役割認識・課題解決・意思決定】級

２ 主な活動内容を知り、学習発表 ・学習発表会の成功のために、どの役割も大切であることに気事 前 活

【 】動 会を成功させるために必要なこと 付かせる。 → 役割認識

を話し合う。等

・学習発表会取り組みカードに記入させながら、自己の役割や

３ 学習発表会のめあて、きまり、 めあてを明確にもたせるようにする。

→【役割認識・コミュニケーション・意思決定】役割等を話し合って決める。

１ 自分で決めためあてを基に、表 ・練習開始時に、挨拶をしっかりすることや、めあてを意識し練

現練習や係の準備活動等に取り組 て取り組むことを確認する。学 習

→【コミュニケーション・課題解決】習 時 む。

・カードにめあての達成状況を自己評価させる。カードへの記発 ・

、 。表 帰 ２ 毎日の練習態度を反省し、翌日 述状況や練習態度を観察し 適切なアドバイスや指導を行う

→【役割認識・課題解決・意思決定】会 り の練習のめあてを立てる。

活 練 の

。 、動 習 会 ３ 学習発表会のPRちらしを作り、 ・挨拶や礼儀をしっかり指導し活動させる ちらし配りを通じ

地域の人たちに広報活動をする。 地域の一員としての自覚や働くことの楽しさを感じさせる。時 等

→【コミュニケーション・職業理解】

１ 取り組みカードを基に、発表会 ・めあてを意識して本番の活動に臨めるよう、朝の会で一人一

当日のめあてを確認する。 人の役割や頑張ることを確認させる。学 朝

【 】習 の → 役割認識・意思決定

２ めあてを基に、自分の役割や仕発 会

事に全力で取り組む。 ・子どもたちの活動の様子を記録し、振り返りの資料とする。表 ・

【 】会 発 → 役割認識・役割認識・課題解決

３ 学習発表会の様子について、担 ・音楽や身体表現等、幅広い表現活動を経験させ、表現の楽し当 表

任の話を聞きながら、自己の取り さを味わわせたり、子どもたちの興味を広げさせたりする。日 会

→【自己理解】組みの様子を簡単に振り返る。

１ 学習発表会のVTRを視聴しなが ・自己の取り組み態度を自己評価させるとともに、活動で見つ

ら、自己の取り組み態度について けた友達のよさにも触れさせる。学

→【課題解決・コミュニケーション】級 振り返り、反省する。

２ 学習発表会の取り組みを通じ、 ・自己の役割を精一杯果たした子どもたちを大いに評価し、働事 後 活

わかったことや学習したこと等を くことや役割を果たすことの楽しさ、大切さをおさえる。動

→【役割認識・職業理解】等 まとめ、発表し合う。

３ 教師の話を聞き、今後の生活へ ・協力してものごとをやり遂げることの満足感を次の活動に生

のめあてをもつ。 かすよう話す。

【 】→ 意思決定

４．評価の視点と方法
☆自分の役割を自覚し、精一杯表現活動や係の活動に取り組むことができたか。

→〔・学級会での話合いの状況 ・学習発表会取り組みカードの記述状況 ・活動中の態度〕

☆協力してものごとをやり遂げることの満足感を感得することができたか。

→〔・活動中の態度 ・振り返りの活動での作文の記述や発言内容 ・取り組みカードの記述状況〕

○学習発表会におけるキャリア教育展開案
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指導学年 全学年

指導の場 学級活動・学校行事

１．目 標

◎ スキー遠足をとおし、集団で活動することの楽しさや集団行動のルールを知る。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○場に応じた挨拶をしたり、社会や集団のルールを守って適切に行動したりする態度を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：場に応じて適切な挨拶したり、スキー遠足にかかわる話合いで進んで自分の考えを】

表現したりする。
【役割認識力 ：スキー遠足での自分の役割を責任をもって果たすことができる。】
【課題解決力 ：バスの中やスキー場でのきまりを守って、適切な集団行動ができる。】

３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ スキー遠足でのめあてや約束、役 ・集団活動の行事であることを確認し、スキー遠足を成功さ学
割を話し合って決める。 せるために必要なめあてやきまりを話し合わせる。カード事 前 級

２ スキー遠足での自分のめあてを決 を用い、個々のめあてを具体的にもたせるようにする。活
→【コミュニケーション・役割認識・課題解決】動 め、取り組みカードに書く。

１ はじめの会でめあてや約束を確認 ・バスの中のマナー指導を徹底する。自分たちの活動を支えス
する。 る人たち(バス・スキー場の方々等)の存在に気付かせ、適キ

２ 車中レク スキー実技に取り組む 切な挨拶ができるよう指導する。活動時

ー

、 。
→【コミュニケーション・課題解決】遠 ３ 終わりの会で、めあての振り返り

や感想の交流を行う。 ・レク係、スキーリーダー等、自己の役割を適切に果たすよ足
【 】うにさせる。 → 役割認識

１ めあてを基に活動状況を振り返り ・教師の話の補説によって、社会生活のルールや挨拶の大切学 、
スキー遠足についての作文を書く。 さ、スキー遠足にかかわる多くの人々の存在等に気付かせ事 後 級

【 】活 ２ お世話になった指導員の方々にお たい。 → コミュニケーション・課題解決

礼の手紙を書く。動

４.評価の視点と方法
☆社会や集団のルールを守って、適切な行動をとることができたか。
→〔・活動時態度観察 ・終わりの会での話合いの状況 ・振り返りの作文の記述状況〕

指導学年 ６年生

指導の場 朝の会・学校行事

１．目 標

◎ 進んで働こうとする意欲をもち、自分の仕事を着実にやり遂げることができる。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○全力を出して働くことの気持ちよさや協力して物事をやり遂げることの充実感を味わわせる。
○どの仕事も大切な役割があることや責任を果たすことの大切さに気付かせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【役割認識力 ：物事をやり遂げるためには、それぞれの責任を果たすことが大切であることに気付く。】
【職業理解力 ：自分の役割をやり遂げることや全力で働くことの喜びを感じることができる。】

３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 「体育館磨き」を行うことを知ら ・最上級生として学校生活を支える大切な仕事であることに
せるとともに、なぜ清掃が必要か、 気付かせ、活動意欲を高める。自分の役割やめあてをしっ朝
なぜ６年生の役割になっているか考 かりともたせるようにする。事 前 の

→【役割認識・職業理解】会 える。
２ 仕事の役割分担を決め、自分の活
動のめあてをもつ。

１ 始めの挨拶をする。 ・校長先生に６年生への期待を話していただき、活動意欲を体
【 】育 ２ 校長先生の話を聞く。 高める。 → 役割認識・職業理解

３ めあての確認をする。 ・教師も共に働き、みんなで力を合わせて物事をやり遂げる活動時 館
→【職業理解】磨 ４ 自分の仕事に取り組む。 充実感を味わわせたい。

き
１ めあてを基に活動状況を振り返る ・一生懸命に働く姿を賞揚し、働くことの喜びを引き出す。学 。
２ 担任の話を聞き、責任を果たすこ 下学年や校長先生等のお礼の言葉を紹介しながら、役割を事 後 年
との大切さや協力して働くことの意 果たすことの気持ちよさを感得させる。集

→【役割認識・職業理解】会 味を考える。

４.評価の視点と方法
☆働くことの意義を感じ、自己の役割を責任をもって果たすことができたか。
→〔・活動時態度観察 ・振り返りの活動における発言 ・日記への記述状況〕

○スキー遠足におけるキャリア教育展開案

○「体育館ワックス塗り」におけるキャリア教育展開案
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指導学年 １～５学年

指導の場 学校行事・朝の会・学級活動等

１．目 標

◎ 「修了式」の意味を知り、１年間の自己の成長を自覚するとともに、新しい学年に臨む期待と意欲を膨らま
せることができる。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○１年間の自己の成長を実感させ、新学年にかける期待や意欲を膨らませる。
○目的意識をもって式に臨ませ、一年間の総決算の気持ちと新学年にかける思いをしっかり表現させる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：一年間の学校生活を振り返り、成長点や課題点に気付くことができる。】
【将来設計力 ：自己の成長を実感するとともに、新しい学年に臨む期待や意欲を膨らませることができる。】
【意思決定力 ：自己の成長や今後の目標を進んで表現できる。】

３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 担任の話から「修了式」の意味を ・ 終了」との意味の違いから、自己の成長の大切な節目の式「
知る。 であることを知らせる。事前 朝

→【自己理解・意思決定】の ２ 一年間の自分の学校生活を振り返
、会 り、成長したことを発表し合う。 ・始業式に立てた自分のめあてを基に学校生活を振り返らせ

３ 式に臨む望ましい心構えや態度を 成長点を具体的に実感させる。等
→【自己理解・将来設計】考える。

１ 一年間の総決算の気持ちをもって ・式中の校長先生の話等をメモしておき、事後の指導でのま練 、
式練習に取り組む(練習時 。 とめの活動に生かす。習 ）

→【意思決定・将来設計】活動時 ・ ２ 一年間の成長を返事、姿勢、歌等
で表現する。 ・子どもたちの話の聞き方、表情、姿勢等を観察し、式後で修

３ 校長先生の話、代表の子の作文を の指導資料にする。了
→【自己理解・意思決定・将来設計】式 聞く。

１ 式中でどのような話があったか確 ・修了式を終えた後の感想等を含めながら、一年間の成長や学
認し、修了式を終えた気持ちを発表 新学年への目標等を作文に表現する。級

→【自己理解・意思決定・将来設計】事後 活 し合う。
２ 一年間のまとめと新学年への進級 ・子どもたちの一年間の成長を賞揚するとともに、新学年に動

→【将来設計】等 にかかわる担任の話を聞く。 期待する気持ちを伝える。

４.評価の視点と方法
☆新しい学期に臨む期待と意欲を膨らませ、自分の目標をもつことができたか。
→〔・学級活動、式中での態度観察 ・始業式の作文、日記、めめあてカードの記入状況〕

指導学年 ４～５年生

指導の場 学校行事・学級活動等

１．目 標

◎ ６年生への感謝の気持ちを、式の準備活動や卒業式の表現に表すことができる。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
、 。○卒業式のもつ意義の大きさを知らせ その成功のために自分の役割を精一杯やり遂げようとする態度を培う

○卒業生の姿に触れさせ、自らの学校生活を向上させようとする意欲や目標をもたせる。
☆進路発達にかかわる諸能力
【将来設計力 ：卒業生の姿に憧れの気持ちをもち、今後の生活への夢や希望を膨らませる。】
【コミュニケーション力 ：卒業式にかかわる話合い活動に進んで取り組むことができる。】
【役割認識力 ：卒業式には多くの人々の協力や支えがあることに気付き、自分の役割に対する責任感をもつ。】
【課題解決力 ：卒業式を成功させようとする意欲をもち、準備や表現活動に取り組むことができる。】

．
３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ これまで学校生活で、６年生にお ・６年生への感謝の気もちを具体的に引き出し、卒業式の活学
【 】級 世話になったことを想起する。 動に対する意欲を高める。 → コミュニケーション

２ 卒業式のもつ意義を考える。 ・卒業式を成功させるための具体的な取り組み事項を考えさ事 前 活
３ 卒業式を成功させるために、具体 せ、式に臨むめあてを立てさせる。動

→【課題解決・役割認識】等 的に努力することを出し合う。
１ 具体的なめあてを立てて、練習に ・卒業式の意義を意識させながら、しっかりと役割を果たす練
取り組む。 よう指導する。活動時 習

→【課題解決・役割認識】・ ２ ６年生への感謝の気持ちをもって、
清掃活動や式場準備に取り組む。 ・卒業式は多くの人々の協力や支えで成り立つことに気付か準

【 】備 ３ 感謝の気持ちを、姿勢、歌、呼び せる。 → 役割認識
かけ等の表現で表す。 ・活動態度を観察し、適切に評価、指導する。・

【 】式 → 課題解決・役割認識
１ 式中の様子について 担任の話 評 ・式での頑張りの様子を具体的に評価する。また、卒業生の学 、 （
価）を聞く。 姿から、今後の学校生活への具体的な目標をもたせ、新年事 後 級

２ ６年生の姿から、今後の学校生活 度への意欲の向上を図る。活
→【将来設計】動 に対する目標を発表し合う。

４.評価の視点と方法
☆卒業の喜びを実感し、学校生活への期待と意欲を膨らませることができたか。
→〔・式中や学級活動時に発言や態度の観察 ・保護者との情報交換〕

○修了式におけるキャリア教育展開案

○卒業式におけるキャリア教育展開案（４・５年生）
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指導学年 ６年生

指導の場 学校行事・学級活動等

１．目 標

◎ ６年間の成長の喜びを実感し、自らの人生に対する夢や希望を膨らませることができる。

２．本題材におけるキャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○６年間の成長を自覚させ、卒業の喜びを実感させるとともに、自らの将来への夢や希望を膨らませる。

○自らの卒業には、多くの人々の支えがあったことに気付かせ、感謝の気持ちを育む。

☆進路発達にかかわる諸能力

【コミュニケーション力 ：感謝の気持ちを挨拶や返事で表現できる。】

【自己理解力 ：小学校生活を振り返り、自己の成長を自覚するとともに、新しい生活に向けた意欲を高める。】

【役割認識力 ：自分自身の成長や卒業式の運営に、多くの人々の支えや協力があったことに気付き、周りの人】

々への感謝の気持ちをもつ。

【将来設計力 ：中学校生活や将来の自分の人生について、夢や希望を膨らませることができる。】

【意思決定力 ：卒業式の取り組みについての話合いに進んでかかわり、卒業式を成功させようとする自己の意】

思を高めることができる。

３．指導計画
指導の場 主な学習活動 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

１ 卒業式の意義について話し合う。 ・小学校６年間の学びの集大成の場であることを押さえる。学

→【役割認識】級 ・小学校生活最後の「授業」

・６年間の成長の証の表現の場 ・入学時に書いた「はじめてかいたなまえ」や当時の写真等活

・周囲の人々への感謝の表現 を示しながら、それぞれの成長を具体的にとらえさせる。動

→【自己理解】事 前 ・

２ 卒業式を成功させるために大切な ・卒業式の意義を押さえた上で 「どんな卒業式をつくりたい学 、

→【意思決定】年 ことや必要なことを話し合い、卒業 か」問い、卒業式に向かう意欲をつくる。

式の取り組みのめあてを決める。集

・返事 ・呼びかけ ・態度 ・歌会

等等

練 １ めあてをもって式練習に取り組む ・式中での態度を観察し、事後の指導や評価の資料とする。。

習 また、練習後に反省の時間を設け、めあてを意識させなが

→【意思決定】活動時 ・ ２ ６年間の成長の証と感謝の気持ち ら式に臨ませる。

を卒業式で表現する。 ・堂々とした態度で挨拶や返事ができるよう、指導する。卒

→【コミュニケーション」業

、式 ・６年間の学びの成果を全て発揮する場であることを確認し

【 】自信をもって式に臨ませる。 → 自己理解・意思決定

【 】１ 卒業式の様子について担任の話を ・６年間の成長が表現された姿を賞揚する。 → 自己理解

聞く。

・自らの成長は多くの人々の支えで実現したことを、具体的

【 】２ これまでの成長を支えてきた人々 な事例を交え 子どもたちに気付かせる、 。 → 役割認識

の存在について考える。学

・卒業文集等の企画で、将来の夢について事前に考えさせて事 後 級

３ 将来の夢や希望について発表し合 おく。どの夢も価値高いものであることを補説し、将来へ活

【 】動 う。 の憧れの気持ちを高めるようにする。 → 将来設計

４ 将来の人生についての担任の話を ・教師自身の体験談等を紹介しながら、中学校生活は夢実現

聞く。 の第一歩であることを伝え、新しい生活への期待や目標を

【 】抱かせる。 → 自己理解・将来設計

４.評価の視点と方法
☆卒業の喜びを式で表現することができたか。

→〔・式中の態度観察〕

☆自分の将来の人生について、夢や希望を膨らませることができたか。

→〔・学級活動での態度観察（話の聞き方、夢や希望の発表 〕）

○卒業式におけるキャリア教育展開案（６年生）
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（２） 児童会活動・クラブ活動・日常活動におけるキャリア教育指導計画案集

指導学年 ２年生以上の全学年

指導の場 児童会活動等

１．目 標

◎ 新入生の入学を全校で喜び、その気持ちをそれぞれの立場で意欲的に表現する。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○挨拶や歌等の表現活動で、堂々と自分らしさを発揮できる力を育てる。

○会の運営における自分の役割を自覚させ、責任感をもってその役を果たそうとする態度を培う。

☆進路発達にかかわる諸能力

【コミュニケーション力 ：友達と共に、歌やゲームなどの活動に生き生きと取り組むことができる。】

【役割認識力 ：会における自分の役割を自覚し、責任を果たすことができる。】

【自己理解力 ：自分の長所や得意なことを生かして、表現活動に取り組むことができる。】

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○１年生を迎える会でのめあてを話し ・会の中でのそれぞれの学年の位置付けを明確に示し、各学学年集会

合う。 年の目標を具体的にもたせるようにする。

【 】○会の中での役割を決め、練習や準備 → 役割認識

に取り組む。 ・各学年の表現の内容は、子どもたちのよさが生かされるも

○自分の役割や学年の表現活動に取り のを工夫し、主体的な表現活動をめざす。１ 年 生 を

【 】迎える会 組む。 → 自己理解・コミュニケーション

○全校での歌やゲームに取り組み、他 ・他学年との交流が深まるゲーム活動等を集会の中に位置付

学年との交流を深める。 けていく。教師の子どもたちの活動に加わり、活動を盛り

【 】学年集会等 → コミュニケーション○めあての達成状況を話し合う。 上げる。

○活動にかかわる教師の話を聞く。 ・役割を責任もって果たすことや、同じ学校の仲間として誰

とでも仲良くすることの大切さを伝える。

【 】→ 役割認識・コミュニケーション

指導学年 ３年生～６年生

指導の場 学級活動・児童会活動

１．目 標

◎ 学校生活をよりよいものにするために、生活のめあてや委員会の活動内容について、主体的に話し合うこと

ができる。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○自分の考えをもち、的確に表現できる力を育てる。

○学校生活を支える様々な役割に気付き、自らの仕事に対する意欲を高める場とする。

☆進路発達にかかわる諸能力

【コミュニケーション力 ：声量や語尾等に気をつけ、自分の考えを適切に表現することができる。】

【役割認識力 ：学校生活を支えていくための、委員会活動の役割を知る。】

【課題解決力 ：学校生活をよりよくするためのアイディアを考えることができる。】

【 】 、 。意思決定力 ：話し合いの場に進んでかかわり 委員会活動等での自分の仕事に対する意欲をもつことができる

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○これまでの生活や委員会活動を見直 ・従来の活動にとらわれることなく、実際の学校生活を見つ委員会活動

し、学校生活を向上させるためのア めさせながら、創造的なアイディアを出し合うようにさせ

【 】イディアを出し合う。 す。 → 役割認識・課題解決

○児童総会資料を読み、質問点や意見 ・学年に応じながら 「質問 「意見」の違いや検討の視点等学級活動 、 」

を出し合う。 を指導する。資料の読み取りをペアやグループでさせ、進

【 】○児童会執行部、各委員会の提案を聞 んで話合いに参加させる。→ 意思決定・コミュニケーション

く。 ・場に応じた話し方や質問、意見の出し方を事前に指導して児童総会

【 】○提案に対する質問や意見を出し合い おく、 。 → コミュニケーション

学校生活を向上させるための話合い ・ 児童総会シート」を用意し、総会の感想やこれからの自分「

をする。 の仕事に対するめあてを書き込ませ、以後の活動に対する

【 】○自分の仕事や役割を確認し、今後の 意欲を高める。 → 意思決定

活動への意欲をもつ。

○１年生を迎える会におけるキャリア教育の展開

○児童総会におけるキャリア教育展開案
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指導学年 全学年

指導の場 児童会活動等

１．目 標

◎ 約束を守ったり、集会でのそれぞれの役割を果たしたりしながら、仲良く集団ゲームを楽しむことができる。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○集団ゲームを企画・運営したり、集団をまとめたりする力を育てる （６年生）。

○集団活動における約束やゲームのルールを守り、適切な集団行動ができるようにする。

☆進路発達にかかわる諸能力

【コミュニケーション力 ：誰とでも仲良くゲームを楽しむことができる。また、集会の感想を進んで話すことが】

できる。

【課題解決力 ：集団行動やゲームの約束を守ることができる。】

【役割認識力 ：自覚をもってリーダーとしての活動に取り組んだり、集会の役割を責任をもって果たしたりする】

ことができる。

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○ゲーム集会の内容や役割を話し合っ ・ ゲーム集会企画書」を準備し、ゲームの内容や運営の企画６学年集会 「

【 】て決める。 を具体的に考えさせるようにする。 → 課題解決・役割認識

○ゲーム集会の約束を確認する。 ・それぞれの学年に応じてめあてをもたせる。下学年は、リ学級活動

【 】○集会のルールやめあてを確認する。 ーダーやルールに従うことを中心に指導する。→ 課題解決

○６年生の係の進行で、ゲームを進め ・ゲームの内容は、集団でのかかわりがもてもるものになるゲーム集会

【 】る。 よう 事前に指導しておく、 。 → コミュニケーション

○縦割りグループ毎に、集会の反省を ・めあての達成状況や一人一人の役割に対する取り組み態度

し、感想を発表し合う。 等、適切に評価する。

→【コミュニケーション・課題解決・役割認識】○集会について、教師の話を聞く。

指導学年 全学年

指導の場 児童会活動・休み時間等

１．目 標

◎ 大会の目標を立て、その実現のために互いに協力し合いながら努力できる。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○目標実現に向かい、仲間と力を合わせて努力することの充実感を味わわせる。

○大会の運営に関する自分の役割を責任をもって果たそうとする態度を育てる。(６年生）

☆進路発達にかかわる諸能力

【コミュニケーション力 ：チームの仲間と応援し合ったり、協力し合ったりしながら、競技に取り組むことがで】

きる。

【課題解決力 ：チームの目標を決め、その達成に向けて努力することができる。】

【役割認識力 ：大会における自分の役割を自覚し、責任をもって仕事に取り組むことができる。】

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○チーム毎に長縄跳び大会のめあてと ・リーダーを中心に、具体的な目標を立てさせ、その達成のチ ー ム 毎

目標を決める。 ための練習プランを話し合わせる 「練習計画書」を準備す集会 。

【 】練習 ○リーダーを中心に、休み時間での練 る。 → コミュニケーション・課題解決

習に取り組む。 ・練習は休み時間に行う。リーダーを中心とする児童主体の

○係の進行で大会を進める。 活動にするが、グループの活動状況を把握し、適宜支援す

る。毎日の練習後に、その日の成績や取り組み態度などを長 縄 跳 び

○競技、応援に取り組む。 確認する反省会を設けさせる。大会

【 】→ コミュニケーション・課題解決

○大会の反省をする。 ・進行、挨拶、審判等の役割を明確にし、活動させる。仕事

の状況を観察し、適切に評価する。下学年には、大会の運

営に６年生を中心とした様々な仕事があることに気付かせ

→【役割認識】る。

○ゲーム集会におけるキャリア教育展開案

○長縄跳び大会におけるキャリア教育展開案
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指導学年 全学年

指導の場 学年集会・児童会活動等

１．目 標

◎ 在校生は６年生に、６年生は在校生や教職員へのそれぞれの感謝の気持ちを表現し合い、心の交流を深める
とともに、新しい生活への意欲をもつ。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○自分たちの成長や生活は多くの人たちの働きの上にあることに気付かせ、感謝の気持ちをもちながらよりよ
い人間関係を築こうとする態度を育てる。

○６年生を送る会における自分の役割を理解させ、その成功に向けて全力で取り組もうとする態度を培う。
☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：自分を支えてきた人たちの存在に気づき、感謝や尊敬の気持ちをもつ。】
【役割認識力 ：会における自分の役割を責任をもって果たそうとする。】
【意思決定力 ： 卒業」を節目に、新たな生活への希望や意欲を膨らませる。】 「

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○これまでの自分たちの生活や成長に ・６年生、在校生共に今まで自分が支えられてきたことを具、

、 。どのような人たちのかかわりがあっ 体的に発表させながら 周りの人たちの働きに気付かせる

→【コミュニケーション・役割認識】たか話し合う。

○「６年生を送る会」の意義を確かめ学年集会

る。 ・感謝の気持ちを伝え合う会であることを知らせる。一人一

・感謝の気持ちの表現の場 人の役割を明確にさせながら、表現活動に取り組ませる。

→【コミュニケーション・役割認識】○表現の内容や役割を決め、練習に取

り組む。

○５年生執行部を中心に会を進行する ・自分を支えてくれる人々の存在への感謝の気持ちを大事に６ 年 生 を 。

○それぞれの学年の表現に取り組む。 させるとともに、これからの自分の人生(生活）をより充実送る会

○６年生を送る会の感想を発表し合う したものにしようとする意欲を高める話して、活動をまと。

【 】学級活動 ○教師の話を聞き、これからの生活で める。 → 意思決定力

のめあてをもつ。

指導学年 ５～６年生

指導の場 学級活動・委員会活動等

１．目 標

◎ 所属する委員会や自分の仕事の役割を考え、主体的に活動に取り組むことができる。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○学校生活における自分の仕事の役割を理解させ、責任感をもって仕事に取り組む態度を育てる。

、 。○自分のアイディアを生かして仕事をしたり みんなのために働いたりすることへの喜びや楽しさを感得させる
☆進路発達にかかわる諸能力
【自己理解力 ：自分の好きなことや得意なことを生かしながら活動することができる。】
【役割認識力 ：学校生活を支えるために、どの仕事も大切な役割があることを知る。】
【職業理解力 ：仕事に自分なりのアイディアを生かしたり、みんなのために働いたりすることの楽しさを感じる】

ことができる。

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○学校生活における委員会の役割を話 ・どの仕事も学校生活を支える上で大事な役割を担っている

し合う。 こと、その仕事に携わる高学年としての期待を押さえる。委 員 会 の

→【役割認識】所属決定 ○自分の希望を基に、委員会所属を話

合いで決める。 ・自分の興味や関心のあること、得意なこと等を生かせる場

○所属委員会で活動内容を話合う。 を考えさせながら、所属を決めさせる。

→【自己理解】

「 」 ） 。 、委員会活動 ○児童総会、校内放送等で活動内容を ・ 活動企画書 (計画書 を作成させる 活動に当たっては

全校に知らせる。 子どもたちの主体性を尊重し、従来の活動にとらわれない

創造的なアイディアを引き出していく。

→【自己理解・役割認識・職業理解】○計画に沿って、活動に取り組む。

・活動内容や成果を発表する場を設け、子どもたちの創意工

○活動の成果や全校にPRしたいことを 夫を生かした表現活動に取り組ませる。

→【自己理解・役割認識・職業理解】児童集会、校内放送等で知らせる。

・委員会の取り組みにより、改善や向上が図られた学校生活

、 。の例を教師側からも紹介し 活動後の満足感を感得させる

○６年生を送る会におけるキャリア教育展開案

○委員会活動におけるキャリア教育の展開案
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指導学年 ４～６年生

指導の場 クラブ活動

１．目 標

◎ 自己の興味を広げたり、クラブの成員間の交流を深めたりすることができる。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○共通のテーマを追究し、自己の興味を広げさせたり、クラブの成員との交流を深めさせたりする。

○クラブの企画・運営に主体的に携わらせ、ものごとを計画・実行する力を育てる （６年生）。

☆進路発達にかかわる諸能力

【コミュニケーション力 ：上級生、下級生それぞれの立場を尊重しながら、仲良く活動を楽しむことができる。】

【自己理解力 ：集中して活動に取り組み、自分の興味や関心を広げることができる。】

【役割認識力 ：クラブ運営における自分の役割を自覚し、責任ある行動がとれる （６年生）】 。

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○自分にとって興味や関心のあるテー ・リーダーを中心に活動内容の計画立案や運営に主体的に取委 員 会 の

マは何か考え クラブ所属を決める り組ませる。教師は活動状況を見守りながら、適宜支援す所属決定 、 。

○クラブ活動の内容についてアイディ る。(事前にリーダーと担当教師の打合せを行っておく）

→【コミュニケーション・自己理解・役割認識】アを出し合い 活動計画を話し合う、 。

○計画を基に活動する。

・めあてと活動内容の確認 ・活動計画書を作成させる。子どもたちの主体的なアイディ

【 】クラブ活動 ・活動 アが生かされるよう助言する。 → 役割認識

・反省

○活動の成果を児童集会、クラブ活動 ・発表会等への取り組みでは、子どもたちの創意工夫を引き

【 】見学で発表する。 出すよう努める。 → 自己理解・役割認識

指導学年 ３年生

指導の場 クラブ活動等

１．目 標

◎ 自分の興味や関心のあることについて考え、所属クラブを決定できる。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○自分の興味あるテーマや得意なことを考えさせ、自分自身を見つめ直させる場とする。

○クラブ選択にかかわる情報を適切に活用できる力を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力

【自己理解力 ：自分の好きなことや得意なこと、やってみたいことを考えることができる。】

【情報活用力 ：クラブ活動見学で、聞いてみたいことを進んで質問したり、メモしたりしながら、クラブ決定に】

必要な情報を的確に集めることができる。

【意思決定力 ：自分の興味や関心に基づき、所属のクラブを決定できる。】

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○自分の好きなことや得意なこと、や ・ワークシート「自分を知ろう」を活用させ、いろいろな観

ってみたいことをシートに書き出す 点から自分の興味や関心を考えさせるようにする。学級活動 。

→【自己理解】○クラブ見学のめあてを知る。

○各クラブを見学し、質問やメモをし ・クラブ活動の意義を伝え、友達に流されたり、安易な考え

→【意思決定】ながら、クラブの情報を集める。 でクラブ決定をしたりしないよう指導する。

クラブ活動

○自分の希望するクラブを決める。 ・クラブ見学の目的と方法を知らせる 「クラブ探検ノート」見学 。

を作成し、それぞれのクラブで気付いたことや感じたこと

【 】を記録させる。 → 情報活用

○クラブ活動におけるキャリア教育展開案

○クラブ活動見学におけるキャリア教育展開案
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指導学年 全学年

指導の場 学級活動・休み時間・放課後等

１．目 標

◎ 大きな声で挨拶したり、当番の仕事をやり遂げたりしながら、責任感をもって役割を果たすことができる。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○自分の役割を責任をもって果たそうとする態度を育てる。

○集団の場でも物怖じせず挨拶や会の進行ができる力を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力

【コミュニケーション力 ：堂々と挨拶したり、大きな声で会の進行をしたりすることができる。】

【職業理解力 ：当番の仕事に進んで取り組み、働くことの楽しさを感じることができる。】

【情報活用力 ：教師からの聞き取り等の活動で、情報を適切に得ることができる。】

【課題解決力 ：学級の問題をとらえ、適切なめあてを設定することができる。】

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○一日のめあてを決め、黒板に書く。 ・日直の仕事の内容やめあての立て方、予定の聞き方等、事

○一日の予定を確認し、黒板に書く。 前に指導しておく。

【 】当番活動 ○授業開始と終わりの挨拶をする。 → 情報活用・課題解決・職業理解

○教室内の整理整頓 戸締まりをする ・スムーズな進行や挨拶ができるよう、モデルを示すととも、 。

○一日の生活を反省し、記録する。 に放課後等に練習や準備の時間をとる。

【 】○朝の挨拶をする。 → コミュニケーション・職業理解

○会の進行をする。 ・仕事が着実に達成できたか、子ども自身がチェックできる朝の会進行

○一日の予定とめあてを知らせる。 カード等を準備する。

【 】帰りの会進行 ○一日の反省をまとめる。 → 職業理解

、○帰りの挨拶をする。 ・観察や日誌への記録等から仕事への取り組み状況を把握し

望ましい活動態度を賞揚するなど適切に評価する。

【 】→ 職業理解

指導学年 全学年

指導の場 朝の会・帰りの会

１．目 標

◎ 自らの生活を向上させようとする意欲をもち、目標を意識した学校生活を送ることができる。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○自分たちの生活を見つめさせ、生活を向上させるための目標を設定させる。

○会のプログラムに自己PRや夢を語る場を設け、自他の生き方に対する関心を高める。

☆進路発達にかかわる諸能力

【コミュニケーション力 ：挨拶、発言、自己PRなどの場で、生き生きと自分の気持ちや考えを表現できる。】

【自己理解力 ： 1分間スピーチ」で、自分の得意なことや興味あることを表現できる。】 「

【職業理解力 ： 係から」のコーナーで、係の連絡や広報活動に意欲的に取り組むことができる。】 「

【情報活用力 ：要点をとらえて話を聞いたり、必要なことを適切にメモしたりする。】

【課題解決力 ：めあてを意識し、目標をもった生活を送ろうとする。】

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○挨拶、歌に気持ちよく取り組む。 ・スピーチのテーマは事前に指示し、内容を考えさせたり、

○一日のめあてを確認し、自分ががん 表現を工夫させたりする。発表を基に感想を交流し合わせ

ばることを決める。 ることにより、互いの夢や生き方を尊重し合う気持ちを育

○1分間スピーチで、友達の発表（好き む。

【 】朝の会 なこと・将来の夢 等）を聞き、感 → コミュニケーション・自己理解

想を交流し合う。

○係からのコーナーで、各係の活動成 ・係活動では、創造的な活動等を広めていく。

【 】果を交流し合う。 → コミュニケーション・職業理解

○担任の話を聞く。

・一日の生活に関する話 ・担任の話は、一日の生活意欲を高める話や将来への夢や希

・将来の夢や希望に関する話 等 望を広げる話など、子どもたちの向上心を高める内容を準

○めあてについて反省する。 備する。担任自身の夢を語ったり、具体資料を準備したり

○一日の生活でのよかった点、改善し する。

【 】たい点等振り返り、発表し合う。 → 課題解決

○翌日の連絡事項をメモする。帰りの会

○担任の話を聞き、翌日のめあてをも ・話す、聞く、メモを取るなど、基本的な学習習慣をしっか

つ。 り身に付けさせるよう、継続した指導を行う。

【 】→ コミュニケーション・情報活用

○日直当番の指導におけるキャリア教育の展開

○朝の会・帰りの会におけるキャリア教育の展開
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指導学年 全学年

指導の場 学級活動・休み時間・放課後等

１．目 標

◎ 学級生活における係の役割を考え、仕事を創意工夫しながら主体的に活動できる。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○学級生活を支える係活動の意義を理解させ、自分の役割を責任をもって果たそうとする態度を育てる。

○生活をよりよくするために働くことの楽しさを体験的に感得させる。

☆進路発達にかかわる諸能力

【 】 、 。コミュニケーション力 ：グループでの話合いで進んで意見を出したり 協力して活動したりすることができる

【職業理解力 ：係活動に進んで取り組み、働くことの楽しさを感じることができる。】

【役割認識力 ：学級生活を支える係活動の役割を理解する。】

【自己理解力 ：自分の好きなことや得意なことを生かし、係活動を工夫することができる。】

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○学級生活を充実させるためにどんな ・単なる当番活動にとどめず、子どもたちの柔軟な発想を大係に関する

係があればよいか 意見を出し合う 事にしながら、学級生活を豊かにするためのアイディアを話合い活動 、 。

【 】○係活動の組織を作る。 出させる。 → コミュニケーション・自己理解・役割認識

○係のめあて、活動内容、仕事の分担 ・子どもたちの興味や自主性を大事にする。

【 】を決める。 → 自己理解・職業理解

・係を「民間会社」として会社名や組織を工夫するなど、子

○係ポスターを作る。 どもたちの創造性や活動意欲を高める。

【 】係活動 → コミュニケーション・職業理解・自己理解

○日常的な係活動に取り組む。 ・ がんばっている会社」を互いに採点し合うなど、互いの活「

動をチェックし合う場を設ける。教師の側からも、望まし

○朝の会等で、連絡事項等を学級全体 い活動を賞揚したり、広めたりしていく。

→【役割認識・職業理解】に知らせる。

・個性を発揮し合う場や日常の活動成果を紹介し合う場とし

○係活動の発表会を開く。 て「係活動発表会」を設け、働くことの楽しさを実感させ

【 】る。 → コミュニケーション・自己理解・職業理解

指導学年 全学年

指導の場 朝の会・全校朝会

１．目 標

◎ 清新な学習意欲を高めたり、規律ある集団行動や表現力を身に付けたりする。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○話の聞き方や規律ある集団行動の態度を育てる。

○子どもたち自身が自らの生き方を考えるきっかけとなる、話題提供の場とする。

☆進路発達にかかわる諸能力

【将来設計力 ：校長先生や諸先生の話を聞き、自らの将来の生活について夢や希望を膨らませる。】

【情報活用力 ：要点をとらえた話の聞き方ができる。】

【課題解決力 ：適切な集団行動ができる。また、日々の学校生活や学習に臨む向上心をもつ。】

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○規律ある行進、整列をする。 ・適切な集団行動の仕方が身に付くまで、指導を継続する。

【 】全校朝会 ○清新な気持ちを挨拶と歌で表現する。 → 課題解決

○校長先生、諸先生、ゲストティーチ ・輪番制で教職員自身の子どものころの生活の様子や夢など

ャーの話を聞く。 紹介したり、地域のゲストティーチャーを招聘したりしな

○全校朝会で話された話題について、 がら、働くことへの興味や自らの生き方に対する関心をも

【 】感想を交流し合う。 たせる。 → 将来設計

・全校朝会での話題を基に、自らの生き方を考えさせる。ま朝の会

○担任のまとめの話を聞く。 た、日々の学校生活が将来の豊かな生活につながることを

押さえ、生活の具体的なめあてをもたせる。

【 】→ 情報活用・将来設計

○係活動におけるキャリア教育の展開

○全校朝会におけるキャリア教育の展開
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指導学年 全学年

指導の場 児童朝会・委員会活動等

１．目 標

◎ 自己の役割を自覚して集会に臨み、主体的な表現活動ができる。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○委員会やクラブの活動紹介、各学年の表現活動等をとおし、個性や表現力の伸長を図る。

○集会の企画運営をとおし、役割を責任をもって果たそうとする態度を育てる。

☆進路発達にかかわる諸能力

【コミュニケーション力 ：場に応じた気持ちのよい挨拶や返事ができる。】

【自己理解力 ：自己の個性を生かしながら、クラブ活動や委員会活動の成果を生き生きと表現できる。】

【役割認識力 ：集会の運営にかかわる役割を責任をもって果たすことができる。】

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○児童朝会での発表(企画）の内容や方 ・子どもたちのアイディアを大事にし、自主性や創造性を育委員会活動

【 】クラブ活動 法について考えを出し合う。 てる。 → 自己理解

○発表や進行の練習に取り組む。 ・児童の手に委ねた会であることを押さえ、集会の企画運営

○児童会執行部の進行で集会を進める に責任感をもって当たらせるようにする。。

【 】○音楽委員会を中心に今月の歌を歌う。 → コミュニケーション・役割認識

○全校ゲームを楽しむ。 ・子どもたちの活動の様子を把握し、責任をもって役割を果児童朝会

○クラブ発表、委員会発表を見、それ たしたり、個性を発揮して表現活動に取り組んでいたりす

【 】ぞれの活動内容を知る。 る姿を賞揚していく。 → 役割認識

指導学年 全学年

指導の場 学級活動・縦割り集会・清掃時間

１．目 標

◎ 班内での自分の役割を理解し、協力し合いながら意欲的に清掃活動に取り組む。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント

○異学年集団での活動をとおし、集団の約束を守ろうとする態度やリーダーシップ、フォロアーシップを身に

付けさせる。

○力を合わせて働くことの気持ちよさを味わわせる。

☆進路発達にかかわる諸能力

【コミュニケーション力 ：グループの中で自己紹介したり、みんなと仲良くしたりすることができる。】

【役割認識力 ：リーダー、フォロアーそれぞれの役割を理解し、一生懸命に自分の仕事を果たすことができる。】

【職業理解力 ：力を合わせ、体いっぱいに働くことの気持ちよさを感じることができる。】

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○縦割り班清掃の意義や約束を話し合 ・各学年に応じた役割を具体的に指導する。活動の運営は６学級活動

う。 年生のリーダーに委ね、教師は活動状況を観察しながら、

【 】縦割り集会 ○縦割り班毎に、自己紹介をする。 必要に応じ 指導支援する、 。 → 役割認識

○班のめあてや約束を決め、取り組み ・ 縦割り班そうじコンテスト」とし、活動意欲を喚起する。「

【 】カードに記入する。 → 役割認識・職業理解

○班毎に清掃活動に取り組む。 ・各班の取り組みの様子を校内放送で紹介したり、望ましい

○活動を反省し、取り組みカードに記 清掃活動ができている班を賞揚したりしながら、活動意欲

→【コミュニケーション・役割認識】縦割り班清掃 録する。 を喚起する。

○活動の様子について、担当の先生の ・各班、各学年の取り組み態度を具体的に評価する。一生懸

話を聞く。 命に働くことの気持ちよさ、役割を果たすことの大切さを

→【役割認識・職業理解】押さえる。

○児童朝会におけるキャリア教育の展開

○縦割り班清掃におけるキャリア教育の展開
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指導学年 全学年

指導の場 学級活動・縦割り集会・休み時間

１．目 標

◎ 班内での自分の立場を理解し、協力し合いながら楽しく遊ぶことができる。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○異学年集団での活動をとおし、約束を守ってみんなと仲良くしようとする態度やリーダーシップ、フォロア
ーシップを身に付けさせる。

○遊びを企画したり、集団をまとめたりする力を育てる （６年生）。
☆進路発達にかかわる諸能力
【コミュニケーション力 ：班の約束を守り、みんなと仲良くすることができる。】
【役割認識力 ：リーダー、フォロアーそれぞれの役割を理解し、一生懸命に自分の仕事を果たすことができる。】
【課題解決力 ：みんなで楽しく遊ぶための企画や約束を考えることができる。】

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○縦割り班遊びの意義や約束を話し合 ・６年生は事前に「遊び企画書」を考えておく。計画の状況学級活動

、 。 、う。 を見取り アドバイスや励ましを与える 企画書をもとに

【 】縦割り集会 ○縦割り班毎に、自己紹介をする。 よりよい遊び方を話し合わせる。 → 課題解決

○班のめあてや約束を決める。 ・各学年に応じた役割を具体的に指導する。活動の運営は６

○班毎に縦割り班遊びに取り組む。 年生のリーダーに委ね、教師は活動状況を観察しながら、

【 】○班ごとに活動の反省をし、より楽し 必要に応じ 指導支援する、 。 → 課題解決・役割認識

く遊ぶための方法を話し合う。 ・ 縦割り班遊びコンテスト」とし、活動意欲を喚起する。縦割り班遊び 「

→【コミュニケーション・役割認識・課題解決】○活動の様子について、担当の先生の

話を聞く。 ・各班、各学年の取り組み態度を具体的に評価する。

【 】→ 役割認識・課題解決

指導学年 全学年

指導の場 学級活動・清掃時間

１．目 標

◎ 清掃活動の意義を知り、進んで仕事に取り組み、働くことの喜びを感じることができる。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○清掃活動の意義を知らせ、自分の役割を責任をもって果たそうとする態度を育てる。
○体をとおして働くことの気持ちよさを実感させる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【役割認識力 ：学校生活における清掃活動の役割を理解し、自分の仕事を意欲的に果たすことができる。】
【職業理解力 ：清掃活動が気持ちのよい学校生活につながることや働くことの喜びを知る。】

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○そうじの意義や約束を話し合う。 ・働くことの価値を全校朝会等でも話題にする 「そうじが無学級活動 。

」 、 。全校朝会 ○働くことについて話を聞く。 かったら という観点から そうじの意義を話し合わせる

【 】○始めの挨拶をし、めあてと役割を確 → 職業理解・役割認識

認する。 ・教師も共に活動し、協働の楽しさを感じさせる。

【 】清掃活動 ○自分の仕事に取り組む。 → 役割認識・職業理解

○活動の様子を反省する。 ・取り組みカード等で活動状況を自己評価させる。また、活

○教師の評価を聞く。 動を適切に評価し、一生懸命に働いたことによる気持ちよ
→【職業理解】さを感じさせる。

指導学年 全学年

指導の場 学級活動・給食時間

１．目 標

◎ 当番の仕事を着実に果たしたり、食事をとおして友達との交流を深めたりすることができる。

２．キャリア教育のポイントと進路発達にかかわる能力

☆キャリア教育のポイント
○給食にかかわる自分の役割を責任をもって果たそうとする態度を育てる。
○食事をとおし、友達との交流を深めさせる。

☆進路発達にかかわる諸能力
【役割認識力 ：当番の仕事を着実にやり遂げることができる。】
【コミュニケーション力 ：食事のマナーを守りながら、友達との交流を深めることができる。】

３．進路発達を促す指導上の留意点・工夫点
進路発達にかかわる主な活動(例） 進路発達を促す指導上の留意点・工夫点

○当番の仕事に取り組む。 ・当番表を準備し、役割分担を明確にしておく。仕事への取給食準備

【 】り組み態度を観察し 適宜 評価指導する、 、 。 → 役割認識

○食事のマナーを守りながら、友達と ・食後の休息時間に、係による「お楽しみタイム」等の企画縦割り班遊び

【 】の会話を楽しむ。 も工夫する。 → コミュニケーション

○縦割り班自由あそびにおけるキャリア教育の展開

○清掃活動におけるキャリア教育の展開

○給食活動におけるキャリア教育の展開
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